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第 1 章：序章 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
 本論文は、現代日本語における移動事象を表す語彙的複合動詞の内実と諸相を、語
形成の観点から検討するものである。本論文の導入部分として、本章では複合動詞と
移動事象に関するそれぞれの基本概念を概観し、移動事象を表す語彙的複合動詞が持
つ語形成上の位置と類型論的意義を提示する。 
 
2 複合動詞の基本概念 
2.1 語彙的複合動詞と統語的複合動詞 
複合動詞とは、一つの動詞の基本形を後部要素として、これにもう一つの動詞の連
用形が複合してできた動詞類を指すものである。影山（1993）は日本語の複合動詞に
は二種類があることを指摘している。ここでは、二種類の複合動詞の違いに触れ、本
論における研究対象を確定する。二種類の複合動詞の語例は次の（1）にあげられる。 
（１） a.飛び上がる、押し開く、泣き叫ぶ、売り払う、受け継ぐ、解き放す、
飛び込む、（隣の人に）話しかける、こびり付く、飲み歩く、歩き回る、
踏み荒らす、語り明かす、聞き返す、震え上がる、持ち去る、沸き立
つ 
b.払い終える、話し終わる、しゃべり続ける、食べ過ぎる、食べ損なう、
助け合う、動き出す、食べかける、しゃべりまくる、走りぬく、数え
直す、見なれる、登り切る、やりつける 
影山（1993：75－76） 
影山（1993：77）は、（1ab）の二種類の複合動詞のいずれも次の（2）のような統語
要素（副助詞など）の介入と、（3）のような等位構造の削除を許さないという「形態
的緊密性」を見せているため、一語として認められていると指摘している。 
（２） a.*飛びモ上がる、*泣きモ叫ぶ、*歩きモ回る 
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b.*食べモ続ける、*しゃべりモまくる、*食べモかける 
（３） a.*その夜、兄は神戸で飲み歩き、弟は大阪で食べ歩いた。 
b.*ちょうど同じ時に、姉は本を読み終え、妹はレポート書き終えた。 
ところで、一語の性質を持つ二種類の複合動詞について、影山 (1993) は次のよう
なテストを用いて両者の違いを示している。 
（４） 代用形「そうする」 
a：押し開ける→*そうし開ける 
   遊び暮らす→*そうし暮らす 
b：食べ過ぎる→そうし過ぎる 
   調べ終わる→そうし終わる 
（５） 主語尊敬語  
a：受け取る→*お受けになり取る 
   泣き叫ぶ→*お泣きになり叫ぶ 
b：歌い始める→お歌いになり始める 
   話し続ける→お話になり続ける 
（６） 受身の V1 との複合 
a：押し開ける→*押され開ける 
   書き込む→*書かれ込む 
b: 愛し続ける→愛され続ける 
    呼び始める→呼ばれ始める 
（７） サ変動詞の V1との複合 
a：吸い取る→*吸収し取る 
   沸き立つ→*沸騰し立つ 
b：手紙を出し忘れる→投函し忘れる 
    見続ける→見物し続ける 
（８） 重複構文の V1との複合 
a：待ち構える→*待ちに待ち構える 
    勝ち抜く→*勝ちに勝ち抜いた 
       b：隠し続ける→隠しに隠し続ける 
        鍛えぬく→鍛えに鍛え抜かれた身体 
 （4）～（8）のテストから分かるように、b類の複合動詞における代用形の V1や主
語尊敬語の V1などは統語的に句を成している。このことから、影山（1993）は、b類
の複合動詞は統語部門で形成される「統語的複合動詞」と呼ぶことができるのに対し、
a 類の複合動詞は語彙部門で形成される「語彙的複合動詞」であると主張する。 
このように、影山（1993）は語彙的複合動詞と統語的複合動詞はそれぞれ異なる部
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門（module）で形成されたものと主張している1。本論は、語形成の観点に立脚するた
め、語彙的複合動詞を研究の対象とする。「書き忘れる」や「書き始める」のような「統
語的複合動詞」は、その V1 と V2 が補文関係（書くことを忘れる／始める）にあり、
典型的な語よりむしろ文と句の性質に近いため、本論では考察の対象外とする(影山 
1993: 77-79 を参照)。 
 
2.2 複合動詞の主要部 
 複合動詞は、二つの構成要素が組み合わされることによって作られている。このこ
とから、そのうちのどの要素がより重要であるかという問題が生じる。すなわち、複
合語における主要部の問題である。複合動詞における主要部の基本概念について、影
山（1993）の規定を次の（9）に掲げる。なお、本論では特に指定しない限り、下線は
筆者による。 
（１）  和語の複合語においては「餅つき、人さがし」のように名詞が前、動詞    
が後ろに来る。これはちょうど文構造において目的語が動詞より先に位
置するのと似ている。「餅をつく」という文構造において目的語「餅を」
補部、動詞「つく」を主要部と呼ぶのにならって、「餅つき」という複
合語でも「餅」を補部、「つき」を主要部と呼ぶことにすると、和語の
複合語においては句構造と並行的に主要部後置（右側）に配置される。
これは「古い本」と「古本」のような修飾関係でも同じことである。す
なわち、一般的に和語の複合語では主要部は右側に来る。（中略）主要
部をどのように定義するかは困難な問題であるが、意味の中心と考える
より、むしろ合成語全体の範疇を決定する要素（Williams 1981）と考
えておく。すなわち、「古本」が全体として複合名詞であるのは主要部
「本」が名詞だからであり、「奥深い」が複合形容詞であるのは主要部
「深い」が形容詞だからである。このことは、派生語についても当ては
めることができる。「甘（い）」だけでは形容詞であるが、右側に「-さ」
が付くと名詞「甘さ」が形成される（後略）。 
影山（1993：21） 
主要部の定義が困難であり、立場によっては異なることもあるが、（9）の下線部で
示されたように、影山（1993）では複合語の主要部を句構造と並行的に捉えており、
                                                   
1 第 2章でも述べるが、影山（2013：44）では、語彙的複合動詞の中で、VL-aspの語彙的
なアスペクト複合動詞が存在すると指摘している。氏によれば、アスペクト複合動詞は、
語彙的複合動詞と統語的複合動詞との間を取り持つように両者の中間位置に位置するとい
う。影山（2013：44）では、アスペクト複合動詞の存在があっても、「～し始める、～し続
ける、～し損なう」などのような統語的複合動詞と同一視することができないことから、
語彙部門と統語部門は連続しながら、明解な境界性を持っていると主張している。 
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右側主要部の立場を取っている2。また、影山（1993）による主要部の規定は、語彙的
複合動詞の項（argument）と深く関わっている。具体的に言うと、複合語の左側の要
素と右側の要素が同じ種類の項を持つ場合は、右側を優先するが、右側にない項を左
側が持っている場合は、左側のその情報も複合語全体に引き継がれる。たとえば、「お
皿の汚れを洗い落とす」の場合、「お皿」は前項動詞（以下では V1と略す）の項であ
り、「汚れ」は後項動詞（以下では V2と略す）の項である。複合動詞「洗い落とす」
は、「お皿」ではなく、「汚れ」を項として取る。このような項の取り方は V2 の「落と
す」と同様である。一方、「彼はいつも辞書を持ち歩いている」の場合、「辞書」は V1
の項であり、「彼」は V2の項である。この場合、複合動詞は V2だけでなく、V1 の項
も全体に引き継ぐ。ただし、いずれの場合、V2が複合動詞の主要部である。 
 
2.3 語彙的複合動詞の意味分類 
  日本語の語彙的複合動詞は、V1と V2が結合し、特定の意味関係が形成される。形
成された意味関係について、先行研究では、以前から積極的に議論されてきた（石井
1983、寺村 1984、影山 1993、松本 1998、姫野 1999、由本 2005、野田 2011 など）。本
論では、この中から最も精密に分類を行った陳・松本（2018）のリストを次の（10）
のように提示しておく。 
（10） a.原因型  
例：溶け落ちる、溺れ死ぬ、勝ち残る、浮かび上がる、歩き疲れる  
など 
b.手段型  
例：切り倒す、打ち壊す、抜き取る、削り取る、投げ入れる など 
c.前段階型  
例：割り入れる、混ぜ入れる、狙い撃つ、仰ぎ見る、出迎える、置き
忘れる など 
d.背景型  
例：見落とす、聞き漏らす、見逃す、取りこぼす、食べ残す、     
売れ残る など 
e.様態型  
例：舞い落ちる、漂い出る、転げ落ちる、流れ下る、覗き見る など 
f.付帯事象型  
例：泣き叫ぶ、怒り悲しむ、忌み嫌う、尋ね歩く、持ち帰る、 
隠れ住む など 
g.比喩的様態型  
                                                   
2 本論では、語彙的複合動詞の中には、V1主要部あるいは、共主要部も存在するという立
場を取る。移動事象を表す複合動詞の主要部の規定については、本論の第 3章で述べる。 
6 
 
例：咲きこぼれる、咲き誇る、咲き狂う、踊り狂う、読み流す、 
書き殴る など 
h.同一事象型  
例：飛び跳ねる、遊び戯れる、責めさいなむ、抱き抱える、好き好む 
など 
i.事象対象型  
例：泣き止む、売り渋る、逃げおおせる、買い控える、読みふける、
出し惜しむ など 
j.V1希薄型  
例：取り調べる、取り壊す、差し控える、差し押さえる、ひっかける、
ぶっ飛ばす など 
k.V2補助型  
例：褒めちぎる、恥じ入る、舐めまわす、責め立てる、見上げる  
など 
l.派生型  
例：打ち上がる、突き出る、焼き付く、舞い上げる、立ち上げる、 
酔い潰す、譲り受ける など 
m.不透明型  
例：出し抜く、出くわす、取り締まる、見舞う など 
陳・松本（2018：8－9） 
また、（10）における複合動詞の意味分類に関し、陳・松本（2018：76－95）の説明
を次の表 1に概略する。 
表 1：複合動詞の意味分類 
10a.原因型 V1 が表わしている事象が原因となり、その結果として V2の事象が
引き起こされるもの 
10b.手段型 V1 が V2の表す目的を達成する手段を表すもの 
10c.前段階型 （10b）と類似するが、V1 は V2 が意味する目的事象の準備事象で
あるもの 
10d.背景型 V2 という事象が起こる背景として V1が表わす事象があるもの 
10e.様態型 V1 が V2の表す事象が行われる際の様態を表しているもの 
10f.付帯事象型 V1 と V2の事象に時間的な共起関係があり、「V1ながら V2」と言い
換えられるもの 
10g.比喩的様態型 一方の動詞がもう一方の動詞の比喩的な様態を表すもの 
10h.同一事象型 V1 と V2が表わす事象には全般的な類似性が見られるもの 
10i.事象対象型 V2 が V1の表す事象を事象参与者（対象）として取るもの 
10j.V1 希薄型 V1 の意味が希薄化しているもの 
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10k.V2 補助型 
 
V2 が V1の意味に特定の要素を付け加え、または補助的な機能を果
たしているもの 
10l.派生型 V1 と V2の主語が不一致であるため、語彙的複合動詞の中で例外的
と考えられるもの 
10m.不透明型 
 
V1 と V2 にどういう意味的な役割を担っているのか認識できない
もの、あるいは認識しにくいもの 
さらに、（10）のリストを観察すると、下線部と併せて示されている例のように、一
般的にいう移動事象を表す複合動詞が様々なタイプに現れていることが見て分かる。
移動事象を表す複合動詞は、とりわけ影山（1993）や姫野（1999）で指摘している「原
因型」、「手段型」、「様態型」、「付帯事象型」といった典型的な意味タイプに現れやす
い傾向がある。すなわち、移動事象を表す複合動詞の V1と V2の意味関係は多種多様
であり、語彙的複合動詞の中では典型性を持つタイプと言える。 
 
3 移動事象を表す複合動詞と経路のあり方 
3.1 四種類の移動表現 
 移動事象を表す複合動詞の語形成を述べるには、移動事象の定義について述べる必
要がある。松本（2017：1－2）では、移動表現は次の（11）の三種類の文に代表され
ると指摘している。 
  （11） a. John walked into the house. 
           b. Susan threw the ball into the room. 
           c. Bill looked into the hole.  
松本によると、(11a)は主語のジョンの移動を表している。このように移動物が主語
である移動表現は「主体移動表現」である。（11b）は目的語のボールの移動を表して
おり、主語のスーザンがその移動を引き起こしている。このような表現は「客体移動
表現」である。（11c）は移動物が文の中には表現されていないが、経路を表す句（into）
が使われており、視線に沿って動く何らかの移動が想定されていると考えられる。こ
のような表現を「抽象的放射表現」と呼ぶ、ということである。 
松本（2017）があげた三種類の移動表現はそれぞれ異なる移動事象を成している。
この中では、（11ab）は物理的な移動事象そのものが言語化されたものである。ここで
言う物理的な移動とは、時間の流れに伴った物体（具体物）の位置変化と理解される3。
具体的には、（11ab）の移動物「ジョン」と「ボール」が「家」と「部屋」に入ること
で位置変化が発生する。そして、この位置変化は時間の流れの中で行われる。このよ
うな移動事象は、現実世界に起きている物理的な移動と概念化された言語表現が一致
                                                   
3 このような定義に従って考えた場合、「起きる」や「立つ」のような身体の動きを表す動
詞、または、「（一か所で）回転する」や「（扇風機を）回す」のような回転を表す動詞は、
物的的な移動事象を成さないということになる。 
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していることから、理解するのには特に問題ない。  
しかし、注意されたいのは（11c）のような移動事象である。（11c）の抽象的放射表
現は、（11ab）と異なり、物理的な移動事象を成しているわけではなく、知覚者の視覚
経験の中に存在する「虚構移動（fugitive motion）」と言える（Talmy 1996、2000）。
松本（2004：113）によると、このような移動表現は、私たちがある対象を見るとき、
目からその対象に向かって何かが放射されるように感じる、ということから生じるも
のである。このことを説明するために、松本氏は、視覚的放射という視覚経験に基づ
くと考えられる移動表現を次の（12）のようにあげている。 
（12） a.部屋の中から窓越しに外を見た。 
b.その子に目を注いだ／視線が届く／視線を投げかける 
c.空を見上げた。 
（12a）では、視覚的放射の経路が「～から」と「～越しに」によって示されている。
（12b）では、視覚的放射は「注ぐ」、「届く」、「投げかける」といった動詞で表されて
いる。(12c)では、V2の「上げる」によって視覚放射の行為と方向性が表されている。
このように、（12）のいずれも移動事象として言語化されていることが見て分かる。特
に（12b）を観察すると、ここでの「目」や「視線」が主体と客体の移動物かのように
表現されているように見えるが、実際には「目」や「視線」が物理的な移動を行うこ
とはできない。これは、松本（2004）が言うように、目から出ると考えられる放射物
が移動物になり、視線に沿って移動するわけである。 
松本（2004）の考えにおいて、特に重要なのは、抽象的放射表現は、物理的な移動
事象を成していないにもかかわらず、虚構移動として言語上では移動表現として存在
しうる、ということである。本論では、このような移動表現を言語学的な観点から考
察することによって、移動事象の概念的・認知的な解明につながると考え、松本（2018）
による抽象的放射表現も移動事象の一種として受け入れる4。 
以上、松本（2017）による三種類の移動表現について見てきた。このような三種類
の移動事象に対応する複合動詞の語例として、次の（13）があげられる5。 
  （13） a.主体移動の移動事象：走りぬく、持ち歩く、飲み歩く、（桜が）散り急
ぐ、群れ飛ぶ、持ち帰る、駆け戻る、舞い上がる、浮かび上がる、浮
かび出る、崩れ落ちる など 
         b.客体移動の移動事象：投げ入れる、（生徒を）呼び出す、（屋根を）吹
き飛ばす、抱え入れる、担ぎ入れる、運び上げる、連れ出す、（レモン
汁を）絞り入れる、持ち上げる、取り下ろす、掴み入れる など 
                                                   
4 松本（2017：21－22）では、視覚放射表現以外にも、抽象的放射表現として「音声」、「非
音声的メッセージ」、「光の移動」が取り上げられている。この内容は第 10章でも触れてい
る。 
5 松本（2004、2017）の考察を踏まえ、（10c）も移動事象と受け入れる場合、先ほどあげ
た（10k）の「V2補助型」も移動事象を表す複合動詞の意味関係として考える必要がある。 
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      c.抽象的放射を表す移動事象：覗き込む、見上げる、見下ろす、見渡す、
睨みつける、照り込む、映し出す、照らし出す など 
さらに、本論では、以上の三種類の移動表現に加え、「抽象的移動表現」を表す移動
事象も存在すると考える（第 10章）。このような移動事象は、抽象的放射表現と類似
しており、移動物が物理的な移動を行っていないにもかかわらず、何らかの移動が想
起される。一部の抽象的移動を表す複合動詞に相当する現象について、姫野（1999：
39）では、「序列・地位の上昇」を表す「～上がる」があると述べている。これには次
の（14）のような例があげられる。 
（14） 抽象的移動事象：繰り上がる、のし上がる、成り上がる、勝ち上がる  
たとえば、（14）の「繰り上がる」は、「二位の人が一位に繰り上がった」があるよ
うに、〈二位の人が上の位置に上がる〉ということを意味する。このような語義から、
「二位の人」の順位が移動物となり、何らかの方向に向かって移動するということが
想定される。また、この解釈を取ると、抽象的移動事象は、主体移動の移動事象と並
行的であり、類似した移動事象であると捉えることができる。したがって、本論では、
（14）を含めた四つのタイプが移動事象を表す複合動詞に存在することを前提として
考えていく。 
 
3.2 移動事象が持つ言語類型論的特徴（Talmy1985） 
 前節では、移動事象の種類について見てきた。本節では、移動事象の研究に大きな
影響を与えてきた Talmy（1985）の類型論を概観し、日本語の移動動詞が持つ類型論
的特徴を述べる。 
Talmy（1985）の類型論を松本（2017：2－3）の解説では「語彙化類型論」と呼び、
次の（15）のようにまとめている（松本・井上 2003 も参照）。 
  （15） タルミーがその初期の研究（Talmy1985）において注目したことは、移動
を表す動詞の中にどのような意味要素がコード化されるのかということ
であった。タルミーは動詞における意味要素のコード化を語彙化
（lexicalization）と呼び、特に複数の意味要素が一つの語に語彙化さ
れることを包入（conflation）と呼んだ。タルミーは世界の諸言語の移
動表現において、動詞にどのような意味要素が語彙化されるかを考察し、
その類型化を試みた。 
（15）の下線部から分かるように、Talmy（1985）の類型論において、最も重要な
ことは、移動動詞の語根（root）にどのような意味要素が語彙化されているか、とい
うことである。これを説明するためには、次の図 1 に示した移動事象に基づいて以下
の通りに考えていく。 
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図 1：あるボトルの移動（松本 2017：2） 
図 1は、ボトルがプカプカと上下に浮かびながら、洞窟の中から外へと矢印の示し
た経路をたどって移動する、という動的な移動事象を表している。この移動事象に対
応する英文は、「The bottle floated out (of the cave)」になっている。図 1 で表
わされる移動事象の中に、いくつかの要素が含まれている。まず、「移動物（figure）」
のボトルである。ボトルがたどった部分は「経路（path）」である。また、この経路
は「参照物（ground）」の洞窟との位置関係によって規定される6。続いて、ボトルが
プカプカ上下に動く様は「様態（manner）」である。さらに、図 1 でははっきりと示
すことができないが、ボトルの移動は何らかの「原因（cause）」によって生じる。こ
れらの個々の要素は（15）における「意味要素」を指す。 
これを踏まえ、Talmy（1985）は、世界の諸言語を比較し、これらのうちのどの意
味要素が動詞に語彙化されるかを考察し、主に三つのパターンを見出している。本論
では、三つのパターンのうちから、代表的な二つのパターンを取り上げ、日本語にお
ける類型論的特徴を紹介する7。二つのパターンのうちの一つは、英語やドイツ語の
ような言語である。この場合、様態と原因が移動動詞に語彙化される。もう一つは、
スペイン語や日本語のような言語である。この場合、経路が移動動詞に語彙化される。
英語とスペイン語の例を、それぞれ次の（16）と（17）に提示しておく。 
  （16） Figure    Motion   Path   Ground Manner/Cause 
 
        The bottle  floated   out (of  the cave) 
（17）  Figure    Motion   Path   Ground Manner/Cause 
 
        La bottella  sali       (de   la cueva)     flotando 
（Talmy 1985:69） 
 （16）では、「プカプカ浮かぶ」という様態を表す意味は、動詞の「float」に語彙
化されている。移動の経路は前置詞の「out」によって表されている。これに対し、（17）
                                                   
6 Talmy（1985）では、移動物、経路と参照物をそれぞれ、「figure（図）」、「path（経路）」、
「ground（地）」と呼んでいる。本論では、用語の混同を避けるため、「地」を参照物、「図」
を移動物と呼んでおくことにする。 
7 Talmyによる三つ目のパターンは、移動物が動詞に語彙化されるものである。このタイ
プについては、本論の趣旨から外れるため、ここでは省くことにする。詳細は、井上（2003）
と松本（2018：4）を参照されたい。  
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では、経路の意味は動詞の「sali」に含まれている。移動の様態は、動詞の修飾成分
である分詞の「flotando」によって表現されている。この二パターンのうち、日本語
はスペイン語と同じタイプとされる。すなわち、意味要素の経路は動詞に語彙化され
ているということである。具体的には、図 1の移動事象を日本語で表現すると、次の
（18）のようないくつかの方法がある。 
  （18） a.ボトルが浮かびながら洞窟から出ていった。 
            b.ボトルがプカプカと洞窟から出ていった。 
      c.ボトルが洞窟から流れ出た。 
（18ab）では、移動の様態が副詞節の「浮かびながら」と擬態語の「プカプカ」に
表現されているが、意味要素の経路は動詞の「出ていく」に語彙化されている。また、
（18c）では、様態が複合動詞の V1「流れる」、経路は主要部の V2「出る」に語彙化さ
れている。（18）のいずれも移動事象における様態という意味要素が修飾成分であり、
経路は（主）動詞によって表現されている点において共通している。このことから、
言語類型論の観点から見れば、「経路」という概念は、日本語の移動事象の成立におい
て、句や語のレベルのどちらにとっても重要な意味要素であると言える。本論では、
このことを念頭に入れ、論を進めていきたい。 
 
3.3 経路のあり方 
 前節では、意味要素の経路が日本語における移動事象表現の成立に重要な役割を果
たしていることを述べた。本節では、いくかの経路のあり方について規定しておく。
Jackendoff（1983：165）によれば、移動に伴う経路表現は次のように分類できるとい
う。 
  （19） 「bounded path（有界的経路）」 
a.「goal（着点）」：to the park, onto the table, into the box  
      b.「source（起点）」: from the park, off the table, out of the box 
  （20） 「unbounded path（非有界的経路）」 
      a.「direction（方向）」: 着点指向の方向 toward the destination  
起点指向の方向 away from the station  
            b.「（route）中間経路」: along the street, down the hill, through the 
tunnel, across the desert, over the mountain, by the gate 
（19）と（20）は、上野・影山（2001：44－46）の解説を参照すると、以下のよう
にまとめられる。まず、（19）と（20）における経路のあり方は、「有界」と「非有界」
に大別される。「有界的経路」は起点と着点に分けられる。たとえば、（19a）の John ran 
to the parkにおいて、着点である公園に到着すれば移動の行為が完了する。また、（19b）
John ran from his house において、起点である家から離れた時点で行為が終わる。
このように、（19）のいずれも有界的経路を有することから、「in 10 minutes」のよう
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な期限副詞と共起できる。 
一方、「非有界的経路」は、「方向」と「中間経路」に分けられる。方向はさらに着
点指向と起点指向に分かれる。この場合の John towards/away from the house におい
て、移動物はどこかに向かって、あるいはどこから遠ざかって移動していくだけであ
り、到着したという意味を含意していない。また、中間経路も、John ran along the 
streetがあるように、移動の結果が見られない。このことから、（20）のいずれも非
有界的経路を有し、「for a hour」のような期間副詞と共起することができる。 
上野・影山（2001：46）で指摘されているように、移動事象に関する文献では、経
路という用語が中間経路の意味で用いられることがある。このことから、本論では、
混乱を避けるため、移動に関わる何らかの方向性を含む移動表現を一括して「経路」
と呼ぶことに対し、（20b）のような移動経路が見られた場合、「中間経路」と呼ぶこと
にし、両者を区別する。さらに、起点と着点は、先行研究の定義を利用する。 
 
4 本論の目的 
以上のことを踏まえ、本論における研究目的について述べる。本論の第一の目的は、
できあがったひとまとまりの複合動詞について、その構成要素の関係を再解釈するこ
とによって、移動事象を表す複合動詞の語形成を理解することである。このことを明
らかにしようとする際に、現実世界にある複合的な移動事象（現象）に対し、それを
表現するために構成要素がどのように組み合わされるか（言語表現）を重要であると
考える。すなわち、考察の重点は、現実世界に起きる現象の言語化というメカニズム
を考える、ということである。また、こうした分析は、言語現象の考察を通して、現
象に対する認知的なメカニズムの解明にもつながっていくはずである。 
できあがったひとまとまりとしての複合動詞を、その構成要素の関係を再解釈する
ことは、石井（2007a）で指摘している語彙的な複合語に見られる「意味表示の二重性」
がある。意味表示の二重性には、「くみあわせ性」と「ひとまとまり性」がある。これ
は、石井（2007a）による次の（21）の記述が参照されたい。 
  （21） 既成の複合語には8、「くみあわせ的な意味」だけでなく、要素のくみあ
わせからは導くことのできない「ひとまとまり的な意味」（特殊化された
習慣的な意味）を認めることができる（湯本 1977、影山 1993）。「ひとま
とまり的な意味」をもつことができるのは、複合語全体の意味を直接に
担うのが（単語としての）複合語であって、その要素ではないからであ
る。「短い長靴」、「コンクリート製の枕木」などと言えるのは、そのため
                                                   
8 複合語といっても、性質が異なるものがいくつかある。石井（2007）では、「既成の複合
語」、「新造の複合語」、「臨時の複合語」という三種類の複合語を想定するとともに、それ
ぞれを対象とする三種の複合語形成論（解釈的語形成論、命名的複合語形成論、構文的複
合語形成論）を想定した。石井（2007a：7）によれば、既正の複合語とは、過去につくら
れたものであり、現在の話し手にとっては、与えられたものであるにすぎないという。 
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である（中略）。既成の複合語の「つくり」を問題にする（理解する）と
いうことは、実は、その「つくり方」を想定することに等しい。たとえ
ば、現代日本語には、「春風」のほかに、その材料とわれわれが考える「春」
と「風」という単語があり、われわれは、これらの存在および関係から、
容易に「春」と「風」とをくみあわせて複合語「春風」をつくるという
語形成を、想定・再構成することが可能である。つまり、既成の複合語
の「つくりの理解」と「つくり方の想定・再構成」とは、表裏の関係に
あるわけである。 
石井（2007a：50－52） 
下線部を見て分かるように、複合語は単にその構成要素による意味の累加で出来上
がっているわけではないということが分かる。このことからも、第一の目的であるで
きあがったひとまとまりとしての複合動詞における意味の再解釈いう観点の重要性が
見て取れる。 
本論における第二の目的は、移動事象を表す複合動詞の語形成に特化して研究であ
ること。移動事象という枠組みの下で考える場合、前節で紹介したような、移動事象
にまつわる様々な意味要素が、たとえば、移動物、経路、様態、参照物、（移動を引き
起こす）原因など、複合動詞の語形成とどのように関わるのか、ということを明らか
にする必要がある。とりわけ重要なのは、これらの意味要素が複合動詞における結合
制約、主要部の判定、意味の形成といった様々な問題との関係の解明である。この際、
日本語では、基本的に動詞に語彙化されている意味要素の経路が重要な視点の一つに
なってくると考える。 
また、移動事象にまつわる経路、様態、参照物といった意味要素を複合動詞の語形
成に積極的に取り入れようとするアプローチは、これまでの主流である語彙概念構造
（lexical conceptual structure以下では LCSと略す）と異なるように思われる。LCS
による語彙意味論では、統語現象における中核的な意味、たとえば、動作（ACT）、原
因（CAUSE）、変化（BECOME）しか意味分析に取り入れていない。一方、経路、様態な
どの意味要素は、付加詞と扱われており、従来の複合動詞の語形成論では（影山 1993、
由本 2005）取り上げられていない。しかし、本論では、様々な事象と関連づけながら
移動事象を表す複合動詞の意味記述を適切に行うために、移動事象の成立に関わる
様々な要素を意味構造に取り入れる必要があると考える。 
本論における第三の目的は、移動事象を表す複合動詞における拡張の現象を明らか
にすることである。移動事象は、人間の言語活動において、最も基本的なものの一つ
である。そのため、移動事象を土台にした様々な拡張した用法とタイプがある。たと
えば、先ほどあげた「虚構移動」の中で、「主観移動（subjective motion）」という移
動事象がある9。「主観移動」は、次の（22）のような記述が見られる。 
                                                   
9 複合動詞を用いた「主観移動」は、たとえば「木々が立ち連なる道路」や「曲がりくね
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（22） われわれは The mountain range goes from Canada to Mexicoや「その
山脈は南北に走っている」などという。ここでは goや「走る」という移
動動詞が用いられるが、だからといって、主語の実体が実際にも物理的
に移動するわけではない。むしろ、主語の実体を認識する際に認識者が
心の中に想起する移動を反映している（後略）。 
（中右 1997（編）：はしがき） 
（22）の下線で示されたような認識者が心の中に想起する移動は、結果的に V2が移
動動詞である複合動詞の中では多く観察されている。このような現象は、すなわち、
本論でいう「抽象的移動」というタイプの複合動詞と深く関わっている。抽象的移動
事象を表す複合動詞の移動事象を考察することを通し、複合動詞の語形成のあり方と
どのような関係があるのか、という問題の解明が期待される。 
 
5 使用データ 
 本論で検討する複合動詞として、本論の巻末に掲載した「移動事象を表す語彙的複
合動詞のリスト」にある 1030語を取り上げた。このリストは、国立国語研究所で開発
された「複合動詞レキシコン」（https://db4.ninjal.ac.jp/vvlexicon/）をもとに、
（13）と（14）のような移動事象を表す複合動詞を抽出し、独自に作成したものであ
る。 
「複合動詞レキシコン」には、2700語の語彙的複合動詞が含まれている。この 2700
語の複合動詞について、神崎（2012、2013）では、影山氏などが辞書等から収集した
約 2000の複合動詞に、関連する研究文献で扱われている例を追加して整理したもので
構成されている10。「複合動詞レキシコン」の構築は、次の（23）の基準に基づいてい
る。 
（23） a.現在の日本語で一般的に使われている複合動詞を収録する。古語・古
典語、あるいは現代語でも特殊な専門分野や文学作品に限られ一般性
がない語彙は除外。 
b.動詞連用形＋動詞型でないものは除く。たとえば、「読んでみる、止め
ておく、助けてやる、走って行く」のように前項動詞がテ形のもの、「買
いに行く」のように前項が「に」を伴うもの、「暑がる、欲しがる」の
ような形容詞＋動詞型、「役立つ、名指す」のような名詞＋動詞型、「行
かない、頼みやすい」のような動詞＋形容詞型は除外する。なお、テ
                                                                                                                                                     
った山道」などがあげられる。 
10 データの収集は、次の複合動詞の辞書や研究書などを参考にしている。影山太郎（1993）
『文法と語形成』、田中茂範・松本曜（1997）『空間と移動の表現』、姫野昌子（1999）『複
合動詞の構造と意味用法』、姫野昌子（2004）『日本語表現活用辞典』、山下喜代（2007）『平
成 17 年度（2005）～平成 19 年度（2007）科学研究費補助金 基盤研究（c） 研究成果報
告書 日本語教育のための合成語のデータベース構築とその分析』 
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形を含む動詞連鎖で、意味が慣習化したものが若干見られる。本デー
タベースでは「見て取る」を収録したが、他に「食ってかかる、降っ
て湧く、寄って立つ」などがある。 
c.動詞連用形＋動詞型であっても、「〜始める、〜かける、〜忘れる、〜
合う」のような統語的複合動詞は除き、語彙的複合動詞だけを収録。  
 （23）の手続きから、関連する研究文献から適切と判断される語彙的複合動詞がも
れなく抽出されており、信憑性があるデータベースである。また、本論で「複合動詞
レキシコン」を使用する理由は、複合動詞の仕組みが分かるような意味定義と例文が
記載されているほか、複合動詞が使われる際の文型も明確に記載されているからであ
る。たとえば、「複合動詞レキシコン」では、「こぼれだす」の意味として、〈こぼれで
る〉が記載されており、その基本文型が〈N1ガ N2 カラ N3ニこぼれ出す〉となってい
る。これによって、移動事象であるか否かの判断を行う際に、動詞の語彙的意味だけ
でなく、文型（構文）的意味も基準として使うことが可能になる11。また、「移動事象
を表す語彙的複合動詞のリスト」を作成する際に、移動事象の種類、V1と V2の意味
関係、及び V1と V2の動詞タイプなど、様々な追加情報を付している。 
なお、本論で使われる用例は、出典がない限り、基本的に「複合動詞レキシコン」
に記載されているもの、もしくはそれをもとに作成したものである。出典が明記され
た用例は、すべて『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（以下では、BCCWJ と略す）に
よるものである12。 
 
6 本論の構成 
 本論文は、5部の 12章によって構成される。序論では、本論における研究対象、研
究目的と使用データを紹介した。第 2章では、複合動詞における先行研究を概観する。
ここでは、合成と非合成の立場に注意しながら、語形成における一般的な意味制約に
ついて述べる。第 3章では、本論の枠組みを提示する。とりわけ、語彙概念構造によ
るアプローチ（合成的）と構文文法（全体的）によるアプローチの両方による移動事
象を表すモデルを提案し、複合動詞研究への適用を記述する。ここまでの内容は、移
動事象を表す複合動詞の語形成を考察するための準備段階であることから、本論の第
1 部とする。 
第 4章では、第 3章の枠組みを踏まえ、移動事象を表す複合動詞の意味制約につい
て、異なる移動事象ごとに考察を行う。ここで、複合動詞の語形成は、事象構造の在
                                                   
11 構文的意味について、次章ではコンストラクション形態論と関連付けながら紹介する。 
12『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（https://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/bccwj/）は、
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパスであり、現在、日本語
について入手可能な唯一の均衡コーパスである。書籍全般、雑誌全般、新聞、白書、ブロ
グ、 ネット掲示板、教科書、法律などのジャンルにまたがって１億 430 万語のデータを
格納しており、各ジャンルについて無作為にサンプルを抽出している。 
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り方と構成要素における語彙的意味の添加という二つの補完性のある枠組みの整合に
よって、形成されることを述べる。第 5章では、第 4章で提案した枠組みを利用し、
移動事象を表す複合動詞の中で、異なり語数が最も多い「使役移動事象」を表す複合
動詞の生産性の問題について取り上げる。第 6章では、引き続き生産性の問題につい
て論じる。この章では、異なり語数が二番目に多い「有方向移動事象」を表す複合動
詞の生産性の問題を述べる。ここまの内容は、本論における移動事象を表す複合動詞
の基本的なスタンスと語形成のモデルについて述べている。また、本論の枠組みを用
いて、複合動詞における生産性の問題は原理的に説明しようとしていることから、本
論の第 2部とする。 
第 7章では、「舞い上げる」と「舞い上がる」のような自他両形が共に存在する複合
動詞と「放り上げる」や「舞い落ちる」のような自他両形の一方しか存在しない複合
動詞を対象とし、移動事象を表す複合動詞の自他対応の問題を考える。特に、この章
の考察を通し、従来で言われている「自他交替」の有効性を改めて考える。第 8章で
は、複合動詞「舞い込む」の多義性を述べる。「蝶々が舞い込む」と「幸運が舞い込む」
があるように、「舞い込む」は多義的である。この章の分析を通し、複合動詞の多義形
成を事象構造と構成要素の語彙的意味という従来に見られない観点から考える。第 9
章では、類義語である「浮かび出る」と「浮き出る」の違いを述べる。とりわけ、類
義語の違いを明らかにするためには、移動経路に対する意味要素の詳述を行う必要が
あるということを述べる。ここまでの内容は、第二部では分析しきれない個々の複合
動詞における意味記述に重点を置いていることから、本論の第 3部とする。 
第 10章では、「買い下げる」、「勝ち上がる」、「ほれ込む」のような抽象的移動を表
す複合動詞について考察する。この章の内容を通して、複合動詞の語形成における意
味制約のあり方を考える。第 11章では、第 10章の中にも出てくる「思い込む」や「考
え込む」という ES型心理動詞を取り上げ、考察を行う。この章の考察を通し、移動事
象と心理動詞の関係を改めて考える。ここまでの内容は、移動事象に関係する拡張の
問題を扱っていることから、本論の第 4部とする。 
最後に、第 12章では、本論の結論と今後の課題について述べ、第 5部とする。 
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第 2 章：先行研究 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
 複合動詞の語形成は、一般言語学や日本語学では、精力的に分析がなされてきた。
また、分析の方法論も、統語論、語彙意味論、認知意味論、など様々な理論枠組みの
中で試みられている。 
数多くの先行研究の中で、語形成に対するアプローチは大きく合成的な立場と非合
成的な立場という二つの立場に分かれる。合成的な立場は、複合動詞の意味がその構
成要素の意味の統合に還元できる、というものである。この場合、複合動詞の構成要
素が最初にあるという考えに重点が置かれている。一方、非合成的な立場は、複合動
詞は必ずしも構成要素の合成から、その意味が導かれるとは限らず、全体的な意味を
持つ、というものである。この場合、複合動詞全体のほうが最初にあるという考え方
に重点が置かれている。ただし、どちらの立場を取るにせよ、複合動詞の語形成にお
ける結合制約のあり方が問題になる点は、研究者たちの間で共有されている。 
したがって、本章では、立場上の違いに注意しながら、複合動詞の結合制約につい
て、これまで行われてきた代表的な研究とその特徴をなるべく時系列ごとに概観する。
また、最後に先行研究による成果を、移動事象を表す複合動詞へ適応しようとする際
に現れてくる問題点を指摘する。 
 
2 先行研究 
2.1 影山（1993）による「他動性調和の原則」 
 影山（1993）の分析は、近年の複合動詞研究の出発点と言える。影山（1993）は、
語彙的複合動詞の構成要素が自由に組み合わされることなく、一定の規則に従って構
成されていること、そして、この規則が「項構造（argument structure）」レベルで捉
えられること、を指摘している。この背景として、一般言語学では、自動詞が「非能
格自動詞（unergative verbs）」と「非対格自動詞（unaccusative verbs）」という二
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種類に区分されることが広く認められているということが考えられる。ここで、二種
類の自動詞と他動詞の項構造を次の（1）のように提示する。 
  （１） a.他動詞：（Agent 〈Theme〉） 
      b.非能格自動詞：（Agent 〈 〉）       
c.非対格自動詞：（  〈Theme）） 
（1）の区分は、統語構造と意味構造に反映される種々の違いによるものである（影
山 1993:43‐47 を参照）。それを簡単にまとめると、以下のようになる。（1a）の他動
詞は、たとえば、「太郎がご飯を食べる」において、「食べる」が「動作主（agent）」
（太郎）と「対象（theme）」（ご飯）という二つの項（argument）を要する。この二つ
の項を、それぞれ「外項」と「内項」と呼ぶ。（1b）の非能格自動詞は、たとえば、「太
郎が走る」において、「走る」が動作主という外項のみを要する。この場合の「走る」
は、他動詞と異なり、内項を必要としない。一方、（1c）の非対格自動詞は、たとえば、
「木の枝が折れた」の例文があげられる。ここでの「木の枝」は、「太郎が木の枝を折
った」の他動詞構文では対象になっている。この場合の自動詞構文を作る「折れる」
は、対象という内項のみを持つ一項動詞である。 
このような違いを踏まえ、影山（1993）は複合動詞の形成には、外項を取る動詞（他
動詞と非能格自動詞）同士か、外項を取らない動詞（非能格自動詞）同士によって作
られる必要がある、という「他動性調和の原則」を提案している。「他動性調和の原則」
による形成可能と不可能の組み合わせパターンとしては次の（2）があげられる。 
（２） a.他動詞＋他動詞：買い取る、追い払う、射抜く、突き倒す、叩き落と
す、言い消す、思い起こす、着崩す、突き放す、押し潰す など 
b.非能格＋非能格：言い寄る、這い寄る、駈け寄る、歩み寄る、忍び寄
る、飛び降りる、駆け降りる など 
c.非対格＋非対格：滑り落ちる、転がり落ちる、崩れ落ちる、剥げ落ち
る、したたり落ちる、燃え落ちる、居並ぶ、立ち並ぶ、など 
d.非能格自＋他動詞：目を泣き腫らす、微笑み返す、伏し拝む、笑い飛
ばす、乗り換える、住み替える など 
e.他動詞＋非能格：待ち構える、探し回る、買い回る、荒し回る、嘆き
暮らす、待ち暮らす など 
f.非対格+他動詞：*売れ飛ばす（cf.売り飛ばす）、*揺れ起こす（cf.     
揺すり起こす）、*あきれ返す（cf.あきれ返る）など 
g.非能格+非対格：*目が泣き腫れる、*走りころぶ など 
h.非対格+非能格：*転び降りる、*崩れ落りる、*あふれ降りる など 
i.他動詞＋非対格：*洗い落ちる、*拭い落ちる、*切り落ちる、*打ち 
壊れる、*切り倒れる など 
影山（1993：118－119） 
19 
 
（2a～e）は、「他動性調和の原則」に合致する例であり、（2f～i）は、そうではな
い例である。（2）の複合動詞を見て分かるように、「他動性調和の原則」を用いて、形
成可能なパターンとそうでないパターンをある程度予測することが可能である。この
ことから、影山（1993）は複合動詞の語形成を項構造レベルで捉えることができると
主張している1。また、（2）で示されるように、V1 と V2 はそれぞれの動詞区分の組み
合わせによって複合動詞としての成立可否が判断される。このことから、影山（1993）
では複合動詞の語形成を構成要素による合成的な観点に基づいて考えていると理解で
きる。 
 
2.2 松本（1998）「主語一致の原則」 
松本（1998）では、動詞の項構造における一般的な制約があるとする影山（1993）
の分析に対し、次のような問題点をあげている。まず、非対格性や非能格性の規定に
は、多くの動詞が非対格と非能格の両方のテストに合格することから、非対格と非能
格動詞の認定があいまいであるという点をあげる。たとえば、「居る」、「来る」、「上が
る」、「降る」など、非能格動詞の判定に使われる間接受け身テストに合格する同時に、
非対格動詞の判定に使われる数量詞や終結性のテストにも合格する（松本 1998：41－
42 参照）。このような観察からは、「他動性調和の原則」による分析の基盤に対し、疑
問が生じる。続いて、影山氏による「他動性調和の原則」に反する用例があるという
点をあげる。たとえば、「非能格＋非対格」の「歩き疲れる」、「走りくたばれる」など
が存在する。このような組み合わせは、項構造の分析に依拠する「他動性調和の原則」
ではうまく説明できない。 
これらの問題を踏まえ、松本（1998）は、他動性調和の原則より緩い制約として「主
語一致の原則」（由本 1996 も参照）を提案している。主語一致の原則は、松本（1998：
72）で次のように定義されている。   
（３） 二つの動詞の複合においては、二つの動詞の意味構造の中で最も卓立性の 
高い参与者（通例、主語として実現する意味的項）同士が同一物を指さな
ければならない 
ただし、（3）を見て分かるように、「主語一致の原則」は緩い意味制約であるため、
複合動詞を過剰に生成してしまうことになる。このことから、松本（1998）では、「主
語一致の原則」に加え、複合動詞の組み合わせ制約を V1 と V2 の意味関係によって捉
えている。この点は、複合動詞の語形成を項構造で捉えている影山（1993）と異なる。
松本（1998）では、V1と V2の意味関係を、「手段」、「様態・付帯状況」、「原因」、「比
喩的様態」などの 6種類に区分し、それぞれの意味制約を述べている。これは次の（4）
                                                   
1 ただし、影山（1993）では、非能格、非対格の両方の動詞と複合する「～去る」、「～込
む」などについては、意味構造での合成を提案しており、すべての複合動詞について「他
動性調和の原則」を適応できるとまでは言っていない。 
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として提示されている。 
（４） a.前項が後項の手段を表すもの： 
前項要素がすべて動作主的動詞であり、後項要素は何らかの状態・位
置変化の使役を表す動詞である。 
例：押し倒す、叩き落とす、打ち上げる、押し出す、掻き集める 
b.前項が後項の様態・付帯状況を表すもの： 
前項要素が後項要素で表された移動のプロセスに付随する様態・付帯
状況を表すものである。なお、様態・付帯状況（V1）を含む動詞にお
いては、様態・付帯状況が主要な出来事（V2）と同じ期間に継続する
ものでならなければならない。 
       例：駆け上がる、流れ落ちる、流れ出る、売り歩く 
            c.前項が後項の原因を表すもの： 
後項要素（結果を表す非動作主的動詞）が状態変化を表し、前項要素
がそれを引き起こす原因となる出来事を表すものである。 
例：降り積もる、溺れ死ぬ、焼け死ぬ、泣きぬれる、飲みつぶれる 
d.前項動詞を意味的主要部とするものⅠ（比喩的様態）： 
後項要素が前項要素で表された事象の様態を表すものである。 
例：咲き誇る、咲き乱れる、踊り狂う、泣き狂う、思い乱れる 
     e.前項動詞を意味的主要部とするものⅡ： 
前項要素が意味的主要部であり、後項要素が特定の意味を前項要素の
意味構造の中に加えていて、しばしば後項要素が副詞的であるとか接
辞化しているなどとされてきたようなものである。 
例：言い指す、晴れ渡る、叱りつける、拾い残す、見上げる  
        f.前項が後項の背景的情報を表すもの： 
後項要素を意味的主要部とし、前項要素が後項要素の背景を具体的に
表していると考えられるものでる。  
例：食べ残す、売れ残る、取りこぼす、見落とす、見分ける 
 以上、松本（1998）における複合動詞の意味制約を見てきた。松本氏が複合動詞の
組み合わせ制約を意味関係で捉える理由は、（1）の項構造では、動詞の項に関する情
報しか含んでおらず、外項と内項といった限定された語彙情報が複合動詞における多
様な意味関係をうまく捉えられないと考えるからである。このことから、松本（1998）
では、複合動詞の結合制約を意味構造レベルで捉えるべきであると主張されている。
また、（3）の定義からも分かるように、松本（1998）は、複合動詞の語形成を二つの
動詞の複合として捉えている。このことから、松本（1998）の語形成論も合成的観点
に基づいていると言える。 
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2.3 由本（2005）による「LCSの合成」 
複合動詞の結合制約を意味構造レベルで捉えようとしているものには由本（1996）
や由本（2005）もあげられる。特に由本（2005）では、V1 と V2 に見られる意味関係
を LCS の合成として分析されている。由本氏による LCS の合成パターンは、次の（5）
に示すことができる。 
  （５） a.並列関係：［［LCS1］AND［LCS2］］ 
      b.付帯状況・様態：［LCS2WHILE［LCS1］］ 
      c.手段：［LCS2BYLCS1］ 
      d.因果関係：［LCS2FROMLCS1］ 
      e.補文関係：［LCS2…［LCS1］…］ 
 由本（2005：108-109、126） 
（5）を理解するために、まず LCSについて理解しておく必要がある。由本（2011：
22）によれば、LCSでは、「使役」、「変化」、「状態」などの意味の核を、それぞれ CAUSE、
BECOME、BEといった抽象的な述語で表し、それらを、項を取る関数（たとえば、[x CAUSE 
y]）として用いることによって、出来事を形式化しているという。LCSの一例として、
由本（2011：25）では、「kill」のような目的語の状態変化を引き起こす「使役」を表
す動詞を次の（6）のように示されている。 
（６） [x ACT ON y] CAUSE [BECOME[y BE AT DEAD]] 
由本（2011：24） 
（6）は、変項ｘが変項 yに対し動作を行い（ACT ON）、その動作によって、y が死ん
だ状態（DEAD）になる（BECOME）ことを引き起こす（CAUSE）、という「使役の連鎖」
が形式化されたものである。由本（2005）は、LCS を利用し、たとえば、（5a）の並列
関係を表す複合動詞「泣き叫ぶ」について、次の（7）のように表している。 
  （７） 泣き叫ぶ： 
           ［[xi]CONTROL[yi]CRY］AND［[xi]CONTROL[yi]SHOUT］⇒ 
      ［[xi]CONTROL[[yj]CRY AND SHOUT］］ 
由本（2005：113） 
（7）における矢印の前半部分では、LCS1 と LCS2 が独立に存在している。また、LCS1
と LCS2 の意味関係を表す AND が両者の間に加えられている。意味述語の解釈として、
LCS1と LCS2 は共に CONTROL を持つ、この CONTROL は意志的な動作を表している。CRY
と SHOUT は「泣く」と「叫ぶ」が表す具体的な動作を指す。ここで、LCS1 と LCS2 の
それぞれにおける xと yは同一指標を表す iによって同定される。 
続いて、矢印後半の部分では、二つの LCS が統合されるに伴い、別々であった LCS1
と LCS2の項ｘとｙが複合動詞の項として一つに融合される。また、LCS1 と LCS2が表
す異なる二つの事象が AND によって、一つのまとまった事象である「CRY AND SHOUT」
に統合されることになる。 
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（7）を見て分かるように、由本（2005）の分析では、合成前と合成後の過程が別々
に LCS 上で示されている。この点から言うと、由本（2005）の分析も合成的であると
言える。また、氏によれば、並列関係を表す複合動詞の合成は、基本的な意味関数（（7）
の下線部）が同じ位置に現れる項同士の間に限ってなされる。これによって、項構造
では同じ外項として位置づけられるはずの動作主と経験者の間の同定すら、この並列
関係には認められない、という意味的な制約が加えられている。このような意味的な
制約があるから、たとえば、経験者を持つ「驚く」と動作主を持つ「泣く」は、どち
らも外項を持ち、「他動性調和の原則」から見れば、形成可能と予測されるにもかかわ
らず、実際には、「*驚き泣く」が存在しないと解釈されるという。 
このように、複合動詞の語形成を意味構造で捉えることで、項構造の観点から見た
形成可能なパターンが、なぜ現実には存在しないかという問題に対し、ある程度の解
答ができたように思える。由本（2005）では、並列関係を含め、LCS の合成による結
合制約を次の（8）のようにまとめている。 
（８） a.並列関係： 
変項の同定が二つの LCS 内で同じ意味役割をもつものの間でのみ可
能であり、また、最終的に単純な事象構造に再分析されるため、変項
は全て同定されねばならず、同じ関数で表される LCS をもつ動詞、さ
らにはアスペクト素性も同一である類義語の合成以外は容認 されに
くい。 
b.付帯状況・様態： 
V1 は継続相として解釈できるものに限られる。変項の同定は二つの
LCS 内で同じ意味役割をもつものの間でのみ可能だが、同定されずに
残された V1 の項が複合語の項として受け継がれることもあり得る。
ただし、それぞれの第一項（主語）は必ず同定される。 
            c.手段： 
意図的行為を表す動詞（CONTROL 関数で表される LCS をもつもの）の
組み合わせに限られる。それぞれの第一項（動作主）が必ず同定され、
また他の項についても、異なる意味役割をもつもの同士でも、使役の
連鎖が成立しやすいように、同定される必要がある。 
            d.因果関係： 
V2 は非意図的事象を表す非対格動詞に限られる。それぞれの第一項は、
意味役割の違いに関わらず同定される 
            e.補文関係： 
V2 は事象（Event）を項として取る他動詞または非対格自動詞に限ら
れる。項の同定は、V2 の項として V1 の LCS をまるごと埋め込むこと
で自動的に起こる 
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由本（2005：130－131） 
 以上、由本（2005）の分析について見てきた。由本（2005）は、複合動詞の意味制
約を項構造ではなく、意味構造から求めるべきである、と主張している。これは松本
（1998）の考えと同様である。 
 
2.4 影山（2002、2013）による「概念構造の補充」 
 ここまで見てきた研究は、分析レベルは異なるものの、複合動詞の語形成を合成的
であると捉えている点は共通している。しかし、影山（2002、2013）の分析は、従来
の合成という立場から明らかにスタンスが変わっている。 
影山（2002）は、「有界性（boundedness）」という類型的な違いから、日本語の語彙
的複合動詞の語形成は、「概念構造の補充」を成すべきであると述べている。影山（2002）
が指摘する語形成における合成の考え方と概念構造における補充の違いは、次の（9）
の英語と日本語の対照から説明される。 
（９） a.The raft floated to the island. 
          b.*いかだは小島に流れた。 
c.小島に流れ着いた。 
影山（2002：30、31） 
 影山（2002）によれば、（9a）は主動詞の「float」だけならば、継続的な移動とい
う非完結的（atelic）な事象を表すが、その後ろに前置詞句などのアスペクト限定表
現を継ぎ足すことで、全体として完結的（telic）な事象を作り出している。この場合、
非完結の事象と完結の事象は合成されることで作られている。一方、日本語では、（9a）
と同じ事象を表すために、（9b）のように逐語訳すると、非文となる。日本語では、非
完結の事象に限界性を加える方法として、（9c）のような完結的な動詞を主要部の V2
に取る複合動詞で表現する必要がある。この場合、V1 と V2は、（9a）のような「非完
結＋完結」という独立の要素による合成の関係ではなく、V1が主要部である V2 の様
態補充を成している、という。このように、影山（2002）は、「合成」と「様態の補充」
が二つの異なる概念として明確に区別している。 
さらに、影山（2013）になると、従来指摘されている V1と V2 における「手段」、「原
因」、「付帯状況・様態」、「使役」などの意味関係は、主要部の V2にもともと内在する
というように考えが変わっている。影山（2013）は、V1 と V2の意味関係、及び複合
動詞の語形成のあり方を、次の（10）のように述べている。 
  （10） 主題関係複合動詞2の意味解釈については、手段を表す関数（BY）や動作
様態を表す関数（WHILE）などを想定した分析が一般的である。これらの
                                                   
2 主題関係複合動詞は、従来の語彙的複合動詞の中で、補文関係を除く、手段、様態、原
因、並列を表す複合動詞である。影山（2013）では、「見渡す」のような補文関係、あるい
は「晴れ渡る」のような副詞的な複合動詞を「アスペクト複合動詞」と呼んでいる。 
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関数は、複合動詞を構成する V1 の意味構造と V2の意味構造を何らかの関
係で結びつけるという発想によるもので、この発想は「複合動詞は二つの
独立した事象を統合したものである」という考え方に根ざしている。しか
しながら、既に見たように、主題関係複合動詞は「V1 て、V2」と言い換
えられるように、主体となるのはあくまでも V2であり、V1はそれを意味
的に修飾しているに過ぎない。そのように考えるなら、２つの事象を繋ぎ
合わせるための関数を導入しなくても、もともと存在する V2の意味構造
のどこかの部分に V1の意味構造が補充されると考えることで、適切な意
味解釈を得ることが十分可能である。 
影山（2013：22） 
（10）の下線部から分るように、影山（2013）では、V1は V2を意味的に修飾して
いると考えていることから、非合成的な立場に変わっていると言える。つまり、複合
動詞の語形成は、構成要素による部分的な合成ではなく、全体のほうが最初にあると
いう考えに基づいていると言える。このような立場は、由本（2005）による意味構造
の分析と明らかに異なることが窺える。 
以上のことを踏まえ、影山（2002、2013）では、複合動詞の語形成について、主要
部 V2の LCS をベースにして、その中のいずれかの空所位置に、修飾部 V1の LCS情報
を補充するという新たなモデルを提案している。そして、この新しいモデルでは、V1
による補充の仕方は二種類がある。二種類の補充について、次の（11）を用いて説明
する（影山 2013：23も参照）。 
  （11） a. 向こう岸に流れ着く。 
「着く」の LCS：[y BECOME<Manner>[y BE AT-z]] 
「流れる」の LCS 
             b. 大金を持ち回る。 
「回る」の LCS：[x ACT]CAUSE[[x]MOVE[Path AROUND z]] 
                                       xが yを持つ（x BE WITH y） 
→[x ACT]CAUSE[[x（x BE WITH y）]MOVE[Path AROUND z]]  
影山（2002：33、34） 
影山氏によれば、（11a）では、「向こう岸に流れ着く」の「向こう岸に」が V2「着
く」の項である。V1「流れる」の項として「川を」という表現を付けると、「*川を（向
こう岸に）流れ着く」のように非文となる。したがって、この場合の「流れ」は単に
「着く」という動詞の様態を補充するだけの役割であると考えられる。V1 は、「副次
成分の補充」を成している。また、（11b）の「大金を持ち回る」の場合は、V1 の項で
ある「大金」が複合動詞の項として具現化される。このことから、V1「持つ」は主要
部 V2 の意味構造に対して、項を添加しているという。この場合の V1 は、「項の補充」
を成している。 
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以上、影山（2002、2013）の分析を見てきた。この時期の影山氏の語形成論は、次
の二点が特徴的である。まず、複合動詞の語形成について、レベルを設けず、意味構
造上で統一的に捉えている点である。この試みは影山氏初期のスタンスと異なる。ま
た、複合動詞の語形成について、構成要素の合成によるものではなく、主要部の V2を
土台にし、V1がその意味構造に代入されるという構成要素の補充という立場に変わっ
ている点である。このような試みも従来と異なり、新しいものである。 
 
2.5 石井（2007）による「過程結果構造」 
複合動詞の語形成が意味要素の合成ではなく、全体的性質を持つという点を論じる
際には、石井(2007a)の研究が有益である。石井（2007a：108）では、自立する動詞同
士が結び付いた複合動詞は、形態論的には複合語であるが、構成要素間の意味的な関
係を見ると、複合語的な関係（複合構造）、派生語的な関係（派生構造）、単純語的な
関係（熟合構造）の 3 類に大別できるとし、さらにその 3 類を下位分類している。そ
の概要を次の表 1のように提示する。 
表 1：石井（2007a）による過程結果構造 
複合構造 
過程結果構造 
①他動的過程結果構造（例：「押し倒す」、「洗い流す」） 
②自動的過程結果構造（例：「駆け寄る」、「溢れ出す」） 
③再帰的過程結果構造（例：「振りかざす」、「着膨れる」） 
非過程
結果構
造 
限定 
構造 
④様態限定構造（例：「すすり泣く」、「あさり歩く」） 
⑤状態限定構造（例：「持ち歩く」、「出迎える」） 
並列 
構造 
⑥継起的並列構造（例：「生まれ育つ」、「傾き倒れる」 
⑦非継起的並列構造（例：「忌み嫌う」、「遊び戯れる」 
派生構造 
語彙的派生構造 
⑧語彙接頭辞構造（例：「押し隠す」、「打ち消す」） 
⑨語彙接尾辞構造（例：「拝み倒す」、「鍛え上げる」） 
文法的派生構造 ⑩文法接尾辞構造（例：「歩き始める」、「知らせ合う」） 
熟合構造 
   ⑪完全熟合構造（例：「当て付ける」、「出し抜く」） 
⑫不完全熟合構造（例：「出掛ける」、「仕切る」） 
ここでは、本論で述べる語彙的複合動詞と最も関係する複合構造に注目し、説明し
ていく3。石井（2007a）では、複合動詞の造語成分の組み合わせには、主体と客体が
表す「動作」と「変化」という、動詞のアスペクト及びヴォイスに関わる語彙的な意
味のカテゴリカルな側面（奥田 1978、工藤 1995 も参照）が関与していることを指摘
している。具体的には、「過程結果構造」では、複合動詞が表すひとまとまりの運動を
                                                   
3 さらに、石井（2007a）では、複合構造のほか、構成要素の一方の意味が形式化し、もう
一方の要素に接辞のように従属している「派生構造」と構成要素の意味が明確に取り出せ
ない「熟語構造」があることを提示している。 
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二つの局面に分割し、時間的に先行する「過程」の局面を前項が、それに後続する「結
果」の局面を後項が表す構造である。このような構造は、語彙的複合動詞の中では最
も多く観察されるため、最も典型的な構造であると言える。そして、氏は、前項の動
作主体と後項の変化主体とのヴォイス的な関係から、複合動詞を他動的、自動的、再
帰的の 3 類に分類できるとする。この中で、たとえば、「（太郎が次郎を）押し倒す」
では、太郎が次郎を「押し」、その結果次郎が「倒れる」という変化が引き起こされる。
これは、「主体の動作」が「客体の変化」を引き起こすという点から、他動的である。
自動的と再帰的のものは、「駆け寄る」と「振りかざす」があげられる。 
また、「過程結果構造」と対照的なものとして、「非過程結果構造」がある。「非過程
結果構造」の中に、さらに「限定構造」と「並列構造」がある。「限定構造」は、複合
動詞の表すひとまとまりの運動を、時間的には同時的な関係にある二つの側面に分割
し、前項が後項を意味的に限定する関係を作り上げる構造である。たとえば、氏は様
態限定構造の「盗み見る」を「盗むように見る」と解釈している。また、「並列構造」
は、複合動詞の表すひとまとまりの運動を、互いに独立した二つの運動の結びつきと
して捉え、それぞれを前項と後項とが表すという構造である。「生まれ育つ」や「忌み
嫌う」がその例である。 
以上、石井（2007 a）では、多くの複合動詞の形成パターンを分析することによっ
て、複合動詞の構造的な意味を提示している。このようなボトムアップのアプローチ
は、特に初期の項構造による理論言語学の分析方法と異なるように思われる。また、
意味分析に際しては、表 1に示されるように、構成要素間の意味関係が異なるものの、
いずれのタイプも構造的な意味を持ち、ひとまとまりの意味として分析されている。
このことから、石井（2007a）は非合成的な立場を取っていると言える。 
 
2.6 陳・松本（2018）による「コンストラクション形態論」と「フレーム意味論」 
最後に、陳・松本（2018）について述べる。陳・松本（2018）は、複合動詞が全体
的な性質を持つとする研究の中で、最も新しいものである。陳・松本（2018）では、
「コンストラクション（構文）形態論」（Booij 2013）4と「フレーム意味論」（Fillmore 
1977、1985 など）という二つの補間性のある理論枠組みを用い、語彙的複合動詞の語
形成を捉え直そうとされている。この背景には、従来で言う複合動詞が意味する、手
段、様態、原因などの意味関係は、構成要素の意味に含まれていないにもかかわらず、
複合動詞の意味として現れる理由を説明しなければならないという課題が存在する。
また、意味構造によるアプローチにおいて、特に LCS のような道具立ては、限定的な
意味要素しか含まれておらず、複合動詞の意味記述には不完全である、という問題が
考えられるためである。コンストラクション形態論は前者、フレーム意味論は後者の
問題を解決しようとしている。以下では、この二つのアプローチをそれぞれ紹介する。 
                                                   
4 ここでのコンストラクションと構文は同一の概念を指す。 
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まず、コンストラクション形態論を説明する。陳・松本（2018：73）によれば、コ
ンストラクション形態論では、個々の動詞は形式と意味のペアリングとしてレキシコ
ンに登録されていると考えられている5。また、複数の複合動詞に共通するパターンは、
スキーマとしてのコンストラクションを成すと考えるという。たとえば、陳・松本（2018）
は、複合動詞「切り倒す」のコンストラクションと手段型を表す複合動詞のスキーマ
を次の（12）と（13）のように示している。 
（12） 「切り倒す」：[[切り]V＋[倒す]V] ⇔[倒す BY切る] 
（13） 手段型複合動詞のスキーマ：[Vi-Vj] ⇔[Ej-CAUS.CHG BY Ei-AGT]  
陳・松本（2018：73） 
（12）は個別である複合動詞のコンストラクションを表している。この場合、「切り
倒す」は、[[切り]V＋[倒す]V]の形式を取り、[倒す BY 切る]ということを意味する。
（13）はスキーマとしてのコンストラクションを成している。 ここでの[Vi-Vj]は、形
式であり、 [Ej-CAUS.CHG BY Ei-AGT]は意味である。具体的には、V1（Vi）の事象である Ei
（E1）が「動作主的な事象」（Ei-AGT）、V2（Vj）の事象である Ej（E2）が「使役状態変
化の事象」（Ej-CAUS.CHG）を表している。複合動詞全体は、[Ej BY Ei]という「手段－目的」
のコンストラクション的意味として解釈される。陳・松本（2018）による手段型以外
の複合動詞は、その概要を次の表 2にまとめる。   
表 2：陳・松本（2018）による語彙的複合動詞の分類 
V1 と V2 の意
味関係 
スキーマとしてのコン
ストラクション 
コンストラクション的
意味 
E1と E2の
時間的関
係 
語例 
原因型 [Vi ‐ Vj-INT]↔[Ej-CHG 
BECAUSE Ei] 
V1 した結果 V2 E1≧E2 崩れ落ちる、 
立ち上がる 
手段型 [Vi － TR ‐ Vj-INT]↔ 
[Ej-CAUS.CHA BY Ei-AGT] 
V1することによってV2 E1≧E2 打ち壊す、 
拾い上げる 
前段階型  V1 したうえで、V2 E1≒E2 割り入れる、 
混ぜ入れる 
背景型 [Vi ‐ Vj]V↔[Ej-CHG WITH 
THE BACKGROUND OF Ei] 
V1 する際に V2／V1 す
べき状況で V2 
 聞き逃す、 
売れ残る 
様態型 [Vi－ INT‐Vj-INT]V↔[Ej IN 
THE MANNER OF Ei] 
V1 が様態、V2が主体移
動 
E1＝E2 舞い落ちる。 
転がり落ちる 
付帯事象型 [Vi ‐ Vj]V↔[Ej WITH 
THE CIRCUMSTANCE OF 
Ei] 
V1 しながら V2 E1＝E2 持ち歩く、 
すすり泣く 
                                                   
5 レキシコンは、「心的の辞書」と呼ばれることもあるが、我々の脳内にある辞書のことを
指す。 
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比喩的様態 [Vi‐ Vj]V↔[Ej  AS  IF 
Ei]/ [Ei AS IF Ej] 
V2 のように V1、V1 のよ
うに V2 
E1＝E2 咲き誇る、 
盗み聞く 
同一事象型 [Vi‐Vj]V↔[Ei≒Ej] V1 と V2 と意味的に類
似する 
E1＝E2 飛び跳ねる 
消え失せる 
事象対象型  V1 することを V2  出し惜しむ、 
伸び悩む 
派生型 [Vi‐ Vj]V↔[Ej← CAUSAL 
RELATION－Ei](SUBi≠j 
  打ち上がる、 
舞い上げる 
V1 希薄型    打ち沈む、ぶ
ったまげる 
V2 補助型  V2が V1を補助する  見上げる、生 
まれ合わせる 
不透明型  V1 が V2 の意味役割が
認識できない 
 取り締まる 
以上、陳・松本（2018）では、コンストラクション形態論の枠組みを利用し、複合
動詞を構成要素の単純な総合ではなく、構成要素に還元できない意味を有するまとま
りの複合体として捉えている6。これにより、複合動詞の意味解釈において、構成要素
にない意味がなぜ存在するのかという問題が説明される。このような発想は、石井
（2007a）と影山（2002、2013）の考えと軌を一にしていると言える。 
続いて、フレーム意味論を説明する。陳・松本（2018：51）によれば、フレームと
は、ある概念を理解するために必要な背景情報を含む図式化された知識構造であると
いう。この概念を動詞に適用させて考えると、一つの動詞が表わす意味が動作行為に
関連する様々な事象によって構成されることになる。動作行為に関連する事象の中に
は動作の様態、結果、手段、原因、前提的背景、目的など様々な要素があげられる。
陳・松本（2018：53-58）では、これらの要素を「フレーム要素」と呼んでいる。また、
V1 と V2によって形成される複合動詞は、V1 と V2が表わす中心事象のフレーム要素が
一致する必要があると主張する。これに基づき、陳・松本（2018：151）では、「叩き
壊す」が言えて、「*撫で壊す」が言えないという複合動詞の適格性の問題を以下のよ
うにまとめられる。 
「叩く」の目的として様々な事象が含まれるが、V2「壊す」の中心事象と一致する
ことが可能であるため、意味的一致になる。また、「壊す」の「手段」として様々な事
象が含まれるが、V1「叩く」の中心事象と一致することが可能であるため、意味的一
致になる。このように、「叩き壊す」の V1 と V2 には意味的な整合性がみられるため、
複合動詞として形成可能となる。一方、「撫でる」の動作の目的には対象物を破壊する
                                                   
6 ここでいう構成要素にない意味は、たとえば、（12）における BYのことを指す。 
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という意味が含意されておらず、V2と意味的な一致にならない。そのため、複合動詞
として形成されないということになる7。 
 以上、陳・松本（2018）を見てきた。陳・松本（2018）は、従来で言う「様態」、「原
因」、「手段」などの意味をコンストラクション的意味と考えていることから、非合成
的な立場である。また、陳・松本（2018）は、複合動詞の語形成の組み合わせの制約
をより豊かな意味レベルで議論していることが分かる。 
 
3 まとめ 
3.1 先行研究の概観 
ここまで、複合動詞における語形成の立場について、いくつか代表的な先行研究を
概観した。先行研究の特徴をまとめると、以下の二点が言える。 
一つ目は、複合動詞の語形成に対し、合成的な立場から非合成的な立場への移行が
見られるという点である。この背景には、文法研究の流れにおける Goldberg（1995）
の果たした役割が大きいと考えられる。Goldberg（1995）は、生成文法とは異なる理
論的前提に立ち、構文アプローチを提唱し、多くの研究者を引き付けていた（岩田
2015：64 も参照）。このような背景があったため、たとえば、野田（2011）では、複
合語の意味関係をすべて構文の上で捉えようとしている。とはいえ、研究者全員が非
合成的な立場を取るとは限らない。たとえば、由本（2005、2013）は、一貫して合成
的な立場を取っている。また、合成と非合成を折衷させた立場を取る研究者もいる。
伊藤・杉岡（2002）では、複合動詞の語形成に規則性と語彙性の両面性があることを
認め、項構造と意味構造の両方を取り入れるべきであると主張している。これは、影
山（1993）と同様の立場であると考えられる。 
二つ目は、複合動詞の意味制約をより意味的に大きい枠組みで捉え直そうとしてい
る、という点である。複合動詞研究の初期では、意味制約を項構造レベルで捉えられ
ていた。しかし、項構造には、限定された統語情報しか含まれておらず、後に松本（1998）
や由本（2005）によって、意味構造レベルで捉えるように統一された。さらに、由本
（2013）では、LCS の意味構造に加え、新たにクオリア構造（特質構造）も複合動詞
の分析に取り入れるべきであると主張するに至った8。語彙意味論で起きたこのような
                                                   
7 このような V1の「目的」による複合動詞の（不）適格性の問題点について、影山（2013：
23）による語彙概念構造のアプローチではうまく説明できない。これは、目的の意味要素
を語彙概念構造の方式に取り込むことが困難であるからであると思われる。 
8 クオリア構造は、Pustejovsky（1995）が提唱している生成語彙論の理論装置である。そ
の内訳は、「構成クオリア」、「形式クオリア」、「目的クオリア」、「主体クオリア」の四つに
なっている。影山（2005）は、Pustejovskyによる枠組みを動詞に適用させようとする際
に、次のように再定義する必要があると指摘している。 
a. 構成クオリア：その動詞の LCS 
b. 形式クオリア：その動詞が表わす事象のタイプ 
c. 目的クオリア：その動詞が含意する行為の目的・目標・機能 
d. 主体クオリア：その動詞表現が成立するための前提やフレーム（場面や背景状況） 
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一連の動きに対し、陳・松本（2018）では、クオリア構造を含めた意味構造の上での
分析に対し、複合動詞における意味制約は、さらなる豊かな世界知識と文化的側面が
必要であると主張する。 
以上、複合動詞における合成と非合成の立場の問題と意味制約のあり方を述べてき
た。特に、非合成的な立場が注目されるようになることと意味構造の範囲が次第に拡
大し続けてきたことが言える。ここまでの内容は、次の表 3 のようにまとめることが
できる。  
表 3：複合動詞研究の概観 
語形成の立場 研究者 研究手法 複合動詞の意味制約の捉え方 
合成的 影山（1993） 統語論と語彙意味論 基本的に項構造で捉えており、一部
は意味構造で捉えている。 
合成的 松本（1998） 語彙機能文法（LFG） 様態、原因、理由など、V1と V2 の意
味関係によって捉えている 
合成的 由本（2005） 語彙意味論（LCS） 意味構造上の制約で捉えている（松
本 1998と同様） 
合成的 由本（2013） 語彙意味論（LCS）と 
クオリア構造 
意味構造とクオリア構造の両方で捉
えている 
合成的と 
非合成的 
伊藤・杉岡
（2002） 
語彙意味論と統語論 語彙性と規則性の両面性を持つと捉
えている（影山 1993と同様） 
非合成的 石井（2007） 記述文法／国語学 語彙的アスペクト・ウォイスにおけ
るカテゴリカルな側面で捉えている 
非合成的 野田（2011） 構文文法 
 
複合動詞が持つ意味関係は構文的な
意味関係である 
非合成的 影山（2002、
2013） 
語彙意味論 
 
V2の LCSをベースに V1がそれの空所
位置を補充する 
非合成的 陳 ・ 松 本
（2018） 
コンストラクション
形態論とフレーム意
味論 
動作行為に関連する様々な事象、及
びある背景状況に関する全体的な知
識が必要である 
 
3.2 移動事象を表す複合動詞への適用とその課題 
最後に、先行研究による成果を、移動事象を表す複合動詞に適用させようとする際
に見えてくる、いくつかクリアしなければならない課題について述べる。特に、これ
まで研究の主流であった語彙意味論と陳・松本（2018）によるコンストラクション形
態論との関係性と整合性は、本論での考えを提示する。 
まず、LCS による意味制約の分析を考える。これは、すでに陳・松本（2018：25－
26）で述べたように、次の三つの課題があげられる。一つは、複合動詞の意味関係は、
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単に V2の簡略的な意味構造によるのではなく、V1 と V2がどのように整合的な意味構
造を作れるかによるという課題である。たとえば、「～残る」という複合動詞には、「勝
ち残る」、「溶け残る」、「居残る」があげられるが、「勝ち残る」は原因型であり、「溶
け残る」は背景型であり、「居残る」は付帯事象型である。このことから、複合動詞の
意味関係は V2の意味構造によるものではなく、V1 と V2の具体的な意味によるもので
あるということである。 
もう一つは、どの複合動詞が実現していて、どの複合動詞が実現していないという
複合動詞における適格性の問題に関しては、LCS 以上の情報が必要になってくる、と
いう課題である。陳・松本（2018）によれば、「叩き壊す」が言えて、「*撫で壊す」が
言えない理由は、「撫でる」には「壊す」が意味する「破壊する」という目的の情報が
含まれていないからである。しかし、ここでの「目的」という情報は、由本（2005）
の LCSでは取り込まれていない。 
三つ目は、複合動詞の語形成は、より豊かな意味レベルで議論する必要があるとい
う課題である。たとえば、「ラーメン屋を食べ歩く」がなぜ成立するのかを説明するた
めには、食べる行為が行われる「場所」という情報が必要である。しかし、「場所」と
いった情報は、付加詞に相当するため、従来の LCS には含まれてない。 
本論では、陳・松本（2018）があげた以上三つの課題に対し、妥当であると考える。
影山（2002、2013）では、複合動詞の意味関係は、V2の意味構造にもともと存在する
と考えている。しかし、たとえば、複合動詞「（借りた本を）持ち帰る」の V2「帰る」
には、「付帯状況」の意味が含意されていると考えると、その解釈は強引であるように
思われる。むしろ、ここでの「付帯状況」という意味は、V1との合成によって実現さ
れたものと解釈するのが妥当であると考えられる。これは、陳・松本（2018）あげた
一つ目の課題と同様である。 
また、移動事象を表す複合動詞の意味記述を行うためには、特に、初期の LCS によ
る分析は文法に特化した意味理論として位置づけられている。そのため、「BE」、
「BECOME」、「MOVE」、「ACT」、「CAUSE」、「FROM」のような限定された意味関数しか設け
ていない（影山 1996：66 参照）。一方、Talmy（1985）の類型論では、移動事象を理解
するために、意味要素の「経路」、「（移動）様態」、「参照物」といった情報が重要にな
ってくる9。しかし、初期の LCSでは、これらの移動事象に関する諸情報を付加詞と扱
っており、意味構造には組み込まれていない。移動事象を表す複合動詞の意味記述に
特化した本論では、移動動詞に合致する表示方法と理論枠組みが必要であると考える。
これは、陳・松本（2018）あげた二つ目と三つの課題と同様である 
このように、従来の語形成論における諸課題をうまく解決している陳・松本（2018）
のアプローチが魅力的であるように思われるが、陳・松本（2018）によるコンストラ
                                                   
9 Talmy における移動事象の成立には、様々な意味要素の中で規定される必要があるとい
う考え方は、Fillmoreのフレーム意味論と近い。 
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クション形態論のアプローチの問題点は、次のように考える。陳・松本（2018）では、
複合動詞の意味関係を構文的意味として考えている。このような考えを取ることには
問題ない。しかし、構文的意味は何に由来しているのかという点について触れていな
い。（12）があるように、陳・松本（2018：73）では、V1 の事象が「動作主的な事象」
で、V2の事象が「使役状態変化の事象」の場合、複合動詞全体が手段‐目的の意味関
係として解釈されると述べているが、この解釈は結果であり、理由ではないように思
われる。これに対し、むしろ、由本（2005）における V1 と V2 における時間の前後関
係を利用した説明のほうが納得いくものである10。由本（2005：107）によれば、複合
動詞の意味関係は、V1 と V2 の事象が表す時間的関係によって規定されるという。V1
と V2が表す時間的関係は、同時進行か、V1 が表す事象 E1 が V2の表す事象 E2 を先行
するか、という二つの可能性しかない。E1 と E2 が同時進行の場合、V1 と V2 は、「並
列関係」、「付帯状況」、「様態修飾」という意味関係になる。一方、E1 が E2 に先行す
る場合、V1と V2は、「手段」、「因果関係」という意味関係になる、という。由本（2005）
による E1 と E2 時間関係の考えは、言い換えれば、事象概念である。本論では、複合
動詞は全体的な意味を持つと考えるが、このよう全体的な意味は、移動事象が持つ事
象概念との関係の中で規定される必要があると考える。 
 最後に、複合動詞の合成モデルに関して、特に、影山（2002、2013）のモデルとコ
ンストラクション形態論との関係性・整合性を指摘する。これを説明するためには、
まず、Booij（2013）のコンストラクション形態論を簡単に説明しておく。Booij（2013）
は、たとえば、acceptable、affordable、doable、believable などのような「-able」
形容詞の形成を、ある動詞要素（V）が次の（14）の構文に合致していればよいとして
いる。 
  （14） [A[V ]-able] 
（14）の[A ]は、空所位置を持つ形容詞構文のコンストラクションと理解される。
たとえば、動詞要素の「believe」が（14）における[V ]の空所位置に入れば、全体
が形容詞の「believ-able」としてアウトプットされる。そして、（14）では[V ]の空
所位置に入った要素が本来の範疇が動詞でなくても、「coercion（強制」」により動詞
として解釈される。たとえば、形容詞の「club－able」は、もともと名詞である「club」
が[V ]の空所位置に入れば、動詞的な意味として解釈される
11。 
以上、コンストラクション形態論の考えをごく簡単に紹介した。このようなアプロ
ーチは、次の二点が特徴的である。一つは、「-able」形容詞は、[A[V ]-able]という
形式を持ち、全体が V の表す動作の実現可能という意味を表すことである。これは形
式と意味のペアリングを有するとのことである。これは構文文法の考えと同一である。
                                                   
10 V1と V2における時間的関係は、表 2も参照されたい。 
11 clubbableは、たとえば、he is a clubbable man （彼は、一緒にクラブに行ける人だ）
という意味で使われている。 
33 
 
もう一つは、定項の「V」が挿入されることで、新たな形容詞が形成されることである。
これは、個々の「-able」形容詞が持つ語彙的意味が構造上での実現可能性ということ
である。 
ところで、このような二つの特徴を見る限り、結果的には語彙意味論との整合性が
高い理論枠組みであるように思われる。これは、先ほどあげた（11a）と比較すると、
影山（2002、2013）では明らかに複合動詞の語形成にコンストラクション形態論の考
えを取り入れようとしていることが分かる。コンストラクション形態論と語彙意味論
の関係性を説明するためには、（11a）を次の（15）に再掲する。 
（15） a. 向こう岸に流れ着く。 
「着く」の LCS：[y BECOME<Manner>[y BE AT-z]] 
「流れる」の LCS 
（15）では、複合動詞の「流れ着く」は LCS2 の空所位置に V1 が代入されることで
形成されている。また、LCS2は形式を持ち、着点への移動の意味を表している。この
二点から、本論では、影山（2002、2013）の語形成モデルは、コンストラクション形
態論と補完性の高い理論枠組みであると理解する。 
しかし、さきほども述べたように、複合動詞が表わす意味関係は、V2の意味構造に
もともと存在するのではなく、V1との合成によって現れているものと考えると、影山
（2002、2013）のように、V2の LCSをベースにするのは問題があり、改善する必要が
ある。また、たとえば、「帰る」と「着く」は共に移動の着点を取ることができるとい
う点から、同じ意味構造を持っているが12、なぜ「流れ着く」が言えて、「*流れ帰る」
が言えないのかという問題は、影山（2013）では触れていない。これは、「流れる」の
代入先として、「着く」と「帰る」それぞれが持つ語彙的意味が関与しているように思
われる。これらの問題を解消するために、第 3 章と第 4 章では、本論の枠組みを提案
する。 
 ここまで、第 2節であげた先行研究を、移動事象を表す複合動詞に取り入れようと
する際に現れた問題点を一通り述べた。最後に、移動事象を表す複合動詞の語形成を
取り込もうとする際に、現れてくる課題と本論のスタンスについて述べる。まず、先
ほど述べたように、影山（2002、2013）の表示モデルは、コンストラクション形態論
と補完性の高い理論枠組みであることから、本論では語彙意味論とコンストラクショ
ン形態論を折衷させた形の枠組みの提案を試みる。しかし、語彙意味論のアプローチ
では、複合動詞全体の性質を看過しているという欠点があげられる。一方、複合動詞
は全体性を持つと分析する場合、個々の動詞が持つ語彙的意味が過小化されるという
欠点があげられる。したがって、本論では、この二つの点に注意し、枠組みの構築を
試みる。 
続いて、複合動詞の分析は、従来の簡略された意味述語だけでなく、移動動詞の枠
                                                   
12「帰る」と「着く」は共に有方向移動動詞である。詳細は、第 3 章で触れる。 
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組みに沿った意味要素を取り入れる必要があると考える。すなわち、より細かな意味
要素を導入することを検討する必要があるということである。そして、現段階では、
石井（2007a）の記述が納得しやすいものと考える。しかし、石井（2007a）による語
彙的アスペクトの動詞分類は、奥田（1978）や工藤（1995）に依拠している。これは、
次章で述べるように、移動動詞は独自の動詞分類があることから、移動事象を表す複
合動詞の語形成論を独立に考える必要がある。以上述べた内容は、次の表 4 にまとめ
られる。 
表 4：移動事象を表す複合動詞の課題 
 合成的・非合成的
の立場について 
非合成的な立場を取
る理由 
組み合わせの意味制
約 
合成の方法 
本論の
立場 
複合動詞は、全体
的な意味を持つ 
複合動詞の意味関係
が移動の事象構造か
ら由来する 
移動事象にまつわる
様々な意味要素から
制約を受ける 
移動の事象構造に
V1と V2の語彙的
意味が代入される 
先行 
研究と
の比較 
石井（2007）、陳・
松本（2018）と同
様 
事象構造と移動動詞
の語彙的アスペクト
性を利用する 
意味要素は Talmy の
類型論を利用する 
 
影山（2002、2013）
と異なり、V2の
LCSをベースにし
ない 
表 4 における本論の立場を見て分かるように、本論は、複合動詞が全体的な意味を
持つことを認めつつ、複合動詞の意味関係が移動事象の事象構造に由来することと考
える。また、複合動詞の意味制約を考えるにあたって、移動事象にまつわる様々な意
味要素を取り入れ、分析を行っていくスタンスを取る。 
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第 3 章：本研究の枠組み 
 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
 本章では、先行研究の内容と問題点を踏まえ、本論における基本的な枠組みを提示
する。まず、第 2 節では、単一動詞である移動動詞が持つ動詞類型上の特殊性を述べ
る。これは、語彙的アスペクトの観点から見た場合、移動動詞が従来の動詞類型と異
なる特徴があるからである。また、移動動詞の分類を踏まえ、事象構造と関連づけな
がら、本論における表示モデルを提案する。この表示モデルは、語彙意味論とコンス
トラクション形態論を折衷させたモデルと見なすことができ、複合動詞の表示モデル
にも適用されると考える。続いて、第 3 節では、単一動詞にはない問題、すなわち、
移動事象を表す複合動詞の主要部の問題を考える。これを論じるにあたって、Talmy
（1985、1991）の理論枠組みを援用する。さらに、第 4節では、「抽象的移動」を表す
複合動詞を理解するために、「概念メタファー（conceptual metaphors）」の理論枠組
みを提示する。最後に第 5節で、全体をまとめる。 
 
2 移動動詞と移動事象 
2.1 動詞四分類と移動動詞 
 最初に単一動詞である移動動詞の位置づけを述べる。このことを従来の動詞分類と
の関わりから概観する。Vendler（1967）は、次の表 1 のように、「動的/静的
（static/dynamic）」、「継続的/非継続的（durative/non-durative）」、「終結的/非終結
的（telic/atelic）」といった三つの「語彙的なアスペクト側面（aktionsart）」から、
動詞（句）が（1）のような四種類に分類されると指摘している。 
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表 1：Vendler（1967）による動詞分類 
（１） a.状態動詞：love、know、resemble、いる、ある 
b.活動動詞：talk、swim、push、笑う、読む、歌う 
c.到達動詞：die、reach、recognize、見つかる、消える 
d.達成動詞：build(a house)、break(a vase)、（家を）建てる 
（1a）の状態動詞は、静的であり、かつ恒常的な時間幅を有する継続的な事象であ
る。限界点を持たない非終結的な事象であることが特徴である。（1b）の活動動詞は動
的であり、かつ一定の時間幅を持つ継続的な事象である。（1b）は（1a）の状態動詞と
同様に非終結的である。これは、両者とも期間副詞の「（I know him）for years／（He 
talked） for a hour／一時間（話した）」と共起するが、期限副詞の「in a hour／一
時間で」と共起しないことから分かる。（1c）の到達動詞は何らかの状態から別の結果
状態への変化を表しており、動的であるが、活動を含まないため、非継続的である。
また、期限副詞の「arrived in a hour/一時間で着いた」と共起する際に、変化が起
きる時点が限界点であるため、終結的である。（1d）の達成動詞は活動動詞と到達動詞
の性質を合わせ持つことが特徴である。そのため、継続的であり、かつ終結的である。
これは「built a house（in a month）／一軒家を一年で建てた」のように、build と
いう活動が動作の対象である house が完成した時点で終結的となり、期限副詞の「in a 
month」と共起することからも分かる。 
Vendler（1967）によるこの枠組みから、数多くの動詞を個別的にではなく、共通す
る語彙的アスペクトによって集約的に捉えうることに重要な意味があると言える。た
だし、すべての動詞をこの四分類に含めることには問題がある。そして、そのうちの
一つとして移動動詞があげられる。まずは、活動動詞との対照から、移動動詞の特殊
性について述べる。次の（2）と（3）を見られたい。 
（２） a. 一時間歩いた。 
     b. 一時間笑った。 
（３） a. 小径を 1時間で歩いた。 
     b. *人を 1時間で笑った。 
（2a）の移動動詞は期間副詞と共起することが可能であるため、（2b）の活動動詞と
類似していると思われる。しかし、（2）と対照的に（3）のような特徴が見られる。（3a）
では、移動に中間経路のヲ格を伴う場合、期限副詞の「一時間で」と共起できる。こ
           特徴 
動詞四分類 
動的 
/静的 
継続的 
/非継続的 
終結的 
/非終結的 
states（状態動詞 ）  － ＋ － 
activities（活動動詞） ＋ ＋ － 
achievements（到達動詞） ＋ － ＋ 
accomplishements（達成動詞） ＋ ＋ ＋ 
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の場合、「歩く」は終結点を持つと認められる。これは、活動動詞（3b）が目的語のヲ
格が現れる際に期限副詞と共起しない点と異なる1。影山（2008：251）は、このよう
な違いを「活動」と「過程」による問題と指摘している。氏によれば、活動動詞が持
つ活動には変化がない。一方、「歩く」は主語の位置が動いていくことが想定されるた
め、変化がある、という。続いて、「入る」のような移動動詞は、到達動詞との対照か
ら説明する。次の（4）と（5）に見られたい。 
（４） a.列車が一時間で着いた。  
         b.スープが一時間で冷えた。 
（５） a.列車が駅に入った。 
b.スープが冷えた。 
（4a）は（4b）の到達動詞と同様に期限副詞と共起することが可能である。しかし、
（4）と対照的に（5）のような違いも見られる。（5a）から分かるように、移動動詞が
持つ着点は結果状態の判断が重要視される。これは、「入る」という移動が終結した際
に、必ず何かしらの着点が想定されるからである。しかし、このような特徴は（5b）
に見られない。さらに、Kearns（2002：170）では、語彙的アスペクトによる動詞分類
が動詞の持つ「Agentivity（動作主性）」と相関することを指摘している。（1）を見て
分かるように、状態動詞と到達動詞は動作主性を持たないが、活動動詞と達成動詞は
動作主性を持つ。これは次の（6）と（7）の比較からも分かる。 
（６） *Notice the mark on the wall!  
（７） a. *スープが冷えようとしている。 
b. 列車が駅に入ろうとしている。 
（6）では、到達動詞の notice は命令表現と相いれないため、動作主性がない。日
本語の場合も同様である。（7a）「冷える」は意志表現の「う（よう）」と共起できない
ことから分かる。それに対し、（7b）の「入る」は意志表現の「う（よう）」と共起で
きるため、動作主性を持つと理解される2。この場合、「入る」を単に到達動詞に含め
ることは問題があると言える。 
このように、「歩く」や「入る」のような移動動詞は特殊性を持ち、従来の動詞四分
類とうまく合致しない側面がある。この特殊性が存在する理由は、次のように考えら
れる。移動動詞は物理的な移動事象を表しているが、物理的な移動が行われる際、移
                                                   
1 さらに言うと、活動動詞と移動動詞における対格も異なる。これは以下のような受け身
テストからわかる。移動動詞の場合、受動態の使用が不可能である。これは三宅（1996）
によれば、経路のヲ格は構造格であり、目的格のヲ格と異なるからであるという。 
a.太郎はご飯を食べる→ご飯が食べられる。 
b.涙が頬を落ちる→*頬が落ちられる。 
2 三宅（1996：146）では、乗り物は人の意志的なコントロール下にあると見なせるため、
意志表現が可能であると述べている。たとえば、「船が港から出ようとしている」もそのう
ちの一例としてあげられる。 
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動に伴った経路や着点という意味情報が必ず想定される。たとえば、「歩く」と「入る」
の場合、ここでは歩いた道や入った場所という語彙的情報が含まれる。そして、この
ような語彙的情報から、移動動詞に限界性を持たせることが可能である。ただし、こ
の特徴は、動作動詞と達成動詞には見られず、移動動詞にしかないものである。 
したがって、本論では Levin and Rappaport Hovav（1995）と影山（2010）の用語
に倣い、「歩く」のような動詞を「verbs of manner of motion（移動様態動詞）」、「着
く」のような動詞を「verbs of directed motion（有方向移動動詞）」と名付け、従来
の動詞四分類とは別に移動動詞が独立に存在すると仮定する。このような二種類の移
動動詞を以下の（8）と（9）に提示する。 
（８） 移動様態動詞：滴る、しなだれる、流れる、転がる、転ぶ、跳ねる、ほ
とばしる、舞う、歩く、滑る、駆ける、潜る、連れる、さまよう、跳ぶ、
走る、這いずる、馳せる、這う、急ぐ、泳ぐ、飛ぶ、回る、突く、沿う、
など 
（９） 有方向移動動詞：出る、去る、遠ざかる、逃げる、離れる、抜く、来る、
通う、越える、くぐる、抜ける、辿る、巡る、通る、横切る、過ぎる、
進む、移る、沈む、帰る、寄る、上る、登る、下りる、昇る、込む、上
がる、下がる、下る、降りる、入る、渡る、着く、届く、近づく、戻る、
迫る、伏す、退く、越す、貫く、乗る、返る、行く、落ちる など 
（8）は移動の様態を中心に描写する動詞の類である。また、「空を舞う」があるよ
うに、中間経路を取ることは可能である。一方、「*駅に歩いた」が非文であるように、
着点を取ることが普通できない。（9）は何かしらの方向性や着点を含意する動詞の類
である。たとえば、「自宅に帰る」、もしくは「学校から出る」があるように、着点と
起点を取ることが可能である3。 
しかし、移動動詞のすべてが（8）と（9）の二分類に入るとは限らない。（1）の分
類に含まれるものも存在する。たとえば、到達動詞の中で、状態変化と位置変化動詞
の二種類がある。位置変化動詞は、基本的に意志性を持たない類であるため、（9）と
区別される。位置変化動詞の語例を次の（11）に示す4。また、達成動詞の中には、使
役移動動詞が属している。使役移動動詞は主体動作による客体の移動を表すため、（8）
と（9）に見られない動詞類である。使役移動動詞の語例を次の（12）に示す。  
（11） 位置変化動詞：起点；現れる、生まれる、浮かぶ/着点；あふれる、崩
れる、こぼれる、伝わる、漏れる、当たる、止まる、広がる、落ちる、
散る、浮く、染みる など 
（12） 使役移動動詞：取る、置く、寄せる、のける、着ける、付ける、移す、
                                                   
3 松本（2017：247）では、日本語ではダイクシスに関する調査が不十分であることから、
「行く」「来る」のような直示動詞を主体移動動詞から区別して調査をしている。本論では、
このような直示動詞について、着点と起点と共起することができることから、「有方向移動
動詞」として分類している。 
4 位置変化動詞である到達動詞の中には、特殊なものが入っている。例えば、「火が（向こ
う岸まで）広がった」のように、移動物である火の面積が拡大するという点で、移動事象
を成すものがあると認められる。 
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埋める、下げる、沈める、届ける、はめる、まぶす、広げる、回す、渡
す、さげる、動かす、下す、散らす、こぼす、流す、飛ばす、転がす、
入れる、出す、上げる、落とす、下ろす、通す、戻す、返す、掛ける、
載せる、投げる、進める、与える、やる、よこす など 
以上、移動動詞を Vendler(1967)による動詞四分類と関わらせながら整理していく
と、移動動詞は独自性を持ちながら、既存の動詞分類と重なる部分もあるということ
が分かってくる5。本論では、このような特徴を持つ移動動詞は、自ら体系を成してお
り、既存の動詞分類との関係性を次の図 1のように示すことができると考える。 
動詞四分類           移動動詞の分類 
 
状態動詞、活動動詞、到達動詞・位置変化動詞 移動様態動詞、有方向移動動詞 
達成動詞・使役移動動詞 
                            
 
   図 1：移動動詞の位置づけ 
 
2.2 移動事象の事象構造 
 本節では、移動動詞と対応する事象構造（event structure）を述べる。これによっ
て、本論における移動事象の表示モデルを提示する。事象構造の概念を、西村（2002）
は、次のように定義している。   
（13） 事象構造とは、事態の表現に用いられる文法形式（構文、文法形態素、
文法関係など）はすべてその事態に対する特定の捉え方、またはその構
成要素と習慣的に結びいている―ある文法形式を用いてある事態を表現
することはその事態に特定の解釈を適用することには他ならない―とい
う考え方である。 
西村（2002：1） 
西村（2002）の定義を移動動詞と移動事象の関係に言い換えると次のようになる。
移動表現に用いられる文法形式の移動動詞は、すべてその事態である移動事象に対す
る特定の捉え方の現れである。また、異なるタイプの移動動詞が存在することは、そ
れに対応する異なるタイプの移動事象が存在する、ということである。ここでは、前
節で指摘した動詞分類に基づき、第 1章で言及した抽象的放射と抽象的移動も加え、
様々な移動動詞に対応する移動事象を次の表 2で示す。 
 
 
 
 
                                                   
5 個々の移動動詞と動詞分類が一対一に対応するわけではない。複数の項目にまたがるこ
とがある。本稿では、両義的の解釈ができるものはそれぞれの分類に入れている。 
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表 2：移動動詞（表現）と移動事象の関係 
事象構造 事象タイプ 動詞タイプ 語例 
 主体移動事象 
移動様態事象 移動様態動詞 舞う、急ぐ など 
有方向移動事象 有方向移動動詞 上がる、帰る など 
位置変化事象 位置変化動詞 当たる、現れる など 
 客体移動事象 使役移動事象 使役移動動詞 動かす、入れる など 
抽象的放射事象 抽象的放射動詞 見る、覗く  など 
抽象的移動事象 抽象的移動動詞 勝ち上がる、のし上がる など 
表 2 は、異なるタイプの移動動詞と移動事象の対応関係を示したものである。左側
から右側にいくと、上位概念の事象構造とその下位分類が示されている。ここでの事
象構造は、第 1 章で紹介した異なる移動表現に基づいたものである。また、一つの事
象構造には、いくつか異なる事象タイプが存在する場合もある。主体移動事象の中で、
移動様態事象、有方向移動事象、位置変化事象の三つの事象タイプがある。客体移動
事象の中で、使役移動事象がある。さらに、表 2 では、事象タイプに対応する動詞タ
イプも示されている。移動様態事象、有方向移動事象、位置変化事象、使役移動事象
は、移動様態動詞、有方向移動動詞、位置変化動詞、使役移動動詞と対応する。抽象
的放射事象と抽象的移動事象は、抽象的放射動詞と抽象的移動動詞と対応する。以下
では、これらの移動事象の表示モデルに関わる本論の枠組みを、語彙意味論と構文文
法の枠組みを援用しながら提示していく。まず、「移動様態事象」の表示モデルを次の
（14）に示すことができる。 
（14） a. V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]]            ←事象構造の基幹部分 
                「動詞 xの語彙的意味」     ←語彙的意味の代入 
b.彼は街中を歩いた。 
  V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]]           
               「歩く」の語彙的意味     
（14a）は移動様態事象の事象構造である。（14b）は移動様態動詞「歩く」の事象構
造である。それぞれの特徴を以下の通りに説明する。（14a）は二段構造になっている。
上段は、移動様態事象の事象構造の基幹部分を表している。この部分は、影山（2008、
2010）による移動様態動詞の語彙テンプレートである[x MOVE＜MANNER＞[Path ]が、V-[ ]
という事象構造の空所位置に取り込まれて形成されている。影山（2008、2010）によ
る意味構造を利用する理由は、このテンプレートに参照物を含んだ移動事象における
経路と様態を取り入れることが可能であり、影山（1996）の語彙意味論と異なり、動
詞意味により豊かな意味範疇を持たせることができるためである。 
（14a）の下段は、個々の移動様態動詞ｘが持つ「語彙的意味」が上段の事象構造の
基幹部分に代入されることを表す。ここで言う語彙的意味とは、共通する事象的意味
のほかに、それぞれの単語が持つ個別の意味を指す。また、語彙的意味が事象構造に
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代入されるという操作は、第 2 章で述べたコンストラクション形態論（Booji 2013）
における要素の代入という考え方に基づくものである。このように、（14a）の表示で
は、移動事象が表す形成と意味が区別されながらも、ひとまとまりの構造を成してい
ることが表されている。 
さらに、（14a）の表示モデルをもとに、個別の移動様態動詞「歩く」の事象構造に
ついて、（14b）の例文を用いて以下の通りに説明する。 
（14b）の上段にある移動様態事象の事象構造の基幹部分は、意味と形式の両面を持
つ。形式的には、V-[ ]という動詞の形を取っている。そして、V-[ ]の空所位置に入
る移動様態動詞の語彙テンプレートは、ある移動物が一定した様態を持ち、経路に沿
って移動を行うことを表している。ここでの xは、「歩く」の移動物を表す変数であり、
MOVE は移動を表す意味関数である。移動様態は、MOVE に下付きの MANNER で表示され
る。そして、MOVE は経路の Path を取ることにより、移動の過程が表示される。この
ように、形式と意味を合わせたものが（14b）の上段部分になる。 
（14b）の下段では、個々の移動様態動詞が上段の事象構造の適切の箇所に語彙的意
味が代入されるということを表す。「歩く」の場合、移動様態事象の事象的意味を持つ
ほか、その語彙的意味には、〈両足が地面から離れることがなく、比較的にゆっくりと
した移動動作〉ということが含まれている6。このような意味は、「歩く」にしかない
ものである。そのため、「歩く」が表す移動様態事象の成立は、その語彙的意味が上段
の事象構造における適切な部分に代入される必要がある。（14b）では、「歩く」が意味
する動く様が上段の事象構造の MANNER 部分に代入される。もし、両足が地面から離れ
る瞬間があり、移動のスピードも早ければ、今度は「走る」の語彙的意味として認識
され、上段の事象構造に代入されることで、異なる移動様態事象として成立する。こ
のように、（14b）における語彙的意味の代入は、個別の移動事象の詳細のあり方が規
定される。その意味で、語彙的意味の代入という操作は、移動事象に対し、意味の添
加、あるいは、意味の規定という役割を果たしていると見なせる。したがって、以下
では、語彙的意味の代入を、「意味の添加」もしくは「意味の規定」と呼ぶこともある。 
さらに、ここで注意されたいのは、個々の移動様態動詞が持つ語彙的意味が、事象
構造の意味関数部分のみに代入されることがなく、変数である移動物の在り方に対し
ても規定する役割を果たすことである。たとえば、移動様態動詞「滴る」の場合、移
動物が液体である必要がある。この場合、「滴る」の語彙的意味から、移動様態事象に
おける移動物のｘに対し、規定することになる。 
以上、移動様態事象の表示モデルを見てきた。以下では、同様の考え方に基づき、
表 2 におけるその他の事象タイプの表示モデルを考えていく。表 2 における「有方向
                                                   
6 ここでは、便宜のため、「歩く」の語彙的意味について、「走る」との違いを用いて記述
している。「歩く」と「走る」の違いについては、柴田他（1976：116－117）を参照された
い。 
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移動事象」の事象構造と個別の有方向移動動詞が有する事象構造は、次の（15）のよ
うに示すことができる。 
（15） a. V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-z]]   
                    「動詞 xの語彙的意味」 
b.彼は（学校から）家に帰った。 
      V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-PLACE]]   
                       「帰る」の語彙的意味  
 （15a）の上段は、有方向移動の事象構造の基幹部分を表している。下段では、個々
の有方向移動動詞が持つ語彙的意味が上段の事象構造における適切な位置に代入され
ることを表す。（15a）は有方向移動動詞の語彙テンプレートが V-[ ]の事象構造の空
所位置に取り込まれて形成されている。このような形成の仕方は、基本的に（14a）と
同様である。ここで、（15a）の表示モデルをもとに、有方向移動動「帰る」の事象構
造について、（15b）の例文を利用し、以下の通りに説明する。 
（15b）の上段にある有方向移動事象の基幹部分は、V-[ ]という事象構造の空所位
置に有方向移動動詞の語彙テンプレートが取り込まれて形成されている。有方向移動
動詞の語彙テンプレートは、影山（2010：103）によるものである。このテンプレート
は、ある移動物が一定の経路や方向に沿って移動を行い、そして、移動の終点には、
ある場所に到達することを表す。移動物が一定の経路や方向に沿って移動を行うこと
が、[x MOVE＜MANNER＞[Path]によって表示されており、これは移動様態動詞と同様である。
また、ある場所に到達していることが、[x BE AT-PLACE]で表示される。この部分は、
状態動詞と同様の意味構造が利用されている。これは、「家に帰った」の場合、移動動
作が終了し、その到達先が「家にいる」であることから、状態動詞と同じく捉えるこ
とができるからである。そして、MOVE と BE AT-PLACE が「推移」の BECOME によって
連結されることで、ひとまとまりとした有方向移動事象が形成される7。ここでの PLACE
は、（15a）における変項ｚを具現化したものであり、「帰る」の着点となる位置情報を
指す。このように、形式と意味が合わされたものが（15b）の上段部分になる。 
（15b）の下段は、個々の有方向移動動詞が上段の事象構造の適切の箇所に語彙的意
味が代入されるということを表す。たとえば、「帰る」の語義ならば、〈地点 A（現在
いる場所）から地点 B（元いた場所）への直線的な移動〉ということを表している。「帰
る」が持つこのような語彙的意味は、上段の事象構造における「Path」に代入される。
これに対し、たとえば、「戻る」は〈地点 B（元いた場所）から地点 A（現在いる場所）
への移動があり、それに Aから Bへ U字的な移動〉という意味を表している8。この場
合、「戻る」の語彙的意味において、「帰る」における「Path」への意味の規定と異な
                                                   
7 ここでの BECOMEは影山（1996）に見られないものであり、変化ではないことに注意され
たい。 
8 「帰る」と「戻る」における経路の違いについて、柴田他（1979：142）も参照されたい。  
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る。すなわち、同じ有方向動詞であっても、上段の事象構造における[Path ]への規定
が異なれば、別の動詞として認識される、ということになる。 
以上、「戻る」と対照させつつ、有方向移動事象である「帰る」の表示モデルについ
て見てきた。ここで注意されたいのは、移動様態動詞の「歩く」と「滴る」と異なり、
「帰る」と「戻る」は共に有生物の主体移動であることから、移動物のｘに対して規
定する必要がない、ということである。 
続いて、表 2における「位置変化事象」を取り上げる。「位置変化事象」の表示モデ
ルは、次の（16）のように示すことができる。 
（16） a. V－[BECOME＜MANNER＞[x BE AT-z]]  
                     「動詞 xの語彙的意味」 
b.水が床に漏れる。 
     V－[BECOME＜MANNER＞[x BE AT-PLACE)]]  
                          「漏れる」の語彙的意味 
 （16a）の上段では、位置変化の事象構造の基幹部分を表しており、下段では個々の
位置変化動詞の語彙的意味が事象構造の適切な位置に代入されることを表す。ここで
も、（16a）の表示モデルをもとに、位置変化動動「漏れる」の事象構造について、（16b）
の例文を利用し、具体的に説明する。 
（16b）の上段にある位置変化事象の基幹部分は、V-[ ]の空所位置に位置変化動詞
の語彙テンプレートが取り込まれて形成されている。このテンプレートは、ある移動
物が移動の形を問わず、最終地点に到達することを表す。ここで、最終地点に到達し
ている結果状態が、[x BE AT-PLACE]で表示される。AT-PLACE は、（16a）における変
項ｚを具現化したものであり、「漏れる」における移動物の着点となる位置情報を指す。
また、最終地点にある状態が、BECOME に組み込まれることで、最終地点に到達するよ
うになるということが表示される。位置変化事象の基幹部分は、有方向移動の事象構
造における BECOME の前半部分を取り除いた形と同様である。ここでの語彙テンプレー
トは、影山（2013：23）による状態変化を表す「～疲れる」と類似するが、結果項の
zは位置の PLACEである点で異なる。このように、形式と意味が合わされたものが（16b）
の上段部分になる。 
（16b）の下段は、個々の位置変化動詞が上段の事象構造の適切の箇所に語彙的意味
が代入されるということを表す。「漏れる」の語義は、〈液体などが容器や仕切りの外
側に少しずつ出る〉ということを表す。このような語彙的意味は、上段の事象構造に
おける BECOMEの MANNER部分に代入される。これに対し、たとえば、「水が床に溢れる」
は、〈液体がいっぱいになって上の方からこぼれる〉ということを表す。この場合、同
じ位置変化動詞の「漏れる」と「溢れる」は、最終的には水が床にある点で共通して
いても、その位置に到達するまでのあり方が異なることから、（16b）の事象構造にお
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ける BECOME の MANNER部分への意味の規定も異なることになる9。 
さらに、別の位置変化動詞「崩れる」になる場合、移動物が液体ではなく、固体で
ある必要がある10。すなわち、（16b）では、「漏れる」における語彙的意味から、移動
物に対しても規定を行う必要がある。以上、「溢れる」と「崩れる」を対照しながら、
「位置変化事象」の事象構造を有する「漏れる」を見てきた。 
最後に、表 2 における「使役移動事象」の事象構造は、次の（17）のように示すこ
とができる。 
（17） a. V-[x ACT＜MANNER＞ON y]CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y AT-z]] 
「動詞 xの語彙的意味」 
b.彼は家具を動かした。  
       V-[x ACT＜MANNER＞ON y]CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y AT-OTHER PLACE)]] 
「動かす」の語彙的意味 
（17a）の上段は、使役移動の事象構造の基幹部分を表している。下段では、個々の
使役移動動詞が持つ語彙的意味が上段の事象構造における適切な位置に代入されるこ
とを表す。ここでは、（17a）の表示モデルをもとに、使役移動動動「動かす」の事象
構造について、（17b）の例文を利用し、具体的に説明する。 
（17b）の上段にある使役移動事象の基幹部分は、V-[ ]の空所位置に使役移動動詞
の語彙テンプレートが取り込まれて形成されている。このテンプレートは、主体があ
る移動物に対し、何らかの動作を行うことを表す。また、主体による動作を受け、移
動物が移動し、最終的にある地点に到達する、ということを表す。主体が移動物に対
し、動作を行うことが[x ACT ON-y]で表される。ここでの x と y はそれぞれ主体と移
動物を表す変数である。次に、主体動作の影響を受け、移動物が移動することが［y MOVE］
によって表示される。そして、移動に伴う経路は Path によって示される。さらに、移
動が着点に到達し、動作が完了することが [y BE AT-PLACE]で表示される。ここでの
PLACE は、（17a）における結果状態を表す結果項ｚの具現である。ただし、後にも述
べるが、「動かす」の移動物は、最終的に異なる場所に移動する必要があることから、
PLACE に対する詳述を行う必要がある。なお、主体動作と移動物における使役の連鎖
は意味関数の CAUSE で連結されている。移動の過程とその結果事象は意味関数の
BECOMEによって連結されている。影山（2008：257）では、CAUSE以前を「上位事象」、
以降を「下位事象」と呼ぶ。このように、形式と意味が合わさったものが（17b）の上
段部分になる。 
                                                   
9 「漏れる」と「こぼれる」の違いについて、柴田他（1976：221－222）も参照されたい。 
10 「崩れる」は位置変化と状態変化の両方の意味を持つ動詞である。次の例があげられる。 
a. 壁が崩れた。 
b. 壁が地面に崩れた。 
ここでは、壁が元の場所から離れ、地面に出現したという位置変化の意味にだけ注目し
ている。 
45 
 
（17b）の下段は、個々の使役移動動詞が上段の事象構造の適切の箇所に語彙的意味
が代入されるということを表す。「動かす」の語義においては、〈ある動作を行うこと
で、物体の位置を変える〉ということを表しており、動作による結果が存続する。こ
の場合、「動かす」の語彙的意味が（17b）の事象構造における[x ACT]の MANNER 部分
に代入される。そして、このような代入先における意味の規定から、「動かす」は、〈勢
いよく動作する〉ことを表す「飛ばす」から区別される。また、「動かす」による結果
の意味は、下位事象の「BE AT- PLACE」を「BE AT- OTHER PLACE」と規定する必要が
ある。これは、「動かす」の語義では、〈ある動作を行うことで、移動物を別の場所に
変える必要がある〉ということを表しているからである。一方、「動かす」の類義語で
ある「移す」の場合、元の位置と異なる別の場所を明確に示す必要がある。これは、
「家具を少しだけ動かした」が言えて、「*家具を少しだけ移した」が言えないからで
ある。「移す」の場合、上段の事象構造における下位事象を「y BE AT-DIFFERENT PLACE]
と規定する必要がある。 
さらに、使役移動動詞は基本的に主体動作による客体移動である事象を有しなけれ
ばならない。そのため、個々の動詞の語彙的意味が異なっても、ここでは動詞の項で
あるｘとｙに対する規定が見られない。以上、「移す」、「飛ばす」と対照しながら、使
役移動事象の事象構造を有する「動かす」の表示モデルを見てきた。 
ここまで、個々の表示モデルが示す事象構造の解説を行ってきた。この中で、「移動
様態事象」、「有方向移動事象」、「位置変化事象」の三つの移動事象は「主体移動事象」
である。「主体移動事象」の特徴は、移動物が意志性の有無と関係なく、主体となり、
移動を行う点において共通している。一方、「使役移動事象」は、「客体移動事象」で
ある。この場合、移動物が主体の動作によって移動することが特徴的である。また、
（14）～（17）では、個々の動詞は上段の事象構造に対し、それぞれの語彙的意味が
代入される点が共通しているが、その内実は異なる。（14b）のような代入は、「様態の
補充」を果たしている。（15b）の代入は、「経路の規定」を果たしている。（16b）の代
入は、「様態の補充」のほか、「項の補充」も果たしている。（17b）の代入は、「結果事
象の規定」を果たしている。全部合わせると、四つの異なる方法が見られる。影山
（2013：22）によると、意味概念を表す ACT、CAUSE、MOVE、BECOMEの意味述語がすべ
て具体的な実行の仕方を表す様態成分を取るということが、これらの操作を可能にし
ているという。 
最後に、「抽象的な移動事象」を述べる。「抽象的な移動事象」には、「抽象的放射事
象」と「抽象的移動事象」がある。このような移動事象は、抽象的でありながらも、
これまでの物理的な移動事象と基本的に同じ事象構造を有すると考える。たとえば、
「日本チームが一位に勝ち上がった」は、日本チームの順位が移動主体となり、一位
に移動することを表す。これは、「有方向移動事象」と類似する。また、松本（1998）
によれば、「空を見上げる」の場合の移動物は視線であり、視線を上げることは「使役
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移動事象」と類似する。ただし、事象構造が類似していても、抽象的移動事象の移動
物が抽象的概念であることから、複合動詞の意味制約を考える際に、より多くの意味
を含めることができる枠組みが必要である。これは第 4節で提示する11。 
以上、異なる移動事象の事象構造を見てきた。このように、事象構造の枠組みを援
用することで、動詞が持つ語彙的な意味とコンストラクション的な意味の両方を取り
入れることが可能になると考える12。さらに、これらの事象構造は、単一動詞だけでな
く、複合動詞にも適用されると考える。なぜなら、複合動詞は二つの構成要素に組み
合わせて形成されているが、全体が融合されたひとまとまりの複雑事象を成している
からである。移動事象を表す複合動詞の表示モデルとその意味制約は、第 4 章で述べ
る。 
  
3 移動事象を表す複合動詞の主要部 
3.1 言語類型論による理論枠組み 
この節では、単一動詞にない問題、すなわち、複合動詞の主要部の問題について、
移動事象の枠組みから説明する。これを説明するためには、再び Talmy（1985）によ
る移動事象の類型論を思い出す必要がある。すでに、第 1 章で述べたように、Talmy
（1985）では、移動を表す動詞の中に、「図」、「経路」、「地」、「様態」、「原因」といっ
た移動に関する様々な要素が存在することを指摘し、このうちのどの要素が移動動詞
に「語彙化」されるかによって、世界の言語を大きく様態を動詞に語彙化するタイプ
と経路を動詞に語彙化するタイプに分けられることが示されている。このような意味
要素の語彙化に基づいた Talmy（1985）の類型論は、後に「イベント統合の類型論」
に発展する。Talmy（1991）では、統合の類型論は複合的なイベントが単一節において
どのように統合され、表現されるかという観点に基づいたものと言える。これを理解
するために、次の（18）を参照されたい。 
（18） a. ボトルは浮かびながら洞窟から出ていった。 
          b. The bottle floated out of the cave. 
（18ab）のいずれも移動様態と移動経路を統合した複合的なイベントである。この
ような複合的なイベントの説明について、松本（2017：5-6）では Talmy（1991）の内
容を次のようにまとめている。（18）では、主要な役割を持つ事象は、「枠付けイベン
ト」と呼ぶ。枠付けイベントに対する補助的な事象は、「共イベント」と呼ぶ。そして、
枠付けイベントと共イベントが統合された複合イベントは「マクロイベント」と呼ぶ。
                                                   
11  抽象的放射と抽象的移動については、本論の第 10章で述べる。 
12 これと同様な立場は、松本（2002）と岩田（2015）もあげられる。たとえば、松本（2002）
では、Goldberg（1995）による英語使役移動動詞構文の分析の問題点を指摘することを通
して、構文の特性とその構文に生じうる動詞の特性との関係に、構文概念の有効性は認め
つつ、動詞の意味も Goldberg の理論より大きな役割を担わせる理論の優位性を主張してい
る。 
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マクロイベントの中で、主要な役割を持つ「経路」がどの表現形式によって表現され
るかで世界の諸言語を類型化できる13。これは、すなわち、意味要素の経路を使い、世
界の言語を類型化している試みである。具体的には、（18a）のような経路が主動詞の
「出ていく」で表される言語が「動詞枠づけ言語（verb-framed language）」である。
この場合の動詞要素「出ていく」は、枠付けイベントであり、「浮かびながら」は共イ
ベントである。一方、（18b）のような経路が付随要素の前置詞句「out of the cave」
で表される言語が「衛星枠づけ言語（satellite-framed language）」とされる。この
場合の前置詞句「out of the cave」が枠付けイベントであり、動詞要素の「float」
は共イベントである。 
このように、Talmy（1991）では、動詞（語）レベルではなく、事象レベルで考えて
いることが窺える。また、松本（2017：6）によれば、（18）の例からも分かるように、
Talmy（1991）の類型論は文の構成に関する類型論でもあるという。つまり、枠づけイ
ベントと共イベントが文を構成している要素ということである。これを踏まえ、本論
では、類型論の観点から文構成に関する主要部の判定を次のように応用できると考え
る。（18a）では意味要素の経路は、主動詞によって表示されている。この場合、経路
を表す主動詞は文の主要部でもある。一方、（18b）では意味要素の経路は、文の非主
要部である。この場合、意味要素の様態は主動詞によって表示されており、文の主要
部となる。このことを松本（2017：16）によれば、動詞枠づけ言語は、「（経路）主要
部表示型言語」であり、衛星枠づけ言語は、「（経路）主要部外表示型」言語であると
いう。 
さらに、以上のことを踏まえ、本論では、移動事象を表す複合動詞の主要部の判定
も、Talmy（1991）の類型論が応用できると考える。複合動詞は、構成要素の V1と V2
から複合的なイベントが形成され、かつ、複合的なイベントが単一節に統合されてい
る。このことから、複合動詞における主要部を文構成レベルで考えることが可能であ
る。また、日本語は経路主要部表示型言語であり、その主要部が意味要素の経路によ
って表示される。このことから、複合動詞の中で、構成要素のどちらに意味要素の経
路が現れるかで主要部が決まるということになる。 
 
3.2 主要部の認定 
この節では、具体例をあげながら、移動を表す複合動詞の主要部の認定を説明する。
まず、経路が複合動詞の V2にある場合について述べる。この場合は、次の（19）を例
に考えていく。 
（19） 彼は山頂に駆け登った。  
（19）の複合動詞が表す移動事象は単一節に収まり、V1が統合された移動事象の様
                                                   
13 経路が主要な役割を持つ点については、位置変化を意味する経路が移動事象の成立のた
めの必要条件であるからと思われる。 
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態を表している。また、V2 は移動経路を表し、「山頂に*駆ける／登る」となるように、
複合動詞の主要部は V2になる。ただし、注意されたいのは、「駆け登る」の場合、「山
道を駆け登る」もあることである。この場合、「山道を駆ける／登る」のように、経路
は V1 と V2 に共有されるため、主要部の判定にあいまいさが生じるように思われる。
しかし、V2 の「登る」は移動における方向性も含意する。一方、V1「駆ける」は方向
性を含意しない。これは「*彼は平原を駆け登った」が言えないように、複合動詞が表
す経路は上方向でなければならないということを意味している。そのため、この場合
も方向性を含意する V2が主要部と考える。 
続いて、V1が主要部の複合動詞である場合については、次の（20）を例に考えてい
く。 
 （20） 彼は 5キロを走り抜いた。 
 （20）においても、複合動詞が表す移動概念は単一節に収まっている。また、「5キ
ロを走る／*抜く」から分かるように、V1 は統合された移動事象の経路を表している。
V2 は実質的な意味を失い、単に移動事象の終結を表しているため、V1が主要部である
と分析することができる。 
ここまでは意味要素の経路が V1 と V2 のどちらにあるかで主要部の判定を行った。
このような分類基準は、影山（2013）による「主題関係複合動詞」と「アスペクト複
合動詞」の判別と基本的に対応しているように思われる。しかし、本稿では V1 が主要
部と見なす複合動詞について、影山（2013）による判定基準と異なる例もある。これ
は次の（21）のような場合である。 
 （21） 赤ちゃんが床を這い回った。 
 （21）の「這い回る」は「這って、回る」に言い換えられるため、影山（2013）で
は主題関係複合動詞としており、V2が主要部となる。しかし、「*赤ちゃんが床を回る」
のように、V2の「回る」は（21）が表わす移動事象を代表することができない。一方、
経路が明示された（21）の場合、「赤ちゃんが床を這う」があるように、複合動詞が表
わす移動事象は移動様態動詞の V1によって表現されている。このようなものは、本稿
では V1主要部と見なす。さらに、少数ではあるが、経路が V1と V2に共通するものが
存在する。これは次の（22）の場合である。 
（22） 電車は駅を通り過ぎた。  
（22）は、「電車は駅を通る／過ぎる」となるように、V1 と V2 とも複合動詞として
の項をとっており、移動経路は V1 と V2 に共有される。この場合、V1 と V2 はともに
主要部を成しており、共主要部の複合動詞と考える。 
最後に、本論の移動事象を表す複合動詞における主要部の判定は、影山（2013）と
の並行性を次の表 4のように示す。 
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表 4：移動事象を表す複合動詞の主要部について 
本稿の分類 V2 のあり方 影山（2013）の分類 
移動経路が V2にあるタイプ 
（V2主要部型） 
移動様態事象 
主題関係複合動詞 有方向移動事象 
位置変化事象 
使役移動事象 
移動経路が V1にあるタイプ 
（V1主要部型） 
V1 への意味補強／ 
V1 の経路と重なる 
アスペクト複合動詞／ 
（一部の）主体関係複合動詞 
移動経路が V1／V 2 にあるタイプ
（共主要部型） 
V1 と並列する 主題関係複合動詞 
 表 4 を見て分かるように、本論は、経路のあり方が V1 と V2 のどちらかにあること
で、移動事象を表す複合動詞を「V2主要部型」、「V1 主要部型」、「共主要部型」の三つ
に分類する。V2 主要部型と共主要部型は、影山（2013）による「主題関係複合動詞」
と対応するが、V1 主要部型の中に、一部の「主体関係複合動詞」があるほか、「アス
ペクト複合動詞」が多く見られる。 
 
4 認知メタファー 
 最後に抽象的移動を表す複合動詞の分析に使う「認知メタファー（conceptual 
metaphor）」について紹介しておく。認知言語学におけるメタファー研究の出発点は、
Lakoff&Johnson(1985)の研究である。Lakoff&Johnson(1985)では、これまで修辞表現
とされるメタファーを認識の問題であるとし、言語表現上のメタファーは日常経験に
おける体系的な相関関係に根差していると考えている。たとえば、次の（24）は、「議
論」について述べた例文である。 
  （23） a. Your claims are indefensible. 
            b. He attacked every weak point in my argument. 
            c. His criticisms were right on the target. 
    （Lakoff & Johnson 1985：4） 
ここでは、本来「議論」を述べている（23）の例文であるが、イタリックの部分か
ら分かるように、「戦い」に関係した語が使われている。たとえば、（23a）の indefesible
は、本来建物などが軍事的攻撃から防御できないという意味に使われているが、（23a）
では、相手の主張に説得力がなく、擁護できないという意味で転用されている。また、
（23b）では、attack（攻撃）が使われ、（23c）では target（標的）が使われており、
いずれも「議論（argument）」を「戦い（war）」に例えた表現である。 
Lakoff&Johnson(1985)では、概念メタファーの本質を、ある概念領域を別の概念領
域で理解することにあるとする。二つの異なる概念は、それぞれ「起点領域（source 
domain）」と「目標領域（target domain）」と呼ぶ。通常、起点領域に選ばれるものは
具体的なもの、目標領域に選ばれるものは抽象的なものとなる。概念メタファーは、
経験的に把握している具体的な概念領域を用いて、抽象的な概念領域を理解しようと
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するものである。二つの概念領域は「写像（mapping）」関係にあると捉えられる。こ
のことは、「議論は戦いである（argeument is war）」を例に、次の図 2 のように示さ
れる。 
       起点領域           目標領域 
 
        戦い              議論 
 
  
 
図 2：起点領域と目標領域の写像関係 
Lakoff&Johnson(1985)は、両領域が写像関係になるのは、存在論的・認識論的対応
関係（ontological/epistemic correspondences）が成立するためであるとした。たと
えば、「議論」は「戦い」なので、入念に戦略を練ることが肝心だと考えたり、議論の
相手を憎らしく思ったり、議論に負けると悔しく感じたりするのはそのためである。 
 本論では、移動事象を表す複合動詞の語形成のメカニズムを理解するためには、
Talmy（1985）で言及した移動事象に関する様々な意味要素が必要であるほか、認知メ
タファーのような高度な認知機能も重要な枠割を果たしていると考える。詳細は第 10
章で述べる。 
 
5 まとめ 
以上、本章では、従来の動詞分類と関わらせながら、移動動詞の体系を示した。ま
た、語彙意味論と構文理論の理論的特徴を踏まえ、移動事象を表す複合動詞の分析に
使う事象構造の表示モデルを提案した。さらに、Talmy（1991）の理論枠組みを援用し、
移動事象を表す複合動詞の主要部の判定を提案した。最後に抽象的移動事象の分析に
援用する、認知メタファーの概念を確認した。 
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第 2 部  
 
移動事象を表す複合動詞の意味制約と生産性 
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第 4 章：移動事象を表す複合動詞の意味制約 
 
 
 
 
 
 
1 はじめに  
 本章では、第 3 章の理論枠組みを踏まえ、物理的な移動事象を表す複合動詞の特徴
と表示モデル、及びその意味制約を考えていく。なお、抽象的放射と抽象的移動を表
す複合動詞は、本論の第 10章で改めて述べることにする。  
本章は次の通り構成する。第 2 節では、「複合動詞レキシコン」のデータを利用し、
第 3 章で提案した主要部の分け方に基づき、V2 主要部、V1 主要部、共主要部ごとに、
複合動詞の異なり語数と内訳を集計する。第 3 節では、それぞれの移動事象を表す複
合動詞の特徴について述べる。第 4節では、V2主要部の複合動詞を対象とし、異なる
移動事象を有する複合動詞の表示モデルを提案する。また、これらの表示モデルをも
とに、形成可能な複合動詞とそうでない複合動詞がなぜあるのか、という問題につい
て考える。さらに、事象構造の観点から、移動事象を表す複合動詞が、なぜ「様態」、
「原因‐結果」、「手段‐目的」、「付帯状況」といった様々な意味関係に解釈されうる
のかという問題について、本論での考えを提示する。第 5節では、V1 主要部の複合動
詞に関わる表示モデルと意味制約について考える。第 6 節では、先行研究の枠組みと
意味制約の分類を照らし合わせ、本章での内容をまとめる。 
 
2 移動事象を表す複合動詞の集計 
本節では、物理的な移動事象を表す複合動詞の集計を行う。物理的な移動事象は、
主体移動事象と客体移動事象に分かれる。主体移動事象と客体移動事象を表す複合動
詞の例は次の（1）である。 
（１） a.彼女は家に駆け戻った（主体移動）。 
         b.彼は彼女の部屋に手紙を投げ入れた（客体移動）。 
（1）を見て分るように、（1a）の移動物は主体の「彼女」であり、（1b）の移動物は
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客体の「手紙」であり、いずれも物理的な移動事象を成している。本章では、「複合動
詞レキシコン」の中から、（1）のような複合動詞を調査の対象とし、移動事象を表す
複合動詞の特徴と意味制約を考える。ただし、移動事象を表す複合動詞の集計を行う
際に、「複合動詞レキシコン」に記載されている名詞から逆形成されたものについては
対象外とする。これはたとえば、「置き去る」があげられる1。また、「追っ付く」のよ
うな「追いつく」から音変化した複合動詞は、「追い付く」の重複例と見なす。さらに、
「突き進む」の「突く」、「差し迫る」の「差す」のようなもとの意味が失われ、接辞
となったものを対象外とする。これらのことを踏まえて数えると、移動事象を表す複
合動詞は、全部で 871 語あり、語彙的複合動詞全体の約三分の一を占めていることが
分かる。 
871 語のうち、経路が V2 に語彙化されており、V2 を主要部と見なせる複合動詞は
765語ある。複合動詞全体が表す事象は、主要部である V2の動詞タイプに代表される。
具体的には、「使役移動事象」、「有方向移動事象」、「位置変化事象」、「移動様態事象」
の四つのタイプになる2。また、V2 は様々なタイプの V1 と組み合わせることが可能で
ある。その内訳と集計の結果を次の表 1に示す。 
表 1：V2主要部の内訳 
             V1 
 V2  
活動動詞 
移 動 様
態動詞 
有方向移
動動詞 
到達動詞 達成動詞 総計 
使役移動動詞 351 8 3 1 80 443 
有方向移動動詞 141 86 28 12 6 273 
位置変化動詞 11 6 8 9 1 35 
移動様態動詞 8 2 2 2 0 14 
総計 511 102 41 24 87 765 
表 1 の縦軸は V2 の動詞タイプであり、横軸は V1 の動詞タイプである。また、到達
動詞と達成動詞とする V1 の中には、位置変化動詞と使役移動動詞を含む。 
続いて、移動経路が V1に語彙化されており、V1を主要部と見なせる複合動詞が 106
語存在する。この場合、V1の動詞タイプに活動動詞も加えられている。活動動詞が V1
に現れる理由は、3.5 節で説明する。ただし、V2主要部のものと異なり、V1が主要部
                                                   
1 「置き去る」の名詞形は「置き去り（おきざり）」である。しかし、「食べ歩く」と「食
べ歩き」の対応があるように、一般的には複合動詞からその名詞形を形成する際には、濁
音化が行われる現象が見られない。このことから、ここでは、名詞形の「置き去り」から、
動詞形に形成したと考えられる。 
2 V2が主要部である移動事象を表す複合動詞それぞれの語例は次の通りである。 
a.使役移動動詞：～落とす、～付ける、～入れる、～込む、～倒す、～上げる、など。 
b.有方向移動動詞：～入る、～込む、～着く、～上がる、～出る、～去る、など。 
c.位置変化動詞：～当たる、～止まる、～こぼれる、など。 
d.移動様態動詞：～歩く、～飛ぶ、など。 
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の場合、V2 の意味が希薄化しており、その動詞タイプを正しく予測することが困難で
あるため、ここでの内訳の集計は行わないことにする。V1主要部である複合動詞の集
計の結果を次の表 2に示す。  
表 2：V1主要部の内訳 
 V1 総計 
有方向移動動詞 18 
移動様態動詞 14 
使役移動動詞 15 
位置変化動詞 6 
活動動詞 53 
総計 106 
最後に、少数ではあるが、「通り過ぎる」のような共主要部の複合動詞が 3 例ある。
共主要部である複合動詞の特徴とその表示モデル、及び意味制約は、「並列関係」を表
す V2主要部である複合動詞と同様に考えられる。したがって、共主要部の複合動詞は、
V2 を主要部とする複合動詞の枠組みを利用し、その都度言及することにする3。以上、
移動事象を表す複合動詞の集計と内訳を見てきた。次節では、各タイプについて、そ
れぞれの特徴を述べる。 
 
3 移動事象を表す複合動詞の特徴 
3.1 V2が使役移動動詞である場合  
表 1から分かるように、V2主要部である移動事象の中で、使役移動動詞の異なり語
数が最も多く、最も生産的なタイプであると言える。V2 の中に、「～上げる、～下げ
る、～返す、～落とす」のような方向性を含意するものと、「～つける、～入れる、～
込む」のような着点を含意するものが多く現れている。また、複合動詞の多くは「切
り倒す」のような V1 が活動動詞を取るものである。これらの特徴は、石井（2007a）
で指摘している複合動詞における最も典型的なタイプである「過程結果過程構造」と
合致する。 
移動事象を表す複合動詞という観点から見た際に、一部の用例において、V1 が何ら
かの方向性を持ち、その方向性は V2が表わす移動方向と一致しなければならない、と
いうことが見て取れる。このことを次の（2）を用いて説明する。 
（２） a.彼はミカンを袋に掴み入れた。 
      b.彼は大木を押し倒した。 
                                                   
3 共主要部の複合動詞は、「通り過ぎる」、「飛び跳ねる」、「浮かび出る」の 3例である。そ
の語例が少ない理由については、由本（2005：113）が指摘しているように、これらの複合
動詞の V1と V2が類似した事象でなければならない必要があり、複合動詞の語形成に強い
意味制約を課されているからであると考えられる。 
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      c.彼は妻を玄関に抱え入れた。 
（2）における動作動詞の「掴む、押す、抱える」は、本来方向性を含意しない。し
かし、複合動詞の V1 になる際に、いずれも V2 が表わす方向性と同様に動作を仕向け
ることが想定される。このような V1による方向性の含意は、使役移動事象の事象構造
によって実現されていると思われる。その理由は、おそらく動作主の移動物に対する
動作が客体移動の期間において継続的であることに起因していると思われる。 
さらに、V2が使役移動動詞となる複合動詞を用いて作られた文には、単一動詞に見
られない移動事象が存在する。これは（2c）のようなものである。（2c）では、「妻」
と「彼」が同時に移動する必要がある。複合動詞全体が客体移動でありながら、主体
移動でもあると理解される。ただし、V2が複合動詞の主要部であることから、客体移
動事象が主要の移動事象と考えられる。 
続いて、V1 として現れにくいものを検討する。表 1から分かるように、移動様態動
詞は V1 に来ることが少ない。たとえ V1 にあっても、その多くは「舞い上げる」のよ
うなタイプである。このタイプのものは、V1 と V2 の主語が一致しない。また、その
ほとんどには対応する自動詞が存在する。影山（1993）によれば、「舞い上げる」は「舞
い上がる」による逆形成とされるものであるという。影山氏のこの指摘が正しければ、
このように逆形成されるものは、例外的なものと考えられる4。また、有方向移動動詞
と位置変化の到達動詞が V1に来ることも少ない。これは有方向移動動詞と位置変化動
詞の表わす移動事象が主体移動であり、使役移動による客体移動の移動物と異なるた
め、「主語一致の原則」によって、複合動詞として成立することが不可能になるからで
あると思われる。ただし、以下の（3）のように、例外的に有方向移動動詞の「乗る」
を V1とする合成パターンが見られる。 
（３） 彼は自転車を車庫に乗り入れた。 
（3）の場合、V1 の主体は彼であり、V2 の移動物は自転車である。ただし、彼は自
転車に乗ることで、主体と客体が同一物になっていると見なすことができるため、複
合動詞として成立することが可能となる。 
 
3.2 V2が有方向移動動詞である場合 
続いて、V2が有方向移動動詞である場合を検討する。表 1から分かるように、V2 が
有方向移動動詞である複合動詞は二番目に生産的である。「～遠ざかる」や「～逃げる」
のような動詞を除き、有方向移動動詞のほとんどは V2として現れることが可能である。
また、V1の中では、活動動詞や移動様態動詞が多く現れている。一方、達成動詞はほ
とんど V1に現れることがない。これは、達成動詞が客体移動を表し、有方向移動が表
す主体移動と異なり、両者の移動物が一致しないため、「主語一致の原則」によって、
                                                   
4 本論では、影山（1993）による逆形成の考えが必ずしも正しいと考えていない。複合動
詞の自他交替の問題については、本論の第 7章で述べている。 
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複合動詞の形成が不可能になるためであると思われる。 
また、V2 が有方向移動動詞となる複合動詞に関して、特筆すべきことは、V1 と V2
がともに移動動詞である場合の振る舞いである。この場合、V1 と V2 が同一方向性に
ある経路上で移動する必要がある。この必要性は次の（4）から理解できる。 
（４） a. 私は家に帰り着いた。 
     b. 彼はトンネルを通り抜けた。 
（4a）は、「家に帰る／着く」のように、V1 と V2 が同一の着点を取る必要がある。
また（4b）も、「トンネルを通る／抜ける」のように、V1と V2は同一の経路を取る。 
さらに、V2が有方向移動動詞である場合、単一動詞に見られない移動事象が存在す
る。この例として、次の（5）があげられる。 
（５） 彼女は幼稚園から子供を連れ帰った。 
 （5）では、複合動詞全体が「彼女」による主体移動であるが、客体と考えられる「子
供」も主体の「彼女」と一緒に移動しなければならない。V2が有方向移動動詞の場合
は、客体移動事象を含意する複合動詞もある。 
 
3.3 V2が位置変化動詞である場合 
次に、V2が位置変化動詞である場合を検討する。表 1から分かるように、V2 が位置
変化の到達動詞であるものは、二番目に非生産的である。「～当たる」や「～止まる」
のような位置変化動詞が V2にあっても、その用例数は少なく、非生産的である。また、
この場合、達成動詞は V1 にほとんど現れない。これは、「*動かし落ちる」のように、
「主語一致の原則」に違反するためである。 
V2が位置変化動詞の場合、非生産的であるが、例外的に「～落ちる」は多くの異な
り語数を有する。その理由は、単一動詞「落ちる」は位置変化動詞でありながらも、
有方向移動動詞としての特徴を持つからであると考えられる。これは「崩れる」など
のような到達動詞にない特徴である。ここで、「落ちる」を例に次の（6）を用いて説
明する。 
（６） a.涙が頬を落ちる。  
     b.涙が地面に落ちる。 
（6a）は「落ちる」が経路のヲ格と共起するもので、（6b）は着点のニ格と共起する
ものである。つまり、「落ちる」が V2 になる際、移動の経路と着点の両方を持つこと
が可能である。この特徴は複合動詞の生産性において重要になってくる。たとえば、
「*舞い現れる」のような複合動詞は存在しないが、「舞い落ちる」は問題なく言える。
「*舞い現れる」を作るには、先述したように V1と V2が同一方向の経路上での移動で
ある必要がある。しかし、「（雪が空を）舞う」が表わす移動方向と、「現れる」が持つ
着点への到達は同一の経路上にあると見なすことができないため、複合動詞としては
形成不可能である。一方、「落ちる」が V2 になる場合、移動経路を表すことも可能で
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ある。この場合、V1 と V2 の同一方向の経路上での移動が可能であると見なせるため、
複合動詞が成立する。さらに、「落ちる」は着点も持つため、「雪が地面に降り落ちる」
のように、着点を含意する「降る」を V1に取ることも可能である。 
 
3.4 V2が移動様態動詞である場合    
この節では、V2が移動様態動詞の場合を考える。表 1から分かるように、V2 が移動
様態動詞の複合動詞は数が少なく、最も非生産的である。単一動詞としての移動様態
動詞のほとんどは V2 として現れない。また、V1 の中で、到達動詞あるいは達成動詞
はほとんど現れない。これらの動詞が表す客体移動の移動物は、V1 になる際に V2 の
移動物と異なるため、複合動詞の形成が不可能となると考えられる。 
V2 が移動様態動詞の場合、全体としては非生産的ではあるが、例外的に「～歩く」
や「～飛ぶ」のように比較的生産的なものがある。特に、「～歩く」がこのタイプの中
で最も多くの異なり語数を有する。ただし、「～歩く」を精査していくと、その様態成
分がほとんど失われていることが分かる。これは次の例（7）から分かる。 
（７） 夜の街を飲み歩く／町を尋ね歩く／彼は各地を流れ歩いた。 
（7）の「飲み歩く」はあちこちの店に行って酒を飲むことを表している。この場合
の「～歩く」は単一動詞の「歩く」が意味する手足の動きという様態性が薄まってお
り、むしろ、広義としての移動を表している5。同様のことは「尋ね歩く」と「流れ歩
く」にも言える。そして、「～歩く」の中で、「彼は辞書を持ち歩く」のような主体移
動でありながら、客体移動の性質を持つ複合動詞も観察されている。 
さらに、V2 が移動様態動詞の場合、V1 の動詞タイプにかかわらず、V2 に対して様
態修飾を果たしていることが多く見られる。たとえば、「乱れ飛ぶ」の V1 は到達動詞
であり、典型的な様態性を持つわけではないが、複合動詞全体としては「乱れるよう
に飛ぶ」とパラフレーズができるため、V1は V2の移動様態を表していると言える。 
 
3.5 V1が主要部である複合動詞の場合 
最後に、V1 主要部の複合動詞を説明する6。V2 主要部の複合動詞と異なり、V1 主要
部である複合動詞の構成要素の意味は明確ではない。そのため、ここでは、複合動詞
全体が表す事象と V1 の語彙的意味の関係に重点を置き、考えていく。また V1 が活動
動詞の場合について、最後に述べることにする。まず、V1 が有方向移動動詞の場合は、
次の（8）を用いてその特徴を説明する。 
                                                   
5 次節でも述べるが、「～歩く」の様態性が薄まるという特徴は、事象構造に由来している
と考えられる。 
6 V1主要部の複合動詞については、松本（1998：59）でいう「（桜の花が）散り急ぐ」の
ような「比喩的様態」のもの、または「降り注ぐ」のような V2が V1に対し、副詞的修飾
を表すものがあげられる。これらのものについて、松本氏は V1が主要部の複合動詞と考え
るが、本稿で取り上げる経路による主要部の判定と基準が異なる点で注意されたい。 
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（８） 船が岩の上に乗り上げた。 
（8）全体は船が岩の上に乗ったという移動事象を表し、主体移動の移動事象を有す
る。そして、主体移動の移動事象に語彙的意味を添加しているのは V1 の働きによる。
これは、たとえば、「踏み台の上に乗る」があるように、「乗る」はものの上に上がる
という意味を持っている。一方、「*船が岩の上に上げた」が不可能であるように、複
合動詞が表す移動経路は V2によるものではない。この場合、V2は V1の移動方向と重
なることで、V1が表わす方向性を補強しているように思われる。 
続いて、V1が移動様態動詞である場合は、次の（9）の用例があげられる。 
（９） 白鳥が大空に飛び立った。 
（9）は白鳥が空中に飛び上がることを表している。（8）と同様、複合動詞全体は主
体移動の移動事象を表している。ここでも、主体移動の移動事象に語彙的意味を添加
しているのは V1 の働きによる。これは、「*空に立つ」が不可能であるように、V2 は
移動の意味を含意してないことからも分かる。一方、「空に（へ）飛ぶ」があるように、
「飛ぶ」はニ格とヘ格を入れ替えることができる。ヘ格との入れ替えが可能であるこ
とは、すなわち、「飛び立つ」の V1「飛ぶ」の語彙的意味の中に移動の方向性が含ま
れているということである7。V1に含意される方向性が経路の延長線上にあるものと見
なせるため（松本 1997：212 参照）、V1 の語彙的意味は複合動詞全体が表す移動事象
に合致する。ここでの V2「立つ」は、単に V1 の動作を補強しているだけである。こ
れは（9）が「白鳥が大空に飛ぶ」と言い換えられることから分かる。さらに、移動様
態動詞の V1 が方向性を含意するものとして、「連れ回す」のような複合動詞がある。
その例として次の（10）があげられる。 
（10） 両親は子供を（あちこちに）連れ回した。 
（10）が意味する移動は、両親と子供の両方が関わらなければならない。このよう
な事象的意味を反映させることができるのは V1のみである。これは、たとえ「子供を
回す」といった移動が成立しても、両親が必ずしも移動するとは限らないということ
である。それに対し、両親は子供をあちこちに連れて移動することが可能である。た
だし、「連れ回す」は「飛び立つ」と異なり、V2 は V1 の意味を補強するのではなく、
むしろ、V2 が表す移動が V1と重なるように思われる。 
続いて、V1が使役移動動詞の場合は、次の（11）を取り上げて考える。   
  （11） 彼女は彼にバッグを投げ付けた。 
（11）はバッグが彼に向かって飛んでいくことを表す。複合動詞全体が客体移動の
移動事象を表す。そして、客体移動事象に語彙的意味を添加しているのは使役移動動
詞 V1「投げる」の働きによる。これは、「彼にバッグを投げた」が言えることから分
                                                   
7 「*駅に歩く」が非文であるように、移動様態動詞は、着点を表すニ格と共起しないため、
移動経路を有さないことを意味する。したがって、ここでのニ格は方向性を表していると
考える。 
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かる。一方、「*彼にバッグを付けた」のように、V2 による移動は成立しない。この場
合、V2 は V1の意味を補強していると考えることができる。 
最後に、V1が活動動詞であるものは、次の（12）を用いて説明する。 
  （12）その店は彼女に請求書を送り付けた。 
（12）は請求書が彼女側に届いたことを表す。複合動詞全体が客体移動の移動事象
を表している。この場合、構成要素は移動動詞でなくても、移動事象に語彙的意味を
添加できれば、移動事象を表す複合動詞として成立する。この現象は、まさに移動事
象を表す複合動詞に対する判断は、構成要素意味ではなく、事象的な意味に基づくべ
きであるということが示されている。具体的には、（12）の場合、V1 が活動動詞であ
っても、「彼女に請求書を送る」があるように、複合動詞全体が表す移動事象と合致す
るため、V1による語彙的意味の添加が可能である。ただし、「*彼女に請求書をつける」
が不可能であるように、V2による移動動作は成立しない。複合動詞全体は「彼女に請
求書を送った」とパラフレーズができるように、V2 が V1 の動作を補強している。V1
が活動動詞の例として、そのほかに「（会社に）泊まり込む」があげられる。この場合、
複合動詞は主体移動の移動事象を成していると理解される。  
 
4 V2主要部である移動事象を表す複合動詞の表示モデルと意味制約 
本節では、前節で述べた内容を踏まえ、V2主要部である移動事象を表す複合動詞の
表示モデルを考える。複合動詞の表示モデルを考えるにあたって、第 3 章で提起した
事象構造のモデルを使用する。移動事象の事象構造は次の通りである。  
  （13） 使役移動事象の表示モデル： 
  V-[[x ACT＜MANNER＞ON y]CAUSE[y MOVE[Path]BECOME[y AT-z]]  
個々の使役移動動詞ｘの語彙的意味 
（14） 有方向移動事象の表示モデル： 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-z]]  
                 個々の有方向移動動詞ｘの語彙的意味 
（15） 位置変化事象の表示モデル： 
V－[BECOME＜MANNER＞[x BE AT-z]]  
             個々の位置変化動詞ｘの語彙的意味 
（16） 移動様態事象の表示モデル 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]] 
               個々の移動様態動詞ｘの語彙的意味 
（13）～（16）はそれぞれ単一動詞としての「使役移動事象」、「有方向移動事象」、
「位置変化事象」、「移動様態事象」の表示モデルである。また、第 3 章で述べたよう
に、このような事象構造モデルは単一動詞だけでなく、複合動詞にも適用されると考
える。これは、複合動詞が二つの構成要素を組み合わせて形成されているが、全体は
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融合されたひとまとまりの事象を成しているからである。ただし、単一動詞と異なり、
複合動詞は主要部の問題が絡んでいる。次節以降では、移動事象のタイプごとに説明
する。 
 
4.1 V2が使役移動動詞である場合 
 まず、V2 が使役移動動詞である複合動詞の表示モデルとその意味制約を考える。V2
が使役移動動詞の場合、客体移動事象と客体・主体移動事象の二種類に分かれる。ま
ず、客体移動事象を有する複合動詞の表示モデルは、（17）の例文をもとに見ていく。 
  （17） 彼は木を押し倒した。 
      V2「倒す」の事象的・語彙的意味 
V-[[xi ACT＜Manner＞ON yj]CAUSE[yj MOVE[Path]BECOME[yj BE-AT KNOCKED-DOWN]] 
「押す」の語彙的意味 
（17）は上段・中段・下段の三段構造になっている。これは二段構造を取る単一動
詞より複雑なように見えるが、単一動詞と同様に基本的に事象構造に定項が代入され
るという仕方で成り立っている。ただし、（17）では、一つの事象構造に二つの構成要
素が代入されており、これは、単一動詞と最も異なる箇所である。このような表示モ
デルは、本論における複合動詞の語形成のあり方と絡めて以下の通りに説明する。  
まず、複合動詞は、二つの構成要素によって形成されているため、そのうちのどれ
かが主要事象であるのかを判断する必要がある。主要事象の判断は、すなわち、複合
動詞の主要部を特定するということである。（17）では、「大木を地面に*押した／倒し
た」があるように、複合動詞全体が表す着点への移動の意味、あるいは経路という意
味要素は、V2によって実現されている。そのため、「押し倒す」の主要部は V2である。
（17）では、便宜上のため、主要部の V2 を（17）の上段に、非主要部の V1 を下段に
位置づけている。そして、V2 は主要部であることから、「倒す」の有する事象的意味
と語彙的意味が中段の使役移動事象の事象構造である V-[ ]に代入される。「倒す」の
持つ事象的意味は、使役移動事象と合致するため、そのまま V-[ ]の空所位置に代入
されることになる。これによって、複合動詞が有する項も基本的に V2 から受け継がれ
ることになる。また、事象的意味を取り除いた「倒す」の語彙的意味は、〈立っている
状態のものを横にしながら、それを横に寝かす状態にする〉ということを表している。
このような語彙的意味によって、使役移動事象の結果事象が規定される。この場合、
（17）における使役移動事象の基幹部分の結果事象は、「y BE-AT KNOCKED-DOWN」によ
って表示される。ここでの結果事象の規定は、第 3 章で述べたように、使役移動動詞
の語彙的意味によって異なる。たとえば、「～入れる」の場合、「y BE-AT INSIDE」と
規定しれなければならない。このように、（17）の上段と中段部分では、使役移動事象
の事象構造に、主要部「～倒す」の事象的意味と語彙的意味が代入されていることが
表されている。 
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（17）の下段部分は、非主要部である V1「押す」の語彙的意味が上段の事象構造に
おける適切な空所位置に代入されることを表す。まず、V1の項は、すでに事象構造に
代入された V2の項と同定される必要がある。これは、V1と V2 における動作主と移動
物が一致しなければ、適切な移動事象が形成されないからである。V1 と V2 における
項の同定は、（17）では同一指標を意味する下付きの i と j によって表される。また、
客体の移動事象を有する「～倒す」は、使役動作の様態部分が未指定である。すなわ
ち、移動物がどのように倒されるのかということが不明というである。このことから、
V1「押す」は使役移動の事象構造における[x ACT ON y]の MANNER 部分に、様態補充を
行う必要がある。また、V1による MANNER への補充は、「～倒す」における結果事象を
規定する必要がある。これは、V１の動作が使役移動における結果事象の達成に対し、
使役連鎖の成立に関わる必要があるからである。もし、V1による様態補充が[y BE-AT 
KNOCKED-DOWN]という結果事象に繋がらなければ、適切な複合動詞として形成されなく
なる。 
さらに、（17）の「押し倒す」の事象においては、その解釈が多義的になる。たとえ
ば、彼が木を押したままで倒したことと、彼が一回ぐっと力を入れて、木を倒したこ
と、という二つの事象的意味が想定される。「木を押したままで倒した」場合、動作主
は移動物に対する動作が客体移動の期間中に継続的であることから、V1「押す」は動
作の過程である[yj MOVE]の部分における経路の規定を行う必要もある。「木を倒した」
場合、動作主は一回のみ動作を行うことから、[yj MOVE]に対して規定する必要がない。 
続いて、客体・主体移動の事象を有する複合動詞を見ていく。このタイプの表示モ
デルは次の（18）で示すことができる。 
（18） 彼は妻を玄関に抱え入れた。 
  V2「入れる」の事象的・語彙的意味 
     V-[[xi ACT＜MANNER＞ON yj]CAUSE[yj MOVE<MANNER WITH x>[Path ]BECOME[yj BE-AT INSIDE]] 
V1「抱える」の語彙的意味 
（18）の移動事象を（17）と比較すると、次の点で異なることが分かる。（18）の主
体である「彼」は（17）と異なり、移動物の「妻」と一緒に着点に移動する必要があ
る。このことは、（18）の事象構造の上で、下段にある V1 の語彙的意味が使役移動事
象における下位事象の MOVE の様態部分を補充することで実現されている。もっと具体
的に言うと、V1「抱える」が中段における MOVE の様態部分に対し、MANNER WITH xと
して様態補充を行うことが可能である8。このような補充によって、客体の「妻」が移
                                                   
8 Manner WITH xは移動事象の下位事象にある。これは次節で述べる有方向移動事象と異
なる。また、事象構造への反映の仕方について、下位事象における移動物を「x/y」と表記
することも考えられる。しかし、「*彼は妻と彼を玄関に抱え入れた」のように事象構造上
では項構造による制約を受けるため、そのような表記が採用できない。ただし、主体の x
は下位事象に対応する項の位置に現れないが、（18）の MOVEに実行の仕方の様態成分とし
て出現することは可能である。 
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動する際に、主体の「彼」に抱えられながら移動するという意味が表される9。 
以上、V2が使役移動動詞の場合、異なる二つの移動事象を見てきた。本論では、移
動事象のタイプごとに、違いがあるものの、（17）と（18）における基本的な語形成の
あり方は、その他のタイプの移動事象を表す複合動詞の語形成にも適用されると考え
る。 
続いて、複合動詞の表示モデルから、形成可能のものとそうでないものがある理由
について考える。たとえば、「～倒す」の複合動詞には、「切り倒す」、「打ち倒す」、「殴
り倒す」、「突き倒す」などがあげられる。これらの V1の動作について、いずれも「倒
す」の移動物が「BE-AT KNOCKED-DOWN」である必要があるという点で共通している。
一方、たとえば、「*触り倒す」のような複合動詞は成立しない。これは、「触る」によ
る動作様態の補充が「～倒す」が意味する結果事象「BE-AT KNOCKED-DOWN」に繋がら
ず、適切な使役連鎖を成すことができないからである。適正な客体移動事象が形成で
きないことから、複合動詞としても形成不可能であると思われる10。 
最後に、事象構造の観点から、使役移動事象を表す複合動詞の意味関係を考える。
使役移動事象を表す複合動詞の意味関係について、その多くは「手段型」と解釈され
うる。また、少数ではあるが、陳・松本（2018：80）で言う「前段階型」が出現して
いる。これは、たとえば、「（卵を）割り入れる」があげられる。この場合の「割り入
れる」の V1「割る」は、V2が意味する「卵を（フライパンに）入れる」という目的事
象の準備事象であることを表している。使役移動事象を表す複合動詞の中で、このよ
うな限定された意味関係しか現れない理由は、以下のように考えられる。 
使役移動の事象構造自体は、主体の動作による客体の移動という意味を持つ。この
ような事象構造に対し、V2 は複合動詞全体の表す下位事象の結果事象を規定するが、
上位事象を規定することがない。一方、V1 は V2 が表す使役移動事象の成立に使役移
動の動作や過程を規定している。「押し倒す」や「抱え入れる」の場合、V1 はどのよ
うに移動物を倒すか、もしくは、どのように移動物を入れるかについて使役移動の様
態を補充することで、詳述を行っている。このような V1 と V2 における役割分担の棲
み分けにより、これらの例は結果的に「手段‐目的」と解釈される。また、たとえば、
「割り入れる」は、複合動詞全体の移動事象が次の（19）のように表示される。 
 
 
 
                                                   
9 このような移動事象を有する複合動詞について、第 5章と第 6章では、複合動詞の生産
性の問題と関わらせながら、改めて述べる。 
10 陳・松本（2018：150）では、V1による結果の含意は、「倒す」という動詞のフレーム意
味論における「目的」が含意されていると考えている。しかし、本論では、複合動詞にお
ける個々の意味要素が持つフレーム的な意味ではなく、事象成立の観点から複合動詞の語
形成を考えている。すなわち、使役移動という事象が成立するために、V1 と V2 がどのよ
うに事象構造に意味を添加し、一連の移動を成立させるのか、ということである。 
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（19） 卵をフライパンに割りいれた。 
     V2「入れる」の事象的・語彙的意味 
V-[[xi ACT＜MANNER＞ON yｊ]CAUSE[y’s content MOVE[Path]BECOME[y’s cont BE-AT INSIDE OF PAN] 
V1「割る」の語彙的意味  
（19）はフライパンに割った卵を入れるという事象を表している。ただし、厳密に
言うと、「割る」の対象は「卵」であり、「入れる」の対象は「卵の中身」である。「卵」
と「卵の中身」は全体と部分の関係を成している。このことを（19）の事象構造に反
映させると、上位事象と下位事象の移動物は、それぞれ yと y’s content（cont）に
よって表示される。また、複合動詞が表わす事象的意味は、V1「割る」が使役移動の
上位事象に関与するが、「卵の中身」が移動するという動作の過程に関与しない。つま
り、この場合の V1「割る」は、上位事象の y項のみ規定するということである。V1 が
上段の使役移動事象における上位事象のみ補充することになるため、複合動詞全体が
「V1した上で、V2」という「前段階型」に解釈されることになる。 
 
4.2 V2が有方向移動動詞である場合 
 続いて、V2が有方向移動動詞である複合動詞の表示モデルとその意味制約を考える。
V2 が有方向移動動詞の場合も、主体移動事象と主体・客体移動事象の二種類に分かれ
る。まず、主体移動事象の表示モデルについて、例文（20）をもとに見ていく。 
 （20） 彼は二階に駆け上がった。 
      V2「上がる」の事象的・語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE]]  
                       V1「駆ける」の語彙的意味 
複合動詞「駆け上がる」の主要部は V2である。これは、「彼は二階に*駆けた／上が
った」があるように、複合動詞全体が表す着点への移動は V2によって実現されている
ためである。V2 は主要部であることから、「上がる」の有する事象的意味と語彙的意
味が（20）の中段における有方向動事象の事象構造 V-[ ]に代入される。「上がる」の
持つ事象的意味は、有方向移動事象と合致するため、そのまま V-[ ]の空所位置に代
入されることになる。これによって、複合動詞の項も基本的に V2から受け継がれるこ
とになる。また、「上がる」の語彙的意味は、〈上方向のある場所への移動〉を表して
いる。この語彙的意味によって、（20）の中段における移動事象における基幹部分の結
果事象が規定される。これは [x BE AT-UPWARD PLACE]によって表示される。 
（20）の下段部分では、V1「駆ける」の語彙的意味が上段の事象構造における適切
な空所位置に代入されることを表す。まず、「主語一致の原則」によって、V1 の項は
V2 と同定される。このことは（20）では、同一指標の iによって表される。また、「～
上がる」は、有方向移動における様態部分が未指定になっている。つまり、移動物が
どのように上がるかについては不明である。このことから、V1の「駆ける」は、有方
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向移動の事象構造における x MOVE の Manner 部分に代入され、様態補充を行う。さら
に、V1による MANNER への補充は、「～上がる」における結果事象まで規定する必要が
ある。これは、V１の動作が有方向移動事象における方向性と一緒でなければ、V2 に
よる有方向の移動事象が成立しなくなるからである。以上、主体移動のタイプについ
て見てきた。 
V2が有方向移動動詞である場合、主体・客体移動という事象も存在する。このタイ
プの表示モデルと意味制約は、次の（21）の例文をもとに示すことができる。 
（21） 彼女は幼稚園から子供を連れ帰った。 
      V2「帰る」の事象的語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER WITH ｙ＞[Path]BECOME[xi BE AT RETURNED PLACE)]]  
                         V1「連れる」の語彙的意味 
(21)は（20）と次の点で異なる。まず、複合動詞の項の「子供」は、V1によって受
け継がれる。これは、「*子供を帰る」が言えないことからも分かる。また、（21）では、
主体である「彼女」が移動するに伴い、客体と考えられる「子供」も移動する11。この
ことは、（21）の中段における主体移動の事象構造の基幹部分で、MOVE の在り方に反
映される。この場合、V1 の語彙的意味の代入によって、主体移動事象である MOVE の
様態成分として、下付きの MANNER WITH ｙが新たに添加されることになる12。ここで
の y項は、V1のみによって受け継がれていることから、同一指標を付する必要がない。
以上、V2が有方向移動動詞の場合における異なる二つの移動事象を見てきた。 
続いて、複合動詞の表示モデルから、V2が有方向移動動詞の場合、形成可能なもの
とそうでないものがある理由について考える。たとえば、「駆け上がる」、「這い上がる」、
「飛び上がる」など、「～上がる」は数多くの V1 を取ることが可能である。ただし、
「*下り上がる」や「*降り上がる」のような複合動詞は存在しえない。これは V1「下
る」と「降りる」の語彙的意味が、V2が意味する上方向への移動「UPWARD」と矛盾し、
事象構造に代入されても、適切な有方向移動事象に導かないからである。有方向移動
事象が成立しないことから、複合動詞としても形成不可能なのであると考える。 
最後に事象構造の観点から、有方向移動事象を表す複合動詞の意味関係について考
える。V2 が有方向移動動詞の場合、複合動詞全体が「様態型」、「手段型」、「原因型」
として解釈されうる。その理由は次のように考えられる。有方向移動の事象構造は、
主体が移動してから、ある着点に到達するという意味を持つ。このような事象的意味
は、V2による移動の結果事象への規定と V1による様態補充によって実現されている。
V1 と V2 におけるこのような役割分担は、移動物がどのように着点に到達するかとい
う意味が現れてくる。たとえば、「駆け上がる」のような V1 に意志性がある場合は、
                                                   
11 （21）は、あくまでも主体移動事象であるため、明確な客体が存在するとは考えにくい。 
12 Manner WITH xは上位事象にある点で、前節で述べた客体・主体移動の移動事象と異な
る。 
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複合動詞全体が「駆けながら上がる」もしくは「駆けるようにして上がる」という「様
態型」もしくは「手段型」に解釈されうる。また、たとえば、「気球が浮き上がった」
の場合、V1は意志性を持っておらず、V1による様態補充は「手段型」として解釈しに
くく、今度 V2「上がる」が表す移動事象の原因として解釈されることになる。 
 
4.3 V2が位置変化動詞である場合 
 次に V2 が位置変化動詞である複合動詞における表示モデルとその意味制約を考え
る。V2 が位置変化動詞の場合は、（22）の例文をもとに見ていく。 
 （22） 鍋からゆで汁が（外に）吹きこぼれた。 
                        V2「こぼれる」の事象的・語彙的意味 
    V－[[] BECOME＜MANNER＞[xi BE AT OUTSIDE]] 
           × V1「吹く」の語彙的意味 
複合動詞「吹きこぼれる」の主要部は V2 である。これは、「ゆで汁が外に*吹いた／
こぼれた」があるように、複合動詞全体が表す着点への到着は V2によって実現されて
いる。V2 が主要部であることから、「こぼれる」の有する事象的意味と語彙的意味は
（22）の中段にある位置変化動事象の事象構造 V-[ ]に代入される。「こぼれる」の事
象的意味は、位置変化の移動事象と合致するため、そのまま V-[ ]の空所位置に代入
される。これによって、複合動詞の項も V2 から受け継がれる。「こぼれる」の語彙的
意味は、〈液体が容器から出て外へ落ちる〉ことを表している。このような語彙的意味
は、（22）の事象構造の基幹部分の結果事象に対して、OUTSIDE として意味の規定を行
う。また、第 3 章でも述べたように、「こぼれる」の語彙的意味から、位置変化の移動
事象における BECOME の MANNER に対して補充する必要がある。このような補充によっ
て、類義語である「漏れる」と「あふれる」から区別される。 
 （22）の下段部分では、V1「吹く」の語彙的意味が上段の事象構造における適切な
空所位置に代入されることを表す13。まず、「主語一致の原則」によって、V1 は V2 と
同一の主語を取ることが同一指標の i によって表されている。また、中段における位
置変化の移動事象の基幹部分では、すでに V2によって位置変化に関する様態部分が指
定されている。それに、V1「吹く」の様態性は、「こぼれる」の様態性と異なるため、
ここでは同一の MANNERに代入されることが不可能である。この場合、V1 は BECOME 以
前の空所位置に代入される14。これによって、ひとまとまりとした位置変化事象が完成
                                                   
13「吹く」は接頭辞的な用法もあるが、ここでは、〈風や空気が流れ動く〉という「吹く」
が持つ語彙的意味として捉えている。 
14 BECOME 以前の空所位置は次のように理解される。（22）では、鍋の中にある汁は、ぐつ
ぐつ煮て、ぼこぼことなって、外に溢れて出てくるという一連の事象が想定される。位置
変化動詞の「こぼれる」は、その事象構造の上では、一般的に「外に溢れて出てくる」と
いう結果事象のみ反映されている。しかし、現実世界において、結果事象につながる「ぐ
つぐつ煮て、ぼこぼことなる」のような原因・理由が推論される。このような推論によっ
て生じた原因・理由に値する部分は、BECOME以前の空所位置として設けている。 
67 
 
される。ただし、（22）とは別に、V1の補充先は V2 の位置変化動詞と同じ空所位置に
代入される場合もある。これは次の（23）のような例である。  
 （23） 水が地面に伝い落ちる。 
                               V2「落ちる」の事象的・語彙的意味 
    V－[[] BECOME＜MANNER＞[xi BE AT DOWNWARD]] 
      V1「伝う」の語彙的意味 
 （23）は（22）と同様な事象構造を持つが、次の点で異なる。（23）の V1「伝う」
は〈ものに沿って移動する〉という語彙的意味を持つ。このような語彙的意味は、V2
「落ちる」の MANNER に補充することが可能である。一方、（22）では「吹く」の様態
性が「こぼれる」の様態性と整合することができない。このことから、（22）では、V1
による補充は、BECOME以前の空所位置に仕方なく代入されるのに対し、（23）の V1は
V2 の様態性と整合し、ひとまとまりの位置変化事象が形成される。 
以上、V2が位置変化動詞の表示モデルについて見てきた。複合動詞の表示モデルか
ら、形成可能なものとそうでないものがある理由について次のように考えられる。た
とえば、複合動詞「～落ちる」には、「崩れ落ちる」、「漏れ落ちる」、「流れ落ちる」な
どあげられる。一方、「*浮かび落ちる」は言えない。これは、「浮かぶ」の移動様態が
下から上へ移動すると想起されるからである。このような語彙的意味が（23）の MANNER
を補充しようとしても、「～落ちる」が意味する DOWNWARD の結果事象の成立に繋がら
ず、移動事象として成立しない。移動事象が成立できないことから、複合動詞として
も形成されないのだと思われる。 
 最後に、事象構造の観点から、位置変化の移動事象を表す複合動詞の意味関係につ
いて考える。V2が位置変化動詞である場合、複合動詞全体は「原因型」もしくは「様
態型」と解釈される。位置変化移動の事象構造は、移動物がある着点に到達するとい
う事象的意味を持つ。たとえば（22）では、V1 の動作が BECOME 以前の空所位置を補
充することで、全体の移動事象が V1 の動作があったため、V2 の位置変化が生じたと
考えられる。このような V1 と V2 の関係は、結果的に「原因型」と解釈されうる。一
方、（23）の場合、V1 は V2の移動様態をさらに補充し、詳述を行っている。このよう
な補充の仕方から、複合動詞の意味関係が「様態型」と解釈されうる。 
 
4.4 V2が移動様態動詞である場合 
 最後に、V2が移動様態動詞である場合の複合動詞における表示モデルとその意味制
約について考える。V2が移動様態動詞である場合も、主体移動事象と主体・客体移動
事象の二種類に分かれる。まず、主体移動事象の表示モデルについて、例文（24）を
もとに考えていく。 
 （24） 彼は旧友を尋ね歩いた。 
×        V2「歩く」の事象的・語彙的意味 
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V-[xi MOVE＜MANNER ＞[Path y]]  
                      V1「尋ねる」の語彙的意味 
複合動詞「尋ね歩く」の主要部は V2 である。これは「彼が歩く」という例があるよ
うに、複合動詞全体が表す移動は、V1ではなく、V2 によって実現されているからであ
る。V2 が主要部であることから、「歩く」の有する事象的意味と語彙的意味が移動様
態事象の事象構造 V-[ ]に代入される。これによって、複合動詞の項である「彼」は、
V2 から受け継がれる。また、「歩く」の語彙的意味としては、手足の動きを描写する
様態性を持つほか、「町のあちらこちらを歩く」があるように、移動事象の中間経路を
規定することが可能である。（24）の場合、「歩く」における「あちらこちらを歩く」
という語彙的意味が中段の事象構造における Path を規定することになる。一方、手足
の動きという様態の意味は上段の事象構造に代入されない。これは、手足の動きとい
う様態成分が仮に中段の MANNERに代入された場合、後に述べるが、V1「尋ねる」の補
充先に対し、意味的な整合性が保つことができなくなり、移動様態の移動事象として
形成不可能となるためである。 
（24）の下段部分では、V1「尋ねる」の語彙的意味が上段の事象構造における適切
な空所位置に代入されることを表す。まず、「旧友を尋ねる」があるように、V1 は複
合動詞の項を添加する。ただし、注意されたいのは、ここでの V1「尋ねる」が特殊な
意味を持つ。たとえば、「*（一か所に集めた）旧友たちを訪ね歩く」が言えないこと
から分かるように、V1は〈あちらこちらにいる旧友を尋ねる〉という意味を表す必要
がある。そして、V1によって添加された「あちらこちらにいる旧友」という項は、複
合動詞が意味する中間経路として認められる。このことから、V1は中段の移動様態事
象における MANNER 部分を補充するほか、複合動詞が意味する〈あちらこちらを歩く〉
の Pathという中間経路も規定する。 
さらに、ここで「尋ねる」が持つ語彙的意味が移動様態の事象構造の MANNER 部分に
代入されることになると、V2「歩く」が持つ手足の動きという様態の意味と整合性を
保つことができなくなる。つまり、「旧友を尋ねる」の様態性と「手足の動く様」は関
係のない二つの異なる事象であり、同時に存在することができない。ここでは、移動
事象の成立において、V1 による補充が V2「歩く」による手足の動きという MANNER へ
の補充を排除しているように働いていると考えられる15。このような形成の仕方によっ
て、複合動詞全体が、彼があちらこちらに行って、旧友を訪ねるというひとまとまり
の移動様態事象が完成される16。ただし、（24）とは別に、V1 は V2 の様態を補充する
                                                   
15 複合動詞の意味形成において、このような構成要素による語彙的意味の配分は、一種の
競合現象と理解される。V2は主要部であり、V1は V2 の修飾成分と考えられる。複合動詞
の形成において、修飾成分の V1の補充先は限定されている。一方、主要部の V2の補充先
には選択性がある。複合動詞の意味形成においては、補充先が限定された V1の意味が優先
される。これによって、V2「歩く」の事象構造には一般的に想起されやすい手足の様態性
という意味ではない「あちらこちらを歩く」という語彙的意味が添加されると考える。 
16 陳・松本（2018：204）は、「（新宿の店を）飲み歩く」という例をあげ、複合動詞の形
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こともある。これは次の（25）で示す17。 
 （25） ウサギが飛び跳ねた。 
        V2「跳ねる」の事象的・語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path ]]  
                V1「飛ぶ」の語彙的意味 
（25）の V1「飛ぶ」は〈地面・床などをけり、からだが空中にあがるようにする〉
を表しており、V2「跳ねる」は〈勢いよく飛び上がる〉を表す。両者の様態性に整合
性がある。このことから、V1と V2はともに中段の事象構造における MANNER の部分に
語彙的意味を添加することが可能である。この現象は（24）と異なる。 
さらに、V2が移動様態動詞の中で、少数であるが、主体移動・客体移動の事象も観
察されている。これは例文をもとに次の（26）で示す。 
（26） 彼はノートパソコンを持ち歩いている。 
     V2「歩く」の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER WITH y＞[Path ]]  
               V1「持つ」の語彙的意味 
（26）は（24）と同様の事象構造を有するが、（26）では主体の「彼」が移動すると
同時に、客体と考えられる「パソコン」も移動する。この場合、MOVEの下付きになっ
ている MANNER WITH ｙにより、客体である「パソコン」の移動が表される。主体移動・
客体移動の事象は、そのほかに「少女はマッチを売り歩く」が例として挙げられる。 
以上、V2が移動様態動詞の表示モデルを見てきた。ここで、複合動詞の表示モデル
から、形成可能なものとそうでないものがある理由について考える。たとえば、複合
動詞「～飛ぶ」には「群れ飛ぶ」「乱れ飛ぶ」などがあげられる。そのいずれも、V1
が V2 の様態を補充している。一方、「*走り飛ぶ」や「*歩き飛ぶ」のような複合動詞
は形成されない。これは、V1による様態補充が V2の表す移動様態の事象と相いれず、
複合動詞として形成されないためであると思われる。 
最後に、事象構造の観点から、位置変化の移動事象を表す複合動詞の意味関係につ
いて考える。V2が移動様態動詞の場合、複合動詞全体は「様態型」、「並列型」及び「付
帯状況型」と解釈される。移動様態事象は、ある移動物が何かしらの様態で移動する
という事象的な意味を持つ。多くの場合では、V1 が V2 の様態を補充するという形で
複合動詞が形成される。ただし、補充の仕方によって、複合動詞の意味関係も変わっ
てくる。たとえば、（24）のような補充の仕方であれば、V1 と V2 の意味関係が「様態
                                                                                                                                                     
成において、V1に関わる「飲食の場所」というフレーム的な意味が、V2の経路と同定する
ことから、経路項の性質が変容すると指摘している。確かに「*新宿の店を歩く」は非文で
あるが、「新宿の店を一軒一軒歩く」の場合になると、その容認性が高まる。本論では、「歩
く」が持つ「新宿の店を一軒一軒歩く」という意味が移動様態の事象構造に語彙的意味を
添加し、それに「飲む」の様態性が移動事象の MANNER 部分を指定することで、「飲み歩く」
の意味が生まれると考える。 
17（25）は共主要部の複合動詞である。 
70 
 
型」と解釈される。また、（25）であれば、「並列型」、（26）であれ、「付帯状況型」と
解釈されうる。 
 
5 V1主要部である移動事象を表す複合動詞の表示モデルと意味制約 
この節では、V1主要部である移動事象を表す複合動詞の表示モデルとその意味制約
を述べる。V1主要部である移動事象の場合、第 3節で述べたように、V2 の意味が希薄
化している。そのため、そのほとんどが補助動詞的な働きをしている。V1主要部であ
る移動事象を表す複合動詞は、V2が補助動詞的な働きをしている中で、二つのパター
ンに分かれる。一つは、「乗り上げる」や「連れ回す」のような V1 における移動の方
向性と重なるものである。もう一つは、「飛び立つ」や「送りつける」のような、V1
の意味を補強するものである。以下では、影山（2013：24）の表示モデルを参照し、
それぞれのタイプについて見ていく。まず、V2 が V1 の表わす移動の方向性と重なる
ものは、例文（27）をもとに考えていく。  
（27） 船が岩の上に乗り上げた。 
                         V1「乗る」の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-UPWARD PLACE]]＆UPWARD（e1） 
                      V2 の働き 
3.2節で述べたように、（27）における主体の移動事象に事象的意味を添加している
のは V1 の働きである。そのため、（27）の V1 は主要部である。このことから、（27）
の上段と中段では、主要部の V1から、事象構造に事象的意味と語彙的意味が代入され
ることを表すように表示できる。また、「船が岩の上に乗る」があるように、V1「乗る」
は有方向移動事象を表している。そのため、V-[ ]の空所位置には有方向移動動詞の事
象構造が代入される。また、このような代入によって、複合動詞の項が V1から受け継
がれる。さらに、V1「乗る」の語彙的意味は、中段の有方向移動事象の事象構造にお
ける MOVE の MANNER 部分に代入されるほか、結果事象について規定を行う。これは、
AT-UPWARD PLACE によって表示される。 
 続いて、非主要部の V2 の働きに注目する。これは（27）における下段部分である。
（27）の場合、V2 は V1が表す移動事象に対し、「上方向へ」という方向性を補強して
いる。V2 の働きを表示するためには、中段の有方向移動事象の事象構造に＆UPWARD（e1）
が追加される。＆を用いて有方向移動事象の事象構造と連結させた理由は、V2 が単に
V1 を補助し、V1の移動事象に参与しないからである。ここでの UPWARDは V1 が表わす
「船が岩の上に乗る」と同様の方向性を意味する。e1は V1 の移動事象を指しており、
UPWARDに含まれることで、V2が V1に対する方向性の補強ということが表される。 
以上、V1主要部である移動動詞の表示モデルについて見てきた。このような事象構
造は、そのほかの V1主要部である複合動詞にも基本的に適用されると考える。たとえ
ば、V2 が V1を補強するもう一つのタイプは、次の（28）で示すことができる。 
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  （28） 白鳥が大空に飛び立った。 
 V1の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]]＆INTENSIFIED（e1） 
                 V2の働き 
（28）は（27）と基本的に同様な構造を持つが、（27）の V2 がまだ方向性という部
分的な語彙的意味を保持しているのに対し、（28）の V2「立つ」はほぼ語彙的意味を
失っており、明確な方向性も持っていない。この場合、V2 は V1 の移動事象を単に補
強しているだけである。このような V2 の働きを形式化すると、＆INTENSIFIED（e1）
によって、V1の事象構造と連結されることで表されることになる。 
以上、V1主要部である移動事象を表す複合動詞を見てきた。V1主要部である複合動
詞の意味制約は、V2主要部である移動事象に比べ、強い意味制約が見られない。これ
は V2 が V1 の意味を補強する形として働いているからである。また、V1 と V2 の意味
関係において、V2 による補充が V1 の表わす移動事象を阻害しなければ、複合動詞と
しては形成される。 
 
6 まとめ  
以上、本章では、移動事象を表す複合動詞の特徴と表示モデル、及びその意味制約
を考えた。本章での内容を以下の通りにまとめる。 
まず、複合動詞の表示モデルは移動事象の事象構造に基づいて表されている。V1 と
V2 が複合動詞全体の有する移動事象に対し、事象的意味と語彙的意味をそれぞれ添加
することで複合動詞が形成される。この際に、項の同定と添加という働き以外に、事
象構造の空所位置に代入される V1 と V2 の意味要素の整合性も重要になってくる。こ
のような語形成モデルは、複合動詞全体の移動事象の成立に対し、V1 と V2 がどのよ
うに整合的に働くのかという複合動詞が持つ全体性の観点に基づいている。そのため、
本論の表示モデルは、影山（2002、2013）で提案している LCS2 をベースに LCS1 が代
入されるという考え方と異なる。   
 続いて、形成可能と形成不可能な複合動詞があるという問題は、移動事象のタイプ
ごとに、V1 と V2 の有する語彙的意味が適切な移動事象を形成すことができるかどう
かによると考える。ただし、たとえば、様々な国を回りながら、世に出ていない珍し
いチョコレートを買うという仕事があるとする。このような移動事象を表現するため
に、「＃世界中でチョコレートを買い歩く」における「＃買い歩く」のような複合動詞
があってもいいが、実際には「＃買い歩く」という複合動詞は実際存在しない。これ
は、石井（2007b：53）が述べたように、このような移動事象がわれわれの現実生活に
おいて、まだ「社会化」されていないからである。そのため、仮に一時的に言語化し
たとしても、定着はしにくいと考えられる。また、たとえば、「帰り着く」や「辿り着
く」という複合動詞があっても、類似する意味を持つ V1を有する複合動詞の「＃戻り
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着く」は見られない。このようなものは陳・松本（2018：138）が述べたように、ひと
まとまりの複合動詞としてレキシコンに登録されていないからだと考える。 
さらに、本章では、複合動詞における V1 と V2 の意味関係の問題が異なる事象構造
の在り方によって生じた解釈の結果であることを述べた。これは、たとえば、使役移
動の移動事象では、V1 と V2 の意味関係が「様態型」と解釈されず、移動様態の移動
事象では、V1 と V2 の意味関係が「手段型」と解釈されることがないということから
言えることである。 
 最後に、本章で述べた様々な移動事象に接頭辞化したもの、音便化したもの、及び
一語化したものを加え、石井（2007a）による分類とこれまで指摘されてきた複合動詞
の意味関係（影山 1993、由本 2005 など）との対応を次の表 3 に示す。表 3 では、単
一動詞に見られない複雑な移動事象の存在と移動事象を表す複合動詞間の関係性も確
認される。 
表 3：移動事象を表す複合動詞の分類 
 
表 3では、移動事象を表す複合動詞が、タイプごとに独立して存在しているのでは
なく、むしろ連続的であるということが分かる。これは、表 3の太枠が示したように、
V2 が主要部である複合動詞の中で、主体移動を主事象とする移動事象の中に客体移
動もあるということである。逆に、客体移動を主事象とする移動事象の中で、主体移
動も観察される。また、V1 主要部である複合動詞の中で、活動動詞が主体・客体移
動のいずれにも現れていることから、移動事象間の連続性が見られる。 
第 2 部の第 5 章と第 6 章では、本章で提案した複合動詞の表示モデルをもとに、複
合動詞の生産性という問題について考えていく。これは、表 1 を見て分かるように、
複合動詞の生産性は、動詞タイプによって異なり、必ずしも一致しているわけではな
いからである。V2が使役移動動詞の場合、複合動詞が最も生産的であるが、移動様態
動詞の複合動詞が最も非生産的である。また、V2 が有方向移動動詞の場合、単一動詞
としての移動様態動詞の数は少ないにもかかわらず、複合動詞としては多くの異なり
語数を有する。このような複合動詞の生産性に関わる問題を説明するために、事象構
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造における移動を表す意味述語、すなわち、Talmy が指摘している「経路」、「様態」、
「参照物」といった意味要素の重要性を考えてみたい。
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第 5 章：使役移動事象を表す複合動詞の生産性 
 
 
 
 
 
1 はじめに  
 本章では、使役移動事象の複合動詞が V2主要部である移動事象を表す複合動詞の中
で最も生産的であることと、使役移動事象の複合動詞がその種類によって異なる生産
性を有すること、という二つの現象を取り上げ、第 4 章で提案した表示モデルを利用
し、その理由を説明する。V2を主要部とする複合動詞の内訳は、次の表 1の通り再掲
する。 
表 1：移動事象を表す複合動詞の内訳（V2主要部） 
使役移動動詞 443 
有方向移動動詞 273 
位置変化動詞 35 
移動様態動詞 14 
総計 765 
表 1から分かるように、V2が使役移動動詞の異なり語数が最も多く、移動事象を表
す複合動詞全体の半分以上を占めている。これは、使役移動事象を有する複合動詞が
「複合動詞レキシコン」において、最も生産性が高いタイプであるということである。
しかし、なぜ使役移動の移動事象を有する複合動詞が最も生産的なのだろうか。これ
を第一の問題とする。 
また、使役移動を表わす事象は、下位分類が存在する。松本（2017：19）によれば、
使役と移動の時間的関係の違い、また移動する参与者の違いから、使役移動を表す事
象は以下の（1）のように三種類に区別されるという。 
（１） a. Andrew threw a ball into the net. 
b. Peter picked up a book from the floor. 
c. Maria led the child to the school. 
松本（2017）では、（1a）を「開始時起動型」、（1b）を「継続操作型」、（1c）を「随
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伴運搬型」と呼んでいる。それぞれの特徴は表 2にまとめられる。 
表 2：松本（2017：20）による三種類の使役移動 
（1）に代表される三種類の移動事象は日本語においては、複合動詞の語形を用いて
表現されることがある。以下の（2）は（1）の構文と対応する複合動詞の語例である。
本論では、松本（2017）と同様に、それぞれを開始時起動型、継続操作型、随伴運搬
型の複合動詞と呼ぶことにする。 
（２） a. 彼はバットを放り投げた。 
b. 彼は、床に落ちた携帯電話を拾い上げた。 
c. 彼は家具を新居に運び入れた。 
(2a)の「放り投げる」が開始時起動型になるのは、使役者による使役が移動開始時
のみで、使役者の移動がないことによるものである。(2b)の「拾い上げる」が継続操
作型とされるのは、使役者による使役は移動物が移動する期間中も継続し、かつ使役
者の移動がないことによるものである。 (2c)の「運び入れる」が随伴運搬型とされる
のは、移動の期間中、使役者の使役が継続され、使役者も同時に移動することによる
ものである。ただし、（2）の数を調査していくと、三種類の使役移動事象を表す複合
動詞における生産性が必ずしも均一ではないことが分かる。分類が不明なものを除き、
（2a）の開始時起動型の複合動詞が 275 語あり、最も生産的である。使役移動複合動
詞のうちの半分以上を占めている。（2b）の継続操作型は 130 語ある。（2c）の随伴運
搬型は僅か 37 語しかなく、最も非生産的である1。しかし、なぜ開始時起動型、随伴
運搬型、継続操作型の複合動詞は、それぞれの生産性が異なるのだろうか。これを第
二の問題とする。 
本章では、以上二つの問題設定に従って、考察を行っていく。第 2 節では、複合動
詞「～入れる」を調査の対象とし、三種類の使役移動とその生産性は V1による合成と
密接に関わっていることを提示する。第 3 節では、第一の問題について、その理由を
複合動詞の有する事象構造から説明する。また、三種類の使役移動を表す複合動詞の
事象構造における V1による補充の仕組みを緻密化する。それらの考察によって、第二
                                                   
1 第 4章にもあったように、分類に際し、両義的な解釈が可能な複合動詞がある。たとえ
ば、「彼は車を前に押し進めた」の場合、彼が車を一度押して移動させることと、車を押し
たままで移動させることの両方が想起される。前者は開始時起動型、後者は随伴運搬型と
見なせる。 
パラメ―タ 
下位分類 
使役が起こる時間 使役者の移動 使役範囲 
a開始時起動型 移動開始時のみ 移動しない 制約無し 
b継続操作型 移動の期間中（継続的） 移動しない（身体部
位は移動あり） 
小規模 
c随伴運搬型 移動の期間中（継続的） 一緒に移動する 制約無し 
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の問題に対する知見を提示する。第 4節では、論全体をまとめる。 
 
2 V1による合成と三種類の使役移動の複合動詞の生産性 
この節では、三種類の使役移動の複合動詞とその生産性の違いを、複合動詞の有す
る事象構造とその量的分布という二つの観点から分析する。その分析を通して、V1に
よる合成の在り方の相違が生産性の違いの主な原因であることを明らかにする。まず、
使役移動を表す複合動詞の事象構造から説明する。事象構造の表示モデルは、次の（3）
の通りである。 
（３）       V2の事象的・語彙的意味 
V-[[x ACT＜MANNER＞ON y]CAUSE[y MOVE[Path]BECOME[y BE AT-z/AT-place)]] 
V1 の語彙的意味 
（3）の事象構造は、使役移動の移動事象を表す複合動詞の雛形である。これは第 4
章で提案したモデルと同様であるが、ここでは V1 と V2 の語彙的意味のいずれも代入
されていない形を取っている。V2による結果事象の詳述が記載されていない代わりに、
（3）において、着点を項として具現化しなければならない場合には、[y BE AT-z]で
表示する。また、使役移動を表す着点が項として文中に具現化する必要がない場合、
[AT-place]で表示する。（3）の雛形は三種類の使役移動の複合動詞に共通する事象構
造と理解される。しかし、同じ雛形の事象構造を有する三種類の使役移動の複合動詞
がどのように区別され、異なる生産性を有するようになったのかという点は、まだ明
確ではない。この点については、以下のように考える。  
（3）の事象構造における V2 の語彙的意味の代入先は、基本的に事象構造における
結果事象の部分である。ここで、同一の結果事象を表す V2の「～出す」を例に考えた
場合、V2による使役移動事象の代入は、三種類の使役移動の複合動詞に共通しており、
使役移動の下位分類の区別に関与しないということになる。これは、たとえば、「投げ
出す」、「搾り出す」、「運び出す」が同一の V2「出す」を持ちながらも、それぞれが開
始時起動型、継続操作型、随伴運搬型という異なる使役移動事象になっていることか
ら支持される。  
一方、V1は使役移動における事象構造の該当部分を補充している。V1の補充により、
V2 が表す使役移動の事象が規定されると理解できる。使役移動事象を表す複合動詞の
種類は意味上における詳細な意味補充の仕方の違いであると考えると、V1による補充
は使役移動事象の複合動詞の下位分類に関与することになる。実際、同一の V1 を持つ
「投げ出す」、「投げ入れる」、「投げ飛ばす」はすべて開始時起動型の複合動詞になっ
ている。このように、（3）の事象構造に基づいて考えると、三種類の使役移動の相違
は V1の合成による結果と推測される。 
次に生産性に関する量的分布を調査する。調査の際に、事象構造に基づいた仮説と
並行する手順を取る。まず、同じ V2を取る複合動詞が表す使役移動事象と対応する異
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なり語数を調査する。次に同一の V2 と共起する V1 が形成する使役移動事象と対応す
る異なり語数を調査する。これによって、三種類の使役移動の生産性も V1の合成によ
ることが検証される。ここでは「入れる」及びそれと共起する V1を例とする。複合動
詞「～入れる」を取り上げる理由は、その合計数が使役移動を表す複合動詞全体の一
割を超え、代表例と見なせるからである。最初に複合動詞「～入れる」の分布を次の
表 3で示す。 
表 3：複合動詞「～入れる」の異なり語数と分布 
      使役移動 
複合動詞 
開始時起動型 継続操作型 随伴運搬型 合計 
「～入れる」 35 24 8 67 
表 3 では、三種類の使役移動事象が全て現れていることが見て取れる。複合動詞が
同一の V2 を取るため、三種類の使役移動の分布は V1 の種類に帰結される。複合動詞
67 語の分布が V1の種類に帰結されるということは、V1も開始時起動型、継続操作型、
随伴運搬型の三つの事象に下位分類でき、それぞれが 35 語、24語、8語であると言う
ことができる。これを踏まえ、続いて「入れる」と共起する 67 語の V1が別の V2を取
り、複合動詞を作った場合、どのような事象として解釈されるかを調査する。調査の
結果を次の表 4に示す。 
表 4：67語の V１が別の動詞と結合して複合動詞を形成した時の分布 
使役移動 
V1 
開始時起動型 継続操作型 随伴運搬型 合計 
35語（開始時起動型) 172 （15） （2） 189 
24語（継続操作型） （15） 100 （0） 115 
8 語（随伴運搬型） （2） （0） 37 39 
表 4では、67語の V1 が「入れる」とは別の V2と結合してできた複合動詞は、複数
の事象と解釈されるものがあるものの（表 4 では括弧で示した数字）、「入れる」と結
合して複合動詞を作ったときと同じ事象として解釈されるものが最も多いということ
が分かる。すなわち、開始時起動型の複合動詞が 172 語で最も生産的であり、随伴運
搬型の複合動詞が 37語で最も非生産的である。 
以上により、事象構造と量的分布という二つの観点から見ると、三種類の使役移動
の複合動詞とその生産性の相違は V1による合成と密接に関わっていることが分かる2。
ただし、（3）の事象構造からだけでは、三種類の V1 が上段の事象構造の基幹部分に対
                                                   
2 使役移動の種類は V1による合成と関わる傾向がみられるものの、絶対的な基準ではない
と考える。これは V1をもとに複合動詞が表す移動事象を調査した際、同一の V1である複
合動詞が複数の使役移動事象を表せることが分かったからである。たとえば、「妻を自宅に
引き戻した」の場合、随伴運搬型である。「木を引き倒した」の場合、開始時起動型もしく
は継続操作型である。ただし、この現象は「引く」や「差す」のような V1が接頭辞の用法
もある複合動詞の中でしか観察されない。 
78 
 
する具体的な補充の仕方をまだ明確にすることができない。これを明らかにするため
に個別の事象構造を考察する必要がある。これは、第 3節で詳しく述べる。 
 
3 移動動詞の事象構造と生産性の問題 
3.1 使役移動事象を表す複合動詞の生産性（第一の問題） 
 この節では、（3）の事象構造を用いて、第一の問題を説明する。特にほかの移動事
象と比べ、V2が使役移動を表す複合動詞の生産性が高い理由は、本論での考え方を提
示する。 
表 1 から分かるように、移動事象を表す複合動詞の中で、移動様態動詞、あるいは
位置変化動詞が V2 になる場合は、複合動詞としての生産性が低い。移動様態動詞が
V2 になる例は、「飲み歩く」、「散り急ぐ」、「群れ飛ぶ」などがあげられる。位置変化
動詞が V2になる例は「茹でこぼれる」、「突き当たる」、「行き止まる」などがあげられ
る。一方、有方向移動動詞、あるいは本論で扱っている使役移動動詞が V2になる場合
は、複合動詞としての生産性が高い。有方向移動動詞が V2 になる例は、「持ち帰る」、
「駆け戻る」、「舞い上がる」などがあげられる。この現象は第 4 章で述べた移動事象
を表す複合動詞の事象構造と関連付けて、次のように説明される。 
「歩く」などのような移動様態動詞は、客体を含意する上位事象を持たず、かつ、
「*駅に歩いた」が非文であるように、着点が指し示す結果状態も持たない。また、「（水
滴がテーブルに）こぼれる」のような位置変化動詞は BECOME による結果状態という下
位事象のみを持つ。影山（2002：37）が言うように日本語の複合動詞の意味構造が、
V2 の「概念構造（意味構造）」の副次成分または項の位置に V1の意味構造を補充する
という方法で成り立つのであれば、この二タイプの複合動詞の合成においては、その
事象構造で、V1 による補充の位置が少ない。そのため、V1 と V2 の合成によって作ら
れる複合動詞として生産性が低いのだと思われる3。 
一方、「（家に）帰る/戻る」のような有方向移動動詞の場合、移動 MOVE による着点
と共起することが可能である。そのため、対応する意味構造上では、推移の BECOMEに
よる結果状態も持つ。使役移動動詞の場合、意味構造上では、最大範囲を持つ。この
二タイプの複合動詞の合成においては、V1 による補充の位置が V2 の事象構造に用意
されているため、生産性が高いと言える。また、使役移動動詞は有方向移動動詞に比
べ、（3）における CAUSE以前の上位事象も有する。V1による補充の位置が最も多くあ
ることから、複合動詞としての生産性が最も高いのだと思われる。 
以上、移動事象を表す複合動詞の事象構造と生産性の現象は、ある程度相関してい
                                                   
3 移動様態動詞を、再帰的な使役移動と分析する立場がある（影山・由本 1997：154 参照）。
その場合、その意味構造は[x ACT ON x]CAUSE[x MOVE＜Manner＞]と表記される。ただし、再
帰的な上位事象が V2にあっても、V1による補充は難しい。たとえば、「新宿でお酒を飲み
歩く」の場合、V1「飲む」は LCS2の上位事象を補充することがなく、下位事象の MOVEに
おける Mannerを補充することとなる。 
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ることが見て取れる4。特に V2 が使役移動動詞の場合、その事象構造上における補充
の位置が最も多くあることから、複合動詞の生産性が最も高いのだと思われることに
ついて述べた。ただし、事象構造から表 1 における異なったタイプの移動動詞による
複合動詞の生産性の問題がある程度説明されても、第二の問題に対しては回答できな
い。これについて次節で述べる。 
 
3.2 三種類の使役移動動詞の事象構造と生産性（第二の問題） 
3.2.1 開始時起動型の複合動詞 
まず、（2a）のような開始時起動型の複合動詞について見る。開始時起動型の使役者
は移動せず、移動物に対する使役作用は移動開始時にのみ存在する。この際、移動物
の移動範囲は制限されない。このような特徴を持つ複合動詞は V1との関係から、さら
に三種類に分かれる。まず、そのうちの二種類について考察するために、次の（4）と
（5）の複合動詞を見る5。 
（４） 彼はボールをバスケットに投げ入れた。 
（５） 先生は喧嘩した生徒たちを（職員室に）呼び出した。 
 （4）の「彼」は「ボール」に対する使役作用に関して、「ボール」が移動する開始
時にのみ関わる。V1「投げる」は「ボール」が移動し始めてからはもはや作用しない。
（4）と類似する用例はそのほかに、「撒き散らす」、「切り倒す」、「削り落とす」など
があげられる。また、使役者と移動物が接触しなくても、使役作用が移動の開始時で
のみ成立する場合もある。（5）がそうである。（5）の「先生」における「生徒」に対
する使役作用も、「生徒」が移動する開始時にのみ関わる。また、（5）をみると分かる
ように、着点に対応する名詞句は必須ではない。（5）と類似する複合動詞は、そのほ
かに「誘い出す」、「呼び入れる」、「招き寄せる」などが例としてあげられる。さらに、
（4）と（5）とは別に、次の（6）もこのタイプに属している。 
（６） 風が屋根を吹き飛ばした。 
                                                   
4 事象構造を用いた生産性への分析は、あくまで基本的な傾向を示すものである。これは、
非生産的である移動様態動詞の中で、「～歩く」のような複合動詞が生産的であり、また、
使役移動動詞の中で、「～上げる」と対照的に「～下げる」の複合動詞が非生産的である、
というような現象がみられるからである。これらの問題は語形成における個々の現象と捉
えるべきである 
5 本論では、（4）と（5）における使役移動はいずれも V2によると考える。（4）について
は、「ボールをバスケットに入れた」が言えるように特に問題ない。ただし、（5）について
は、「生徒たちを呼ぶ」が言えて、「*生徒たちを出す」が言えない。このことから、（4）と
（5）は一見異なるように思われる。この違いについて、本章では次のように考える。たと
え、「生徒たちを職員室に呼んだ」という文が成立しても、「生徒たちを職員室に呼んだけ
ど、誰も来なかった」のように、必ずしも生徒たちが移動を行ったとは言えない。一方，
「出す」については、松本（2009：189）が「呼び出す」、「誘い出す」、「召し出す」、「駆り
出す」があるように、そのいずれも使役移動を表していると指摘している。松本（2009）
であげた例については、V1は移動事象を表さないため、複合動詞が意味する移動は V2の
「出す」によると考えられる。よって、（4）と（5）が表す使役移動は同じく V2による点
で同じタイプの使役移動の複合動詞として扱える。 
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（6）は着点を取り除いた（4）と類似するようにみえるが、次の点で区別される。
「ボールを投げる／入れる」のように、（4）の移動物は V1と V2に共通する項である。
一方、「屋根を*吹く／飛ばす」から分かるように、（6）の移動物は V2の項のみとなる。
この場合、複合動詞の V1 は単なる活動を表している。（6）のほかに、「銃弾を跳ね返
した」や「セミを木から振り落とした」などが例としてあげられる。以上の考察を踏
まえ、開始時起動型の複合動詞の事象構造を次の（7）のように示すことができる。 
（７） V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y MOVE [Path]]BECOME[y BE AT-z/AT-place]]] 
V1    
(7)は基本的に（3）と同様である。ただし、第 2 節で述べたように、使役移動事象
の下位分類と生産性の問題は、どちらかと言うと、V1と密接に関わっている。そのた
め、ここでは V2 による語彙的意味の添加という表示を省くことにする6。また、本章
以降では、その他のタイプの使役移動を表す複合動詞の事象構造も基本的に（7）と同
様の表示法を採用する。（7）に対する説明は次のように考える。 
（4）～（6）の意味解釈から、V1 は使役移動の事象構造における様態成分 MANNER
を補充することになる。そして、（4）と（5）の V1 は V2 と同一の移動物を項として取
る必要がある。この場合、V1の項は V2の y項と同定される必要がある。ただし、（6）
から分かるように、V1は V2の y項をとらない場合もある。そのため、y項に対する同
定の仕方について、（7）では点線の矢印を使って随意であることを示す。 
さらに、開始時起動型の複合動詞における着点は項として要請されない場合もある
ため、下位事象における結果状態を二者選択の[y BE AT-ｚ/ AT-place]で表示する。
着点が項として具現化される場合、LCS2はz項を取る。要請されない場合、[y AT-place]
で表示する。 
 
3.2.2 継続操作型の複合動詞 
 続いて、（2b）の継続操作型の複合動詞について見る。継続操作型の使役者は、身体
部位の一部における移動動作があっても、移動の期間中に移動物と一緒に移動するこ
とはない。そして、使役者からの移動物に対する使役作用は移動の期間において継続
的である。このような特徴を持つものは次の（8）のような複合動詞があげられる。 
（８） 私はレモンを紅茶に搾り入れた。 
（8）では、使役者の「私」が移動物の「レモン（汁）」と一緒に移動することはな
い。また、使役者による「絞る」という使役行為は「レモン（汁）」が「紅茶」に移動
する期間中にずっと継続しなければならない。そのため、移動物が V1の項として必然
的に要請される。また、（8）の場合、移動の着点が複合動詞の項として具現化される
必要もある。単に「?私はレモンを搾り入れた」とした場合は、文として不完全である。
                                                   
6 V2による働き、すなわち、[y BE AT-z/AT-Place]の部分と生産性の問題に関しては、本
章の 3.2.4節で触れることにする。 
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着点は項として具現化されることで、使役範囲が定まり、一定した規模内で行われる
ことと捉えられる。（8）と類似する用例はそのほかに、「持ち上げる」、「取り下ろす」、
「掴み入れる」などがあげられる。ただし、継続操作型複合動詞は、着点を要請しな
い場合もある。（2b）がこれにあたる。（2b）では明確な着点が文に現れなくても移動
事象が成立する。以上のことを踏まえ、継続操作型の複合動詞の事象構造を次の（9）
のように表示することができる。 
（９）V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y’s content MOVE [Path]]BECOME[y BEAT-z/AT-place]] 
                    V1                                          
（8）の意味解釈から、（9）の V1 は使役移動の事象構造における上位事象の様態成
分 MANNER を補充することが分かる。また、使役者は身体部位の移動動作があっても、
移動物と一緒に移動することがない。そして、移動物は V1の項として要請されるため、
V1 の項が V2 の y 項と同定される。V2 の y 項に対する V1 の同定は（9）では実線を使
って表示している。さらに、着点が項として具現化される必要がある場合、V2 はｚ項
を取り、[y BE AT-z]で表示される。（2b）の場合には[y AT-place]で表示する。この
部分は（7）と同様である。 
 
3.2.3 随伴運搬型の複合動詞 
 最後に、（2c）の随伴運搬型の複合動詞について見る。随伴運搬型の使役者は、移動
の期間中に移動物と一緒に移動する。そして、移動物に対する使役作用は移動の期間
において継続的である。このような特徴を持つものは次の（10）の複合動詞があげら
れる。 
（10） 彼は妻を玄関に抱え入れた。 
（10）では、使役者の「彼」は移動物の「妻」と一緒に着点に移動する必要がある。
また、V1による「抱える」という使役作用は移動の期間中に継続していなければなら
ない。そのため、移動物の「妻」は V1 の項としても必然的に要請される。また、移動
の着点を複合動詞の項として明示する必要がある。これは、（10）に「玄関」がない場
合に、文として不完全となるからである。移動の着点が項として具現化される必要が
ある以上、移動の範囲が定まり、一定した規模内で行われることとして捉えられる。
この点については、表 2 における随伴運搬型の移動事象の使役範囲（制約なし）と異
なることに注意されたい。（10）と類似する用例はそのほかに「担ぎ入れる」、「運び上
げる」、「連れ出す」などがあげられる。以上のことを踏まえ、随伴運搬型の複合動詞
の事象構造を次の（11）のように表示することができる。 
（11）  V-[[x ACT<MANNER> ON y]CAUSE[y MOVE<MANNER WITH x>[Path]]BECOME[y BE AT-z]] 
                           V1 
（10）の意味解釈から、移動の全過程で V1による使役作用が関わらなければならな
いことが分かる。このことから、V1は使役移動事象の上位事象と下位事象の両方を補
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充する必要がある。移動の開始時における使役者の移動物に対する使役作用は、（11）
での場合、V1が LCS2の上位事象の様態成分 MANNERを補充することで表される。また、
移動物が使役作用を受け、移動することになってからも、抱えられながら移動しなけ
ればならない。そのため、（12）における V1は使役移動事象の下位事象である[y MOVE]
の様態成分も補充する必要がある。ここで、上位事象の様態成分と区別するため、移
動物の移動様態を事象構造上で[MANNER WITH x]と表示する7。また、移動物は V1の項
としても要請されるため、（13）の V1の項が V2 のｙ項と同定される。この表示は（11）
と同様に実線で示している。さらに、移動の着点が項として具現化される必要がある
ため、LCS2 はｚ項を取り、これを[y BE AT-z]で表示する。 
 
3.2.4 V1による合成と複合動詞の生産性 
この節では、前節で提起した三つの事象構造に基づき、三種類の使役移動を表す複
合動詞の生産性について、V1による合成を中心に説明する。それぞれの事象構造を次
の通り再掲する。 
（12） V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/ AT-Place]] 
V1                                 
（13） V-[[x ACT<MANNER>ON y]CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/AT-Place]] 
                 V1                                                          
（14） V-[[x ACT<MANNER> ON y]CAUSE[y MOVE<MANNER WITH x>[Path]]BECOME[y BE AT-z]] 
                            V1                               
（12）は開始時起動型、（13）は継続操作型、（14）は随伴運搬型の複合動詞の事象
構造である。この中で、（12）タイプの複合動詞が最も生産的であり、（14）タイプの
複合動詞は最も非生産的である。使役移動を表す複合動詞の事象構造を比較していく
と、次のようなことが言える。 
まず、V1 による様態補充について、（12）と（13）の V1は使役移動事象の事象構造
の基幹部分に対応する上位事象の一か所のみを補充している。一方、（14）の V1 は使
役移動事象の基幹部分における上位事象と下位事象の二か所を補充している。次に、
V1 と V2 における項の同定について、（12）の V1 は必ずしも移動物を項として取る必
要がない。一方、（13）と（14）の V1は y項を要請する。 
（12）から（14）の事象構造の特徴を解釈していくと、次のようなことが言える。
V1 の使役移動事象に対する様態補充は語形成において義務的であり、これは複合動詞
                                                   
7 松本（2017：21）では、随伴運搬型の客体移動事象は主体移動表現と似た表現であると
指摘し、このタイプの移動事象を「擬似客体移動表現」と考えている。つまり、（12）は「彼」
による主体移動でもあるということである。松本（2017）による観察をそのまま意味構造
に反映させようとすると、（13）の下位事象における移動物を x/yと表記すべきこととなる。
しかし、「*彼は妻と彼を玄関に抱え入れた」のように意味構造上では項構造による制約を
受けるため、x/y の表記は採用できない。ただし、主体の x は下位事象に対応する項の位
置に現れないが、（13）の MOVE に実行の仕方の様態成分として出現することは可能である。 
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が形成される事象構造上の制約と見なせる。また、移動物に対する項の要請は、項構
造上の制約と見なせる。これらのことを踏まえ、複合動詞の生産性に対し、次のこと
が言える。（14）では V1の合成による語形成の条件が最も厳しいため、（14）の使役移
動事象を表す複合動詞の生産性は最も低いのだと思われる。一方、（12）と（13）では
V1 の合成による語形成の条件が比較的に緩いため、（12）と（13）の使役移動を表す
複合動詞は（14）より生産的になるのだと思われる。さらに、（12）は（13）に比べ、
V1 による項構造上の制約が緩いため、生産性が最も高いのだと思われる。 
さらに、V1 による合成という観点と呼応し、V2 による働き、すなわち、（14）から
（16）の下位事象における結果状態のあり方も、三種類の使役移動を表す複合動詞の
生産性と相関することも見られる。（14）の場合、移動の着点は項として具現化される
必要がある。一方、（12）と（13）の場合、移動の着点は項として具現化されないこと
もある。複合動詞の着点が項として現れるか否かのことを事象構造上の制約で捉える
と、（14）の複合動詞が非生産であり、（12）と（13）は生産的であるというもう一つ
の理由になる。ただし、V2による結果状態の規定は、本稿で考える三種類の使役移動
を表す複合動詞の生産性に関する決定的な理由ではないことに注意されたい。 
以上、三種類の使役移動を表す複合動詞における V1による合成部分を考えると、使
役移動を表す複合動詞の生産性の強弱は説明されることが分かる。 
 
4 終わりに 
本稿では、四種類の移動事象を表す複合動詞の中で、使役移動動詞が最も生産的で
ある理由、及び、その下位分類となる開始時起動型、随伴運搬型、継続操作型の生産
性が均一ではない理由について、複合動詞の事象構造から原理的に説明した。全体の
考察を通し、次の二点を明らかにした。 
（ⅰ） 使役移動の複合動詞が移動を表す複合動詞の中で最も生産性的である理由
は、その事象構造上において、V1によって補充できる位置が最も多く用意
されているからである。 
（ⅱ） V1による合成の観点から見ると、使役移動を表す複合動詞の中で、随伴運
搬型複合動詞は事象構造と項構造の双方から制約を受け、生産性が低い理
由につながる。一方、開始時起動型の複合動詞は事象構造と項構造による
制約が少なく、生産性が高い理由につながる。 
（ⅰ）と（ⅱ）はともに事象構造をもとに、複合動詞の生産性を説明しようとする
ものである。ただし、両者による説明のレベルが異なることについて注意されたい。
（ⅰ）は、事象構造上の主要部に対し、補充される部分がどれくらいあるかを問題に
している。（ⅱ）は、複合動詞の V1 が対応する事象構造に補充しなくてはならない部
分がどれくらいあるかを問題にしている。次章では、本章と同様な枠組みを利用し、
二番目に生産的である有方向移動事象の生産性の問題について考えていく。
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第 6 章：有方向移動事象を表す複合動詞の生産性 
 
 
 
 
 
 
1 はじめに  
本章は、有方向移動動詞が V2である移動事象を表す複合動詞の生産性を述べるもの
である。V2が有方向移動事象を表す複合動詞は、ほかの移動事象と比べると、様々な
タイプの V1 が見られる。また、異なるタイプの V1 が現れる際に、生産性が異なる。
本章では、この二つの現象を取り上げ、その理由が複合動詞の事象構造から原理的に
説明されることを提示する。まず、移動事象を表す複合動詞の内訳を次の表 1 の通り
に再掲する。 
表 1：移動事象を表す複合動詞の内訳（V2主要部） 
使役移動動詞 443 
有方向移動動詞 273 
位置変化動詞 35 
移動様態動詞 14 
総計 765 
表 1から分かるように、V2が有方向移動動詞である場合、移動事象を表す複合動詞
全体の三分の一を占めており、使役移動動詞に続き、二番目に多くの異なり語数を有
し、比較的生産的なタイプであると言える。そして、移動事象を表す複合動詞の中で、
V2 が有方向移動動詞であるものには、次の二点に特徴がある。一つ目は、有方向移動
動詞が V2 に現れる場合、様々なタイプの V1 が見られることである。このことは、次
の表 2に示されているように、V2が使役移動動詞である場合と比較すると分かる1。 
 
                                                   
1 繰り返しになるが、表 2では、V1の到達動詞と達成動詞の中に、位置変化動詞と使役移
動動詞も含む。 
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表 2：有方向移動動詞の合成パターン 
     V1   
V2 
活動 
動詞 
移動様態
動詞 
有方向移
動動詞 
到達 
動詞 
達成 
動詞 
総計 
有方向移動動詞 
141 
（50%） 
86 
（30%） 
28 
（12%） 
12 
（6%） 
6 
（1%） 
273 
使役移動動詞 
352 
（80%） 
8 
（1.5%） 
3 
（1%） 
0 
（N/A） 
80 
（17%） 
443 
表 2 では、使役移動動詞が V2 である場合、V1 は活動動詞あるいは達成動詞に集中
しており、それぞれが全体の 80%と 17%を占めている。一方、有方向移動動詞が V2 で
ある場合、V1 の 50%が活動動詞であるとは言え、移動様態動詞や有方向移動動詞も多
く出現していて、それぞれ全体の 30%と 12%を占めている。このことから、有方向移動
動詞を V2 とする複合動詞の V1 には様々なタイプが存在するということが分かる。し
かし、なぜ V2 が有方向移動動詞であるタイプは、使役移動動詞であるタイプに比べ、
このような特徴を持つのだろうか。これを第一の問題とする。 
二つ目は、表 2に示されているように、V1が活動動詞である場合、複合動詞の生産
性は最も高く、V1が移動様態動詞、有方向移動動詞、到達動詞、達成動詞であるもの
の順に、複合動詞の生産性が低減していくことである。ただし、ここで疑問に思った
のは、V1 が移動様態動詞と有方向移動動詞の場合の異なり語数である。V1が移動様態
動詞である複合動詞は 89 語あり、有方向移動動詞が 36 語ある。すなわち、V1 が移動
様態動詞である場合、有方向移動動詞に比べ、多くの複合動詞を有する、ということ
である。 
しかし、第 3 章で述べたように、日本語では意味要素の経路が動詞に語彙化されて
おり、「動詞枠づけ言語」と見なされる。そして、動詞枠づけ言語では、多くの場合に
おいて、有方向移動動詞のほうが多くの異なり語数を持ち、レパートリが豊富である
のに対し、移動様態動詞の異なり語数が少なく、貧弱であると言われている（Wienold 
1995）。筆者は、松本（1997：141、143）のリストを踏まえ、単一動詞である移動様態
動詞と有方向移動動詞を網羅的に収集した。その結果を次の（1）と（2）に示す（第
三章のリストも参照されたい）。 
（１） 移動様態動詞（25 語）：滴る、しなだれる、流れる、転がる、転ぶ、跳ね
る、ほとばしる、舞う、歩く、滑る、駆ける、潜る、連れる、さまよう、
跳ぶ、走る、這いずる、馳せる、這う、急ぐ、泳ぐ、飛ぶ、回る、突く、
沿う 
（２） 有方向移動動詞（45語）：出る、去る、遠ざかる、逃げる、離れる、抜く、
来る、通う、越える、くぐる、抜ける、辿る、巡る、通る、横切る、過ぎ
る、進む、移る、沈む、帰る、寄る、上る、登る、下りる、昇る、込む、
上がる、下がる、下る、降りる、入る、渡る、着く、届く、近づく、戻る、
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迫る、伏す、退く、越す、貫く、乗る、返る、行く、落ちる 
（1）と（2）のリストを見て分かるように、移動様態動詞が 25語あり、有方向移動
動詞は 45語ある。有方向移動動詞のほうが圧倒的に数多い。それにもかかわらず、形
成された複合動詞を見ると、有方向移動動詞は移動様態動詞に比べ、V1として出現し
にくい。このことから、複合動詞の生産性は単一動詞の異なり語数だけで決まるわけ
ではなく、決定要因は別にあると考えられる。また、「帰り着く」のような複合動詞が
存在していることから、V1 と V2 ともに有方向移動動詞である組み合わせは語形成の
原則に違反しない。では、なぜ V1の動詞タイプによって、有方向移動事象を有する複
合動詞は異なる生産性を有するのだろうか。これを第二の問題とする。 
本章では、以上のような二つの問題設定に従って、考察を行っていく。本章の構成
は次の通りである。第 2 節では、有方向移動事象を表す複合動詞の事象構造を提示す
る。第 3 節では、第一の問題について、事象構造上による制約から説明されることを
述べる。第 4節では、異なるタイプの V1が現れる際に、有方向移動を表す複合動詞の
事象構造に関する精緻化を行っていく。それによって、第二の問題である複合動詞の
生産性に関する知見を提示する。第 5節では論全体をまとめる。 
 
2 有方向移動事象を表す複合動詞の事象構造 
まず、有方向移動事象を表す複合動詞の事象構造を次の（3）の通りに示す。 
（３）      V2の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE (NOT)AT- z)]]  
                       V1 の語彙的意味 
 （3）の事象構造は、有方向移動の移動事象を表す複合動詞の雛形である。これは第
4 章で提案したモデルと同様であるが、V1と V2の語彙的意味のいずれもまだ代入され
ていない形を取っている。V2による結果事象の詳述が記載されていない代わりに、（3）
において、着点が項として具現化しなければならない場合には、[y BE AT-z]で表示し
ている。 
さらに、使役移動事象と異なり、有方向移動事象においては、着点への移動だけで
なく、起点からの移動事象も多く観察されている。起点からの移動が表示できるよう
に、ここでは「x BE NOT AT-z」によって表す。たとえば、「山から離れる」の場合、
（3）では「x BE NOT AT-ｚ（MOUNTAIN）」となる。次節以降では、（3）の雛形を用い
て、前節で提起した有方向移動事象の有する生産性の問題を考えていく。 
 
3 V1が様々な動詞タイプである理由 
 前節では、有方向移動の事象構造について説明した。この節では、移動事象を表す
複合動詞の中で、最も生産的である使役移動事象と比較しながら、V2 が有方向移動動
詞の場合、様々なタイプの V1が現れる理由について、事象構造上の制約によって説明
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されることを述べる。 
表 2から分かるように、有方向移動動詞と使役移動動詞は共に活動動詞を V1 に取る
ことができるが、有方向移動動詞は、その V1として、移動様態動詞、有方向移動動詞、
到達動詞の順に取ることが多く、達成動詞を V1に取ることが少ない。一方、使役移動
動詞はその逆である。このような差異が生じる理由は、次のように考える。 
V1 と V2 によって形成される複合動詞は、同じ主語を持たなければならない。これ
は「主語一致の原則」（松本 1998、由本 2005）によるものである。使役移移動動詞が
V2 になる場合、例えば、「彼はボールをバスケットに投げ入れた」のように、複合動
詞は主体動作による客体移動という移動事象を表している。しかし、「埃が空を舞う」
のような移動様態動詞、あるいは「ボールが頭に当たる」のような到達動詞の場合、
主体移動を表しており、使役移動動詞が表す客体移動の移動事象と異なる。これらの
動詞が V1になると、V2の主語と一致しないため、V1が V2に対する補充も不可能であ
る。これは、「*舞い入れる、*当たり入れる」のような複合動詞が作れないことから分
かる2。同様のことは V1が有方向移動動詞の場合についても言える。ただし、「取り戻
す」のような V1が達成動詞の場合、V1と V2は類似する事象を持ち、同一の主語を持
つことが可能であるため、複合動詞の形成を問題なく行うことができる。 
一方、有方向移動動詞が V2になる場合、例えば、「彼は二階に駆け上がった」、ある
いは「埃が空に舞い上がった」のように、複合動詞は主体移動の移動事象を表してい
る。この場合の移動物は、有生物と無生物のいずれをも取ることが可能である。これ
は、有生物のみを主語とする使役移動動詞には見られない特徴である。また、「埃が舞
う」のような移動様態動詞、あるいは「彼は駆ける」のような有方向移動動詞は、そ
のいずれも主体移動であり、かつ、有生物と無生物の両方による移動が可能である。
これらの動詞が複合動詞の V1 になると、V2 と同じ主語を取ることが可能であり、事
象構造上では V1 による補充が成立する。同様のことは V1 が到達動詞の場合について
も言える。ただし、V1 が達成動詞の場合、V1 における移動物は客体であり、これは
V2 が意味する主体の移動事象と異なる。主語が一致しないため、「*入れ上がる」のよ
うな複合動詞が形成されないと思われる3。 
以上、使役移動動詞に比べ、V2 が有方向移動動詞の V1 は様々な動詞タイプである
理由について述べた。これは、有方向移動動詞は主体移動を表しており、その移動物
が有生物と無生物のいずれも可能であり、多様な V1 が現れているからであると考えら
れる4。ただし、様々な動詞タイプが V1 に現れるにしても、V2 が有方向移動動詞の場
                                                   
2 第 4章でも述べたように、使役移動動詞を V2とする複合動詞の中には、「舞い上げる」
のようなものもある。しかし、このタイプのものは、そのほとんどに対応する自動詞が存
在する。 
3 まれではあるが、「詰め寄る」のような達成動詞を V1とするものがあげられる。ここで
の「詰める」は〈穴やすきまに物を入れてふさぐ〉を意味している。複合動詞の全体は、
「詰めるように寄る」と解釈されることから、V1は副詞的な意味を表している。 
4 有方向移動動詞は主語一致の原則に制約されず、さまざまなタイプの V1と結合できるに
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合における各動詞タイプの生産性の差異の原因はまだ不明である。これは次節で分析
する。 
 
4 異なるタイプの V1を取る際の生産性の違い 
 本節では、有方向移動事象が異なるタイプの V1 を取る際の事象構造を考える。この
タイプの V2は、有方向移動事象に対し、事象的意味と結果事象に対する語彙的意味を
添加していることから、本章における第二の問題と直結していないように思われる。
したがって、以下では、基本的に V1による補充の仕方に注目し、動詞タイプごとに考
察していく。 
 
4.1 V1が活動動詞である場合 
まず、V1 が活動動詞の場合について見る。V1 が活動動詞の複合動詞は、次の（4）
と（5）のような用例があげられる。 
（４） 彼は相手に突き掛かった。 
  （５） 砂埃が空に巻き上がった。 
 （4）の移動物は有生物であり、（5）は無生物である。そして、（4）は彼が突こうと
して相手に向かっていくことを表しており、（5）は砂埃が巻きながら空に移動してい
くことを表す。（4）の意味解釈から、V1は「突こうとする」と解釈され、V2の「掛か
る」に対する様態の補充を成している。（5）の意味解釈から、V1は「巻きながら」と
解釈され、同様に V2の「上がる」に対する様態の補充を成している。複合動詞の語形
成はいずれも明瞭であると言える。V1が活動動詞であるこのような複合動詞の事象構
造を、次の（6）に示すことができる。 
（６） V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z]] 
               V1の語彙的意味 
（6）は基本的に（3）と同様であるが、（4）と（5）から分かるように、移動物は有
生物と無生物の両方を取ることが可能であることから、（6）では、移動物を表す変数
を x（y）と表示する。有生物の場合、xであり、無生物の場合、yである。また、（4）
と（5）の意味解釈から、V1 は上段の有方向移動の事象構造における MOVE の MANNER
を補充することになる。 
 
4.2 V1が移動様態動詞である場合 
 続いて、V1が移動様態動詞である場合について見る。V1が移動様態動詞の複合動詞
は、以下の（7）と（8）のような用例があげられる。 
（７） 彼は屋根に這い上がった。 
                                                                                                                                                     
もかかわらず、複合動詞全体とする生産性は使役移動動詞に比べて低い。この点について
は、前章で述べた事象構造における空所位置の多寡が要因として考えられる。 
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  （８） 雪が空から舞い降りた。 
（7）の移動物は有生物であり、（8）は無生物である。そして、（7）は彼が這うよう
にして屋根に上がることを表しており、（8）は雪が舞いながら降りることを表す。（7）
と（8）の意味解釈から、V1は V2に対する移動の様態補充を成していると言える。こ
こで、V1は移動様態動詞の場合、その語形成が V1活動動詞と同様に見える。しかし、
V1 の V2に対する補充の仕方は、次の点で異なる。 
（7）では複合動詞の意味する移動が「屋根に上がる」ことである。このような有方
向移動事象が成立するためには、V1が表す移動様態も上方向に向け、動作しなければ
ならない。「這う」は単一動詞の場合、様々な方向に向けて移動することができるが、
（7）の複合動詞の V1になる際、上方向以外の方向で動作することが想定されにくい。
また、（8）では、複合動詞の意味する移動が「雪が降りる」ことであり、この場合も
V1「舞う」が表す移動様態の方向性も下方向に合わせなければならない。これは「*
雪が舞い渡る」のような水平方向での移動を表すものが想定されないからである。 
以上のことから、（7）と（8）における V1 のいずれも、V2に対する移動の様態補充
を行いながら、V2 における移動と同じ方向に向けて動作しなければならないというこ
とが分かる。このような特徴は（4）と（5）に比べると分かるように、V1が活動動詞
である場合に見られないものである。以上の考察を踏まえ、V1 が移動様態動詞である
複合動詞の事象構造を次の（9）のように示すことができる。 
（９） V-[[x(y) MOVE＜MANNERr＞[Path ]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                  V1の語彙的意味              
（9）の移動物も x(y)と表示する。また、（7）と（8）の意味解釈から、V1 は有方向
移動の事象構造における MOVEの MANNER を補充することになる5。これらの表示は（6）
と同様である。さらに、V1 は V2 と同じ方向に向けて動作することから、一定の方向
性を帯びることになる。方向性は事象構造上では経路の Path と同様に考えられる。し
たがって、（9）では、V1 が上段の事象構造における MOVE の MANNER を補充するほか、
その Pathを規定する必要もある。  
 
4.3 V1が有方向移動動詞である場合 
本節では V1 が有方向移動動詞の場合について見る。V1 が有方向移動動詞である複
合動詞は、次の（10）の用例があげられる。 
（10） a.彼はやっと目的地に行き着いた。 
       b.男は筏から離れ去った。 
                                                   
5 本稿における V1の有方向移動の事象構造に対する Pathの補充を、Matsumoto（1996:277）
では「Coextensiveness Condition」と呼んでいる。例えば、「駆け上がる」のような複合
動詞においては、V1の移動様態が V2における移動の途中まで進行した場合、複合動詞の
意味表示が不完全となるため、複合動詞として容認されなくなる。 
90 
 
（10）を見ると分かるように、複合動詞の移動物は有生物が多い。V1 が有方向移動
動詞である複合動詞の中で、無生物による移動事象の語例はほとんど見られない。ま
た、（10a）では私が身を動かすことで目的地に着くことを表しており、（10b）では男
が離れるようにして筏から移動していくことを表す。（10）の意味解釈から、V1 は有
方向移動事象の様態補充を成していることが分かる。 
さらに、V1が有方向移動動詞の複合動詞は次の点において特徴的である。これは（10a）
では、「目的地に行く／着く」があるように、V1と V2は同じ着点を取るという点であ
る。（10b）では「男は筏から離れる／去る」があるように、V1 と V2 は同じ起点を取
る。すなわち、V1 が有方向移動動詞の場合、V1 と V2 は同一の経路上で移動しなけれ
ばならない、ということである6。したがって、「*離れ着いた」あるいは「*行き去っ
た」のような移動経路が異なる有方向移動動詞の組み合わせが不可能なのである7。以
上の考察を踏まえ、V1が有方向移動動詞の場合の複合動詞が表わす事象構造を次の（11）
のように示すことができる。 
（11） V-[[x MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味             
（10）から分かるように、複合動詞における移動物は有生物のみであることから、
ここでは（11）の変数を x で表示する。また、（10）の意味解釈から、V1 は有方向移
動事象の MOVE における MANNER を補充することになる。さらに、V1 と V2 は同じ経路
を有しなければならない。着点までの移動経路は事象構造上において、Path と AT-z
によって表示される。一方、起点から移動事象は Path と NOT AT-z によって表示され
る。V1が V2と同じ経路を取ることから、（11）では、V1 が MOVE の Path を補充するほ
か、V2 の語彙的意味によって添加された AT-z の部分も規定する必要があることにな
る。 
 
4.4 V1が到達動詞である場合 
最後に、V1が到達動詞の場合について見る。V1が到達動詞とする複合動詞は、以下
の（12）にあげられる。 
（12） a.柱が地面に倒れ掛かった。 
        b.彼の姿が視界から消え去った。 
（12）の移動物は無生物が多い。V1 が到達動詞とする複合動詞の中で、有生物によ
る移動はほとんど見られない。ただし、例えば、「彼女が倒れ掛かった」のような用例
もあげられる。しかし、この場合の「彼女」は意図性がなく、意識を失った人と理解
されるため、有生物による意図的な移動と区別される。 
                                                   
6 経路の規定については、第 1章の 3.3節を参照されたい。 
7 ここでの「*行き去る」における V1と V2は、「（着点に）行く」と「（起点から）去る」
の組み合わせを意味する。 
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また、（12a）では柱が倒れるようにして地面に向かっていくことを表しており、（12b）
では彼の姿が消えるようにして去っていくことを表す。（12）の意味解釈から、V1 は
V2 に対する移動の様態補充を成していることが分かる。 
さらに、（12a）では「柱が地面に倒れる／掛かる」ことから、V1 と V2 が同じ着点
を取る。（12b）では、「彼の姿が視界から消える／去る」ことから、V1と V2 が同じ起
点を取る。このことから、V1 と V2 における経路は同一でなければならない。このよ
うな特徴は V1 が有方向移動動詞の場合と同様である。以上の考察を踏まえ、V1 が到
達動詞とする複合動詞の事象構造を次の（13）のように示すことができる。 
（13） V-[[y MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[y (NOT)AT-z] 
                V1の語彙的意味             
（12）から分かるように複合動詞における移動物は原則的に無生物であることから、
（13）の変数をｙと表示する。また、（12）の意味解釈から、V1 は事象構造の MOVE に
おける MANNER を補充することになる。さらに、V1 と V2が同じ経路でなければならな
いことから、（11）と同様に V1が上段の有方向移動事象の MOVEにおける Pathと AT-z
の両方を補充することになる。 
 
4.5 有方向移動事象を表す複合動詞の生産性 
この節では、これまで提起した事象構造に基づき、異なる動詞タイプの V1 を有する
有方向移動事象を表す複合動詞の生産性について説明を試みる。これまであげたそれ
ぞれの事象構造を以下の通りに再掲する。 
（14） V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path ]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                  V1の語彙的意味 
（15） V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味     
（16） V-[[x MOVE＜MANNER＞[Path ]]BECOME[x (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味        
（17） V-[[y MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[y (NOT)AT-z] 
                    V1の語彙的意味       
（14）は V1 が活動動詞、（15）は V1が移動様態動詞、（16）は V1が有方向移動動詞、
（17）は V1 が到達動詞の事象構造である。この中で、V1 が活動動詞である複合動詞
が最も生産的であり、V1 が到達動詞である複合動詞が最も非生産的である。（14）か
ら（17）の事象構造を比較していくと、次のようなことが言える。 
まず、（14）では V1による補充の箇所が一か所のみである。（15）では二か所があり、
（16）と（17）では三か所がある。次に、移動物のあり方について、（14）と（15）で
はｘ（ｙ）のような有生物と無生物の両方が可能である。一方、（16）は有生物の xで、
（17）は無生物の yになっている。 
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（14）から（17）の事象構造の特徴を解釈していくと、次のようなことが言える。
V1 は事象構造に対する様態補充が語形成において義務的であり、これは複合動詞が形
成される事象構造上の制約と見なせる。（14）の場合、V1 による補充は一か所である
ことから、有方向移動事象の事象構造上では、制約が最も緩い。（15）の場合、V1 に
よる補充は二か所あり、事象構造による制約が比較的に緩い。一方、（16）と（17）の
場合、事象構造上で V1による補充が三か所ある。このことから、事象構造上による制
約が厳しいと言える。 
続いて、移動物の特徴から考えてみる。（14）と（15）における移動物は有生物と無
生物の両方を取ることが可能である。一方、（16）と（17）では、移動物が有生物か無
生物のいずれである。複合動詞における移動物が有生物か無生物かという選択も V1と
V2 の合成による事象構造上の制約であると見なした場合、（14）と（15）は制約がな
く、生産的である。（16）と（17）は制約されており、非生産的になる。さらに、（16）
は（17）に比べ、より多くの異なり語数を持つ。その理由については次のように考え
られる。 
V2 が無生物の有方向移動動詞は、「～上がる、～出る、～込む、～掛かる」に集中
している。これらの動詞に加え、V2が有生物の有方向移動動詞のものには、「～戻る、
～着く、～行く、～超える」などがあげられる。すなわち、V2が有生物である有方向
移動動詞のほうが数多いということである8。このことから、（16）の事象構造を有す
る複合動詞が（17）より生産的であると思われる。 
以上、複合動詞の事象構造上による制約を総合的に考えると、V1が活動動詞の複合
動詞の生産性が最も高いと言える。また、V1が有方向移動動詞あるいは到達動詞の複
合動詞は非生産的であると言える。さらに、V2が無生物の有方向移動動詞は有生物の
有方向移動動詞に比べ、数が少ない。このことから、V1 が到達動詞の複合動詞が最も
非生産的であるように思われる。 
 
5 終わりに 
 本章では、V2 を有方向移動動詞とする複合動詞は、様々なタイプの V1 が見られる
こと、及び、異なるタイプの V1が現れる際に生じる生産性の違いという二つの問題に
ついて、生産性にまつわる基本的な傾向を複合動詞の事象構造から原理的に説明した。
全体の考察を通し、次の二点を明らかにした。 
（ⅰ）  有方向移動を V2 とする複合動詞に様々な V1 が現れる理由は、有方向移
動動詞における移動は主体移動であり、かつ、その移動物が有生物と無
生物のいずれも可能であり、事象構造上における主語一致の原則に制約
                                                   
8 無生物の有方向移動動詞が少ない理由について、次のように考えられる。有方向移動動
詞は通常着点を取る。そして、着点へ移動することは意図的動作が多くある。そのため、
無生物の有方向移動動詞が少ないのだと思われる。 
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されず、V1 の動詞タイプが多様であることによる。 
（ⅱ） 有方向移動を表す複合動詞の中で、V1 が活動動詞あるいは移動様態動詞
になる場合、その事象構造上において、V1 による制約が少ないため、複
合動詞の生産性が高い。一方、V1 が有方向移動動詞あるいは到達動詞に
なる場合、その事象構造上において、V1 による制約が多くあるため、複
合動詞の生産性が低い。 
 結論の（ⅱ）は、複合動詞の生産性が単純に構成要素の多寡によって決まるわけで
はないということを意味する。有方向移動動詞は、移動様態動詞に比べ、多くの異な
り語数を持つにもかかわらず、複合動詞の V1として出現しにくい。これは、複合動詞
の生産性について、V1 と V2 が該当する事象構造に対し、どのように整合的に働くか
によって変わるということを示唆している。 
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第 3 部  
 
移動事象を表す複合動詞における意味の問題 
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第 3 部の序 
 
 
 
 
 
 
第 2 部では、本論における移動事象を表す複合動詞の意味制約とその表示モデル、
及び表示モデルに基づいた複合動詞の生産性の問題を見てきた。とりわけ、複合的な
移動事象の言語形成を取り上げ、V1 と V2 が一つの事象構造に対して、どのようにそ
れぞれの語彙的意味を代入するかによって、複合動詞形成の仕方に違いが生じるとい
うことの説明と、その理論枠組みを提示した。また、その際に、構成要素である V1と
V2 の整合性が重要であることも述べた。ただし、第 2部では、複合動詞が表す事象的
側面を中心に述べてきた分、個別の複合動詞における語彙的意味を深く考察すること
ができなかった。この不足を補うために、第 3 部では事象的側面に加え、複合動詞に
関わる様々な言語現象に対し、構成要素が持つ個別の語彙的意味の説明を行っていく。 
具体的には、第 7章で、「舞い上がる」と「舞い上げる」のような自他両形が共に存
在する複合動詞の語形成を述べる。ここでは、「放り上げる」と「*放り上がる」のペ
アと「舞い落ちる」と「*舞い落す」のペアとを対照しながら、「舞い上がる」と「舞
い上げる」にのみ自他の対応が可能である問題を論じ、V1 における方向性の含意と V1
と V2 に見られる整合性がその結果に影響していることを指摘する。第 8 章では、「舞
い込む」の多義性を論じる。ここでは、V1による補充の仕方と経路のあり方が複合動
詞の多義性と関わっていることを論じる。V1 による補充の仕方は語彙的意味であり、
経路のあり方は事象的意味と理解されることを指摘する。第 9 章では、類義語である
「浮き出る」と「浮かび出る」の違いについて述べる。ここでは、類義語である二つ
の複合動詞を区別するために、移動事象における臨界点の意味合いが必要となること
を指摘する。さらに、これらの考察を通して、複合動詞が有する言語現象とその意味
記述を正確に行うためには、構成要素における個別の語彙的意味と移動事象に関わる
様々な意味要素の両面を論じる必要があることを提示する。まず、以下では、そうし
97 
 
た意味記述を行うために、第 2 部の表示モデルに基づき、第 3 部で使用する表示モデ
ルを提示しておく。 
（１） 彼は二階に駆け上がった。 
      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE]]  
                       V1「駆ける」の語彙的意味 
（２） 彼は二階に駆け上がった。 
 
V2  xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pk]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE] 
 
    V1  xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]  
 
（1）と（2）はともに有方向移動事象を有する複合動詞の表示モデルであるが、第
三部で、（1）の表示モデルに加え、（2）の表示モデルも使用する。（2）は、V1 と V2
の間に存在する整合性の詳細をより直観的に観察できるように特化した表示モデルで
あると言える。（2）の見方を（1）と関連づけて、例文をもとに以下の通りに説明する。 
まず、「駆け上がる」の場合、「主語一致の原則」により、V1 と V2 は同一の主語を
取る必要がある。（2）では、V1 と V2 の動作主の同定は、同一指標である下付きの i
によって示している。また、（1）における意味要素の Pathについて、影山（2010：101）
に倣い、（2）では P1
<P2
<…Pn…Pk のように表示している。これは、氏によれば、起点か
ら、中間経路を経て、着点までの移動を P1
<P2
<…Pn…
 <Pk によって表すことができるか
らという。このような表示法を取ることにより、（1）の Path だけでは表しきれない詳
細な位置情報が表示できるようになると考える。具体的に言うと、ここでの P1は起点
に対応する一地点を表し、Pn は中間経路にある一地点を表し、Pk は着点に対応する一
地点を表す。不等号の<を用いることで、起点から着点までの一連の移動が表される。
ただし、影山（2010）によるこの表示法は、空間移動の諸概念をうまく表現できると
は限らないため、異なる移動事象における経路の規定法は、より緻密に規定すること
が必要である。これは、各章で述べることにする。 
続いて、（1）では V1 が有方向移動事象の事象構造における MANNER を補充すること
が見て取れる。このような様態補充は、V2 によって代入された語彙的意味である AT 
UPWARD PLACEについても規定する必要がある。この二点は、（2）の表示モデルで、次
のように反映されている。（2）では、様態補充が双方向の矢印によって表示されてい
る。これは、V1 と V2 の様態が整合的でなければ、移動事象が形成できないというこ
とを表す。また、V1「駆ける」の動作方向は、P1
<P2
<…Pn…によって表される。ここで
の P1は下方向の一地点を表し、Pnは上方向の一地点を表す。「*二階に駆ける」が言え
ないように、「駆ける」は着点を含意しないため、Pnの後ろに点線が続く。そして、V1
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の方向性は V2 の経路 P1<P2<…Pkと同定されることで、方向性の一致が示される。これ
は（2）の点線で囲んだ部分によって示されている。さらに、点線で囲んだ上方向への
移動部分が最終的に結果事象の AT- UPWARD PLACE まで規定する必要がある。このこと
は、（2）における点線の矢印によって表されている。  
以上、（1）の事象構造に基づき、経路の詳述と V1 と V2 による整合性をより詳細に
規定したものが（2）となっている。第三部では、分析に際し、（2）の表示モデルも加
え、個別の複合動詞に見られる言語現象を考察していく。 
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第 7 章： 移動事象を表す複合動詞の自他対応の問題 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
第 4 章では、複合動詞の語形成を単一動詞と同様に事象構造で考えることができる
ということを述べた。これは、複合動詞が二つの構成要素の組み合わせで形成されて
いるにもかかわらず、全体は融合されたひとまとまりの事象を成さなければならない
からである。ただし、複合動詞における自他対応の問題は、単一動詞と異なり、主要
部 V2 の形態を変えるだけでは自由に作れない。たとえば、「落ちる」と「落とす」の
ペアがあっても、「舞い落ちる」と「*舞い落とす」のような、V2が他動詞である複合
動詞は存在しない。このような現象は、複合動詞特有のものと考えられる。視点を変
えれば、自他両形を有する複合動詞を考察することで、複合動詞の語形成のメカニズ
ムを窺うことが可能である。 
したがって、本章では、移動事象を表す複合動詞の中で、「舞い上がる」と「舞い上
げる」のような、自動詞形と他動詞形が共に存在する語例と、「*放り上がる」と「放
り上げる」のような、一方しか存在しない複合動詞を考察の対象とし、なぜ特定の複
合動詞しか自他両形が観察されないのか、という問題について考える。移動事象を対
象とする理由は、陳（2010：46）で指摘しているように、自他両形を有する複合動詞
の多くが位置変化を表しているからである。このことから、移動事象を表す自他両形
の複合動詞を考察することで、複合動詞全体への理解にもつながると思われる。また、
本章の考察を通し、従来指摘されてきた「自他交替」（影山 1996）の過程が複合動詞
の語形成上、必ずしも有効ではない、ということについても触れる。 
本章は次の通りに構成する。第 2 節では、本論を展開する上で、重要な以下の二つ
の観点から先行研究をまとめる。一つは、複合動詞の派生関係に焦点を当てた観点で
あり、複合動詞の自他両形が一定の規則に基づき、他動詞形から自動詞形が生成され
るという考え方である。このようなアプローチは、複合動詞の語形成をルールベース
に基づいたものであると言える。もう一つは、複合動詞の自他両形に焦点を当てた観
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点であり、他動詞形と自動詞形の複合動詞の間に必ずしも派生関係があるとは認めな
いという考え方である。このようなアプローチは、構文文法、あるいは事象構造に基
づいたものであると言える。第 3 節では、自他両形を有する複合動詞と一方しか存在
しない複合動詞の語形成が、事象構造のモデルからどのように説明されるかを提示す
る。また、事象構造上では存在してもいいような自他両形の複合動詞がなぜ存在しな
いのかという問題を取り上げ、V1 と V2 の整合性という観点からその理由を考える。
以上の考察から、自他両形が共に存在する複合動詞は、事象的意味と語彙的意味の両
方から制約されているということを明らかにする。第 4 節では、本章の内容をまとめ
る。 
 
2 先行研究 
2.1 自他の対応におけるルールベースの考え方 
 影山（1993）は、「打ち上がる」のような「他動性調和の原則」から説明されない複
合動詞を取り上げ、それらの成立順は他動詞形の複合動詞が最初にあり、そこから「逆
形成（back formation）」の過程によって自動詞形が生成されると考えている。影山
（1993）による語例として、次の（1）があげられる。 
（１） a. 打ち上げる、吊り上げる→打ち上がる、吊り上がる 
    b. 炊き上げる、焼き上げる→炊き上がる、炊き上がる 
 影山（1993：126）によれば、（1）の矢印の右側にある複合動詞は、「他動詞＋非対
格自動詞」のというパターンになっている。このような組み合わせパターンは、「他動
性調和の原則」に反している。したがって、これらの語例は複合動詞の語形成上の例
外と見なすべきであるという。影山（1993）は、「打ち上がる」のような複合動詞を、
他動詞形の「打ち上げる」から逆形成されたと理解するべきであると述べている。し
かし、すでに第 1章で述べたように、項構造に基づく「他動性調和の原則」には、「歩
き疲れる」のような反例もある。複合動詞における自他両形の語形成に対し、「他動性
調和の原則」を用いた説明には限界がある。 
 続いて、松本（1998）は、複合動詞の語形成に対し、V1 と V2 の主語が一致する必
要があるとする「主語一致の原則」を提案している。しかし、（1）のような自動詞化
された例は、V1 の目的語が V2 の主語に当たることから、この原則に反している。松
本（1998）は、これらの複合動詞が「主語一致」の対応形がある場合のみ成立すると
指摘している。しかし、陳（2010：38）で指摘されているように、主語一致の複合動
詞すべてが自他交替できるわけではないため、松本（1998）の指摘は複合動詞の自他
両形の本質的な解釈にはならないと思われる。 
 一定の規則から複合動詞の自他対応を原理的に説明しようとするものの中では、陳
（2010）が最も説得力のあるものとしてあげられる。陳（2010）は、自他交替ができ
るものと自他交替ができない複合動詞は、「結果一致」の仮設に基づいていると指摘し
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ている。たとえば、手段型である（1a）の「打ち上げる」の V1「打つ」は、花火やロ
ケットを「上方・空・宇宙に発射する」という使役位置変化の意味を表す。V2「上げ
る」もまた「上方へ」という位置変化を結果に取っている。この場合、V1 と V2 の結
果は一致している。一方、「切り落とす」の場合、V1「切る」の結果は必ずしも V2「落
とす」の結果と一致すしない。ここでは、V1 と V2 の結果が一致する「打ち上げる」
には、自動詞形の「打ち上がる」があるが、V1 と V2 の結果が一致しない「切り落と
す」には、自動詞形の「*切り落ちる」が存在しない。 
さらに、陳氏は、このような「結果一致」が補文関係を表す（1b）の複合動詞の自
他交替に対しても適用できると指摘している。複合動詞（1b）の V1「炊く」と「焼く」
は、作成動詞であるため、結果の産出物がある。また、このような結果は、V2 が意味
する抽象的な結果と一致することができる。そのため、複合動詞の自他交替が可能で
ある。一方、「歌い上げる→*歌い上がる」の場合、V1「歌う」は結果を含意していな
い。そのため、自動詞形の「*歌い上がる」が存在せず、自他交替ができない。以上の
ことから、陳（2010）は、V1 と V2 の結果一致が複合動詞の自他交替に関与している
と論じている。「結果一致」の仮設は、次の（2）の通りである1。 
  （２） V1と V2の結果の意味が一致する場合のみ、複合動詞の自他交替が可能 
である。    
陳（2010：43） 
確かに、陳（2010）の分析は、自他交替ができる複合動詞の原理を、ある程度の説
明ができているように感じる。しかし、陳（2010）自身も指摘しているように、「結果
一致」の仮説に対する反例がある。例えば、次の（3）があげられる。 
 （３） a. 縄を柱に縛り付ける *縄が柱に縛り付く 
     b. 風が埃を舞い上げる 埃が舞い上がる  
（3a）では、「雁字搦めに縛る」があるように、V1「縛る」には結果性があるにもか
かわらず、自動詞形の「縛り付く」が存在しない。一方、（3b）では、V1「舞う」は移
動様態動詞であり、結果性を有しないにもかかわらず、自動詞と他動詞形の複合動詞
両方を有する。このような反例が存在することから、陳（2010）による分析が必ずし
も有効ではないように思われる。 
陳（2010）以降で、複合動詞の自他交替を一定の規則に従って捉えようとするもの
には、日高（2012）と Kageyama（2016）があげられる。日高（2012）と Kageyama（2016）
では、他動詞形と自動詞形の複合動詞において、「反使役化」と「脱使役化」によって
説明されると考えている。これらの用語を見て分かるように、いずれも他動詞形の複
合動詞が基本形であり、何かしらの操作によって自動詞形が生成されるという見方を
                                                   
1 （2）の定義からも分かるように、陳（2010）における自他交替の分析は、他動詞形の複
合動詞を基本形としている。しかし、後にも述べるが、「舞い上がる」と「舞い上げる」の
ペアにおいて、自動詞形の複合動詞が「主語一致の原則」に合致する。この場合、逆の派
生方向についてどのように考えるかが問題になる。 
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取っている。しかし、このような観点に基づいて複合動詞の自他対応を考えていくと、
いくつかの不具合が生じる。この点は、次節で述べる。 
 
2.2 自他の対応における構文的な考え 
前節では、複合動詞の自他対応の現象を論じた先行研究を取り上げ、一定の規則に
従い、一方からもう一方に派生するという観点に基づいた先行研究を見てきた。しか
し、いずれも自動詞と他動詞が派生関係にあるという理論的根拠は示されていない。
たとえば、「打ち上げる」の使用例が「打ち上がる」より多くあっても、これは複合動
詞の使用頻度の問題であることに過ぎず、自動詞形が他動詞形によって生成されると
いう証拠にはならない。このような問題に対し、構文文法では、自他交替の問題を含
め、動詞意味論の観点から、諸交替の現象を説明する上での新たなアプローチを提示
している。以下では、次の（4）の例を用いて、Goldberg（1992：44）による「与格交
替」の現象を説明する。 
  （４） a. John sent a package to the boarder.（to与格） 
            b. John sent the boarder a package.（二重目的格） 
 Goldberg（1992：44）  
 （4a）は「to」を用いた与格の形式を取っており、（4b）は「boarder」と「a package」
の二重目的格の形式を取っている。従来の分析では、与格形が最初にできており、二
重目的格形がそれよって生成されるものであり、両者が交替の関係にあると考えられ
ている（Pinker 1989）。このような分析に対し、Goldberg（1992）は、交替の分析を
行う上で、一方から一方に派生することは、一方がもう一方より基本的であるという
前提条件を含意していると述べる。しかし、Goldberg 氏は（4ab）の send が形態的な
差もなく、幼児がこの二つの形式を習得する時期もほぼ同じであることから、このよ
うな前提条件を支える証拠が見つからないと指摘している。Goldberg 氏による構文文
法のアプローチは、（4）の動詞 send 自体が同じであるが、与格構文と二重目的格構文
のどちらとも融合することができる、と考えている。岩田（2015：66）では、Goldberg
氏による構文アプローチの考えを次の図 1のようにまとめられている。 
send 
 
構文 1      構文 2 
NPｘ[V ]NPｙ to NPz                     NPｘ[V ]NPz NPy  
図 1：構文アプローチによる与格交替 
  図 1は、動詞 sendが二つの異なる構文の空所位置である[V ]に入ることができる
と理解される。岩田氏によれば、図 1 で示されたように、与格形と二重目的格形は、
対等の関係にあり、いずれかがもう一方を作り出したのではない。このことから、交
替という現象を考える上で、一方ともう一方のどちらが基本であるかを決める必要性
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も生じないことになるという。 
 以上、交替の現象に関する構文文法の考えを見てきた。本論では、Goldberg（1992）
の考えに従い、自他両形を有する複合動詞についても、一方が基本形であり、もう一
方が基本形から派生されたものであるという考え方を採用しない2。その理由は次の通
りである。たとえば、「～出す」について、「（荷物を）運び出す」があるように、他動
詞的な用法がある。それに対し、「飛び出す」や「溢れ出す」のような自動詞の「～出
す」もある。この場合、そのうちのどの用法が「～出す」の基本用法であるかを決め
るには困難である3。 
さらに、「自他交替」を前提とする考え方にはもう一つの問題があげられる。たとえ
ば、自動詞形の「舞い上がる」は「他動性調和の原則」に合致している。影山（1993）
の考えに従って言うと、自動詞形の「舞い上がる」から「舞い上げる」へ派生しなけ
ればならない。しかし、先行研究では、自動詞形から他動詞形に派生できるような、
いわば逆の派生方向を支持する論説が見つからない4。 
したがって、本論では、複合動詞の自他対応を考えるにあたって、構文文法の考え
に従い、複合動詞の構成要素が自動詞構文と他動詞構文にそれぞれの語彙的意味を適
切に代入することで、自他両形が形成されると考える。たとえば、「運び出す」の V1
は、他動詞構文を持つ「～出す」に代入されるのに対し、「溢れ出す」の V1 は自動詞
構文を持つ「～出す」に代入される。二つの「～出す」は派生関係ではなく、それぞ
れが異なる事象構造を有する。他動詞構文の「～出す」は使役移動事象、自動詞構文
の「～出す」は有方向移動事象を成している。 
一方、たとえば、（3a）のような「縛り付ける」と「*縛り付く」は、V1 と V2 によ
る語彙的意味の代入で使役移動事象を形成させることができるが、有方向移動事象と
して成立できないと考える。有方向移動事象が成立しないため、複合動詞「*縛り付く」
としても形成しない。ただし、冒頭で述べたように、事象構造の上で、「*放り上がる」
のような存在してもいいような複合動詞が実際には存在しない点を考える必要がある
5。これは、次節で述べることにする。 
 
                                                   
2 分析に際し、「自他交代」という用語を使用せず、「自動詞形」と「他動詞形」を使用す
る。 
3 自他両形を有する V2は、そのほかに、「～込む」、「～出る」、「～去る」があげられる。 
4 「舞い上がる」と「舞い上げる」のような対応関係があると認めた場合、自動詞の「使
役化」を議論しなければならない。しかし、影山（2001：20）では、自動詞による使役化
が適用されると、非文が産出され、問題があることを指摘している。氏による例文は次の
通りである。 
a. A big fire occurred./*They occurred a big fire. 
b. A package arrived./ *The mailman arrived a package. 
5 「放り上がる」が存在してもいいと判断する理由は、「花火が打ち上がった」のような複
合動詞があるからである。詳しい内容は次節で述べる。 
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3 事象構造から見る複合動詞の自他対応 
 3.1 節と 3.2 節では、自他両形を有する複合動詞、他動詞形か自動詞形かのどちら
しか存在しない複合動詞を例として、それぞれの事象構造を分析する。3.3 節では、
異なる事象構造の分析を通し、自他両形を有する複合動詞にしか見られない意味制約
を考える。 
 
3.1 他動詞形を有する複合動詞の語形成 
この節では、他動詞形の複合動詞を見る。他動詞形を有する複合動詞は、使役移動
事象の事象構造を有する。まず、自他両形を有する他動詞形の複合動詞の事象構造を
考察する。これは、次の例文（5）をもとに見ていく。 
（５） 風が土埃を（空中に）舞い上げた。  
     V2「上げる」の語彙的意味 
V-[[x ACT ON y]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[yi BE-AT UPWARD)]] 
×                 「舞う」の語彙的意味 
（5）は、風が移動物の土埃を上方向の空中に漂わせることを表しており、使役移動
事象の事象構造を有する。また、「風が埃を空中に*舞った／上げた」となるように、
V2「上げる」は移動の経路を有する。この場合、第 4章で述べたように、V2 の事象的
意味と語彙的意味は使役移動事象に代入される。ただし、「舞い上げる」の動作主は無
生物の「風」である。これは「切り倒す」のような典型的な使役移動事象と異なる。
用例の中で、たとえば、「列車は雪を舞い上げた」も観察されるが、ここでは、列車が
走行することで生じた流体（風）が動作主になっているため、同じく無生物であると
理解される。また、客体の移動物の中で、「埃」や「雪」が多く観察される。 
続いて、V1 による補充の仕方を見てみる。（6）の語義は、土埃が風の力によって、
漂いながら上方向の空中に移動すると理解される。ここで注意されたいのは、「*風が
土埃を舞う」が言えない。つまり、V1 と V2 の意味関係は、風が埃を舞うことによっ
て上がらせるという意味解釈にならない、ということである。むしろ、（5）における
埃が風の力によって、漂いながら上方向へ移動すると理解したほうが妥当であろう。
V1 と V2の意味関係は様態型、もしくは付帯事象型に近い。 
以上のことから、（5）が典型的な使役移動事象と異なり、V1は使役移動の事象構造
における上位事象の x ACT ON y を補充しないと言える。その代わりに、V1 は使役事
象の下位事象である MOVE の MANNER を補充することで複合動詞全体の意味関係が表さ
れる。また、「土埃が空を舞う」があるように、V1 は使役移動事象における経路を規
定することも可能である。さらに、このような様態補充と経路の規定に伴い、V1 と V2
における項の同定でも、下位事象の部分のみで起こる。（5）では、これが下付きの i
によって表されている。 
（5）と類似する用例は、そのほかに、「滑り落とす」、「跳ね上げる」があげられる。
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これらの例も、V1 が使役移動事象の下位事象を補充する点で（5）と共通する。たと
えば、「彼は屋根から雪を滑り落とす」の「彼」は「雪」に対し、「滑る」という動作
を行うことがない。すなわち、ここでも動作主による使役動作のあり方が問われない
ということである。この場合、「雪」が自重で下方向へ向かって移動し、かつその移動
方向が V2「落とす」の方向性と合致する。このことから、V1「滑る」は使役移動事象
の下位事象である MOVE の Path を補充することになると言える。以上、自他両形を有
する他動詞形の複合動詞のタイプを見た。 
続いて、（5）と対照的に、他動詞形のみを有する複合動詞のタイプを、次の例文（6）
をもとに考えていく。 
（６） 野球部の選手たちは帽子を放り上げた。 
     V2「上げる」の語彙的意味 
V-[[xi ACT＜MANNER＞ ON yj]CAUSE[yj MOVE[Path]BECOME[yj BE-AT UPWARD)]] 
×「放る」の語彙的意味 
（6）は、第 5章で述べた「開始時起動型」のタイプの複合動詞である。複合動詞全
体の意味関係は手段型と解釈される。（6）の動作主は有生物であり、意図性を持つ。
また、移動物が個体物の場合が典型的である。複合動詞「放り上げる」の V1「放る」
は、〈遠くへ投げる〉を意味する。しかし、（5）と異なり、ここでの V1「放る」は、
移動物の帽子を上方向へ移動させるという一定した方向へ向かって動作するという意
味を含意しない。したがって、V1「放る」は、使役移動事象の上位事象である ACT の
MANNERのみを補充し、下位事象の MOVEに対し補充を行うことがない。また、V1と V2
における項の同定は上位・下位事象の両方に観察される。（6）では、これが下付きの
i と jによって表されている。 
（6）と類似する用例は、そのほかに「蹴り上げる」、「掻き上げる」があげられる。
「蹴り上げる」と「掻き上げる」の場合も、V1の「蹴る」と「掻く」には方向性を含
意しないため、V1 による補充は上位事象の ACTにおける MANNERのみである6。 
 最後に、（5）と（6）と対照的に、他動詞形の複合動詞は存在しえないが、自動詞形
が存在するものについて、次の例文（7）をもとに見ていく。 
 
 
                                                   
6 ここで、（7）と類似する複合動詞として、V1が活動動詞の「打ち上げる」が想起される。
たたし、「打ち上げる」は「放り上げる」と違い、自動詞形の「打ち上がる」が存在する。
本論では、両者の違を次のように考える。「打ち上げる」の V1「打つ」は、「花火／衛星／
ロケット」のような限定された移動物としか共起しない。これらの移動物は通常、上方向
にあるものと理解される。また、「花火を上／??斜め／*下に打つ」があるように、移動物
の方向性は必ず上方向でなければならない。一方、「放り上げる」の移動物は、特殊なもの
を要求することがなく、「ハンカチ／玉／皿」のような一般的な物体になっている。また、
「選手たちは帽子を上／床（下）へ放る」があるように、V1は必ずしも上方向を意味する
必要がない。つまり、「打ち上げる」の V1のみ、使役移動事象の下位事象である Pathを規
定することが可能である。この特徴は（6）と（8）と同様である。 
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（７） *彼は服についた雪粒を舞い落とした。 
     V2「落とす」の語彙的意味 
V-[[x ACT＜MANNER＞ ON yj]CAUSE[yj MOVE[Path]BECOME[yj BE-AT DOWNWARD)]]
×     ×「舞う」の語彙的意味 
（7）は、主体の「彼」が服についている移動物の「雪粒」を振り落とすという使役
移動事象を表現しようとしている。この場合、V1 の「舞う」は移動様態動詞であり、
使役移動を表す V2の「落とす」の主語と一致することができないことから、当然複合
動詞として形成されないと思われる。しかし、「複合動詞レキシコン」では、同じく
V1 が移動様態動詞である「彼は帽子をずり落とした」という用例が収録されている。
このことから、「主語一致の原則」は、必ずしも複合動詞の（非）適切性を判断できる
とは限らないことが分かる。「*舞い落とす」と「ずり落とす」は、同じ V2を取ること
から、その違いは V1による補充の仕方と絡めて次のように考えられる。 
（7）の V1「舞う」は、〈回るように飛ぶ〉ということを表している。このような移
動様態は、一定した方向性を持っておらず、V2「落とす」が意味する〈物などを高い
所から低い所へ移動させる〉という DOWNWARDの移動方向と必ずしも一致しない。この
場合、（5）のように、V1 から使役移動事象の下位事象である MOVE に対して補充する
ことができない。一方、「ずり落とす」の V1「ずる」は、〈ゆるんで下がる〉というこ
とを表している。このような語彙的意味は、複合動詞が表わす DOWNWARDへの移動方向
と一致することが可能である。 
以上、（5）～（7）の相違を考えていくと、複合動詞における自他両形の有無は、V1
から使役移動の下位事象である MOVE に対し、方向性を補充できるかどうかと相関して
いるように思われる。自他両形を有する（5）の複合動詞は、V1 が使役移動事象の下
位事象を補充できる。一方、他動詞形のみを有する（6）の複合動詞は、V1 が使役移
動の事象構造の上位事象のみを補充する。また、他動詞形が存在しない（7）のような
複合動詞は、V1における方向性は V2の移動方向と一致しないことも考えられる。 
 
3.2 自動詞形を有する複合動詞の語形成 
 この節では、自動詞形の複合動詞を考察する。自動詞形の複合動詞は、有方向移動
事象の事象構造を有する。まず、自他両形を有する自動詞形の複合動詞を見る。これ
は、次の例文（8）をもとに考えていく。 
  （８） 白い粉雪が（空中に）舞い上がった。 
      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- UPWARD PLACE]]  
                 V1「舞う」の語彙的意味 
（8）は、移動物の粉雪が空中に漂って移動することを表しており、有方向移動事象
の事象構造を有する。ここでの「空中」を着点と捉えた場合、「粉雪が空中に*舞った
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／上がった」となるように、「舞う」と共起することができない7。すなわち、V2「上
がる」は、複合動詞の移動の経路を有するということである。経路が V2にあることか
ら、主要部は V2であり、その事象的意味と語彙的意味が有方向移動事象の事象構造に
代入されると言える。 
続いて、V1による補充の仕方を論じる。V1 による補充の仕方には以下の特徴がある。
（8）が表す有方向移動事象において、V1「舞う」の様態は V2 が意味する移動の全過
程で継続しなければならない。移動物の粉雪が舞ってから、下へ移動することが想定
されない。このことから、（8）の V1による MANNER への補充は、V2が意味する UPWARD
に至るまで規定すると言える。また、「粉雪が空中を舞う」があるように、V1「舞う」
から、有方向移動事象の中間経路を規定することができる。さらに、V1 と V2 の移動
物は同一である必要がある。このことは、（8）で下付きの iによって表されている。 
（8）と類似する用例には、ほかに「滑り落ちる」、「跳ね上がる」があげられる。こ
れらの例に対しても（8）と同様の指摘が言える。たとえば、「荷物が斜面を滑り落ち
た」は、荷物が滑りながら落ちることを表しており、そこでの V1 による様態補充は、
複合動詞が表わす結果事象まで継続する。また、「斜面を滑る」が言えるように、V1
「滑る」から移動の中間経路を規定することが可能である。以上、自他両形を有する
自動詞形の複合動詞を見てきた。 
次に、（8）と対照的に、他動詞形が存在し、自動詞形が存在しない「*放り上がる」
のような複合動詞を考える。これは、次の例文（9）をもとに見ていく。 
（９） *帽子が（空中に）放り上がった。 
      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]]  
                         × V1「放る」の語彙的意味 
（9）は、移動物の「帽子」が何らかの動作によって、空中に移動するという有方向
移動事象を表現しようとしている。この場合、V1の「放る」が他動詞であり、V2 の「上
がる」が自動詞であることから、「主語一致の原則」に基づいて考えると、複合動詞と
して形成不可能であると思われる。しかし、「花火が打ち上がった」があるように、「打
ち上がる」の V1も他動詞であるにもかかわらず、複合動詞として成立することができ
                                                   
7 「舞う」はニ格と共起する例も観察される。しかし、このようなニ格は着点ではなく、
方向性を表していると理解される。このことは、次のⅰとⅱを対照させながら説明する。 
（ⅰ） a. 1時間で家に帰った。 
       b. *1時間で空中に舞った。 
（ⅱ） a. 花びらが空に（へ）舞う。 
       b. 台風が北へ（に）向かっている。 
（ia）があるように、着点のニ格が現れる際に、時間副詞の「一時間で」と共起できる。
しかし、（ib）が非文であることは、「舞う」と共起するニ格は着点を意味していないこと
を示唆する。むしろ、ここでは（ⅱa）のように、へ格と入れ替えられ、方向性を表す（ⅱ
b）のへ格に近い。 
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る。そうなると、「*放り上がる」と「打ち上がる」の（非）適切性は、「主語一致の原
則」よりも、V1の違いと関わってくるように思われる。V1「放る」と「投げる」の違
いを以下の通りに考える。 
「打ち上がる」の移動事象は、その移動物が「花火」や「衛星」になっている。ま
た、「花火／衛星を打つ」という行為に伴い、移動物が必ず上方向への移動が想定され
る。これに対し、「帽子を放る」の行為は、移動物である帽子が必ずしも上方向へ移動
するとは限らない。帽子を放ったら、帽子が斜め下に移動することもある。つまり、
「打ち上がる」の V1「打つ」による様態補充は、V2が意味する AT-UPWARD PLACEの方
向性と整合できるのに対し、「*放り上がる」の V1「放る」は上への方向性を含意して
おらず、AT-UPWARD PLACE と必ずしも整合しないと言える。 
最後に、（9）と（10）と対照的に、他動詞形の複合動詞は存在せず、自動詞形が存
在する「舞い落ちる」のような複合動詞を見ていく。これは、次の例文（10）をもと
に考えていく。 
  （10） 白い粉雪が（地面に）舞い落ちた。 
      V2「上がる」の語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[xi BE AT- DOWNWARD PLACE]]  
                × V1「舞う」の語彙的意味 
（10）は、移動物の粉雪が地面に舞いながら移動するということを表しており、有
方向移動事象の事象構造を有する。この事象構造を観察すると、（9）とほぼ同様であ
ることが分かるが、次の点で、（9）と（10）には違いがある。 
（9）と（10）は同じ V1 を取っており、いずれも粉雪が移動物であることが可能で
ある。ただし、移動物である粉雪が舞ったら、一般的には立体空間の上に位置する空
中にあると想定しやすいが、地面方向にあるとは想定しにくい。これは、たとえば、
「粉雪が空／宙／上を舞う」があるように、「舞う」が中間経路を取る際に、中間経路
のあり方は、DOWNWARD PLACE と整合しないことから支持される。中間経路を地面方向
の名詞句が現れた場合、「*粉雪が地面を舞う」となるように、非文であり、「舞う」と
共起しない。 
以上のことを踏まえると、「舞い落ちる」の事象構造において、V1 による様態補充
は、有方向移動事象の結果事象である DOWNWARD PLACE まで継続するが、V2「落ちる」
が意味する方向性と必ずしも一致することがしないことから、V1の「舞う」は事象構
造上の Path を規定することができないということになる8。この点は（8）と対照的で
あることが見て取れる。 
 以上、自動詞形の複合動詞の事象構造を見てきた。自動詞形の複合動詞は、次のよ
                                                   
8 「散り落ちる」や「崩れ落ちる」のような複合動詞もある。これらの複合動詞の V1は、
方向性を含意しているにもかかわらず、「*散り落とす」や「*崩れ落とす」のような他動詞
形の複合動詞が存在しない。その理由として、「*空を散る」や「*崖を崩れる」があるよう
に、これらの V1は中間経路を取ることができないということが考えられる。 
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うな特徴が見られる。（8）のような自他両形を有する複合動詞は、V1 が有方向移動事
象の様態補充を行うほか、事象構造における移動の方向性を規定することができる。
（9）のような他動詞形があり、自動詞形が存在しない複合動詞は、V1 による補充が
複合動詞の表わす結果事象と一致しない。さらに、（10）のような他動詞形がなく、自
動詞形がある複合動詞は、V1による様態補充は、結果事象まで継続しても、有方向移
動事象における経路部分を規定することができない。 
 
3.3 自他両形を有する複合動詞の意味制約 
 これまで、自他両形を有する複合動詞、自動詞形か他動詞形か一方しか存在しない
複合動詞を見てきた。これまであげた語例を次の表 1のようにまとめられる。 
表 1：自動詞形と他動詞形の語例 
        自・他 
タイプ 
他動詞（使役移動事象） 自動詞（有方向移動事象） 
自・他動詞形 舞い上げる 舞い上がる 
他動詞形のみ 放り上げる *放り上がる 
自動詞形のみ *舞い落とす 舞い落ちる 
表 1 のうち、自他両形を有する複合動詞は、それぞれが使役移動事象と有方向移動
事象の移動事象として成立する。この場合の使役移動事象の事象構造では、V1 による
補充と V2が意味する上方向へ移動することを合致させることができる。また、有方向
移動事象に対しても同様のことが言える。他動詞形しか有しない複合動詞は、対応す
る自動詞形において、V1 による補充が有方向移動事象の表す方向性と一致しない。ま
た、自動詞形のみを有する複合動詞は、対応する他動詞形において、V1による補充が
使役移動事象の成立につながらないほか、V1 における方向性が V2 の移動方向と一致
しない。 
以上の観察をもとにすると、複合動詞の自他両形の有無を次のように解釈できる。
自動詞と他動詞形の両方を持つ「舞い上がる」と「舞い上げる」では、移動物の「粉
雪」や「埃」が空中に舞ったら、ある程度上方向へ移動することが予測される。移動
物の性質は、V1 と関わっていることから、V1から複合動詞が表わす方向性をある程度
予測することができるということになる。この場合、図 1のように、V1の「舞う」は
使役移動事象の「～上げる」、あるいは有方向移動事象の「～上がる」のいずれにも代
入することが可能であり、複合動詞として形成される。 
一方、「*放り上がる」や「*舞い落す」の場合、V1 における方向性の含意は、V2 の
移動方向と必ずしも合致しないため、V1 が移動物の移動経路を正しく予測できない。
このことから、V1 は自由に使役移動事象の「～落とす」、あるいは有方向移動事象の
「～上がる」の空所位置に代入することができないと言える。V1 と V2 における移動
経路のあり方に特化した表示法を以下の通りに示すことができる。 
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  （11） 風が雪を舞い上げた。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
 
V1                 [yi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（12） 雪が舞い上がった。 
 
V2 [x MOVE＜MANNER＞     [Path]    BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
 
     V1 [ xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
  （13） 選手たちは帽子を放り上げた。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
                        × 
V1               [yi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（14） *帽子が放り上がった。 
 
V2  [x MOVE＜MANNER＞  [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                          × 
     V1  [xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（15） 粉雪が舞い落ちた。 
 
V2  [x MOVE＜MANNER＞    [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                 × 
     V1  [xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（16） *彼は雪粒を舞い落とした。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
× 
V1                [yi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
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（11）と（12）では、V1 による様態補充と経路の規定が V2 の方向性と合致する。
これは点線部分を指す。（13）の他動詞形では、V1 による様態補充と経路が V2 の方向
性を規定することができない。この現象と相関し、（14）の自動詞形が形成されないこ
とが観察される。また、（15）の自動詞形では、V1 による経路の規定が V2の方向性と
一致しない。この現象と相関し、（16）の他動詞形が形成されないことが観察される9。 
 
4 終わりに 
本章では、複合動詞が単一動詞と異なり、自由に自他両形が作れないという問題に
対し、自他両形を有する複合動詞、自動詞か他動詞形か一方しか有しない複合動詞を
対象とし、考察を行った。全体の考察を通し、次の二点を明らかにした。 
（ⅰ）  自他両形が存在する複合動詞における両者の関係は、派生関係ではなく、
それぞれ異なる移動事象である。 
（ⅱ） 自他両形が共に存在する複合動詞は、その語形成が事象的意味と語彙的
意味の両方から制約されている。とりわけ、自他両形に代表される使役
移動と有方向移動事象の成立が、V1と V2における移動方向の整合性と関
わっている。 
特に、結論の（ⅱ）は、複合動詞の自他両形の対応が構成要素の語彙的意味におけ
る方向性の含意があるかどうかという複合動詞の構成要素にある周辺的な意味情報の
重要性が確認できたと言える。
                                                   
9 ここでの方向性の含意を一種の結果指向と考えた場合、本章で述べた V1による経路の規
定は、複合動詞が表す移動事象の方向性と合致する点でいうと、陳（2010）による「結果
一致」と補完性のあるものと理解される。 
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第 8 章：移動事象を表す複合動詞の多義形成 
―「舞い込む」を例として― 
 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
本章は、「舞い込む」を例として取り上げ、移動事象を表す複合動詞が基本義から、
どのように比喩的意味を獲得したのか、という現象を考察するものである。特に、本
章の分析を通し、複合動詞の多義形成は、複合動詞の事象構造と構成要素の V1 と V2
における意味の整合性を基盤として導き出されるものである、という多義性の理解に
対する新たな視点を探るものと位置づける。 
多義性の問題は、日本語学では長い研究の歴史を有しており、認知言語学の分野で
も注目されるトピックである。国広（2005）や松本（2010）などでは、焦点化やメタ
ファーとメトニミーといった方法論によって、意味拡張に基づいた認知意味論の立場
から説明されている。そのいずれのアプローチでも、語レベルにおける多義性の分析
が重点的に行われている。一方、斎藤（2004：157）によれば、語構成の観点から複合
語の多義性の成立事情を理論的に考察すると、語以下のレベルにおいて多義性を設定
しなければならないという1。 
辞書によれば、「舞い込む」には、「①舞いながらはいりこむ②予期しない所へ、ま
たは予期しないものが、はいり込む」（『岩波国語辞典 第七版新版』、以下『岩波』と
略称する）という二つの意味があるという。ここで、「舞い込む」における意味①から
意味②に単にメタファーやメトニミーなどのような意味拡張があると捉えようとする
                                                   
1 斎藤（2004：159）では、例として挙げた「不調」という合成語の多義性を考える際には、
語レベルとしての多義性が構成要素の「調」に由来していると主張される。 
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と、複合動詞における構成要素の整合性を無視することになる2。 
本章は、従来における多義性分析の観点と異なり、複合動詞「舞い込む」の多義性
を考える際、複合動詞の V1 と V2 による結合関係、すなわち、V1 と V2 の整合性の在
り方も視野に入れるべきであると考える。また、「舞い込む」には、構成要素の「舞う」
と「～込む」にない「予期せぬ・思いがけずにやってくる」という特有の意味合いが
ある。このような意味合いは、ひとまとまりとした事象的意味として理解される。こ
のことから、複合動詞の多義形成は、事象構造の在り方とも関わっているように思わ
れる。 
 以上のことを踏まえ、本章は次の通りに構成する。第 2 節では、事象構造の在り方
と構成要素による語彙的意味という二つの観点から、複合動詞の多義性に関する先行
研究をまとめる。第 3節では、「舞い込む」が持つ基本義と比喩的意味を三段階に分け、
それぞれの事象構造と V1 と V2 がどのように事象構造に語彙的意味が代入されるのか
ということを考察する。第 4 で節は、本章の事例から、複合動詞の多義形成の一般化
を考える。第 5で節は、全体の内容をまとめる。 
 
2 先行研究 
まず、事象的意味の観点から、複合動詞の多義性を考える。同一語形の複合動詞が
異なる事象的意味を有する現象は、影山（2013）の分析が示唆的である。影山（2013：
17、30）では、同じ V2であっても、複数の意味があり、二種類の語彙的複合動詞が存
在するということが指摘されている。これは次の（1）を参照されたい。 
 （1）  a.急いで医務室に走り込んだ。 
      b.大会を目前にして、選手達は走り込んだ（練習する）。 
（1）は、同一の語形を取る「走り込む」が持つ異なる二つの用法である。本章では、
このような異なる用法がある「走りこむ」を多義的であると理解する。また、影山（2013）
によれば、（1a）は「主題関係複合動詞」である。この場合、V1 が移動様態を表し、
V2 が移動を表している。一方、（1b）は「アスペクト複合動詞」である。この場合、
V1 が活動を表し、V2 は V1 が繰り返し行われるという多回性を表すという。このよう
に、同一語形の「走り込む」には、「主題関係複合動詞」と「アスペクト複合動詞」の
二種類の語彙的複合動詞がある。「主題関係複合動詞」と「アスペクト複合動詞」の違
いをそれぞれが表される事象の違いと考えれば、複合動詞の多義性は、移動事象の在
り方と関わっているように思われる。 
さらに、（1）における移動事象の違いは、着点のニ格の有無と絡んでいる。有方向
移動事象を表す（1a）は、V1 と V2 がそれぞれ本来の意味と項構造を有し、V2 から医
                                                   
2 本章では、複合動詞の意味①から意味②へ意味の拡張があると認める。ただし、8.3節
で述べるが、意味拡張を可能にしているのは、タファーやメトニミーで捉えられるだけで
はなく、複合動詞の V1「舞う」における項と経路の喪失に伴う現象によるものであると主
張する。  
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務室という物理移動の着点を要請する。一方、（1b）は、V1「走る」という動作が続け
ることで、「練習する」という事象（活動）に変わっている。この場合の V2「込む」
が「中に入る」という物理的な移動を表さず、V1事象の在り方に対して補足的に機能
している。このような（1b）は（1a）と対照的であり、着点のニ格が V2から要請され
る必然性がないと言える。 
以上、複合動詞の多義性は、移動事象の在り方と関わっていることを見てきた。ま
た、異なる移動事象の在り方は、着点を表すニ格との共起関係によって反映されてい
ると言える。 
続いて、構成要素における語彙的意味の観点から、複合動詞の多義性を考察するも
のとして、山口（2013）が示唆的である。山口（2013）は、複合動詞の多義性を考え
るにあたって、次の（2）と（3）のような二つのタイプのものが存在すると指摘して
いる。 
(２) a.温泉が噴き出す。 
        b.タバコの煙を噴き出す。 
  (３) a.壁を塗り替える。  
        b.世界記録を塗り替える。 
山口（2013：355）によれば、（2）は自他動詞による多重構造の多義性であるという。
このような多義性の問題は、本論における第 7 章の内容を参照されたい。一方、本章
で扱う多義性は、（3）に相当し、いわゆるメタファー（比喩）によって生じるもので
ある。（3b）は〈記録を更新する〉ということを意味する。このような意味は、（3a）
における〈前に塗ってあったものを改めて、新しく塗り直す〉という意味から、メタ
ファーによって生じたと理解される。 
さらに、山口（2013）は、（3）のようなメタファーによって生じるタイプの中で、
「刻み付ける」、「建て直す」と「投げつける」という三つのパターンの複合動詞が存
在すると指摘している。ここで、複合動詞の多義性が構成要素と関係するものを次の
（4）と（5）に示す3。 
(４) a.名を刻み付ける（ほって、あとをつける）。  
        b.印象を刻み付ける（しっかりと心にとどめておく）。 
(５) a.彼にボールを投げつける（物を目標に向けて投げる）。 
   b.言葉を投げつける（強い口調で相手にものを言う）。 
山口（2013）によれば、（4）は複合動詞の構成要素の多義性が複合動詞に反映され
るパターンである。これは、（4b）の V１「刻む」は「刻みつける」と共通する格要素
                                                   
3 山口（2013）によれば、「建て直す」のタイプは複合動詞自体が多義的であるという。 
a.家を建て直す（いままでの建築物をこわして新しく建てる）。 
  b.日本を建て直す（つぶれそうになった会社などを、もとどおりにする。再建する）。 
ここでは、メタファーとしての意味（b）を、「建てる」や「直す」のいずれの構成要素か
ら来たわけでもなく、複合動詞「建て直す」自体により生じた多義性であると考える。 
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の「印象」を持ち、しかも「刻む」にとっても、（4b）の意味は（4a）のメタファーに
なっているからであるという。（5）も V1の多義性が複合動詞に反映されているタイプ
と見なすことができる。ただし、「言葉／疑問／不満を投げる」という用例がほとんど
ないことから、山口（2013）はこれらの用例数が十分でなかった可能性があると考え
ている。 
以上、複合動詞の多義性が構成要素における語彙的意味のあり方と関わっているこ
とを見てきた。 
次節では、この節で取り上げた事象的意味と構成要素における語彙的意味という二
つの観点から、複合動詞の多義性を考えていく。また、本章では、複合動詞が基本義
から、どのように比喩的意味を獲得したのかという多義形成の過程を明らかにするこ
とを問題として掲げる。多義形成の過程のあり方という問題は、影山（2013）と山口
（2013）では述べていないが、本章では、この問題を複合動詞の語形成と関連付けて
捉える必要があると考える。 
 
3 考察 
 「舞い込む」の多義性を調査していくと、共起する名詞句との関係から、次の三つ
のタイプに分類することができることになる。 
（６） 蝶々/葉っぱが部屋に舞い込んだ。 
  （７） 海外から、（彼の手元に）仕事が舞い込んだ。 
（８） 幸運が舞い込んだ。 
（6）は通常、「舞い込む」の基本義であると理解される。この場合、「蝶々」のよう
な有生物、あるいは「葉っぱ」のような無生物が主語に来ることができる。（7）は抽
象名詞と共起する例であり、比喩的な意味を成している。（8）がやや特別であり、こ
の種類のものは、ほとんど「幸運」や「幸せ」としか共起しない。辞書によっては、
コロケーション的な用法と考えることもある（『日本語コロケーション辞典』p.1072）。
以下では、この三つの用法をそれぞれの事象構造と V1 と V2 による語彙的意味の代入
の仕方という観点から捉え、複合動詞の多義形成を考えていく。 
 
3.1 有生物と無生物を主語とする「舞い込む」 
まず、有生物と無生物が主語である「舞い込む」を考察する。この場合の「舞い込
む」の事象構造は、例文（9）をもとに次のように提示する。 
  （９） 蝶々／葉っぱが（外から）部屋に舞い込んだ。 
                V2「込む」の語彙的意味 
V-[x/yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x/yi BE AT-INSIDE]]  
                    V1「舞う」の語彙的意味 
（9）は、移動物の「蝶々／葉っぱ」が舞うようにして外から部屋の中に入ってくる
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ことを表している。起点と着点が明示されていることから、複合動詞全体は有方向移
動事象の事象構造を有する。また、移動物は有生物と無生物の両方が可能であること
から、事象構造の上ではｘ／ｙによって表示される。ただし、ここで注意されたいの
は、複合動詞の V2「～込む」は、単一動詞である「（列車が）込む」と異なるという
点である。松本（2009：180）によれば、このような意味を持つ「～込む」は、移動に
おける着点以外の移動経路の諸側面を指定できるという。これは次の（10）を用いて
説明する。 
（10） 彼らは（表口から/裏口経由で）部屋に殴り込んだ。 
松本氏によれば、「殴り込む」の V1「殴る」に移動の意味がないため、複合動詞に
含意される移動の意味は「～込む」に由来するものであるという4。また、ここで言う
移動の諸側面とは、起点の「表口から」、中間経路の「裏口経由で」、及び着点の「部
屋に」という三つの側面を指す。本章では、松本（2009）による指摘は V1が自動詞で
ある（9）のようなものにも適用されると思われる。 
以上、V2「～込む」から複合動詞が表す移動経路の諸側面を規定することができる
ことを述べた。これを言い換えると、（9）では、複合動詞が意味する経路を、V2が担
っているということになる。本論の枠組みに従って言うと、「舞い込む」の主要部は
V2 になる。また、V2「～込む」が主要部であることから、V2の事象的意味と語彙的意
味は有方向移動事象の事象構造に代入される。特に、「～込む」から移動事象の諸側面
を規定することができるため、（9）では V2 から有方向移動事象における Path を補充
する必要がある。また、有方向移動事象の着点は内部空間の一か所である必要がある。
このことから、V2は（9）の事象構造における移動の着点に対し、INSIDE と規定する。 
 続いて、V1「舞う」による補充の仕方を考える。「蝶々／葉っぱが舞う」があるよう
に、V1「舞う」は（9）における有方向移動事象と同一の移動物を取る。これは（9）
の事象構造では、これを同一指標の i によって表す。また、複合動詞全体の意味解釈
は、〈蝶々／葉っぱ舞いながら部屋に入ってくる〉ということを表す。この場合、移動
物における移動様態は有方向移動が終了するまで継続しなければならない。逆に、蝶々
／葉っぱが舞ってから、部屋に入ってくるという移動事象は想定しにくい。したがっ
て、V1 による MANNER への補充は、有方向移動事象における INSIDE まで規定しなけれ
ばならない。このような補充の仕方は、第 4章で述べた「駆け上がる」と同様である。 
さらに、単一動詞である「舞う」が移動様態動詞でありながら、移動における起点
と中間経路を取ることも可能である。この現象は、以下の例文から観察される。 
  （11） 奏楽堂の窓から見える樅の木に目をやりながら、樅の枝から鳶が舞うの
                                                   
4 この指摘からも分かるように、松本（2009）では、複合動詞の意味が構成要素の合成に
よって生じると理解している。しかし、本章では、（10）における移動の意味を構成要素の
「込む」に由来するものと考えず、「～込む」の持つ語彙的意味が複合動詞の表す有方向移
動事象と合致することに由来するものと考える。 
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を見て、彼にはそれが音楽とリズムを合わせているように思われた。 
(瀧井敬子著 『漱石が聴いたベートーヴェン』) 
  （12） 空を舞うワシのシルエットだけが、私たちの頭上の空の高みに広がり、 
この風景の死のような静寂を破った。 
                       （荒田洋ほか編 『グラースノスチ』） 
（11）と（12）のいずれも単一動詞の「舞う」は経路の名詞句と共起する例である。
（11）が起点であり、（12）は中間経路である。ただし、「空中」を着点と捉えた場合、
「*空中に舞う」となるように、「舞う」と共起しない。このことから、「舞う」は、着
点を表すニ格と共起しないと言える5。これらの観察を踏まえ、（9）の事象構造の上で、
V1 から有方向移動事象の Pathの一部を補充することも可能であるように思われる。 
以上、有生物と無生物が主語である「舞い込む」の事象構造と V1 と V2 による語彙
的意味のあり方を見てきた。ここでは、構成要素である経路のあり方を中心に、V1と
V2 による語彙的意味の整合性を次の（13）のように示すことができる。 
  （13） 蝶々／葉っぱが（外から）部屋に舞い込んだ。 
 
V2 [xi MOVE＜MANNER＞[
<PSOURCE
<P1
<…     <PGOAL]BECOME[x BE AT- INSIDE]]  
 
     V1 [ xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
 （13）は、V1 と V2 における語彙的意味の整合性のあり方を表すものである。（13）
における V2の経路は、PSOURCE
< P1
<… <PGOALになっている。これは、V2「～込む」が経路の
諸側面を規定することが可能である特徴に由来している。PSOURCE は移動の起点を表す。
P1は移動経路における一地点である。PGOALは移動の着点を表す。不等号の<によって一
連の移動事象が連結される。移動の着点は、移動停止の最終地点と同一であることか
ら、PGOAL は着点における INSIDE と同定される（PGOAL＝INSIDE）。また、V1 における
P1
<P2
<…Pn…は、中間経路の上での移動を表している。ここでの Pnは、中間経路におけ
る一地点を表す。複合動詞の V1 と V2 の整合性は、（13）の点線部分で示されている。
点線部分を見て分かるように、V1の移動経路が V2の経路と部分的に重なる。そして、
重なった部分が有方向移動の結果事象まで規定する。 
 
3.2 抽象名詞を主語とする「舞い込む」 
 続いて、抽象名詞が主語である「舞い込む」を考察する。抽象名詞が主語である「舞
い込む」の事象構造は、例文（14）をもとに次のように示すことができる。 
                                                   
5「舞う」はニ格と共起する例も観察される。しかし、このようなニ格は着点ではなく、方
向性を表していると理解される。これは、第 7章の注 7と同様の考えに基づく。 
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  （14） 海外から、（彼の手元に）仕事が舞い込む。 
      V2「込む」の語彙的意味 
V-[x′MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x′       BE AT-z]]  
       ×         V1「舞う」の語彙的意味 
（14）は、移動物の仕事が彼の手元に入ってくるということを表す。複合動詞全体
は、着点の含意を有することから、有方向移動事象の事象構造を成している。また、
ここでの移動物は、「仕事」の他に、「依頼」、「注文」、「情報」、「お知らせ」、「お話」
などがあげられる。ここでは、抽象名詞の移動物がｘ′によって表されている。これ
は（9）と区別するための措置である。また、（14）から分かるように、複合動詞全体
は物理的な起点と着点を取ることが可能である。このような起点から着点までの移動
事象の成立は、V2「～込む」の語彙的意味によると考えられる。これは（9）と同様の
考えに基づくものである。ただし、抽象名詞を主語とする場合、移動物の着点が必ず
しも物理的な内部空間の中の一か所である必要がない。そのため、事象構造における
結果事象を AT-ｚのみで表示する。ここでは、z に対する INSIDE への指定が不要であ
る点が（9）と異なる。 
さらに、抽象名詞を主語とする場合、V1 による補充の仕方が異なる。（14）の V1は、
有方向移動事象の事象構造に対し、項を添加することが不可能である。これは、単一
動詞である「舞う」の用法によると思われる。このことは、次の（15）を参照するこ
とで理解できる。 
（15） a. *仕事が舞う。 
           b. *仕事が海外から／空を舞う。 
（15a）から分かるように、単一動詞としての「舞う」は抽象名詞と共起することが
できない。また、（15b）で示されたように、中間経路のヲ格を取ることもできない。
（15）のこの特徴は、（11）（12）と対照的である。これらの観察をもとに、（14）の事
象構造では、V1による補充の仕方を次の通りに考える。 
V1「舞う」は、有方向移動の事象構造に項を添加できないことから、移動事象の事
象構成に参与できないことになる。すなわち、（9）と異なり、（14）の V1 は有方向移
動事象の経路を規定することがなく、実質的な意味を失った、ということである。実
質的な意味を失った V1は、接頭辞的な用法に近い。接頭辞の用法を有する複合動詞は、
たとえば、「押し黙る」や「立ち返る」があげられる。これらの複合動詞の V1 は、複
合動詞全体が表す動作の強意として働いている。これを考えると、接頭辞用法として
の V1「舞う」は、有方向移動事象の動作部分の MOVE に対し、補充を行うことになる。 
以上、抽象名詞が移動物である際の事象構造を見てきた。抽象名詞を主語とする移
動事象の事象構造は、その V1と V2の整合性を次の（16）に示す。 
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 （16） 海外から、（彼の手元に）仕事が舞い込んだ。 
 
V2 [x′ MOVE＜MANNER＞[
<PSOURCE
< P1
<… <PGOAL]BECOME[x′ BE AT－ｚ]] 
 
     V1     DO＜Flutter＞   
 
 (16)を見て分かるように、V2 の語彙的意味による経路への規定は基本的に（13）
と同様である。ただし、この場合の移動物が抽象物のｘ′になっている際、結果事象
は単に AT-ｚとなる。移動経路上にある着点の PGOALはｚと同定される（PGOAL＝ｚ）。ま
た、V1 による補充は（13）と次の点で異なる。 
（16）の V1「舞う」は、抽象物を項として取ることができないため、移動の意味を
表す MOVE を喪失する。このことから、（16）の V1 は事象的意味を表すことができず、
原始的な意味関数 DOのみ残される。さらに、このような意味関数が V2の MOVE と合致
することで、接頭辞的な用法が表される。ただし、接頭辞的な用法になっても、V1 が
持つ特有な様態性は完全に消えたわけではないと考える。このような様態性は、斜字
体の Flutter で表す6。 
 
3.3 コロケーションの「舞い込む」 
本節では、コロケーションの用法を持つ「舞い込む」について考察する。コロケー
ションとして使われる「舞い込む」には、〈幸運や幸せが思いがけずにやってくる〉と
いうことが含意される。このような用法は、3.2 節で言う移動物が抽象名詞である例
から区別される。その理由は以下の通りである。 
まず、コロケーションの用法を持つ「舞い込む」は、複合動詞の移動物がかなり限
定されており、ほとんど「幸運」や「幸せ」としか共起しない。本来、（8）のような
運気を表すようなものであれば、複合動詞の移動物は「不幸」を主語としても理屈上
では可能であるが、「舞い込む」との座りが悪く、BCCWJ ではほとんどその用例が見つ
からない7。このことから、「幸運が舞い込む」という使用は、狭い範囲での用法であ
ることを示していると言える。また、移動物の「幸運」と「幸せ」は、3.2 節におけ
る「仕事」、「依頼」、「注文」などに比べ、概念化が進み、より抽象度が高い名詞であ
                                                   
6 Flutterが必要である理由は次の通りである。接頭辞的な用法がある V1には、「立ち～」
「押し～」、「突き～」などがあげられる。しかし、ここでは、「舞う」だけが複合動詞の
V1 に使われる理由を、複合動詞の表わす移動事象に、「舞う」の語彙的意味と合致する部
分があったからと考える。もし、（16）で、単に DOだけで表示すると、過剰に「*突き込む
／＊立ち込む」のような不適切な複合動詞を産出してしまうからである。 
7 3.3節で述べたように「舞い込む」と共起する抽象名詞は Flutterの様態性を持つ。こ
の Flutterは通常軽いものとの親和性が高い。Happy is upの比喩のように、幸運はいい
ものであるため、上にある。上にあるから、軽い性質を持つ。一方で、「不幸」は心理的に
負担が重いものと理解されており、「舞い込む」が持つ様態性と共起しにくいと考えられる。 
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ると理解される。以上の点から、「幸運が舞い込む」はコロケーションの性格があると
言えるわけである。コロケーションである「舞い込む」の事象構造は、例文（17）を
もとに次のように示すことができる。 
（17） （彼の元に）幸運が舞い込んだ。  
       V2「込む」の語彙的意味 
V-[x′ MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x′   BE AT-z]]  
                    V1「舞う」の語彙的意味 
 （17）は、幸運が誰かの元にやってくることを意味する。移動事象の着点が含意さ
れていることから、複合動詞は有方向移動の事象構造を有する。しかし、同じく有方
向移動事象であっても、前節で提示した移動事象の事象構造と次の点で異なる。 
（17）の用法では、幸運がどこからやってくるか、もしくは、どこを経由してやっ
てくるか、移動経路の起点と中間経路が BCCWJ の用例調査ではほとんど見られない。
一方、「どこからか分からない幸運」や「思いがけない／思わぬ好運」の例文が頻出し
ている8。このような、起点と中間経路と共起しにくいという特徴は、前節の用法と対
照させながら見ていくと、さらに顕著になる。このことは次の（18）と（19）を参照
することで理解できる。 
（18） a. 海外から、仕事が舞い込んだ。 
      b. ?神社から、幸運が舞い込んだ。 
  （19） a. 親会社の経由で、仕事が舞い込んだ。 
      b. *知人の経由で、幸運が舞い込んだ。 
 （18）と（19）は、抽象名詞を主語とする「舞い込む」との対照である。起点と共
起する例は、（18a）が自然な表現であるが、（18b）になると、語感上はやや強引のよ
うに感じる。また、中間経路と共起する例において、（19a）が問題なく言えるが、（19b）
は、文としての座りが悪くなる。ここで重要なのは、前節の抽象名詞を主語とする「舞
い込む」と比べると、コロケーションの「舞い込む」が自由に起点と中間経路を取る
ことができない、という点である。このことから、コロケーションの用法を持つ「舞
い込む」は、その有方向移動事象の事象構造にある起点と中間経路が後退しており、
背景化されていると理解できる。この場合の V2「～込む」の語彙的意味は、あくまで
も経路の一部である着点しか規定できないということになる。さらに、「*幸運が舞う」
が言えないように、V1による補充のあり方は、抽象名詞と共起する際の（14）と同様
に考えることができる。 
                                                   
8 BCCWJでは、「舞い込む」の用例を 140例収集した。この中で、「好運」、「幸運」、「幸せ」
が移動物である用例は、15 例あった。中間経路と共起する例は 1例もなく、起点と共起す
る例は 1例あった。一方、「どこからか分からない幸運」や「思いがけない／思わぬ好運」
など現れる用例は 15例中、7例あった。このことから、「舞い込む」のコロケーション的
用法の場合、起点と中間経路が未指定である方が、それらが指定されるものよりも典型的
であると思われる。 
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以上、コロケーションである「舞い込む」の事象構造を見てきた。このような事象
構造は、部分的に欠如した有方向移動事象の事象構造を有すると理解される。また、
V1 と V2の整合性は次の（20）のように示すことができる。 
（20） 幸運が舞い込む。 
 
V2 [x′ MOVE＜MANNER＞[PGOAL]BECOME[x′ BE AT-z]] 
 
     V1      DO＜Flutter＞   
 
 （20）は、V2の語彙的意味から、移動経路の着点部分のみを規定する。これは（16）
と異なる箇所である。また、V2 による結果事象への規定、及び V1 による補充の仕方
は（16）と同様に考えられる。ここでも、V1は事象的意味をなすことができず、原始
的な意味関数 DOのみ残され、V2の MOVE に統合される。 
 
3.4 複合動詞の多義形成 
これまで、複合動詞「舞い込む」の多義性を三段階に分け、それぞれの事象構造と、
V1 と V2 による語彙的意味の添加のあり方の詳細を考察してきた。このような考察を
通し、複合動詞の多義性は、事象構造の在り方、及び構成要素の語彙的意味と関わっ
ているということを見出したと言える。これを解釈していくと、比喩的意味を獲得で
きた複合動詞の多義形成の過程が以下の通りに説明される。 
まず、（7）のような比喩的意味の形成を次のように考えることができる。「仕事が舞
い込む」の場合、V1から複合動詞に対する項の制約がなくなっている。この場合、複
合動詞は単一動詞の「（雪／埃が）舞う」と共起する名詞句から解放され、様々な抽象
名詞と共起できる事象構造の基盤を獲得できた。また、抽象的な移動は、物理的な内
部空間に移動する必要がなくなる。そのため、「仕事が手元に舞い込む」が言えるよう
になる。これは V2の語彙的意味の変化によって、経路への規定が変わったからである。
したがって、（6）と（7）における多義形成の在り方は、V1 による項の喪失、及び V1
と V2による語彙的意味のあり方の違いと関わっているように思われる。 
続いて、（8）のようなコロケーションの意味形成を次のように考えることができる。
この場合、V1 と V2 による語彙的意味の添加のあり方が異なるほか、複合動詞が意味
する事象構造も異なる。「幸運が舞い込む」は、〈幸運が思いかけずにやってくる〉と
いう意外性の意味を含意している。このような含意は、事象構造における部分的な欠
如と関係しているように思われる。これを理解するために、次の（21）を見る。 
（21） a. どこからともなく蝶々が舞い込んだ。 
      b. （差出人の分からない）手紙が舞い込んだ。 
（21）は有（無）生物を主語とするタイプの「舞い込む」である。本来ならば、「意
    
122 
 
外性」が生じる必然性はないが、ここで、中間経路と起点が文脈によって弱められる
ことで「意外性」の含意が増したと言える。これは、単に「蝶々が舞い込む」に比べ、
（21a）のような中間経路が不明である移動事象のほうが意外性を含意していることが
理解できる。同様に、単に「手紙が舞い込む」に比べ、移動の起点が不明である（21b）
の移動事象のほうは意外性がある。一方、「幸運が舞い込む」の事象構造では、起点と
中間経路が事象構造の上で、もとから背景的な知識であるため、意外性のニュアンス
が最初から含意されているように考えられる。 
以上、複合動詞「舞い込む」の多義形成を中心として、（6）のような基本義から、
（7）の抽象名詞と共起するようになった際の意味派生を考えてきた。その結果、そう
した意味派生は、構成要素の語彙的意味のあり方によって生じることが分かった。一
方、コロケーションの用法は、構成要素による意味添加のほか、複合動詞が表わす事
象構造とも関わっている、と結論づけられる。 
 
4 複合動詞の多義分析に対する一般化の試み 
 ここまで、「舞い込む」を例として、複合動詞の基本義からメタファーとしての意味
に拡張する過程を、事象構造と構成要素の語彙的意味のあり方という二つの観点を利
用して考察した。考察を通して、複合動詞における多義性の獲得は、複合動詞の事象
構造の在り方と V1 と V2 における意味の整合性との中で行われていることを見た。と
りわけ、複合動詞の項に対する補充を喪失した V1 が V2 との関わりの中で変化を起こ
している点が注目される。そして、「舞い込む」がコロケーションの用法として使われ
るようになると、移動事象の事象構造が変化することも観察された9。 
多義性を分析する際に、個々の語における具体的な意味、あるいは個々の語の意味
拡張におけるプロセスは、それぞれの語の性格や特徴が強い側面がある。そのため、
多義性の分析は、個々の語を個別に記述する必要があるとされる。しかし、本稿で提
起した上記二つの側面は、その他の移動を表す複合動詞の多義性に対しても適用され
る部分があると考える。これを次の例から確認する。 
（22) a. 耳の穴に息を吹き込む。 
      b. 伝統芸術に新しい命を吹き込む。 
  （23) a. 潜水夫が（水底から）水面に浮かび上がった。 
        b. 問題点が浮かび上がった。 
  （24) a. 岩壁を這い上る。 
        b. 彼は人生のドン底から這い上る。  
 まず、「*命を吹く」と「*ドン底から這う」が言えないことから分かるように、（22b）
と（24b）における複合動詞の V1 は、(22a)及び(24a)と異なり、項の補充という機能
を喪失していると理解される。したがって、(22a)から（22b）、及び(24a)から（24b）
                                                   
9 事象構造の変化は、先行研究であげた影山（2013）の研究と並行的に捉えられる。 
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の多義形成は、本論で言及した構成要素における語彙的意味のあり方と関わっている  
さらに、個別の意味を見ていくと、（23b）の「問題点」が移動物であるとすると、
（23a）にあるような起点の「水底」と中間経路の「水面」が想定しにくい。また、（24b）
の移動事象では、（24a）にある中間経路の「岩壁」が想定しにくい。これらの違いは、
それぞれの複合動詞における事象構造の違いを反映していると思われる。 
以上のことから、複合動詞の多義形成が構成要素における語彙的意味と事象的意味
の両方から制約されている現象には、「舞い込む」に適用されるだけでなく、一定の汎
用性が見られると言える。  
 
5 終わりに 
 本章では、日本語の移動を表す複合動詞の多義形成の理由が V１と V2の結合にある
のではないかという問題提起から、「舞い込む」を取り上げ考察した。考察を通し、次
の二点が明らかになった。 
（ⅰ） 複合動詞の項を補充することを喪失した V1 が、V2との関わりの中で、変
化を起こし、複合動詞全体が多義性を獲得できる基盤となる構造を有す
る。 
（ⅱ） 移動事象を表す複合動詞の多義性は、事象構造における経路の在り方と
関わっている。基本義から離れ、抽象的意味になるにつれ、複合動詞に
おける事象構造の変化が観察される。 
このように、複合動詞の多義形成は、複合動詞の事象構造と構成要素の V1 と V2 に
おける意味の整合性を基盤として導き出されるものである、という観点の重要性が確
認できた。 
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第 9 章：移動事象を表す類義語の複合動詞     
―「浮き出る」と「浮かび出る」を例として― 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
本章は、類義語である「浮き出る」と「浮かび出る」を例として取り上げ、類似し
た移動事象を有する複合動詞の相違を考察するものである。また、本章の考察を通し、
従来の語彙意味論の枠組みでは反映されない様々な空間概念の意味要素を、複合動詞
の語形成に取り入れる必要があることを提示する。 
「浮き出る」と「浮かび出る」の類義性は、「複合動詞レキシコン」における（1a）
と（2）の解釈から見ることができる1。 
（１） a.表面に浮いて出てくる。 
例：血管が皮膚に浮き出ている。 
b.形が背景から浮き上がったように見える。 
例：火にあぶると、紙から文字が浮き出た。 
（２） 水面（表面）に浮かんで現れる。 
例：くじらが水面に浮かび出た。 
（1a）と（2）の解釈が非常に近いため、両者は類義的であると言える。しかし、「??
クジラが浮き出た」がなかなか言えず、「*血管が皮膚に浮かび出た」も非文である。
つまり、「複合動詞レキシコン」に記載された意味だけを頼りにすると、「浮き出る」
と「浮かび出る」の違いを説明するのに困難であると言える。また、次の（3）に示さ
れたように、複合動詞の移動物は抽象名詞である際に、「浮き出る」と「浮かび出る」
も異なる用法を見せている。 
                                                   
1 BCCWJによると「浮かび出る」の用例数は 21例である。これは「浮き出る」の 142 例に
対し、数は少ないが、複合動詞レキシコンに収録されている以上、また V1と V2の合成が
可能であることから、複合動詞における語構成の分析対象として扱うことができる。 
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（３） a.感情が顔に浮き出た。   
b.事実が浮かび出た。 
（3a）「浮き出る」の移動物が「感情」になっており、このような抽象名詞は「浮か
び出る」と共起しない。一方、（3b）「浮かび出る」の移動物が「事実」になっており、
これは「浮き出る」と共起しない2。また、（3）の用法を観察すると、（3a）の「浮き
出る」は、着点のニ格を要請することが分かる。単に「*感情が浮き出た」だけでは、
文として不完全である。それに対し、（3b）の「浮かび出る」は必ずしもニ格を要請し
ない。 
さらに、次の（4）に示されたように、二つの複合動詞と共起する副詞も異なる傾向
がある。 
（４） a.血管がくっきり浮き出る。 
b.事実がはっきりと浮かび出る。 
（4a）の「くっきり」は通常「浮き出る」を修飾し、（4b）の「はっきり」は通常「浮
かび出る」を修飾する。一方、「??血管がはっきり浮き出る」、あるいは「??事実がく
っきり浮かび出る」は言いにくい。 
以上、「浮き出る」と「浮かび出る」の意味は類似しているにもかかわらず、両語の
意味の間には明らかな差異が存在するということを述べた。本章は、このような類義
的である複合動詞を本論の枠組みからどのように説明すればいいのか、ということを
考えていく。 
本章は次の通りに構成する。第 2 節では、単一動詞である「浮く」と「浮かぶ」の
違いをまとめる。第 3 節では、第 2 節の内容を踏まえ、複合動詞「浮き出る」と「浮
かび出る」の事象構造と、V1 と V2 による語彙的意味の添加のあり方の詳細を考察す
る。とりわけ、両語の違いを区別するために、V1 と V2 が持つ様々な空間概念を取り
上げ、それぞれの事象構造の上で規定することを試みる。第 4 節では、本章の内容を
まとめる。 
 
2 単一動詞である「浮く」と「浮かぶ」の違い 
「浮き出る」と「浮かび出る」の相違は、V1「浮く」と「浮かぶ」という複合動詞
における形態上の違いにある。まず「浮く」と「浮かぶ」の違いを触れておく必要が
ある。ただし、次節で述べるように、「浮き出る」と「浮かび出る」における違いの本
質は、単に形態上の違いではなく、複合動詞の事象構造と V1 と V2 における照合の在
り方に基づくと考える。 
『類義語新辞典』（p.644）によれば、「浮く」は〈水底や地面から上がる〉と〈固定
していたものが揺れ動くようになってしまう〉という二つの意味を表しており、「浮か
                                                   
2 BCCWJの調査では、「浮き出る」の 142例中、移動物が「感情」である例が存在しない。
また、「浮かび出る」の 21 例中、移動物が「事実」である例がない。 
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ぶ」は〈水面や空中にある/上がる〉ということを表しているという。このように、辞
書の意味だけでは、両者の意味が明確に区別されない。それに対し、『基礎日本語辞典』
（p.174）は、次の図 1 を用いて、「浮く」と「浮かぶ」の違いを分析している。この
分析は、『類義語新辞典』に比べ、両語の違いをより明確に示すようになっていると言
える。 
  
図 1：『基礎日本語辞典』による「浮く」と「浮かぶ」の違い 
図 1 は次のように理解される。「浮く」は、〈浮力などによって、①基底面から上へ
と移動する。その結果②基底面から遊離し、中間に位置する状態になる。さらに流体
の上層へと移動し、③表面に姿を現す。流体の表面に位置し、前後左右に動いても下
へは戻らない状態になる〉。一方、「浮く」の②③の状態が「浮かぶ」である。すなわ
ち、「浮かぶ」は、「浮く」における〈基底面から上へと移動する〉という意味がない、
ということである。さらに、『基礎日本語辞典』は、図 1が示された物理的な移動概念
をもって、「浮く」と「浮かぶ」の比喩的に使われる時の違いを次の（5）と（6）で確
認している。 
（５） 歯/建物の土台が/二時間（時間）/一万円（金）が浮いた。 
（６） 考え/名案/祖母の顔が浮かぶ。 
 （5）は、「浮く」が意味する①と②の意味〈基盤・主流から遊離した実態〉から、
〈もとになる部分から分離し、余計となる〉という形に解釈されることで用いられた
例である。このような意味と用法は、「浮かぶ」にはないものである。これは次の（7）
を見て分かるように、（5）で用いられた名詞句が「浮かぶ」と共起する際に非文とな
るからである。一方、（6）は、「浮かぶ」が意味する〈底にある物が表面へと浮いて出
てくる〉という意味から、事柄に転用され、〈奥に潜む事柄が表側へと現れる〉という
形に解釈されることで用いられた例である。こうした解釈による例の場合、次の（8）
にあげたように、（6）の名詞句は「浮く」と共起することがない。 
（７）  *歯（時間・金）が浮かぶ。 
（８） *祖母の顔（考え・名案）が浮く。 
 本章では、『基礎日本語辞典』の記述を参照し、まず「浮く」の語彙的意味を改めて
考えていく。「浮く」の基本義と抽象義を合わせて考えると、図 1における①②の意味
が「浮かぶ」が意味する「底から表面への位置変化」と対比的である。このことから、
①②の意味が「浮く」における中核の意味であると言える。ただし、「浮く」における
図 1の③の部分は、たとえば、「風船が宙に浮く」という表現が可能であるように、「表
面に姿を現す」という意味が必要でない。 
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続いて、「浮かぶ」の語彙的意味を改めて考えていく。「浮かぶ」は、図 1 における
②の部分は特に問題ないが、図 1 の③にあてはまる「表面に姿を現す」という意味を
新たに規定する必要がある。これを考えるにあたっては、長嶋（1981：46～47）によ
る観察が示唆的である。長嶋氏による例文を次の（9）に示す。 
（９） a. ?海上には油が一面浮かんでいる。 
b．女の水死体がぽっかりと水面に浮かんだ。 
長嶋氏によれば、（9a）に示されたように、「？一面に浮かぶ」という表現が不自然
である。一方、（9b）は問題なく言える。このことから、「浮かぶ」の移動事象は、そ
の移動物が最終的に「輪郭がはっきり観察者に見える状態になる」必要があるという。
しかし、このような観察者に見える位置変化は、図 1 の②③の過程で正確に反映され
ているとはと言いがたい。 
以上の記述を踏まえ、「浮く」と「浮かぶ」の語彙的意味を次の図 2のように表示す
ることができ、（10）のようにまとめることができる。 
 
図 2：本章における「浮く」と「浮かぶ」の違い 
（10） 「浮く」：①② 
       「浮かぶ」:②③④ 
 図 2における①と②は、『基礎日本語辞典』の意味記述と同様であるが、③が意味す
る「表面」を内部空間にあると規定し、④を「輪郭がはっきり外部空間に現れ、観察
者に見える状態になる」という形で新たに定義する。このような措置を取ることによ
り、「浮く」は①と②が中心的な意味概念であるということが明示される。また、「浮
かぶ」に④の意味を追加し、空間上の変化が含まれるようにする。以下では、「浮く」
と「浮かぶ」のこのような違いを踏まえ、語形成の観点から複合動詞の相違を考えて
いく。そして、その相違が空間概念の意味要素を複合動詞の語形成に反映させる必要
性と関わることを示していく。 
 
3 「浮き出る」と「浮かび出る」の違い 
この節では、「浮き出る」と「浮かび出る」の違いを複合動詞の事象構造と V1 と V2
による合成の仕方という二つの観点から考察していく。このような考察を通し、類語
である複合動詞の相違と空間概念の意味要素との関係を明らかにしていく。3.1 節で
は、「浮き出る」と「浮かび出る」の事象構造を考察する。3.2 節では、「浮き出る」
と「浮かび出る」における V1 と V2 の合成の仕方を考察する。3.3 節では、両語の相
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違点に基づき、前節で提起した（3）と（4）の違いが原理的に説明されるのかを考え
る。 
 
3.1 「浮き出る」と「浮かび出る」の事象構造 
（1a）と（2）の意味解釈から、「浮き出る」と「浮かび出る」は類似した事象構造
を有すると思われる。しかし、両者の事象構造を観察していくと、必ずしもそうでは
ないということが分かる。両語の事象構造は、（11）と（12）の例文をもとに、次のよ
うに示すことができる。 
（11） 汗が額に浮き出た。 
      V2「出る」の語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-  OUTSIDE]]  
                 V1「浮く」の語彙的意味 
（12） くじらが水面に浮かび出た。 
      V2「出る」の語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-   OUTSIDE]]  
               V1「浮かぶ」の語彙的意味           
まず、（11）の事象構造を考える。（11）は、汗が皮膚の表面に浮いて出てくること
を表す。複合動詞全体は有方向移動事象の事象構造を有する。ここで、「汗が額に浮い
た／出た」があるように、V1と V2は共に着点である「額」を取ることが可能である。
このことから、主要部の判定が曖昧であると思われる。しかし、「*汗が 5分で浮いた」
があるように、「浮く」は期限副詞の「5分で」と共起しない。期限副詞と共起しない
ことから、「浮く」は必ずしも着点への到達という意味を含意していないと言える。「汗
が額に浮く」の場合、図 2 に示されたように、①から②への移行という過程を表して
いると理解される。一方、「汗が 5 分間で出た／浮き出た」があるように、V2 から複
合動詞が意味する結果事象を取るのに問題ない。 
以上のことから、（11）では、V2「出る」が複合動詞全体の表わす移動経路を意味す
ることから、V2「出る」が主要部であると言える。V2 が主要部であることから、「出
る」が持つ事象的意味と語彙的意味を有方向移動事象の事象構造に代入することが可
能である。また、「出る」は、内部空間から外部空間への移動を表すため、有方向移動
事象の Pathを規定するほか、結果事象を OUTSIDEとして指定する必要がある。さらに、
V1 の「浮く」は移動様態動詞であることから、中段の移動事象における様態の MANNER
と方向（経路）の Path を補充することが可能である。以上、「浮き出る」の事象構造
を見てきた。 
続いて、（12）の事象構造を考える。（12）の事象構造は（11）とやや異なる。「クジ
ラが 30 分で（水面に）浮かんだ／出た」があるように、「浮かぶ」と「出る」は共に
期限副詞と共起することができ、どちらも有方向移動動詞である。つまり、複合動詞
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が意味する着点への移動は、（11）と異なり、V1と V2に共有されているということで
ある。この場合、複合動詞は共主要部型であると理解される。第 4章で述べたように、
共主要部型の複合動詞の表示モデルは、基本的に並列型を表す V2主要部の複合動詞と
同様である。このことから、（12）も（11）と類似した有方向移動事象の事象構造を有
する。ただし、（12）の V1「浮かぶ」も有方向移動動詞であるため、V1 から中段の移
動事象における様態の MANNER と方向（経路）の Path を補充するほか、複合動詞が意
味する結果事象に対しても規定できる。これは（12）における OUTSIDE への補充を指
す。 
以上、「浮き出る」と「浮かび出る」両語の事象構造を見てきた。両者はともに有方
向移動の事象構造を有することが分かった。ここで、（11）と（12）の事象構造を観察
すると、「浮き出る」と「浮かび出る」に見られる違いは、「浮かび出る」の V1 が有方
向移動事象の下位事象への指定を行うかどうかという点であるように思われる。しか
し、（10）で述べたように、「浮く」と「浮かぶ」は移動のあり方の詳細が異なる。こ
れを踏まえると、複合動詞「浮き出る」と「浮かび出る」の違いは、（11）と（12）の
事象構造における V1 から Path への規定の詳細のあり方、及び下位事象への規定の有
無の両方にあると考えられる。この二つの違いは、（11）と（12）における点線部分で
表示している。また、経路への規定のあり方は、V1 と V2 による語彙的意味の整合性
と関わっていると考えられる。その詳細は、次節で考察する。 
 
3.2 「浮き出る」と「浮かび出る」における V1と V2の整合性 
3.2.1 「浮き出る」の経路のあり方 
この節は、「浮き出る」の構成要素である単一動詞の「浮く」と「出る」におけるそ
れぞれの経路のあり方を考察する。この考察を通し、複合動詞「浮き出る」における
経路の整合性の詳細を導き出す。前節で述べたように、「浮く」は 期限副詞と共起し
ないため、移動様態動詞であると理解される。また、移動様態動詞である「浮く」が
持つ移動経路の諸側面は、次の（13）から確認される。 
（13） a. 風船は地面から（上がって/*下がって）宙に浮く。 
b. 風船が手から離れて、宙に浮く。 
（13a）から分かるように、「浮く」は「下がる」と共起しない。このことから、そ
の移動方向は上方向である必要がある。また、「浮く」における移動の起点は一般的に
空間の底と連想しやすいが、（13b）が示されたように、上方向への移動に対し、その
下にある位置であれば容認される。また、前述したように、「宙に浮く」のような表現
が可能であることから、「浮く」における「表面に現れる」との意味合いが必須ではな
い。以上のことを踏まえ、「浮く」が有する移動事象は次ように定義される。移動物が
基準点から離れ、基準点の上方向へ移動し、さらに流体（空間）の中間位置に留まる。
これらの特徴を移動様態動詞の事象構造に反映させると、次の（14）になる。  
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（14）  V-[x MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
…<PUp]] 
             「浮く」の語彙的意味 
 （14）は本論における移動様態事象の事象構造である。まず、（14）における移動経
路の詳細のみを見ていく。（14）における「P1」は、移動における基準点であり、これ
は（13）の「地面」と「手」と対応する。不等号の<は移動の連続的な過程を表す。「P1
<P2」
は「浮く」の移動動作の延長線上にある移動経路を表す。これは（13）と（14）の「（地
面から）上がって/（手から）離れて」と対応する。ただし、「P1」、「P2」といった表記
法は、中間経路上の一地点を表しており、「浮く」における「上方向へ移動し、その中
間位置に留まる」という立体空間上の概念を反映しきれてない。したがって、ここで
は（14）の移動経路に PUp を新設する。PUp は、立体空間の中で、常に基準点より上方
向にある一地点と設定する。例えば、移動物が「水中」という空間になる場合、PUpは
基準点である「水中」より常に高い一地点となる。一方で、移動物が「空中」にある
場合、基準地点が設けられないため、単なる空中の上方向にある一地点となる。以上、
「浮く」の事象構造における経路の詳細部分を見てきた。 
続いて、「出る」が表す経路のあり方を考える。「出る」には非能格動詞と非対格動
詞の二種類があるが、そのいずれも内部空間から外部空間への移動を表している。ま
た、「出る」は着点を取ることが可能であることから、有方向移動事象の事象構造を有
する。さらに、三宅（2011：121）によれば、非対格動詞の「出る」は、中間経路項の
「ヲ」格と共起しないという。これは次の（15）を参照することで理解できる。 
（15） a．非能格：太郎がドアから部屋を出る。 
b． 非対格：水が蛇口から（*を）外に出る。  
（15a）は非能格動詞の用法であり、（15b）は非対格動詞の用法である。（15b）が非
文であることから分かるように、非対格動詞の「出る」は中間経路のヲ格を取らない。
また、「*血管が浮き出ようとしている」の文において、意志表現の「う（よう）」と共
起できない。これは「浮き出る」の V2は非対格動詞であるということを意味する。非
対格動詞である「出る」の事象構造を次の（16）に示すことができる。 
（16） V-[x MOVE＜MANNER＞[PInside
≦Poutside]]BECOME [x BE AT-z] （Poutside＝ｚ） 
                              「出る」の語彙的意味 
（16）は有方向移動事象の事象構造である。ここでも、移動経路の詳細に注目して
考えていく。「浮く」と同様、「出る」の移動事象を事象構造の上で表現しようとする
際に、影山（2010）による経路上の地点である「P1」や「P2」の表示法だけでは、「出
る」が意味する内部空間から外部空間への位置変化をうまく捉えられない。このよう
な不足を解消するために、ここでは、事象構造の上で PInsideと POutsideという内部空間及
び外部空間を表す意味関数を新設する。また、それらを不等号の<によって連結する。
このようにすることで、「出る」の移動物が内部空間から外部空間に現れることを事象
構造上で表現することが可能になる。さらに、POutside の最終地点が、結果項のｚと同
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定される必要があることを Poutside＝ｚによって示す。 
ここで注意されたいのは、（15a）の「ドアから」は、一般的に言う起点ではなく、
移動の通過点という点である。また、（15b）「水が蛇口から出る」の場合、ここでの「蛇
口」は「蛇口の出口」を指し、これも通過点と見なせる。これらのことに配慮し、「出
る」の移動事象における意味詳述をするためには、内部空間と外部空間の間に存在す
る臨界点を事象構造上で規定する必要がある。これを表すためには、（16）では、「≦」
を用いて、臨界点を通過することを表す3。「＝」だけを表示した場合、それは立体空
間における臨界点の位置そのものを指す。以上のような措置を踏まえると、（16）にお
ける移動の経路は、移動物ｘが内部空間から臨界点を通過し、外部に位置するという
ことになる。 
以上、複合動詞の構成要素である「浮く」と「出る」それぞれの経路のあり方を見
てきた。次に単一動詞が意味する経路が複合動詞「浮き出る」になると、どのように
合成されるかを次の（17）を用いて説明する4。 
（17） 血管が皮膚に浮き出た。 
 
V2［x MOVE＜MANNER＞     [PInside≦
   ]]BECOME  [y BE AT-z] 
                                                            
V1［x MOVE＜MANNER＞    [P1
<P2
…<PUp]]         
 
（17）は、血管が皮膚に盛り上がる様子を意味する。このような意味解釈は、移動
物の「血管」が立体空間の中で、内部空間と外部空間の臨界点に接近しながら、常に
上方向にあるということを表す。また、このような意味は、V1 における PUP と V2 の
PInside≦が照合されることで、獲得されたと言える。具体的には、V1「浮く」における
PUP は、立体空間における上方向にある位置を表しており、このような意味が V2 の
PInside≦によって表される臨界点に移動することと合致する。V1 と V2 が整合した部分
は、（17）における点線で囲んだ部分である。さらに、合致した経路部分は、着点のｚ
と同定され、「血管が皮膚に浮いて目に見える」という状態が表される。ここで注意さ
れたいのは、POutside の意味関数が単一動詞の「出る」にあっても、複合動詞の事象構
造に反映されないということである5。これは、単一動詞の「出る」と複合動詞の V2
としての「出る」の違いである。 
 
                                                   
3 ここでの臨界点は、Talmy（1985）でいう参照物である。 
4（17）の V1と V2の整合によって選択されない部分は、単一動詞にあっても、複合動詞の
構成要素の意味要素ではないと考える。 
5 POutsideが事象構造に反映されると、血管が皮膚の外側に出ているということを表すこと
になる。 
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3.2.2 「浮かび出る」の経路の在り方 
 続いて、「浮かび出る」の構成要素である単一動詞の「浮かぶ」と「出る」における
経路のあり方を考察する。3.1節で述べたように、「浮かぶ」はニ格名詞句と共起する
際に、移動の着点を表すことができるため、有方向移動動詞であると理解される。ま
た、「*下方向に浮かぶ」が非文であることから、「浮かぶ」の方向性も「浮く」と同様
に上方向でなければならない。さらに、「浮かぶ」の移動物は、最終的にはっきりと観
察者に見える状態になる必要がある。以上のことを踏まえると、「浮かぶ」が有する移
動事象は、次のように定義される。移動物は、ある内部空間の上方向へ移動し、その
内部空間からはっきりと観察者から輪郭が見える外部空間の一地点に留まる。これら
の特徴を有方向移動動詞の事象構造に反映させると、次の（18）になる。 
（18） V-[x MOVE＜MANNER＞[
…P1
<P2
…<PUp
≦POutside]] BECOME  [y BE AT-z]（POutside＝z） 
                  「浮かぶ」の語彙的意味 
（18）は有方向移動事象の事象構造である。ここでも、「浮かぶ」による移動経路へ
の規定部分を見ていく。まず、「浮かぶ」における内部空間の上方向への移動は、
「P1<P2…<PUp」と設定する。これは（14）と同様であり、（10）と図 2における②の部
分を意味する。しかし、「浮かぶ」は「浮く」と違って、図 2における①の〈基底面か
ら離れる〉という意味を要請しない。このことを表すには、その事象構造における「P1」
の左に移動の過程を表す「…」をつける。また、「浮かぶ」の移動において、移動物の
輪郭がはっきりと目に見える必要がある。このことから、「浮かぶ」は「空間上の位置
変化」という特徴を持つと言える。このことを表すには、（18）における PUpの後に≦POutside
を付け加えた。POutsideの意味関数は、「出る」と同一のものであり、外部空間に移動す
るということを表す。ここでの「≦」は、臨界点を通過するということを表す。また、
POutside は移動経路の最終地点であることから、結果項のｚと同定される。このことを
POutside＝z で表す。このような一連の移動の詳細を規定することで、「浮かぶ」が意味
する空間上の変化を事象構造の上で規定できる。  
また、「*クジラが水面に浮かび出ようとしている」が言えないことから分かるよう
に、ここでの「出る」も非対格動詞である。そのため、その事象構造は（16）と同様
に考えられる。以上のことから、「浮かび出る」における V1 と V2の照合の仕方を次の
（19）を用いて示すことができる。 
  （19） クジラが海上に浮かび出た。 
 
V2［x MOVE＜MANNER＞    [PInside
≦POutside]]BECOME  [y BE AT-z] 
                                                            
V1 [x MOVE＜MANNER＞[
…P1
<P2
…<PUp
≦POutside]] BECOME  [y BE AT-z] 
 
（19）は、クジラが海上に姿を現すということを意味する。このような意味解釈は、
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移動物のクジラが立体空間の中で、上方向へ移動し、外部空間に現れるという一連の
移動事象を表している。また、このような意味は、V1 と V2における PInsideまでの経路
部分が照合され、獲得された意味であると言える。具体的には、V2における移動経路
は、内部空間から外部空間への移動を表す。このような移動は本来ならば、水平方向
の移動もありうるが、必ずしも上方向の移動である必要がない。しかし、V2 の移動経
路は V1「浮かぶ」にける PUp と照合されることで、立体空間における上方向への移動
が表される。また、V1 と V2 は共に POutsideの意味要素を持ち、両者が合致することで
移動物が外部空間に位置することが表される。さらに、外部空間の一地点である POutside
は結果項のｚと同定される。V1と V2による照合のあり方は、（19）の点線部分によっ
て表される。 
 
3.3 「浮き出る」と「浮かび出る」の違い 
 ここまで、「浮き出る」と「浮かび出る」における V1と V2の照合の仕方を重点的に
見てきた。最後に、「浮き出る」と「浮かび出る」の違いをまとめた上で、冒頭で述べ
た（3）と（4）の違いを考える。 
「浮き出る」と「浮かび出る」の両語は、3.1 節で述べたように、類似した事象構
造を有するが、そこには違いもある。その違いは、V1 と V2 による語彙的意味の照合
にあると思われる。V1と V2の照合は、以下の通りにまとめられる。 
「浮き出る」の移動物は、移動の基準とした内部空間に盛り上がり、その表面位置
に留まる。このような意味は、複合動詞の事象構造における PInside、PUPと臨界点の「＝」
によって表されている。一方、外部空間に現れることになるのが「浮かび出る」の特
徴である。このような特徴は、事象構造における臨界点の「＝」と PInside
＜POutside の移
動によって表されている。この違いを踏まえ、「浮き出る」と「浮かび出る」が抽象名
詞と共起する際に、異なる抽象名詞と共起する理由を説明するための用例を次の（20）
と（21）にあげる。 
（20） a.表情が顔に浮き出る。 
b.本質が表面に浮き出る。 
c.個性が浮き出る。 
（21） a.記憶が浮かび出る。 
b.真実/事実が浮かび出る。 
c.魅力が浮かび出る。 
 「浮き出る」と共起する抽象名詞は、表面に現れるものであり、「血管」のように物
理的に表面となる「皮膚」に盛り上がり、目に見える形となる。（20a）のように、「浮
き出る」の移動物が抽象名詞の「表情」となる場合、表情は外部空間ではなく「顔」
という表面に現れる。これは、「浮き出る」の語彙的意味における PInsideと臨界点の「＝」
とが合致するこのよって生じる。（20b）の場合も、「本質」とは事物の根本的な内部の
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性質であり、外部には現れないはずである。しかし、これが表層に現れることで、目
に見えることになる。これも PInsideと臨界点の「＝」とが合致することによって生じる
と言える。さらに、（20c）の場合、「個性」とは個体・個物に備わったこれ以上分割さ
れることのできないものである。これは「血管」のように、体の一部であり、個体の
外側に現れることはないため、「浮き出る」における PInsideと合致していると考えられ
る。 
 一方、（21a）の場合、「記憶」というものは過去にあったことを再び取り出す心的活
動である。取り出されることで成立する心的活動というものは、抽象的な空間上での
位置変化を含意する。この含意は、「浮かび出る」が持つ POutsideと合致する。また、（21b）
の場合、「真実/事実」は「虚構」と対義語となっており、隠されたていたことが明解
になった際に、状態変化として捉えられる。状態変化は、「浮かび出る」が含意する空
間上での変化 PInside
＜POutsideという意味合いと合致する。さらに、（20c）「魅力」という
ものが「表面」に留まるようなことではなく、相手に感じ取ってもらう必要がある。
受け取るという行為は外部空間に位置した「浮かび出る」と概念上で合致する。これ
は POutsideの意味概念と合致する。このように、複合動詞と共起する抽象名詞の特徴は、
V1 と V2に照合された個別の意味要素と関係するように思える。 
さらに、着点のニ格と副詞との共起関係は次のように考える。「浮き出る」がニ格と
共起しやすいのは、その事象構造上で、臨界点という明確な着点を要請するからであ
る。この臨界点は、たとえば、（17）であれば「皮膚」のことである。一方で、「浮か
び出る」の移動先は外部空間であれば、特に指定する必要がない。そのため、必ずし
もニ格を要請しない。また、副詞との共起関係は、照合された「浮き出る」の経路部
分が表面に盛り上がるという特徴を持ち、この特徴が「くっきり」が意味する〈きわ
だつさま〉という様態の意味と共起しやすい。一方で、外部空間まで移動経路の全体
が照合される「浮かび出る」は、「はっきり」が意味する〈輪郭が極めて明瞭である〉
との意味と共起しやすいと考える。 
 
4 まとめ 
本章では、類義動詞である「浮き出る」と「浮かび出る」の相違を、抽象名詞と共
起する際の意味、着点の有無、及び副詞との共起といった様々な問題と絡めて、本論
の枠組みを利用し考察を行った。結論は次の二点になる。 
（ⅰ） 類義語である複合動詞「浮き出る」と「浮かび出る」の違いは、構成要
素の V1と V2の照合のあり方に起因することを明らかにした。 
（ⅱ） 類義語である複合動詞「浮き出る」と「浮かび出る」の違いを考える際
に、移動事象に関わる様々な意味要素が必要である。本章で新たに新設
した意味関数は PInside 、POutside、PUpの三つである。そして、新たな意味関
数に加え、内部空間から外部空間へ移動する際に、通過する臨界点も事
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象構造の上で定義した。 
特に、結論の（ⅱ）から言うと、複合動詞の語形成を正確に理解する際に、従来の
語彙意味論で設定した、たとえば、P1、P2 のような単純な意味関数だけでは、複合動
詞の内実が正確に反映されないということが分かった。 
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第 4 部  
 
移動事象を表す複合動詞における拡張の問題 
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第 10 章：抽象的移動を表す複合動詞の語形成 
 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
本章は、抽象的移動を表す複合動詞の語形成を考えるものである。本章の考察を通
し、一部の語彙的複合動詞の語形成が「認知メタファー（conceptual metaphor）」
（Lakoff＆Johnson1980、2000）によって制約されていることを指摘する。このことか
ら、移動事象を表す複合動詞の語形成には、第 3 部で述べた様々な空間概念を表す意
味要素以上の知識が必要であることを述べる。 
抽象的移動を表す複合動詞の移動事象を理解するためには、これまでに述べてきた
物理的な移動事象を表す複合動詞と対照させながら説明する必要がある。移動事象を
表す複合動詞は、次の（1）で確認できる。 
（１） a.太郎は山頂に駆け上がった（主体移動）。 
        b.彼はボールをネットに投げ入れた（客体移動）。 
（1a）が主体移動、（1b）は客体移動である。両者の表す移動事象が異なるにもかか
わらず、いずれの移動物も具体物であるため、物理的な移動事象を成している。また、
（1）の V1「駆ける」と「投げる」は、複合動詞が意味する移動の様態あるいは手段を
表している。V2「上がる」と「入れる」は移動の経路を表している。ここで、（1）で
示した二つの例はいずれも、複合動詞の V1 と V2 の意味関係が明確である。これに対
し、日本語の語彙的複合動詞の中には、何らかの移動が想起されるものの、（1）が表
す移動事象と異なる例がある。これは次の（2）を参照されたい。 
（２） a.政府は民間に土地を売り下げた。 
       b.日本チームは、順調にトーナメントを勝ち上がった。 
         c.私は彼のピアノの演奏に聴き入った。 
（2）では、複合動詞の構成要素に移動方向と経路の意味を有する「下げる」、「上が
る」、「入る」が使われており、全体として何らかの移動が想起される。複合動詞が表
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す意味概念で言うと、（2a）では、「土地」に対する所有権が「政府」から「民間」に
移り、（2b）では、「日本チーム」の順位が上に上がり、（2c）では、私の感情・感覚が
「ピアノの演奏」に集中し、関心が移るといった様々な移動事象を成している。 
しかし、（1）と異なり、（2）の複合動詞が意味する移動物の「所有権」、「順位」、「感
情」は、抽象的な概念であり、文中にも現れてこない。第 1 章で述べたように、本論
では、このような移動事象を有する複合動詞を抽象的移動の複合動詞と名付けている。
これは物理的な移動事象を表す（1）の複合動詞と区別するためである。また、（2）の
抽象的移動を表す複合動詞を観察していくと、構成要素である V1 と V2 の意味関係が
不透明であることが分かる。これは、（1a）の複合動詞を「駆けて上がる」あるいは「駆
けながら上がる」に言い換えられ、（1b）を「投げることで入れる」に言い換えられる
のに対し、（2）の複合動詞を同じ意味の別表現にパラフレーズできないからである。
このことから、抽象的移動という概念を表現するために、ひとまとまりとした複合動
詞を用いる必要があることが分かる。 
さらに、（1）の移動事象を表す複合動詞の語形成は、V1 と V2 の意味関係が移動の
様態あるいは手段とそれによる経路（位置変化）になっている。このような組み合わ
せは、「causal chain（使役連鎖）」（Croft 1994：38）の観点から見ると、十分考えら
れるものである。つまり、V1 の動作が原因となり、それによって V2 の移動が引き起
こされるということである。一方、たとえば、（2a）の「売り下げる」のほか、「（政府
は民間から土地を）買い上げる」という複合動詞もある。本来、売買行為を表す「売
る」と「買う」には、商品とそれを引き換えるための金銭の転移があっても、方向性
を含意する「～下げる」と「～上げる」と共起する必然性がないと言える。（2a）の英
訳では、「The government sold the land to the private sector」となるように、下
降方向の含意を必要としない。それにもかからず、なぜ日本語では（2a）の表わす意
味概念に「～下げる」を用いた複合動詞が使われるのかという点が問題となる。また、
この問題は複合動詞の語形成を語彙概念構造レベルの制約で捉えている従来の語彙意
味論のアプローチ（由本 2005、影山 2002、影山 2013）では明確に定義されていない
ものであり、看過されている点とも言える。 
以上のことをまとめると、抽象的移動を表す複合動詞は一般的にいう移動事象の複
合動詞と異なり、語形成の仕方には不明な点が見られるということである。また、こ
のような複合動詞は、それがどのように形成されるのかという点に関連する語形成の
あり方の問題も絡んでいる。本章は、上述の問題設定に従って、抽象的移動を表す複
合動詞の語形成の仕方を考察していく。考察を通し、複合動詞における語形成のあり
方を考えたい。 
本章の構成は次の通りである。第 2 節では、先行研究を取り上げ、語形成の観点か
ら見る抽象的移動を表す複合動詞の問題点と、陳・松本（2018）による語彙的意味フ
レームのアプローチの限界点を提示する。第 3 節では、松本（2017）で言う抽象的放
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射を表す複合動詞と抽象義を持つ複合動詞と対照させながら、抽象的移動を表す複合
動詞の特徴と異質性を説明する。これをもとに、抽象的移動を表す複合動詞の収集手
続きを説明する。第 4 節では、前節の調査結果をもとに、三種類の抽象的移動を表す
複合動詞を取り上げ、それぞれの特徴を具体的に考察する。第 5 節では、論全体をま
とめる。 
 
2 先行研究 
2.1 抽象的移動を表す複合動詞における語形成上の問題 
抽象的移動を表す複合動詞に相当する現象は、従来の語形成論でも取り上げられて
いる。姫野（1999：39）は、「序列・地位の上昇」を表す「～上がる」があると述べて
いる。これには、次の（3）のような例があげられる。 
（３） a.二位の人が一位に繰り上がった。 
b.彼は今の地位にのし上がった。 
         c.日本チームは、順調にトーナメントを勝ち上がった。 
 姫野（1999：38）は、（3）のような複合動詞の意味概念に全体的な上昇（位置変化）
があると認めているものの、このタイプの複合動詞がどのように形成されるのかとい
う点まで踏み込んでいない。具体的に言うと、（3a）の「繰り上がる」が意味する二位
の人が一位になるという事象は、複合動詞の V2が前進の位置変化を表す「～進む」や
「～超える」であってもおかしくないのに、なぜ結果的に「～上がる」としか共起し
ないのかという点が明らかでない。 
また、抽象的移動を表す複合動詞の語形成に直接言及しているわけではないが、松
本（1998：64）における V1が知覚処理か言語情報処理を表す複合動詞への考察が示唆
的である。このような語例には、次の（4）があげられる。 
（４） 見落とす、見過ごす、見失う、聞き漏らす など 
松本氏によれば、（4）の複合動詞は、その V1 の意味に呼応して V2 が比喩化した意
味で解釈される。この場合、V1は知覚処理か言語情報処理を表し、V2は知覚情報を物
体に見立てて、それを逸することを物体の捕獲の失敗に例えて表現しているという。
つまり、松本氏の見解では、比喩という意味拡張の機能が複合動詞の語形成に働いて
いると理解される。 
本章は、松本（1998）の記述を正しいものと見なす。すなわち、抽象的移動を表す
複合動詞の語形成にも比喩という意味拡張の機能が働いていると考える。ただし、松
本（1998）は、V1が知覚処理か言語情報処理であるものしか論じておらず、比喩化と
いうメカニズムが複合動詞の語形成とどのように関わるのかという点についても、必
ずしも明確ではないと言える。さらなる議論が必要であると思われる。 
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2.2 語彙的意味フレームのアプローチによる限界 
抽象的移動を表す複合動詞の語形成を理解するために、最も示唆的なのが陳・松本
（2018）の研究である。第 2章で述べたように、陳・松本（2018：33-34）は、語彙的
複合動詞の語形成を従来の語彙概念構造上の制約で捉えた際の問題点を指摘した上で、
「コンストラクション形態論」（Fillmore1968、Goldberg1995、Booij2010）と「フレ
ーム意味論」(Fillmore1977、1982)の理論枠組みを援用し、語彙的複合動詞の語形成
を説明しなおしている。 
また、陳・松本（2018：169、174）によれば、複合動詞の語形成には「背景フレー
ム」が必要である。背景フレームとはある背景状況に関する全体的な知識である。た
とえば、複合動詞「勝ち～」には、「勝ち上がる」、「勝ち越す」、「勝ち進む」、「勝ち抜
く」、「勝ち残る」のような様々な V2があげられる。このような V1と V2の組み合わせ
には、勝ち負けの概念だけではなく、背景には競技や試合、トーナメント制などの知
識が必要とされている。「勝ち残る」と「勝ち抜く」が形成されるためには、「勝ち残
り式の競技」という背景情報が必要であるという。 
陳・松本（2018）による語彙的意味フレームのアプローチは、語形成を限定された
意味関数しか持たない語彙概念構造上の制約で捉える従来の立場に比べ、より広範囲
にわたる語彙的な意味要素を複合動詞の語形成に取り入れたと言える。ただし、複合
動詞の語形成をフレーム要素による意味制約に基づいて考える際に、残された問題が
ある。それは以下の通りである 
たとえば、複合動詞「勝ち上がる」の語形成を V1 と V2 のフレーム要素の整合だけ
で考えると、不具合が生じる。「勝ち上がる」は姫野（1999）が言うように、上昇移動
を表していることから、複合動詞の中心事象は V2 である。しかし、V2 の中心事象か
ら、V1「勝つ」というフレーム要素を探そうとすると困難である。また、V1「勝つ」
の語彙的フレームに上昇移動のフレーム要素を探そうとするのも困難である。この点
をもっと具体的に言うと、陳・松本（2018：170）では、競技のフレーム要素に様々な
項目をリストアップしており、「勝ち上がる」における「～上がる」と関係するフレー
ム要素として、「順位」があげられる。しかし、FrameNET で「competition（競技）」
のフレーム要素を検索すると、「ranked results of the competition（順位の結果）」
が掲載されており、そこには上昇方向の含意が見いだせない1。つまり、競技のフレー
ム要素には、必ずしも上昇方向の移動を含意する必然性がないと言える。 
さらに、陳・松本（2018）は、「勝ち上がる」の V2「～上がる」が使われる理由と
                                                   
1 FrameNET は、母語話者がある語の意味を理解する際に、その語の認知的な背景基盤（フ
レーム）を考慮する必要があるという考えのもとで作られた検索エンジンである。FrameNET
では、様々な語彙に関するネイティブスピーカーの知識を語彙項目ごとに定義し、例文を
つけた語彙情報資源として整理を行っている。その詳細については、以下の URLを参照さ
れたい。 
https://framenet.icsi.berkeley.edu/ fndrupal/IntroPage 
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して、日本では縦型のトーナメント性という背景フレームがあるからであると考えて
いる。しかし、なぜ複合動詞の語形成に縦型のトーナメント表が想起される必然性が
あるのかという点は、陳・松本（2018）で触れていない。 
本論では、語彙的複合動詞の語形成に従来の語彙概念構造より多くの意味要素を含
めうる意味フレームと背景フレームの概念を取り入れることに賛成する2。ただし、上
述した「勝ち上がる」における方向性の含意を考えるには、認知メタファーにおいて、
「WINNING IS GOING UP（勝利は上昇移動である）」があるように、「target domain（目
標領域）」と「source domain（起点領域）の「mapping（マッピング）」（Lakoff 1987：
276-78）による働きを視野に入れる必要があると考える。また、複合動詞の語形成に
おける意味制約のあり方に対し、フレーム要素と背景知識の喚起に比べ、より高次の
認知機能が働いていると考える3。詳細は第 4節で述べる。 
 
3 抽象的移動を表す複合動詞の位置づけ 
3.1 抽象的放射表現と多義性を持つ複合動詞との違い 
具体的な考察に入る前に、抽象的移動を表す複合動詞と、松本（2017：21）で言う
「抽象的放射表現」の複合動詞、及び多義性を持つ複合動詞との区別を述べる。これ
により、抽象的移動を表す複合動詞の位置づけを明確にする。また、この作業は、後
に抽象的移動を表す複合動詞を収集するための基準として利用する。 
まず、抽象的移動表現と抽象的放射表現の違いを述べる。松本（2018）は、移動事
象の中に（1）のような主体移動と客体移動のほか、抽象的放射表現もあると述べてい
る。松本（2017:21、22）による抽象的放射表現は、次の（4）のように四種類が見ら
れる。（5）はそれぞれのタイプに対応する複合動詞の語例である4。 
（４） a.I looked into the hole. 
         b.Bill spoke into the microphone. 
         c.Kim nodded across the table. 
      d.The sun shines onto the earth. 
（５） a.覗き込む、見上げる、見下ろす、見渡す、睨みつける（視覚的放射） 
b.話しかける、呼びかける、呼び返す（音声的な放射） 
                                                   
2 これは、本論の枠組みにおける語彙的意味の添加を指す。また、第 9章の内容も参照さ
れたい。 
3 ここでいう「高次」という点について、本論では次のように考える。意味フレームによ
る背景情報の想起は個体に関する情報のリストとして機能している。一方、認知メタファ
ーにおけるマッピングは起点領域から目標領域への写像関係として機能している。たとえ
ば、「ANGER IS THE HEAT OF FLUID IN A CONTAINER」において、起点領域は「容器の中に
ある熱」、目標領域は「怒り」である。「液体」と「怒り」それぞれの意味フレームが独立
に想起されるが、認知メタファーのマッピングという機能によって、両者が関連付けられ
る点において、高次的であるというわけである。 
4 抽象的放射の語例は本論巻末の「移動事象を表す語彙的複合動詞のリスト」からも参照
できる。 
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c.微笑みかける、うなずき返す、怒鳴りつける（非音声的な放射） 
d.照り込む、映し出す、照らし出す（光の放射） 
松本（2017：21）によれば、抽象的放射表現の中で、「視覚的放射表現」の（4a）が
最も典型的である。視覚的放射表現のほかに音声（4b）、非音声的なメッセージ（4c）、
光の移動（4d）といった抽象的放射表現もあるという。（4）の抽象的放射表現に対応
する複合動詞には（5）があげられる5。（5）の複合動詞を観察していくと、それぞれ
のタイプに共通する特徴は、次の三つにまとめられる。 
一つ目は、抽象的放射表現の移動物が視線、光、（非）音声的メッセージになってい
るため、抽象的な概念であると言えること。二つ目は、それらの移動物が複合動詞の
項として文中に現れないこと。松本（1998：183）によれば、「空を見上げる」の場合、
上方にあげる対象はその視線（放射線）であるが、視線そのものは複合動詞の項とし
て実現されないという。三つ目は、移動物が項として実現されなくても、物理的な位
置変化の意味を保持していること。たとえば、「（日差しが屋根に）照り付ける」、「（彼
に）話しかける」があるように、抽象的放射表現における移動の着点は「屋根」と「彼」
になっており、これらは物理的な位置概念である。 
以上、抽象的放射表現を表す複合動詞の特徴をまとめた。これをもとに、抽象的移
動を表す複合動詞との相違点を考える。（2）では、抽象的移動を表す複合動詞の移動
物が抽象的概念である。また、その移動物が複合動詞の項としても文中に現れない。
この二点は、（5）の抽象的放射を表す複合動詞と同様である。しかし、（2）と（3）は
次の点で異なる。（2）の用例における移動物は、抽象概念であるほか、複合動詞が意
味する位置変化も抽象的な概念である。たとえば、所有権が政府から民間に移動する
ことを表す（2a）は、その移動における起点と着点である「政府」と「民間」が物理
的に存在する物体ではなく、概念的なものである。同様のことは、（2bc）の位置関係
に対しても言えることである。つまり、抽象的移動を表す複合動詞は、移動における
位置も抽象化されているということである。 
次に、抽象的移動を表す複合動詞と多義性を持つ複合動詞の違いを述べる。多義性
を持つ複合動詞の一例として、次の（6）を示す。 
（６） a.彼に石を投げつける。 
b.彼に言葉を投げつける。  
（6a）は目標の彼に向かって石を投げることを表しており、移動物は具体物の「石」
である。（6b）は相手の彼に向けて、乱暴な言葉を発することを表す。（6b）の移動物
は複合動詞の項として現れており、これは比喩化による移動と捉えられる。比喩によ
る移動のメカニズムとしては、意味拡張に基づいた派生関係を考える認知意味論的な
モデルがあげられる。しかし、これは本章で取り上げる（2）のような原義しか持たな
                                                   
5 （5abc）は松本（2018）による用例で、（5d）は筆者による語例である。 
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い抽象的移動を表す複合は動詞と異なる6。 
以上をまとめると、抽象的移動を表す複合動詞は、抽象的放射と多義性を持つ複合
動詞のいずれでもないことが分かった。このような複合動詞は別途項目を立て、考察
する必要がある。 
 
3.2 抽象的移動の複合動詞の選定 
 この節では、前節までの考察に基づき、抽象的移動を表す複合動詞の選定を説明す
る。まず「複合動詞レキシコン」に収録されている 2760 語のうちから、広義の移動事
象を表す複合動詞を選出する。続いて、選出した複合動詞の中から、（1）のような主
体・客体移動を表す複合動詞と（5）のような抽象的放射を表す複合動詞、及び（6）
のような比喩による抽象的移動の複合動詞を除外する。最後に、分類が不明なものを
除き、複合動詞の構成要素に移動動詞が使われ、何らかの移動が想起されるもので、
かつ移動物が複合動詞の項として現れないものを選出する。 
以上の作業を通し、2760 語の複合動詞から 54 語の複合動詞を選出した。このこと
から、抽象的移動を表す複合動詞は数が少なく、非生産的であると言える。さらに、
それらの複合動詞を V1 の意味に基づき、「所有権の移動」、「地位・順位の移動」、「感
情・思考の移入」の三種類に分類した。なお、この三種類に分類しきれないものも存
在するが、それらの複合動詞は語数が少ないため、本論での考察に入れないことにす
る7。以上の手続きを踏まえ、次節ではこの三つのタイプの複合動詞を取り上げ、複合
動詞の語形成に認知メタファーによる働きが関わっていることを立証する。 
 
4 立証（認知メタファーによる意味制約のあり方） 
4.1 所有権の移動を表す複合動詞 
この節では、所有権の移動を表す複合動詞を述べる。ここで、所有権の移動を表す
複合動詞の事象構造と認知メタファーによる語形成上の意味制約という二点を論じる。
前者は抽象的移動の移動事象を理解するための手掛かりであり、後者は複合動詞の語
形成に対する考察である。 
まず、所有権の移動を表す複合動詞の事象構造を考察する。所有権の移動を表す複
合動詞には、次の（7）があげられる。また、これらの複合動詞を用いた用例は次の（8）
に示す。 
（７） 払い下げる、売り下げる、貸し下げる、買い上げる、貸し付ける、売り 
渡す、譲り渡す、買い受ける、下げ渡す 
                                                   
6 複合動詞の多義性についての議論は、本論の第 8章も参照されたい。 
7 この中には、「余った予算は、次年度に繰り越された」のような時間と関わるもの、「お
年寄りは若者に島の歴史を言い伝えた」のような言語情報と関わるもの、及び「彼らは城
に攻め上った」のようなものがあげられる。 
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（８） a. 横浜市は、古くなった公用車を民間に安い値段で売り下げた。 
         b. 政府は民間業者から駅前の土地を買い上げた。 
         c. 政府は移民に土地を貸し下げた。 
         d. 銀行は工場に資金を貸し付けた。 
         e. 彼はビルを業者に売り渡した。 
           f. 車をただで友人に譲り渡した。 
         g. 彼はビルを 5千万円で A社から買い受けた。 
（7）を見て分かるように、移動物は所有権であるため、売買や譲渡を意味する複合
動詞が多く現れている。また、（8）の例文から、このタイプの複合動詞の事象構造を
次の（9）のように示すことができる。                                                                                                                                                                                                                                                    
（９） 所有権が A から B に移動する 
（9）の移動概念と移動物は抽象的であるものの、有方向移動事象の事象構造と並行
していると理解される。 
続いて、複合動詞の語形成上の意味制約を考察する。（8）を詳しく見ると、（8abc）
の所有権に対する位置変化（政府・（横浜）市⇔民間／移民）は上下移動である。一方、
（8defg）における位置変化（銀行⇔工場、彼⇔業者、私⇔友人、彼⇔A社）は、上下
の方向性を持つ必要がない。また、（8ab）の代わりに、「（政府が民間に車を）売り渡
した」あるいは「（政府が民間から土地を）買い受けた」が言えるのに対し、コンテス
トなしでは、「??彼はビルを業者に売り下げた」あるいは「??彼は A社からビルを買い
上げた」は言えない。つまり、本来（8ab）は意味範囲が広い（8eg）に代替されても
おかしくないが、「～下げる」と「～上げる」が（8ab）の V2として選択される必然性
が語形成上に存在するということが示されている。このような必然性は、語形成に課
されている意味制約でもあると理解される。意味制約の由来は以下のように考える。 
ここでの「～下げる」と「～上げる」が V2として選択されることは、2.2 節で述べ
たように、V1の語彙フレームや売買という背景フレームによるものではないと考えら
れる。つまり、売買のフレーム要素と背景フレームに上下方向の移動を含意する必然
性がないということである。ただし、（8abc）の複合動詞の語義において、いずれも支
配する側と考えられる官庁や政府と、被支配側である民間との売買行為を表す点で共
通している。認知メタファーでは、このような支配と被支配の関係を「支配は上・被
支配は下」（鍋島 2011：45）のように物理的な上下の位置関係としてマッピングされ
ている。これは、支配・被支配の関係と上下の位置関係が「認識論的対応関係
（ontological correspondences）」にあるからである。同様の認知メタファーを用い
たそのほかの例として、次の（10）と（11）があげられる。 
（10） つまり、新羅商人と民間との交易を大宰府の管理下におき、相場を厳守
させて取引をするよう命じているのであるが（後略）。 『東アジアの王
権と交易』 
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（11） 幕府から内藤藩には、次のような命令が下されたという。 『大奥よろ
ず草紙』 
 （10）の大宰府が権力の点で支配側にある。支配が上であるため、新羅商人と民間
との交易が大宰府の管理下にある。（11）の幕府は内藤藩を支配する側にある。支配側
が上であるため、「命令」が幕府から内藤藩に下されることになる。同様に、（8abc）
の複合動詞も、横浜市と政府が支配側の位置にあり、民間と移民が支配される側の位
置にある。支配側が上にあるため、所有権が官公庁から民間に移転した際に、複合動
詞の意味形成に上から下への方向性が生まれる。その結果として、「～上げる」と「～
下げる」が V2に使われていると考えられる。 
 
4.2 地位・序列の移動を表す複合動詞 
この節では、前節と同じ手続きを取り、地位・序列の移動を表す複合動詞を考察す
る。地位・序列を表す複合動詞は次の（12）があげられる。また、これらの複合動詞
を用いた用例は次の（13）に示す。 
（12） 勝ち上がる、成り上がる、のし上がる、繰り上がる、繰り下がる、成り
下がる、勝ち進む 
   （13） a. 日本チームは、順調にトーナメントを勝ち上がった。 
      b. 一位の人が辞退したので、二位の人が一位に繰り上がった 
      c. 立派な人が悪人に成り下がった。 
      d. 彼は社長に成り上がった。 
（12）を見て分かるように、移動物は地位・序列であるため、社会階層の変化と競
技の勝負を意味する複合動詞が現れている。また、（13）の例文から、地位・序列の移
動を表す複合動詞の事象構造を次の（14）のように示すことができる。 
（14） 地位・序列が（上下方向に向かって）移動する（変わる） 
（14）の事象構造は、上下方向に向かっての移動を表す。このような移動は、有方
向移動事象の事象構造と並行するが、明確な起点を持つ（9）の移動事象と異なる。ま
た、（14）は物理的な位置変化に基づいた状態変化としても理解される。 
続いて、複合動詞の語形成における意味制約を考察する。ここで、（12）の複合動詞
に移動事象を表す V2 が使われている理由も語形成上における意味制約による結果と
考えられる。たとえば、（12a）はトーナメント方式などで勝負に勝ち、次の段階に進
むことを表している。これと類似する意味として、複合動詞「勝ち進む」があげられ
る。それにもかかわらず、（12a）の複合動詞に上方向の意味を表す「～上がる」が使
われていることから、独自の意味制約があったと考える。このような意味制約の由来
は、次のように考える。 
（13）が表すそれぞれの事象は、認知メタファーで、「勝ったものは上、負けたもの
は下」、「高い地位は上・低い地位は下」（鍋島 2011：46）、「善は上・悪は下」（鍋島 2011：
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046、110）のように物理的な上下の位置関係としてマッピングをしている。これらの
認知メタファーを用いた用例は、その他に次の（15）から（17）もあげられる。 
（15） a.日本はこの勝利で勝ち点を十一としてグループ首位に浮上 、本大会出 
場に大きく前進した。             『Yahoo!ブログ』  
         b. ケンカ男星野の辞書には、負けて引き下がるという言葉はない。 
  （16） そして、繊維、雑貨、電子工業を中心に新興企業のラッシュがつづき、
いくつかは財閥へと地位上昇していった。      『熱将星野仙一』 
  （17） 住管機構の中坊社長は本院で、銀行はうそをつく、大事な情報を隠す、
自分のことしか考えないおごりの態度とモラルの低下に、激しい憤りを
感じると述べられました。             『国会会議録』 
（15a）は日本が勝利したことを意味する。勝ったものは上にあることから、勝利を
上昇移動の「浮上」と捉えている。（15b）は負けるという概念を表現している。負け
たものは下にあることから、負けるという行為を下降移動の「下がる」と捉えている。
（16）は「新興企業」は新しく設立された企業であり、資本が少ないため、一般的に
いう社会地位が低い。一方、「財閥」は大きい資本を持つ企業であり、規模も大きいた
め、一般的にいう社会地位が高い。高い地位は上、低い地位は下であることから、「新
興企業」から「財閥」に変わった際に、「上昇していった」と捉えられている。（17）
は、人のモラルを語っている。悪は下であることから、「銀行はうそをつく」と「大事
な情報を隠す」のような一般的に悪であることを下降移動の「低下」に捉えている。 
同様に、（13a）は日本チームの優勝を表している。勝ったものは上であることから、
複合動詞の意味形成に上昇移動の意味が生まれる8。（13bd）では、「一位」と「社長」
のいずれも高い地位である。高い地位は上にあるため、複合動詞の移動物である地位・
序列が変わる際に、上方向の移動としての意味が生まれる。（13c）では立派な人は善
であり、悪人は悪である。善は上、悪は下であることから、立派な人から悪人になっ
た際に、複合動詞の意味形成に下への方向性が生まれる。その結果として、「～下がる」
が V2に使われていると思われる。 
 
4.3 思考・感情の移入を表す複合動詞 
 最後に、思考・感情の移入を表す複合動詞を考察する。思考・感情の移入を表す複
合動詞は次の（18）があげられる。また、これらの複合動詞を用いた用例は次の（19）
に示す。 
（18） 惚れ込む、信じ込む、思い込む、考え込む、決め込む、覚え込む、思い
入る、聞き入る、眺め入る、恥じ入る、見入る、感じ入る／考え出す、
思い出す／決め付ける、思い至る、思い及ぶ、思い浮かぶ 
                                                   
8 これは結果的に陳・松本（2018：174）が言うような順位が縦型に移動するトーナメント
表が想起されることと一致する。 
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  （19） a. 監督は彼の才能に惚れ込んだ。 
           b. 彼は、どうすべきかを深く考え込んだ。 
      c. 子供たちは先生の説明に真剣に聞き入った。 
      d. 私はよい案を考え出した。 
      e. 彼は、10年前の約束を思い出した。 
      f. 私は昔の記憶を思い出した。 
g. 彼女はふとある考えに思い至った。 
h. 私は、そこまで思い及ばなかった。 
（18）を見て分かるように、移動物は感情・思考であるため、心理活動を表す複合
動詞がここで現れている。（18abc）の位置変化は内部移入であり、（18def）の位置変
化は外部移出であり、（18gh）の位置変化は着点への移動である。これを踏まえ、思考・
感情の移入を表す複合動詞の事象構造を次の（20）のように示すことができる。 
（20） a.感情・思考が内部・外部に移動する 
b.感情・思考が着点に移動する 
（20a）は、移動の着点を要請しないことから、移動様態事象の事象構造と並行する。
一方、（20b）は着点を要請することから、有方向移動の事象構造と並行する。 
続いて、複合動詞の語形成における意味制約を考察する。（18）の複合動詞に移動事
象を表す V2 が現れる理由は語形成上における意味制約による結果と考える。これは、
「複合動詞レキシコン」の語例調査をすると、「思い～」を除き、複合動詞「考え～」、
「感じ～」、「惚れ～」、「信じ～」、「決め～」が基本的に移動事象を表す V2しか取らな
いということが明らかになったからである。このような傾向が見られる理由は次のよ
うに考えられる。 
思考・感情といった概念は、認知メタファーで、（「THINKING IS MOTION ALONG THE PATH
（思考は経路上の移動である）」、「感情・思考は流動物である」のように物理的な移動
事象と流動体としてマッピングされている。このような認知メタファーを用いた用例
は、他に次の（21）があげられる。 
（21） a.なによりも動かぬ証拠となる―様々な思考がぐるぐると頭の中を巡り
はじめ、いまだに感情のコントロールが未熟なレレナは、その思考が
そのまま顔に表れてしまっていた。             『吸血鬼のおしごと』         
b.なにをいまさら、との想いがいつも先に湧いてきて、三十年近い年月
が過ぎてしまった。                  『ブント私史』 
c.そのとき突然、奇妙な考えが浮かんだ。        『掌の中の小鳥』 
（21a）は人間の思考活動を描いている。認知メタファーでは、思考は経路上の移動
であるため、「思考が頭の中を巡る」ということが言える。また、（21bc）は、人間の
感情・思考を語っている。感情・思考は流動物であるため、湧いたり、浮かんだりす
ることができると捉えられている。同様に（18）では、複合動詞の移動物である思考・
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感情が移り変わる際に、認知メタファーに基づいた移動の意味が生まれる。その結果
として、「～込む」、「～入る」、「～出す」といった移動事象を表す V2 が複合動詞を形
成する際に選択されるのだと思われる。 
 
5 まとめ 
 本章は、これまでの物理的な移動事象の複合動詞とは別に、抽象的移動を表す複合
動詞が存在することを指摘し、その語形成のあり方を考察した。また、抽象的移動を
表す複合動詞の考察を通し、複合動詞の語形成における意味制約のあり方という問題
を絡めて論じた。全体の考察を通し、次の二点を明らかにした。 
 （ⅰ） 抽象的移動を表す複合動詞は一般的にいう移動事象の枠組みに当てはまら
ず、特殊なものである。 
（ⅱ）  抽象的移動を表す複合動詞の語形成を考えるにあたって、語彙フレームに
含まれていない意味要素がある。この要素は「認知メタファー」のマッピ
ングによる意味要素と考えられる。 
特に、結論の（ⅱ）は、一部の語彙的複合動詞の語形成に認知メタファーが関わっ
ていることを示すことで、複合動詞の語形成における意味制約のあり方に意味フレー
ムと背景知識以上の認知機能が関与していることが重要であることを確認できた。 
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第 11 章：二種類の ES 型心理動詞とその意味構造  
―「考え込む」型と「思い込む」型― 
 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
第 11章では、本論における事象構造の枠組みからいったん離れ、語彙意味論の枠組
みを利用し、ES型心理動詞を考察する。具体的には、従来の日本語心理動詞の語群に
含められていない複合動詞をも考察の対象とし、従来の ES型心理動詞を二種類に分け
る必要があるということと、もう一種類の新しいタイプの ES型心理動詞の意味構造を
提案する。なお、ES型心理動詞の意味構造の考察から、移動事象を表す複合動詞との
関係性について、もう一度考えてみる1。まず、本章でいう心理動詞の定義を概観する。
これには、次の（1）を用いて説明する。 
（１） a. They fear thunder. ＜Experiencer, Theme＞ 
b. Thunder frightens them. ＜Theme, Experiencer＞ 
 Grimshaw（1990:8)によれば、心理動詞は、（1）のように心的感情・感覚を抱く「経
験者（Experiencer）」が主語位置（1a）に現れるか、あるいは目的語位置（1b）に現
れるかで、二つに分類されるという。また、経験者の統語位置における違いによって、
「経験の対象（Theme）」も目的語位置（1a）あるいは主語位置（1b）に変わる。ここ
では、Grimshaw（1990）に従い、（1a）タイプを「ES（Experience subject）型」心理
動詞、（1b）タイプを「EO（Experience object）型」心理動詞と呼ぶことにする2。 
                                                   
1 第 10章にもあったように、「考え込む」や「思い込む」のような複合動詞は、本論にお
ける抽象的移動を表す複合動詞として扱っている。 
2 本稿でいう心理動詞について、工藤（1995：76）では「内的情態動詞」（非内的限界動詞）
と呼び、「外的運動動詞」（アスペクト有）と「静態動詞」（アスペクト無）の中間に位置づ
けている。さらに、内的情態動詞には、思考・感情・知覚・感覚動詞の四つの下位分類が
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 この二区分のうち、EO 型心理動詞における項の配置は、主題役割付与均一性仮説
（UTAH）に違反するリンキングの現象があるため3、研究者から多くの関心を集めてい
る（Grimshaw1990、丸田 1998）。一方、ES 型心理動詞の場合、ほとんど他動詞と同様
に扱われてきており、注目されてこなかった。ただし、ES型心理動詞が注目されない
中、日本語の ES 型心理動詞を包括的に扱う研究として三原（2000）があげられる。三
原（2000）は、単一動詞である ES型心理動詞に関する動詞分類の位置づけを明らかに
しようとしている。三原氏による日本語の ES 型心理動詞は次の（2）のようなものが
あげられる。 
（２） ES型心理動詞：怖がる、悲しむ、喜ぶ、好む、あこがれる、困る、悩む、
信じる、びっくりする、感動する、誤解する、など 
しかし、日本語では、心的感情を抱く「経験者」が主語位置にある動詞の中には、
単一動詞のほか、複合語の語形を取るものも多く存在する。筆者が Grimshaw（1990）
の定義に従って調査してみると、複合動詞である ES 型心理動詞には、次の（3）と（4）
があげられる。  
  （３） （彼は）考え込む、ほれ込む、思い起こす、思い当たる、思いつく、思
い迷う、考え付く、覚えこむ、悩み苦しむ、など 
（４） （彼は）思い込む、決めつける、思い違える、決め込む、など 
（3）と（4）の複合動詞を見て分かるように、いずれも心的感情を抱くものが主語
位置にあるため、ES型心理動詞としての特徴を持つと考える。ここで（3）と（4）を
区別している理由として、両者を精査していくと、異なる振る舞いを有することが分
かるからである。ひとまず、（3）のタイプを「考え込む」型、（4）のタイプを「思い
込む」型と呼ぶことにする。ES型心理動詞の多くは、（3）タイプの「考え込む」型に
値するが、（4）タイプの「思い込む」型は、やや特殊である。これはその語義におい
て、心的感情を抱く「経験者」が正反対の事実があるにもかかわらず、誤った確信を
もつという一種の妄想的の心的感情・感覚を抱いていることから分かる。「思い込む」
のほか、たとえば、「決め込む」は、〈事実がどうであろうと、自分で勝手にそうだと
決める〉ということを意味する。このような語義は、単に思考活動を意味する（3）の
語例と異なる。なお、このような（4）のタイプの心理動詞は、（3）に比べ、数が少な
い。複合動詞以外の語例としては、「勘違いする」、「誤解する」があげられる。 
さらに、（3）と（4）のタイプにおけるもう一つの違いは、対応する文構造である。
文構造としての違いが顕著に表れるのは、「考え込む」と「思い込む」である。本章で
は、「考え込む」と「思い込む」を例に、それぞれの文構造を睦（2012）の調査に基づ
                                                                                                                                                     
ある。思考動詞を心理動詞に含める考えとしては、吉永（2001）があげられる。 
3 UTAHとは、同一の主題役割を担う項は、D構造において同一の統語構造を持つ、という
ものである。しかし、（1b）においては、（1a）における経験者が目的語の位置に現れるこ
とで、UTAHに違反する。 
152 
 
いて、次の（5）と（6）にあげておく4。 
（５） 「考え込む」型：＜人＞ガ（＜こと＞ヲ）V 
私は（解決策を）しばらく考え込んだ。 
（６） 「思い込む」型：＜人＞ガ＜こと＞ヲ＜＞ト V 
彼はその嘘を真実と思い込んだ。 
睦（2012）によれば、「考え込む」は（5）のように基本的に一項動詞として使われ
ており、ほとんど対格名詞が現れない。まれではあるが、対格名詞が使わる例として
「解決策を考え込む」があげられる。また、（6）のように「思い込む」は対格名詞句
で現れる対象への判断の内容は、ト格名詞（句）や引用句などによって補われている
ものが用例全体の 98％を占めているという。さらに、「思い込む」は、「私は（彼がい
い人と）思い込んでいる」のように、ト格名詞（句）を省略することも可能である。 
以上、「考え込む」型と「思い込む」型は同じ ES 型心理動詞であっても、表す心的
感情・感覚が違っており、異なる文構造を有することが知られる。とりわけ、「思い込
む」は、対格名詞句で現れる対象への判断の内容がト格名詞（句）や引用句で表され
る必要がある。この特徴は、「考え込む」型の ES型心理動詞に見られない性質である。
このような構文的な違いから、「思い込む」型心理動詞における対格名詞句は一般的に
いう ES型心理動詞がもつ経験の対象と同質なものだろうかという問題が生じる。 
本章では、以上の疑問を踏まえ、考察を行う。本章は次の通り構成する。第 2 節で
は、ES型心理動詞における意味役割を概観する。第 3節では、意味役割の考察を通し、
「考え込む」と「思い込む」に代表される ES型心理動詞の意味役割が異なることを指
摘し、これに基づいて両型の意味構造を提案する。第 4節では、「考え込む」と「思い
込む」を例として、両者の意味構造をもとに、移動事象を表す複合動詞との関係性に
ついて考える。そして、意味構造の考察を通し、松本（2009）で言う「～込む」の問
題を言及する。第 5節では論全体をまとめる。 
 
2 ES型心理動詞の意味役割 
2.1 経験者（Experiencer）と経験の対象（Theme） 
本節では、ES型心理動詞の意味役割を概観する。ES型心理動詞の意味役割がその主
語と目的語によって、「経験者」と「経験の対象」に分かれるという点は、すでに（1a）
で見た。ここで、「経験者」と「経験の対象」という二つの意味役割の規定を確認して
おく。まず、「経験者」を見てみる。これは次の（7）と（8）を用いて説明する。 
（７） 子供はその話を恐れた。 
                                                   
4 睦（2012）は、「程度進行」の「～込む」とする複合動詞を対象とし、『現代日本語書き
言葉均衡コーパス』（2009 年度モニター公開版）を用いて、複合動詞とその構成要素との
関係を量的に調査したものである。調査の結果、「程度進行」を表す「～込む」は、前項動
詞 V1 との関わりを持ちながらも、ひとまとまりの単語として V1 や「こむ」とは異なる意
味・構文的な特徴を持つことが確認された。 
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（８） （子供に対して）*恐れなさい！ 
「経験者」は、一般的に感情・感覚を経験する当人である必要がある。このことか
ら、（7）の「経験者」は「子供」である。また、（8）のように命令形にすることがで
きないため、主体による意思性が見られない。そのため、意味役割としての「経験者」
は「Agent（動作主）」から区別されることになる。 
続いて、「経験の対象」は、次の（9）と（10）があるように、対格と与格の両方が
見られる。  
（９） 子供はその話を怖がった。 
（10） 太郎は父の死に悲しんだ。 
Endo and Zushi(1993)によれば、対格で表示される名詞句は「感情の対象
(Target/Subject Matter)」であり、与格で表示される名詞句は「原因(Cause)」を表
しているという5。本章では、Endo and Zushi(1993)による「経験の対象」における二
つの下位分類を基本的に受け入れる。ただし、「考え込む」型と「思い込む」型の心理
動詞には、対格で表される「感情の対象」の内実が異なると考える。これは次節で述
べる。 
 
2.2 問題点：「思い込む」型における経験者と感情の対象 
この節では、2.1 節の内容を踏まえ、「考え込む」型と「思い込む」型における「経
験者」と「感情の対象」を考える。「考え込む」型タイプの経験者は、ここで（5）の
「彼が（解決策を）考え込む」を例に説明する。この場合の「彼」は、心的感情・感
覚を体験する当人であるため、「経験者」である。これは、（7）の「子供」と同様の意
味役割である。また、対格で表される「解決策」は「感情の対象」である。これは（9）
の「その話」と同様の意味役割である。このように、「考え込む」型の意味役割は、先
行研究の定義と一致し、特に問題がない。 
一方で、問題になるのは、「思い込む」型タイプである。ここで（6）の「彼が嘘を
真実と思い込む」を例に、その異質性を説明する。（6）の意味解釈から、彼は嘘の内
容を事実かのように思っている、という彼が持つ妄想の感情・感覚を表している。こ
こでは、対格で表される「感情の対象」である「嘘」の内容は、「経験者」の「彼」に
とって、「真実」であるという点に注意されたい。すなわち、この場合の「彼」の持つ
心的感情・感覚は、「嘘」への思いではなく、ト格名詞句である「真実」への思いとい
うことである。このような感情・感覚は、「考え込む」型の動詞と異なり、「思い込む」
型心理動詞にしか見られないものである。たとえば、「彼は友を敵と勘違いする」の例
においても、ここでの「彼」が持つ感情・感覚は、相手が敵であるという気持ちであ
る。「思い込む」が持つこのような語彙的意味に配慮し、その意味役割への影響を以下
                                                   
5 「考え込む」と「思い込む」は与格と共起することもあるが、その語例が極めて少ない
ため、本稿では「原因」である意味役割について、考察しないことにする。 
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の通りに考え直す必要があると考える。 
実際、「思い込む」における妄想という心的感情・感覚を引き起こすためには、「感
情の対象」から、「経験者」に何らかの心的な影響を与えていると考えられる。前述し
た「彼は嘘を真実と思い込む」の例で、「嘘」になる内容は、「彼」にとって、いかに
も「真実」であるように働いているため、「彼」は嘘を真実のように思うようになった
と理解される6。これを言い換えると、この文の成立において、「嘘」という偽の内容
は、真の内容のように、「彼」の心的感情・感覚に影響を与えなければならない。これ
と対照的に、（5）の「彼は解決策を考え込む」では、感情の対象である「解決策」か
ら経験者の「彼」に対する心的な影響が見受けられない。 
このように、本章では、「思い込む」における「感情の対象」から「経験者」に対す
る影響を一種の「心的反響」であると理解する。「思い込む」と類似する例はそのほか、
次の（11）のような単一動詞にも見られる。 
（11） 彼は私を誤解した。 
（11）では、「彼」に「私」を誤解したという心的感情が生まれるためには、「私」が
何かの行動をしたことにより、「彼」にそう思わせる必要がある。ここでも、「感情の
対象」である「私」から「経験者」の「彼」に対して、誤解を招くような「心的反響」
を及ぼしていると考える。 
以上の内容をまとめると、「思い込む」型の心理動詞は、その「感情の対象」から「経
験者」に対し、「心的反響」という影響を及ぼす。また、このような「心的反響」は「考
え込む」型の心理動詞に見られない特徴である。このことから、「思い込む」型心理動
詞の意味役割を「考え込む」型の ES型心理動詞と区別する必要があると考える。ここ
で、「考え込む」型と「思い込む」型それぞれの意味役割を、次の（12）と（13）のよ
うに新たに定義する。 
（12） 「考え込む」型：＜（直接的な）経験者、感情の対象＞ 
（13） 「思い込む」型：＜被動者、（疑似的な）感情の対象＞ 
（12）の「考え込む」型が持つ「経験者」を「（直接的な）経験者」とする。これは、
「感情の対象」から「経験者」に対する「心的反響」を見受けられないためである。
また、（13）の「思い込む」型が持つ経験者を「undergoer（被動者）」と呼ぶことにす
る。さらに、「思い込む」型における対格の「感情の対象」を「（疑似的な）感情の対
象」と呼ぶことにする。これは、（12）の意味役割と区別するための措置である。 
 
2.3  検証：「考え込む」型と「思い込む」型における意味役割の違い 
前節では、ES型心理動詞における意味役割の「経験者」と「感情の対象」には二種
類があるということを述べた。本節では、このような違いを言語現象と関わらせなが
                                                   
6 妄想という感情・感覚は、「経験者」の主体による思考活動でもあると思われるが、ここ
では、「考え込む」と比較した際に生じた特徴と捉えるべきである。 
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ら検証していきたい。 
まず、「（直接的な）経験者」と「被動者」の違いを述べる。両者の違いは、ES型心
理動詞を主語とする場合、語感上では非常にあいまいであるが、主に心的変化を蒙る
か否かで区別される。主体役割が「（直接的な）経験者」の場合、主体が単に事象を経
験する。一方、「被動者」の場合、主体が何かしらの影響を受け、心的変化を経験する。
この内容は、次の（14ab）の違いに見られる。 
（14） a. He saw a bike. 
b. He becomes sad. 
(14a)は、単に bike が彼の視野に入ることであり、主体が「（直接的な）経験者」で
ある。(14b)は、主体が何かしらの影響を受け、心的変化が引き起こされることが想定
され、「被動者」になる。また、このような心的変化の有無は、その変化による結果継
続の有無にも言い換えられる。 (14a)は一回の事象であり、bikeを見ることによって
生まれた心的感情・感覚を抱き続けることがない。心的感情・感覚の結果継続を表そ
うとする場合、「He saw a bike which made him sad」のように従属節で表現しなけれ
ばならない。一方、（14b）では単文において心的感情・感覚による結果継続が含意さ
れている。 
このように、「（直接的な）経験者」と「被動者」の違いは、心的変化による結果継
続の有無と関係づけて見てきた。このことを踏まえ、「考え込む」と「思い込む」を例
に、両タイプにおける心的変化による結果継続の有無を検証する。これは、次の（15）
と（16）の副詞との共起表現を参照されたい。 
（15） 深く（*固く）考え込む。 
（16） 固く（*深く）思い込む。 
（15）の「深い」は、表面（外）から奥までの距離が大きいということを表してお
り、表される距離が一定の幅として捉えられることから、程度副詞としての読みが生
まれる。一方、（16）の「固い」は容易に状態を変えないことを表し、結果状態である
ことに近いと捉えられる。また、結果状態の「固い」は「思い込む」のみと共起する
ことから、「思い込む」のみ心的変化があるということを示している。 
さらに、心的変化の有無は、期間副詞との共起テストからも検証される。これは、
次の（17）と（18）を参照されたい。 
（17） 一時間考え込んだ。 
（18） *一時間思い込んだ。 
（17）の「考え込む」は期間副詞の「一時間」と共起するため、心的感情の過程を
有する。一方、（18）の「思い込む」は期間副詞の「一時間」と共起しないため、心的
感情の過程を有しておらず、ここでは結果を表していると見なせる7。 
                                                   
7 継続的な動作に対する変化の有無を考える際に、「一時間で」のよう期限副詞との共起テ
ストが多く使われている。ただし、瞬時的な心的活動を表す心理動詞について、期限副詞
156 
 
このように、（15）～（18）のテストから分かるように、「考え込む」の心的変化は、
その結果を要請する必要がなくても成立する。一方、「思い込む」は、心的変化による
結果を要請する必要がある。このような観察は、実際（5）と（6）における「考え込
む」と「思い込む」の語義にも対応する。「解決策を考え込む」の場合、必ずしも解決
策となるものを心に決める必要がない。一方、「嘘を真実と思い込む」の場合、心に真
実であることを決める必要があるということである。 
以上、「（直接的な）経験者」と「被動者」の違いを取り上げ、「考え込む」と「思い
込む」を例に、両者が共起する副詞との関係から検証を行った。検証による結果、及
び（5）と（6）における文構造の違いに基づき、日本語における ES型心理動詞を二種
類に分ける必要があることを提案する。したがって、次節では両型の意味構造を述べ
る。 
 
3 ES型心理動詞の意味構造（鋳型） 
3.1 ES型心理動詞の意味構造Ⅰ  
三原（2000）によれば、日本語の ES型心理動詞は事象的(Eventive)であることから、
Vendler（1967）の分類における「活動動詞」に属するという。しかし、三原（2000）
による ES型心理動詞が活動動詞であるとの提案は、山川（2004）によって反論されて
いる。山川（2004）は、ES 型心理動詞は Tsujumura（2001）による程度副詞「とても」
と共起することが可能であることから、活動動詞と異なる側面があると指摘している。
程度副詞「とても」によるテストは、次の（19）と（20）のように示される。  
（19） 太郎はとても喜んだ/苦しんだ。 
（20） *太郎はとても走った/笑った。 
（19）から分かるように、ES型心理動詞は程度副詞「とても」による修飾が可能で
ある。一方、（20）の動作動詞は「とても」による修飾が不可能である。Tsujumura（2001）
は、「とても」による修飾が可能である条件の一つが、その動詞の意味構造上に STATE
が存在しなければならないと指摘している8。これを考えると、（19）の ES型心理動詞
の意味構造上で、STATE が存在しうるのに対し、（20）の活動動詞の意味構造上には
STATEが存在しえない。つまり、（19）と（20）の（不）適格性から、ES型心理動詞を
単に活動動詞に含めるのは問題である。 
ただし、ES 型心理動詞は事象的な側面が存在することが三原（2000）によって説得
的に論じられている。そのため、山川（2004）は、ES型心理動詞の意味構造に、事象
                                                                                                                                                     
によるテストは有効ではないと考えるため、ここで採用しないことにする。 
8 Vendler(1967)による動詞四分類とその意味構造を以下に示す。活動動詞の意味構造上で
は、STATEが存在しないことが見て取れる。 
a.[状態動詞（State）]：[y BE<State>/At<Place>] 
  b.[活動動詞（Activity）」：[x ACT (ON y)] 
  c.[到達動詞（Achievement）]：[BECOME[y BE<State>/At<Place>]] 
 d.[達成動詞（Accomplishment）]：[x ACT (ON y)]CAUSE[BECOME[yBE<State>/At<Place>]] 
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的な特徴と STATE 範疇を持つ折衷的な意味構造を提案している。ES型心理動詞におけ
る意味構造の詳細、及び意味構造の規定は、山川（2004）を参照されたいが、ここで
は山川氏による意味構造の簡略化されたものを次の（21）のように示す。 
（21）  [x EXPERIENCE[x BECOME [x [BE [AT PSCH-STATE9]]]]] 
山川（2004）によれば、ES型心理動詞は基本的に（21）のように経験者の x という
一項述語を持つという。また、山川氏も指摘しているように、ES型心理動詞は一項述
語を持つだけではなく、二項述語を持つ場合もある。二項述語を持つ意味構造を考え
るにあたって、丸田（1998：62－63）による指摘が重要になってくる。丸田（1998）
では、心的感情を表す形容詞には、一項述語と二項述語の両方が用いられる場合があ
ると述べている。そのうちの一例を次の（22）にあげる10。 
（22） a. He is angry. 
          b. He is angry at trifles. 
（22a）は心的感情を表す一項述語である、（22b）は感情の対象が項として現れる二
項述語である。（22）では一項と二項述語の変換が可能であることから、丸田（1998：
63）では、（22）の現象を理解するために次の（23）の語彙規則を提案している11。 
（23） [BE[x PSCH-STATE]]→[ORIENT[x TOWARD-y]] 
（23）は心的感情（一項述語）から心的方向づけ（二項述語）に変換することを表
すものである。矢印の左側は（22a）と、左側は（22b）と対応する。これを踏まえ、
山川氏は丸田（1998）で提案している（23）の規則を援用し、ES型心理動詞が一項述
語から、二項述語になった際の意味構造を次の（24）に示している。 
(24)  [x EXPERIENCE[x BECOME[x’s-EMOTION ORIENT [[TOWARD y]]]] 
山川（2004）によれば、（24）は（21）に（23）の語彙規則を取り入れた二項述語で
ある ES 型心理動詞の意味構造である。ここでの x’s-EMOTION は項ｘの感情・感覚で
あるという。 
本章では、山川（2004）による（21）と（24）の意味構造を基本的に受け入れ、「考
え込む」型心理動詞に適応されると考える。「私が考え込んだ」のように一項述語とす
る際、（21）の意味構造を持つ。また、「彼は解決策を考え込んだ」の二項述語とする
場合、（24）の意味構造を持つ。ただし、山川氏と丸田氏による一項述語から、二項述
語に派生するという考え方を採用しない。これは、両者の間には派生関係があるとい
う証拠が提示されていないからである。本章では、一項述語と二項述語は二つの異な
る構文であると理解する。 
以上、ES 型心理動詞の意味構造を見てきた。しかし、2.1 節で述べたように、「思い
                                                   
9 PSCH-STATEは、PSYCHOLOGICAL STATEの略である。 
10 （22b）の二項述語の日本語の語例は、山川（2004）によるものを次にあげる。 
 a. 太郎は後輩の変貌を悲しんだ。 
 b. 太郎は数年ぶりの大雪を喜んだ。 
11 このような語彙規則と移動事象の関係は、次節で述べる。 
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込む」型心理動詞は、「考え込む」型と異なる意味役割を持っている。そのため、対応
する意味構造を変える必要がある。これは次節で述べる。 
 
3.2 ES型心理動詞の意味構造Ⅱ 
 この節では、もう一種類の ES型心理動詞の意味構造を考える。すでに 2.2 節で説明
したように、「思い込む」型心理動詞における「被動者」は「感情の対象」から心的影
響を受ける。この観察を受け、「思い込む」型の意味構造を明らかにするためには、E0
型心理動詞の意味構造を参照する必要がある。なぜなら、（1b）における EO 型心理動
詞の「経験者」である them は、「経験の対象」である thunder から心的の影響を受け
るという点において、両者が類似的な働きをしていると考えるからである。E0 型心理
動詞の意味構造は、丸田（1998：61、64）のものを紹介する。これは、次の（25）の
例文をもとに（26）と（27）に示すことができる。 
（25） a. He is frightened of thunder.  
         b. 彼の振る舞いが私を困らせた。 
       c. Sue’s remarks aroused us to action。 
（26） [x AFFECT（＝ACT ON）y]CAUSE [BE[y PSCH-STATE]] 
（27） [x AFFECT y]CAUSE [ORIENT[y TOWARD-z]]  
（25ab）は（26）の意味構造を、（25c）は（27）の意味構造を有する。（26）は二項
述語であり、（27）は方向づけを含む三項動詞である。意味構造における xは経験の対
象であり、y は経験者である。本章では、EO 型心理動詞の意味構造における上位概念
である[x AFFECT y]のみに注目し、「思い込む」型の意味構造を考える。その理由は以
下の通りである。 
（25b）の EO 型心理動詞を見て取れるように、経験の対象である「彼の振る舞い」
から経験者の「私」に「困らせる」という心的な影響を与えている。このような働き
は、2.1.2 節で述べた「彼は嘘を真実と思い込む」における感情の対象の「嘘」から
被動者の「彼」に対する心的な影響と類似しているように思われる。「彼の振る舞い」
に値する部分は、（26）と（27）の意味構造で [x AFFECT y]と対応する。このことか
ら、「思い込む」の意味構造にも[x AFFECT y]を取り入れることが妥当であると考える。
また、[x AFFECT y]の部分は、で CAUSE 以前にあることから、意味構造の上位概念と
して現れなければならない。以上のことに配慮し、「思い込む」型の意味構造を以下の
（28）の例文をもとに、（29）に示すことができる。 
（28） a. 彼はその嘘を真実と思い込んだ。 
           b. 私は（彼がいい人と）思い込んだ。 
（29） （[y AFFECT x]）[x EXPERIENCE[x BECOME [x [BE [AT PSCH-STATE]]]]] 
（28）は「思い込む」と共起する異なる二つの構文である。これは基本的に（6）と
同様のものである。（29）は、（21）の意味構造に EO 型心理動詞の上位概念[x AFFECT y]
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を取り入れた一項述語の意味構造になっている。（28ab）は共に（29）の意味構造を有
する。それぞれの意味構造を以下の通りに説明する。 
（28a）は、（29）の括弧を含めた意味構造を有する。ここでのｘ項が「被動者」の
「彼」であり、y項は「（疑似的な）感情の対象」の「嘘」である。また、（28a）の文
を「*彼は嘘を思い込んだ」に言い換えられることができない、かつト格が表す「真実」
は複合動詞の項にならないため、y項が文中に現れても、意味格として認められない。
すなわち、括弧を含めた（29）の意味構造は、依然として一項述語である。（29）にお
ける括弧を含めた意味構造の読みは、嘘の内容が彼の心的感情・感覚に影響し、彼が
それを真実と思うような心的感情・感覚を持つようになる、ということである。 
続いて、（28b）の意味構造を説明する。（28b）を見て分かるように、ヲ格が文中に
現れてこないことから、ここで「（疑似的な）感情の対象」を省略することが可能であ
る。この場合、対応する（29）の意味構造において、上位概念の[y AFFECT x]を取り
除いた意味構造を有する。ここでのｘ項が「被動者」の「私」である。括弧部分を含
めない（29）の読みは、「私」は「彼がいい人」という心的感情・感覚を持つようにな
る、ということである。 
 
4 複合動詞とする ES型心理動詞と移動事象との関係 
前節まで、ES型心理動詞には二種類があり、それぞれの意味構造を見てきた。最後
に、本章で扱った ES 型心理動詞の意味構造をもとに、移動事象との関係性を述べる。
また、この問題を通し、松本（2009）で指摘している複合動詞「～込む」の問題とも
関連づけて考える。 
まず、（21）と（29）を見て分かるように、一項動詞の ES 型心理動詞の意味構造に
BECOME[AT PSCH-STATE]が現れている。このような意味関数は、心的の状態変化を意味
する。心的の状態変化を抽象化された位置変化と考えれば、ES 型心理動詞は移動事象
の拡張に基づいていると考えられる。 
また、（24）の意味構造において、意味関数の ORIENT が使われている。この意味関
数は、もともと Jackendoff（1990：75）によるものであり、方向指向を表している。
Jackendoff（1990：75）による語例と意味構造の表示は次の（30）に示す。また、（30）
と対照的に、心的感情を表す（22b）を次の（31）で再掲する。 
  （30） a. The weathervane pointed north. 
          b. [State ORIENT ([Thing WEATHERVANE], [Path NORTH])] 
（31） He is angry at trifles. 
（30a）の風向計が北方向に向いているということを意味し、その意味構造は（30b）
になっている。（30b）を見て分かるように、動詞の Pointは ORIENT という方向指向の
状態性を持ち、ORIENT から経路の Path を取る必要がある。このような方向指向の状
態性は、物理的な移動経路の延長線上にあると考えられる。また、（31）はささやかな
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ことに対して、怒りを感じている。ここでは前置詞の atが使われていることから、何
らかの位置概念が想起されることで、心的の感情移入が表されている。（31）は物理的
な移動を成さないが、心的の感情移入があり、かつ感情・思考は状態性がある点から、
（30）と並行的に捉えられると思われる12。実際、（30a）は「The weathervane pointed 
at north」とも言えることから、両者は類似した事象構造を有すると思われる。 
以上、ES型心理動詞の意味構造において、心的な状態変化と感情移入の特徴が移動
事象における位置変化と静的な方向指向と並行的に捉えることができるということを
述べた。これを踏まえ、ES型心理動詞の意味構造から、松本（2009）による移動の意
味を含まない「～込む」は、以下のように指摘できる。「考え込む」と「思い込む」に
おける「～込む」の役割は、松本（2009）によれば、次の（32）の説明に該当すると
いう。 
（32） V1 の表す状態変化が進み、ほかの状態に変わることができないほどになる
（それが結果状態に入り込む）ことを表す。 
松本（2009：183）では、このような「～込む」は物理的な移動の意味を含まないが、
何らかの方向性の意味が認められると指摘している。しかし、方向性のあり方に対す
る説明は明確ではない。一方で、本章で述べたような二種類の ES型心理動詞の意味構
造を見ると、松本（2009）でいう方向性も明らかになってくる。（21）と（29）におい
て、ES 型心理動詞が表す下位概念に [AT PSCH-STATE]があり、心的状態にあることを
表している。これは位置変化における着点への到達[AT＜Place＞]と並行的に捉えられるた
め、何らかの方向性を含意していると捉えられる。また、（24）では、感情の対象が項
に現れる際に、ORIENTで表す心的方向性が、静的な方向性として認められるというこ
とである。松本（2009）では「～込む」に何らかの方向性があると一括しているが、
本章の分析からは、「考え込む」と「思い込む」は意味構造上では方向性の内実が異な
ることが示唆されている。 
 
5 終わりに 
 本章では、従来 ES 型心理動詞の語群に含められていない複合動詞をも対象に含め、
考察を行った。考察の結果は次の二点にまとめられる。 
（ⅰ） 「思い込む」における対格名詞句で表される「感情の対象」はト格名詞
（句）や引用句などによって補われていることと、その対格名詞句は「経  
験者」に対する心的の影響という「心的反響」があること、という二点
から、「思い込む」の対格が持つ意味役割を典型的な ES 型心理動詞と区
別すべきと指摘したうえ、「考え込む」と「思い込む」の二種類の ES 型
心理動詞があること提案した。 
                                                   
12 このような並行性は、本論の 10章で述べた認知メタファーの働きによると思われる。 
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（ⅱ）  ES型心理動詞は、移動事象と並行的に捉えられる側面があり、松本（2009）
で指摘している移動の意味を含まない「～込む」は、何らかの方向性が
認められているが、そのような方向性は本稿では意味構造上の分析を通
し、異なる心的方向であることを明らかにした。 
特に、本章で述べた結論の（ⅱ）は、ES型心理動詞が移動動詞と密接な関係にある
という観点の重要性が確認できたと言える。 
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第 5 部  
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第 12 章：終章 
 
 
 
 
 
 
1 はじめに 
本論文は、現代日本語における移動事象を表す語彙的複合動詞の語形成を考察した
ものである。本論では、移動事象を表す複合動詞における主要部の判定、異なる移動
事象タイプにおける生産性、複合動詞における自他の対応、多義性と類犠牲、及び抽
象的な移動事象の在り方など、複合動詞の語形成にまつわる様々な問題を取り上げた。 
いずれの問題でも、移動事象を表す複合動詞の語形成は、そのメカニズムを説明す
るために、事象構造レベルと語彙的意味レベルという二つのレベルから、整合的に考
える必要があるということを示した。また、語形成に関する様々な問題を解明するた
めに、事象構造の中に、移動事象に関係する様々な意味要素を取り入れて分析する必
要があるということを示した。さらに、抽象的移動事象も移動事象の一種として考察
に含めた場合、移動事象を表す複合動詞を理解するために、「認知メタファー」といっ
たより高度な認知機能と幅広い意味知識が必要であるということを論じた。 
本論の終章では、これまでの内容をまとめた上で、本論の位置づけと今後の課題を
述べる。本章は次の通りに構成する。第 2 節では、節を分けて、各部の内容をまとめ
る。第 3節では、本論の位置づけを述べる。第 4節では、今後の課題を述べる。 
 
2 各部のまとめ 
2.1 第 1部のまとめ 
 第 1 章では、本論文の導入部分として、語彙的複合動詞と移動事象の基本概念を概
観しながら、研究対象とする移動事象を表す語彙的複合動詞を確定した。語彙的複合
動詞を研究対象とする理由は、「書き忘れる」や「書き始める」のような統語的複合動
詞の V1 と V2 が補文関係（書くことを忘れる／始める）にあり、典型的な語より文と
句の性質に近く、語形成に立脚する本論のスタンスと異なるためである。また、移動
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事象を表す複合動詞に注目する理由は、日本語の移動事象を表す複合動詞が言語類型
論上の特殊性を持つほか、その V1 と V2 の意味関係が多種多様であり、語彙的複合動
詞の中では、典型性を持つタイプであるためである。これらのことを踏まえ、本論で
扱う移動事象を表す語彙的複合動詞は、次の（1）に示すように、四つのタイプに分か
れる。 
（１） a.主体移動の移動事象を表す複合動詞：走りぬく、持ち歩く、飲み歩く、
（桜が）散り急ぐ、群れ飛ぶ、持ち帰る、駆け戻る、舞い上がる、浮か   
び上がる、浮かび出る、崩れ落ちる など 
      b.客体移動の移動事象を表す複合動詞：投げ入れる、（生徒を）呼び出
す、（屋根を）吹き飛ばす、抱え入れる、担ぎ入れる、運び上げる、
連れ出す、（レモン汁を）絞り入れる、持ち上げる、取り下ろす、掴
み入れる など 
     c.抽象的放射を表す移動事象：覗き込む、見上げる、見下ろす、見渡す、
睨みつける、照り込む、映し出す、照らし出す など 
        d.抽象的移動を表す複合動詞：繰り上がる、のし上がる、成り上がる、
勝ち上がる など 
 （1a）は、主語の移動を表しているため、「主体移動事象」である。（1b）は、目的
語の移動を表しているため、「客体移動事象」である。（1c）は、視覚的放射という視
覚経験に基づく移動表現であるため、「抽象的放射事象」である。（1d）は物理的な移
動を行っていないにもかかわらず、何らかの移動が想起されるものであるため、「抽象
的移動事象」である。  
第 1章で、移動事象を表す複合動詞を研究対象とする場合、Talmy（1985）による言
語類型論の枠組みが有用であることを述べた。特に、Talmy 氏の枠組みに従って考え
ると、日本語における意味要素の経路が主動詞に語彙化されることから、経路概念が
移動事象を表す複合動詞の語形成に重要な役割を果たすと想定される。この章で、本
論における経路のあり方を規定した。 
さらに、移動事象を表す語彙的複合動詞の語形成を考えるにあたって、本論の目的
を次の三つに定めた。次の（2）を参照されたい。  
  （２） a.できあがったひとまとまりの複合動詞の構成要素の関係を再解釈する
ことによって、移動事象を表す複合動詞の語形成を理解すること。           
      b.移動事象を表す複合動詞の語形成に特化し、移動事象にまつわる経路、
様態、参照物といった意味要素と複合動詞の語形成との関係を明らか
にすること。 
      c.移動事象を表す複合動詞における拡張の現象を明らかにすること。 
第 1章の最後に、本論文で使用するデータと全体の構成を述べた。 
 第 2章では、日本語のる複合動詞の語形成に関する最近 30年の先行研究を、合成的
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と非合成的という二つの立場からまとめた。ここで言う合成的な立場とは、複合動詞
の意味がその構成要素の意味の統合に還元できる、というものである。合成的な立場
では、複合動詞の構成要素が最初にあるという考えに重点が置かれている。一方、非
合成的な立場とは、複合動詞は必ずしも構成要素の合成から、その意味が導かれると
は限らず、全体的な意味を持つ、というものである。非合成的な立場では、複合動詞
全体のほうが最初にあるという考えに重点が置かれている。  
 先行研究の概観を通し、最近の語形成の研究動向として、二つの特徴があげられる
ことを述べた。一つは、近年の複合動詞の語形成の研究は、合成的な立場から、非合
成的な立場にシフトしているということである。これは、形成された複合動詞が構成
要素にない意味が含まれているからである。もう一つは、複合動詞の意味制約をより
意味的に大きい枠組みで捉え直そうとしていることである。その背景には、複合動詞
の語形成を分析するために、より豊かな意味要素と世界知識が必要であるという理解
がある。 
 さらに、第 2 章では、日本語複合動詞研究の主流である語彙意味論の最近のアプロ
ーチがコンストラクション形態論に近づこうとしている動きが観察されることを述べ
た。特に、影山（2002、2013）による意味構造における定項の代入という語形成論の
考え方は、Booij（2013）におけるコンストラクション形態論と整合性の高い理論的枠
組みであることを述べた。同時に、影山（1996）や由本（2005）のような初期の語彙
意味論で用いられている表示モデルは、移動事象が持つ様々な意味要素を反映しきれ
ないという問題もあるということを指摘した。 
第 3 章の最初に、単一動詞である移動動詞が持つ動詞類型上の特殊性を述べた。こ
れは、語彙的アスペクトの観点から見た場合、「移動様態動詞」と「有方向移動動詞」
には、従来の動詞類型と異なる特徴があり、区別される必要があるためである。また、
移動動詞の中には、この二種類の移動動詞に加え、従来の動詞分類における「位置変
化動詞」と「使役移動動詞」がある。本論における四種類の移動動詞の語例は次の（3）
に示すことができる。 
  （３） a.移動様態動詞：中間経路；滴る、しなだれる、流れる、転がる、転      
ぶ、ほとばしる、舞う、歩く、滑る、駆ける、潜る、さまよう、跳ぶ、
走る、這う、急ぐ、泳ぐ、飛ぶ、辿る、巡る、横切る、など 
       b.有方向移動動詞：起点；出る、去る、遠ざかる、逃げる、離れる、抜    
く、来る /着点；通う、移る、沈む、帰る、寄る、上る、登る、下り
る、昇る、上がる、下がる、下る、降りる、入る、渡る、潜る、着く、
連れる、届く、近づく、戻る、迫る、退く、越す、乗る、返る、回る、
進む、過（よ）る、行く など 
    c.位置変化動詞：起点；現れる、生まれる、浮かぶ/着点；あふれる、崩
れる、こぼれる、伝わる、漏れる、当たる、止まる、広がる、落ちる、
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散る、浮く、染みる など 
    d.使役移動動詞：取る、置く、寄せる、のける、着ける、付ける、移す、
埋める、下げる、沈める、届ける、はめる、まぶす、広げる、回す、
渡す、さげる、動かす、下す、散らす、こぼす、流す、飛ばす、転が
す、入れる、出す、上げる、落とす、下ろす、通す、戻す、返す、掛
ける、載せる、投げる、進める、与える、やる、よこす など 
 （3a）の「移動様態動詞」は、移動物の移動様態を表す動詞タイプである。「*駅に
歩く」が非文であるように、一般的には着点を取ることができない。ただし、「街を
歩く」があるように、中間経路と共起することが可能である。（3b）の「有方向移動
動詞」は、主に移動物が一定した方向に向かって移動することを表す動詞タイプであ
る。「家に帰る」があるように、着点を取ることが可能である。（3c）の「位置変化
動詞」は、移動物における位置変化の結果を表しており、（3d）の「使役移動動詞」
は、主体による客体の移動を表す。（3cd）のタイプは、従来動詞分類と同様に考える。  
以上のような動詞分類を踏まえ、第 3 章では、移動動詞の動詞タイプと事象構造と
を関連づけて論じた。その理由として、異なるタイプの移動動詞が存在するというこ
とは、それに対応する異なるタイプの移動事象が現実世界で観察されるからである。
このような考えに従い、移動事象に特化した理論枠組みを提案した。また、このよう
な枠組みは、語彙意味論とコンストラクション形態論を融合させたものであると理解
される。そのうちの一例を次の（4）に示すことができる。 
（４） 彼は街中を歩いた。 
 V-[x MOVE＜MANNER＞[Path ]]         ←事象構造 
              「歩く」の語彙的意味   ←語彙的意味 
（4）は二段構造になっており、本論における「移動様態事象」を有する単一動詞「歩
く」の表示モデルである。（4）の上段は、移動様態事象の事象構造の基幹部分を表し
ている。ここでは、移動様態動詞の語彙テンプレート x MOVE＜MANNER＞[Path]が、V-[ ]
という事象構造の空所位置に取り込まれて形成されている。下段は、個々の移動様態
動詞が持つ「語彙的意味」を上段の事象構造に代入するということを表す。ここで言
う語彙的意味とは、ある一つのタイプとして共通する事象的意味のほかに、「歩く」が
持つ個別の意味を指すものである。このように、（4）の表示では、移動動詞が持つ事
象的意味と語彙的意味が区別されながらも、ひとまとまりの構造を成しているという
ことが表される。 
さらに、この章で単一動詞に見られない主要部のあり方という問題を取り上げ、
Talmy（1985、1990）の枠組みをもとに新たに考えた。これは、日本語は経路主要部表
示型言語であることから、「動詞＋動詞」の形で形成される複合動詞の中で、構成要素
のどちらに経路が現れるかで主要部が決まる、という考えに由来している。ここで、
意味要素の経路が V2 にある場合の「V2 主要部型」、意味要素の経路が V1 にある場合
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の「V1主要部型」、及び移動経路が V1／V2ともに見られる場合の「共主要部型」とい
う三つの主要部のあり方を提案した。 
第 3 章の最後では、抽象的移動を表す複合動詞の語形成を理解するために、Lakoff
（1985）による「認知メタファー」の枠組みを紹介した。この内容は、本論における
（1d）のような抽象的移動事象を表す複合動詞の語形成を理解するために、必要であ
ると考えるからである。 
以上、第一部の内容をまとめた。ここまでの内容では、本論の研究対象を確定し、
移動事象を表す複合動詞における類型論的特徴を述べた。第一部の内容は、移動事象
を表す複合動詞の語形成を考察するための準備段階として位置づけられる。 
 
2.2 第 2部のまとめ 
第 4 章では、移動事象を表す複合動詞の意味制約の問題を取り上げ、本論における
複合動詞の語形成モデルと絡めて論じた。複合動詞の語形成モデルは、基本的に単一
動詞である（3）の表示モデルと同様に考える。これは、複合動詞が二つの構成要素の
組み合わせで形成されているものの、全体は融合されたひとまとまりの複雑事象を成
さなければならないからである。ここでは、複合動詞の表示モデルをもとに、形成可
能な複合動詞とそうでない複合動詞がなぜあるのか、という問題を考えた。また、事
象構造の観点から、移動事象を表す複合動詞における構成要素の意味関係が、なぜ「様
態」、「原因‐結果」、「手段‐目的」、「付帯状況」に解釈されるのかという問題を検討
した。V2主要部型と V1主要部型の複合動詞は、それぞれの表示モデルを次の（5）と
（6）に示す。また、共主要部型の複合動詞は、V2 主要部型の表示モデルと同様に考
えられる。 
（５） 彼は旧友を尋ね歩いた。 
         V2「歩く」の事象的・語彙的意味 
V-[xi MOVE＜MANNER ＞[Path y]]  
                      V1「尋ねる」の語彙的意味 
 （６） 船が岩の上に乗り上げた。 
V1「乗る」の事象的・語彙的意味 
V-[x MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[x BE AT-z]]＆UPWARD（e1） 
                    V2の働き              
（5）は V2 主要部型の表示モデルであり、（6）は V1 主要部型の表示モデルである。
いずれも上段・中段・下段の三段構造になっている。このような表示モデルは、基本
的に単一動詞と同様に事象構造に定項が代入されるという仕方で形成される。表示モ
デルの上段が主要部、下段は非主要部の働きが示されている。本論における複合動詞
の語形成は、その表示モデルと絡めて次の通りに考える。 
（5）は、意味要素の経路が V2の「歩く」にあるため、V2が主要部である。この場
169 
 
合、主要部の V2が表す事象的意味と語彙的意味を中段の事象構造に代入する。これに
よって、複合動詞全体は、V2と同様の事象構造を有することになる。（5）の下段では、
非主要部である V1「尋ねる」の語彙的意味が中段の事象構造に代入されることが表さ
れる。V1における語彙的意味が事象構造に代入される際に、複合動詞が意味する事象
的意味と整合性を保つ必要がある。それらが整合的でない場合、複合動詞として形成
されなくなる。 
（6）は、意味要素の経路が V1にあるため、V1が主要部である。この場合、主要部
の V1が表す事象的意味と語彙的意味を中段の事象構造に代入する。これによって、複
合動詞全体は、V1と同様な事象構造を有することになる。ただし、（6）の場合、V2は
補助動詞的な働きしているため、複合動詞の語形成に直接に参与せず、V1が表す移動
事象と＆UPWARD（e1）で連結される。 
第 5 章では、第 4 章で提案した表示モデルを利用し、使役移動事象を有する複合動
詞が V2主要部である移動事象を表す複合動詞の中で、最も生産的であることと、使役
移動事象の複合動詞がその種類によって異なる生産性を有すること、という二つの現
象について、その理由を原理的に説明した。特に、三種類の使役移動事象における生
産性の差異は、V1 による補充の違いにあると結論づけた。三種類の使役移動事象の事
象構造は、次の（7）～（9）のように示すことができる。 
 （７） 開始時起動型（例：彼はバットを放り投げた） 
V-[[x ACT<MANNER>ON y] CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/ AT-Place]] 
V1                                 
 （８） 継続操作型（例：彼は、床に落ちた携帯電話を拾い上げた） 
V-[[x ACT<MANNER>ON y] CAUSE[y MOVE[Path]]BECOME[y BE AT-z/AT-Place]] 
                   V1                                                          
 （９） 随伴運搬型：（例：彼は家具を新居に運び入れた） 
V-[[x ACT<MANNER> ON y]CAUSE[y MOVE<MANNER WITH x>[Path]]BECOME[y BE AT-z]] 
                           V1        
（7）は開始時起動型の複合動詞であり、（8）は継続操作型の複合動詞であり、（9）
は随伴運搬型の複合動詞である。三種類の使役移動事象を表す複合動詞の中で、開始
時起動型の（7）タイプの複合動詞が最も生産的であり、随伴運搬型の（9）は最も非
生産的である。このような違いは、V1による補充の仕方という観点から見ると、次の
ように説明される。 
（9）の随伴運搬型複合動詞は、V1 による補充が三カ所あることから、事象構造と
項構造の双方から制約を受け、生産性が低い理由につながる。一方、（7）の開始時起
動型の複合動詞は、V1による補充が一カ所のみであり、そのため、事象構造と項構造
による制約が少なく、生産性が高い理由につながると結論づけた。 
第 6章では、有方向移動動詞が V2である移動事象を表す複合動詞の生産性について
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検討した。V2 が有方向移動事象を表す複合動詞は、使役移動を表す複合動詞に続き、
移動事象を表す複合動詞の中で、二番目に生産的である。しかし、使役移動を表す複
合動詞に比べると、V2 が有方向移動事象の場合、様々なタイプの V1 が見られること
と、異なるタイプの V1が現れる際に、生産性が異なること、という二つの現象が観察
される。特に、この章では、問題の二つ目を取り上げ、有方向移動動詞の事象構造と
絡めてその理由を原理的に説明した。有方向移動事象を有する複合動詞には、V1のタ
イプによって、その事象構造を次の（10）～（13）のように示すことができる。 
 （10） V1が活動動詞の場合（例：彼は相手に突き掛かった） 
V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                  V1の語彙的意味 
 （11） V1が移動様態動詞の場合（例：彼は屋根に這い上がった） 
V-[[x(y) MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x(y) (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味     
 （12） V1が有方向移動動詞の場合（例：彼はやっと目的地に行き着いた） 
V-[[x MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[x (NOT)AT-z] 
                   V1 の語彙的意味        
 （13） V1が到達動詞の場合（例：柱が地面に倒れ掛かった） 
V-[[y MOVE＜MANNER＞[Path]]BECOME[y (NOT)AT-z] 
                   V1の語彙的意味    
（10）は V1が活動動詞である事象構造であり、（11）は V1が移動様態動詞である事
象構造であり、（12）は V1 が有方向移動動詞である事象構造であり、（13）は V1 が到
達動詞である事象構造である。（10）と（11）の複合動詞は生産的であるのに対し、（12）
と（13）の複合動詞は非生産的である。このような違いは、V1による補充の仕方とい
う観点から見ると、次のように説明される。 
（10）と（11）の V1は、その事象構造上で、補充による制約が少ないため、複合動
詞としての生産性が高い。一方、（12）と（13）の V1は、その事象構造上で、補充に
よる制約が多くあるため、複合動詞の生産性が低い。 
以上、第二部の内容をまとめた。ここまでの内容は、本論における移動事象を表す
複合動詞の語形成のあり方を提示した。また、本論の枠組みに従って考えていくと、
異なるタイプの複合動詞における生産性の問題が説明されることが分かった。 
 
2.3 第 3部のまとめ 
 第 7 章では、自他両形を有する複合動詞、他動詞形か自動詞形かのどちらか一方し
か存在しない複合動詞を考察の対象として、なぜ一部の複合動詞しか自他両形を有し
ないのかという問題を考えた。考察を通し、「舞い上がる」と「舞い上げる」のような
自他両形が共に存在する例は、他動詞形が「主語一致」の原則に適応しなくても、V1
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の移動方向が V2における移動事象と合致すれば、複合動詞として形成されることが原
因であることを明らかにした。一方、「放り上がる」と「*放り上げる」、あるいは「舞
い落ちる」と「*舞い落とす」のような自動詞形か他動詞形の一方しか存在しない複合
動詞は、V1による方向性が、V2の移動方向と一致しないため、移動事象として成立で
きないことから、複合動詞としても形成されない、ということを述べた。 
結論として、移動事象を表す複合動詞における自他両形の存在は、V1における方向
性が V2の移動方向を正しく予測することができるかどうかで決まる、ということが分
かった。複合動詞における自他対応の有無と V1 と V2 における方向性の整合性は、次
の（14）～（19）に示すことができる。 
  （14） 風が雪を舞い上げる。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
 
V1                [yi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（15） 雪が舞い上がる。 
 
V2 [x MOVE＜MANNER＞    [Path]  BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
 
     V1 [ xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（16） 選手たちは帽子を放り上げた。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
                        × 
V1               [yi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（17） *帽子が放り上がった。 
 
V2  [x MOVE＜MANNER＞  [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                          × 
     V1  [xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
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（18） 粉雪が舞い落ちた。 
 
V2  [x MOVE＜MANNER＞    [Path]   BECOME[x BE AT- UPWARD PLACE]] 
                                 × 
     V1  [xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（19） *彼は雪粒を舞い落とした。 
 
V2 [x ACT ON yi]CAUSE[yi MOVE＜MANNER＞[Path]BECOME[y BE-AT-UPWARD)] 
× 
V1                [yi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
 
（14）～（19）の表示モデルは、V1 と V2 の整合性、特にそれらの方向性と経路の
在り方に特化した表示法である。このような表示法は、（4）の表示モデルにおける V1
による経路の規定を詳述したものであると理解される。 
（14）と（15）では、V1の「舞う」による様態補充と経路の規定が V2 の「上げる」
と「上がる」の方向性と合致することが表される。これは、（14）と（15）における点
線部分を指す。しかし、（14）と（15）と対照的に、（16）の他動詞形は、その V1「放
る」による様態補充と経路の規定を V2 の方向性と一致させることができない。また、
この現象と相関し、（17）では、自動詞形が形成されないということが観察される。（18）
の自動詞形も、その V1「舞う」による経路の規定が V2 の方向性と一致することがで
きない。同じくこの現象と相関し、（19）では、他動詞形が形成されないといことが観
察される。このように、V1 と V2 における方向性の整合性と自他対応の有無の相関関
係から、複合動詞における自他両形の有無は、V1における方向性の含意と関わってい
ることが分かった。 
第 8章では、「舞い込む」を例として取り上げ、移動事象を表す複合動詞が基本義か
ら、どのように比喩的意味を獲得したのかという現象を考察した。この章では、「舞い
込む」の多義形成を三段階に分けて、それぞれの事象構造を次の（20）～（22）のよ
うに示した。 
（20） 蝶々／葉っぱが（外から）部屋に舞い込んだ。 
 
V2 [xi MOVE＜MANNER＞[
<PSOURCE
< P1
<… < PGOAL]BECOME[x BE AT- INSIDE]] 
 
     V1 [ xi MOVE＜MANNER＞[P1
<P2
<…Pn…]]  
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  （21） 海外から、（彼の手元に）仕事が舞い込んだ。 
 
V2 [x′ MOVE＜MANNER＞[
<PSOURCE
< P1
<… <PGOAL]BECOME[x′BE AT－ｚ]] 
 
     V1     DO＜Flutter＞   
 
（22） 幸運が舞い込む。 
 
V2 [x′ MOVE＜MANNER＞[PGOAL]BECOME[x′ BE AT-z]] 
 
     V1      DO＜Flutter＞   
 
 
（20）は基本義を持つ「舞い込む」の事象構造であり、（21）は抽象義を持つ「舞い
込む」の事象構造であり、（22）はコロケーションとしての事象構造である。複合動詞
の多義形成を、それぞれの事象構造をもとに次のように考える。 
（20）の事象構造の上で、V1 と V2 はどちらも実質的な意味を持つ。また、点線部
分で示されたように、V1 の移動経路は V2 の移動事象を規定することができる。しか
し、（21）の「仕事が舞い込む」の場合、「*仕事が舞う」が言えないため、V1 は複合
動詞における項と経路への補充ができなくなる。この場合の V1は、接頭辞と似た働き
をし、その事象構造が DO＜Flutter＞となり、V2の MOVE に統合される。また、このような
変化に伴い、（21）の事象構造上で、（20）のような基本義を持つ単一動詞の「（雪／埃
が）舞う」と共起する名詞句から解放され、複合動詞は、様々な抽象名詞と共起でき
る事象構造の基盤を獲得した。さらに、（20）の着点は INSIDE の一地点である必要が
あるのに対し、（21）は単に一地点を表すｚになっている。このように、（20）と（21）
における多義形成の在り方は、V1による項の喪失と関わっている。この段階の多義形
成は、構成要素における語彙的意味の整合性によるものと理解される。 
続いて、（22）のコロケーションの用法は、〈幸運が思いかけずにやってくる〉とい
う意外性の意味を含意している。このような含意は、事象構造における部分的な欠如
と相関していることを述べた。これは、「幸運」が移動物である場合、「どこからか分
からない／思わぬ幸運／思いがけない」と共起する一方、移動事象における起点と中
間経路が明示される例がほとんどないということからも分かる。経路が部分的に欠如
したことは、（22）の事象構造の上で、PGOALによって表されている。このように、移動
事象における起点と中間経路が明示的ではない「舞い込む」には、事象構造の上で、
もとから意外性を含意していることを述べた。このような含意は、複合動詞における
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事象構造の変化による多義形成であると理解される。 
この章の分析は、複合動詞の多義形成が複合動詞の事象構造と構成要素の整合性を
基盤として導き出される、という多義性の理解に対する新たな視点を探るものとして
位置づけられる。 
 第 9 章は、類義語である「浮き出る」と「浮かび出る」を例として取り上げ、類似
した移動事象を有する複合動詞の相違を考察した。この章の考察を通し、従来の語彙
意味論の枠組みでは反映されない様々な空間概念を表す意味要素を、複合動詞の語形
成に取り入れる必要があるということを提示した。「浮き出る」と「浮かび出る」の事
象構造を次の（23）と（24）に示すことができる。 
（23） 血管が皮膚に浮き出た。 
 
V2［x MOVE＜MANNER＞    [PInside≦
   POutside]]BECOME  [y BE AT-z] 
                                                            
V1［x MOVE＜MANNER＞[ P1
< P2
…<PUP]]         
 
  （24） クジラが海上に浮かび出た。 
 
V2［x MOVE＜MANNER＞    [PInside
≦POutside]]BECOME  [y BE AT-z] 
                                                            
V1 [x MOVE＜MANNER＞[
…P1
<P2
…<PUp
≦POutside]] BECOME  [y BE AT-z] 
 
（23）は「浮き出る」の事象構造であり、（24）は「浮かび出る」の事象構造である。
（23）は、移動物が基準点から離れ、基準点の上方向へ移動し、さらに流体（空間）
の中間位置に留まる、ということを意味する。「浮き出る」の移動物は、移動の基準と
した内部空間に盛り上がり、その表面位置に留まる必要がある。このような意味は、
V1 の「浮く」が持つ PUPと V2 の「出る」が持つ PInside≦が照合され、獲得されたと言
える。 
一方、（24）は、移動物がある内部空間の上方向へ移動し、その内部空間からはっき
りと観察者から輪郭が見える外部空間の一地点に留まる、ということを意味する。「浮
かび出る」の移動物は、外部空間に現れる必要がある。このような意味は、V1「浮か
ぶ」と V2「出る」における POutsideまでの経路部分が照合され、獲得された意味である
と言える。 
このように、第 9 章の分析を通し、類義語である「浮き出る」と「浮かび出る」の
違いを区別するために、PInside 、POutside、PUpの三つの意味関数を新設した。また、新た
な意味関数に加え、内部空間から外部空間へ移動する際に、通過する臨界点も事象構
造の上で定義した。さらに、（23）と（24）の事象構造における違いをもとに、「浮き
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出る」と「浮かび出る」が抽象名詞と共起する際に現れた違いを説明した。 
 以上、第三部の内容をまとめた。ここまでの内容は、本論の理論枠組みから、個別
の複合動詞における意味記述の問題を考察したものと理解される。また、複合動詞の
語形成を理解するためには、V1における方向性の含意やより細かい空間概念が重要な
役割を果たしていることが分かった。  
 
2.4 第 4部のまとめ 
第 10章は、これまで扱ってきた物理的な移動事象からいったん離れ、抽象的移動を
表す複合動詞の語形成を考えたものである。この章で、三種類の異なる抽象的移動の
移動事象を有する複合動詞を例として取り上げ、その語形成のあり方を考えた。三種
類の抽象的移動の複合動詞は、「所有権の移動」、「地位・序列の移動」、及び「思考・
感情の移入」の三つである。それぞれの語例を次の（25）に示す。 
（25） a.政府は民間に土地を売り下げた。 
    b.日本チームは、順調にトーナメントを勝ち上がった。 
         c.私は彼のピアノの演奏を聴き入った。 
（25）を見て分かるように、複合動詞の構成要素には、移動方向と経路の意味を有
する「下げる」、「上がる」、「入る」が使われており、何らかの移動が想起される。ま
た、意味概念においても移動事象を成している。（25a）では、「土地」に対する所有権
が「政府」から「民間」に移ること、（25b）では、「日本チーム」の順位が上に上がる
こと、（25c）では、私の感情・感覚が「ピアノの演奏」に移ることである。 
しかし、抽象的移動の移動事象は、物理的な移動事象と並行していても、次の点で
異なる。まず、複合動詞が意味する移動物の「所有権」、「順位」、「感情」は、抽象的
な概念であり、項として文中に現れてこない。また、たとえば、（24a）が表す所有権
が政府から民間に移動することを考えると、起点と着点になる「政府」と「民間」は
物理的に存在する物体ではなく、概念的な位置関係を成していると言える。同様のこ
とは、（24bc）に対しても言える。 
第 10章は、以上のような抽象的移動を表す複合動詞に、なぜ構成要素に移動方向と
経路の意味を有する動詞が使われているのかという問題に対し、Lakoff＆Johnson
（1980、2000）で指摘している「認知メタファー（conceptual metaphor）」が関わっ
ていることを述べた。「所有権の移動」を表す「売り下げる」や「売り上げる」の語形
成を理解するために、「支配は上・被支配は下」という認知メタファーが必要である。
また、「地位・序列の移動」を表す「勝ち上がる」や「のし上がる」を理解するには、
「勝ったものは上、負けたものは下」、或いは「高い地位は上・低い地位は下」という
認知メタファーが必要である。さらに、「思考・感情の移入」を表す「聞き入る」や「思
い至る」は、「思考は経路上の移動である」と「感情・思考は流動物である」という認
知メタファーが必要である。 
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結論として、一部の語彙的複合動詞の語形成を正しく理解するために、認知メタフ
ァーにおける起点領域と目標領域のマッピングが必要である、ということ述べた。ま
た、このような現象を提示することで、複合動詞の語形成における意味制約のあり方
は、陳・松本（2018）で指摘している意味フレームと背景知識だけでなく、それ以上
高知的な認知機能が関与している、ということが分かった。 
第 11 章では、従来 ES 型心理動詞の語群に含められていない複合動詞をも考察の対
象に含め、語彙意味論の枠組みを利用し、考察を行った。考察を通し、日本語におけ
る ES 型心理動詞を、「考え込む」型と「思い込む」型の二種類に分ける必要があるこ
とを提案した。このような分け方は、それぞれのタイプにおける構文的な違いに基づ
くものである。ここで、「考え込む」型と「思い込む」型における構文的な違いは、複
合動詞「考え込む」と「思い込む」を例にして、次の（26）と（27）のように示すこ
とができる。 
（26） 「考え込む」型：＜人＞ガ（＜こと＞ヲ）V 
私は（解決策を）しばらく考え込んだ。 
（27） 「思い込む」型：＜人＞ガ（＜こと＞ヲ）＜＞ト V 
彼はその嘘を真実と思い込んだ。 
（26）の「考え込む」は、基本的に一項動詞として使われており、ほとんど対格名
詞が現れない。まれではあるが、対格名詞が使われる例として「解決策を考え込む」
があげられる。また、（27）の「思い込む」は、対格名詞句で現れる対象への判断の内
容は、ト格名詞（句）や引用句などによって補われているものがほとんどである。さ
らに、「思い込む」は、「私は（彼がいい人と）思い込んでいる」のように、ト格名詞
（句）を省略することも可能である。 
「考え込む」型の複合動詞は、従来の ES型心理動詞の意味構造をそのまま適用する
のに問題ない。しかし、（27）の「思い込む」は、「彼は嘘を真実と思い込んだ」があ
るように、対格名詞句で表される「感情の対象」は、ト格名詞（句）や引用句などに
よって補われている。また、その対格名詞句である「嘘」は、典型的な ES型心理動詞
の意味役割と異なる含意を有する。この二点から、この章で複合動詞「思い込む」の
持つ意味役割を「被動者」と「（擬似的な）感情の対象」とに新たに定義したうえ、も
う一つの ES 型心理動詞の意味構造を新たに提案した。二種類の ES 型心理動詞の意味
構造は次の（28）と（29）の通りになる。 
（28） a.[x EXPERIENCE[x BECOME [x [BE [AT PSCH-STATE]]]] 
        b.[x EXPERIENCE[x BECOME[x’s-EMOTION ORIENT [[TOWARD y]]]] 
（29） （[y AFFECT x]）[x EXPERIENCE[x BECOME [x [BE [AT PSCH-STATE]]]] 
（28）は「考え込む」型心理動詞の意味構造であり、（29）は「思い込む」型心理動
詞の意味構造である。（28）は、従来の ES型心理動詞の意味構造と同様のものであり、
（29）は、（28a）の意味構造の上位事象に[y AFFECT x]を追加したものである。 
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さらに、ES型心理動詞の意味構造をもとに、松本（1998）で指摘している移動を表
さない「～込む」でも、何らかの方向性を持つと分析することができるということを
明らかにした。これは、（28b）における ORIENT[x TOWARD-y]が心的方向づけを表して
いることと、（28a）と（29）における BE [AT PSCH-STATE]が心的位置を表している、
と理解できるからである。 
本章の内容は、ES型心理動詞の意味構造を分析することで、第 10章にもあった「思
考・感情の移入」を表す複合動詞と移動事象との並行性を再確認できたと位置づけら
れる。 
 以上、第四部の内容をまとめた。ここまでの内容は、物理的な移動事象による拡張
の問題として位置付けられる。特に、従来では、移動事象と考えられてこなかった抽
象的移動も移動事象の範囲の一部として含められるということを述べた。 
 
3 本論の位置づけ 
 本論は、複合動詞の語形成を、事象構造とその構成要素における語彙的意味の両側
面から考えたものとして位置づけられる。事象構造は、複合動詞全体の意味が、必ず
しもその構成要素の意味の総合に還元できないという考え方に基づいている。ただし、
事象構造自体は、スキーマ化された構造であるゆえに、それだけで個々の複合動詞が
持つ言語的特徴をうまく捉えられない面もあげられる。この点を補うために、事象構
造に個々の動詞が持つ語彙的意味を代入するというアプローチを取ることで、移動事
象を表す語彙的複合動詞の語形成の考察を試みた。 
また、事象構造と構成要素の語彙的意味による双方向の分析を通して、形成される
複合動詞とそうでない複合動詞がなぜ存在するのかという問題は、ある程度の解答を
与えることができた。これは、V1 と V2 による事象的意味と語彙的意味とを照合する
際に、如何に適格な事象を作り出せるかどうかによると理解される。また、構成要素
の組み合わせが、なぜ結果的に「手段型」、「様態型」、「原因型」などに解釈されうる
のかという問題に対しても解答を示すことができた。これは、これらの意味関係がひ
とまとまりの複合動詞の中で、V1 と V2 の棲み分けによって生じるものであると理解
される。さらに、同様の枠組みを利用し、複合動詞における生産性の問題や意味記述
の問題などに対し、一定の解決策を提示することができた。これらの問題解決を通し、
理論枠組みの有効性が証明されたとも言える。 
 考察の際に、構成要素における語彙的意味が事象構造に代入されることに伴い、事
象構造の上で、移動事象に適した空所位置と意味述語を増設した。たとえば、随伴運
搬型の使役移動事象の事象構造の上で、その下位事象に MANNER WITH x というスロッ
トを新設した。同様の措置は、主体・客体移動を表す有方向移動事象に対しても施し
た。これらの措置を取ることで、移動事象を表す複合動詞における生産性の差異とい
う問題に対して、その原因を考えた。 
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また、「舞い込む」の多義性を考察することを通し、その事象構造に PGOALという移動
の着点を定義した。「浮き出る」「浮かび出る」の類犠牲の考察を通し、その事象構造
の上で、臨界点と内部空間と外部空間の意味関数を規定した。これらの考察を通し、
移動事象の成立における様態、経路、参照物など、様々な意味要素を積極的に語形成
に取り込む必要がある、ということが分かった。このことは、一部の中核の意味要素
だけではなく、Talmy（1985）で言及した移動事象を理解するためには、様々な意味要
素が必要であることと一致している。特に、構成要素における様態や方向性といった
概念は、従来の語彙意味論による語形成論では看過された箇所であり、あまり検討さ
れてこなかった部分でもある。一方で、仮にこれらの措置を取らずに、従来の語彙意
味論の枠組みそのものを利用すると、異なる複合動詞における生産性の違いが語れな
くなり、多義形成と類犠性の区別も理解できなくなる。すなわち、本論の考察を通し、
複合動詞の語形成をより大きな意味範疇で議論しなければならないということを証明
したと言える。 
さらに、複合動詞における意味制約の問題をより深く掘り下げていくと、複合動詞
の語形成には、より高度な認知機能が働いていることが分かった。これは本論におけ
る抽象的移動を表す複合動詞のタイプである。本論であげた「売り下げる」、「勝ち上
がる」、「思い至る」のような複合動詞を理解するためには、認知メタファーのマッピ
ングが必要になってくる。このような認知メタファーの働きは、単に移動事象にまつ
わる移動様態、経路、参照物を利用するだけでは限界があるということを提示した。
このような試みは、複合動詞の語形成の研究に対し、新たな視点提供につながるもの
と思われる。 
最後に、本論は移動事象に特化した論考になっているが、主要部の判定の仕方を除
き、複合動詞全体への応用がある程度可能であると思われる。これは次のように説明
できる。 
本論の出発点でもあるが、移動動詞に特化した語形成論にする理由は、移動動詞が
従来の動詞類型と異なる側面を持っているからである。この点を考えると、本論では
扱わなかった複合動詞の種類を大きく、動作の「活動動詞」、状態変化の「到達動詞」、
及び状態変化の「達成動詞」の三つの動詞分類に対応する事象に分けることができる。
これらの異なる事象を有する複合動詞も、事象構造と語彙的意味の代入という枠組み
で考えられる。ただし、それぞれの動詞タイプにおける下位分類の精密化に伴い、よ
り細かい事象レベルで議論することになる必要が生じると想定される1。その際に、事
象構造に必要とされる空所位置と意味述語をどのように増やしていくかが課題になる。
なお、物理的な概念を表す複合動詞以外の、たとえば、抽象概念を表す「願い上げる」、
                                                   
1 たとえば、「活動動詞」の中に、「読む」、「食べる」のような「消費動詞」があり、あるいは、
「打つ」、「叩く」のような「打撃動詞」もある。これらの異なる動詞タイプは、それぞれ独自
の事象構造を有すると思われる。ここでの問題は、動詞分類の精密化の観点に基づく。 
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「祭り上げる」、「思い描く」のような複合動詞の語形成は、本論で言及した認知メタ
ファーが働いているように思われる。 
 
4 今後の課題 
本論文は、日本語の語彙的複合動詞を中心に述べてきたが、論じられなかった問題
がまだ多くある。その一つは、同じく移動事象を有する「動詞＋結果補語」の中国語
は、どのような形成の仕方をしているのかという課題である。特に、Talmy の類型論
から考えると、中国語は「衛星枠づけ言語」であり、すなわち、「主要部外表示型言語」
である（松本 2017：7）。この場合、「動詞＋結果補語」の複合形において、移動事象
の移動様態が、「動詞」か「結果補語」のどちらにあるかで、主要部が決まるというこ
とになる。中国語では、結果補語の多くは方向性を表すものになっていることから、
主要部が V1に移り変わることが予想される。たとえば、「他跑下楼」（彼は階段を下っ
てきた）の「跑下」において、主要部は移動様態動詞の「跑」によって実現されてい
る。このような現象は、移動事象を表す日本語複合動詞の語形成と写像関係のように
思われ、興味深いところである。さらに、中国語は、日本語と異なり、「主語一致の原
則」に制約されていない（陳 2013：243）。このことから、移動事象を表す「動詞＋結
果補語」の複合語は、構成要素における方向の一致という意味制約が必要なのかとい
う点も考察しなければならない。 
もう一つは、「歩き始める」や「走り過ぎる」のような統語的複合動詞をどのように
考えるのかという課題があげられる。「歩き始める」や「走り過ぎる」の主要部は V1
にあり、かつ V1 の事象が V2 の事象構造に取り込まれる必要がある点から、本論にお
ける「V1 主要部型」の語彙的複合動詞と類似した構造を持つと考えられる。ただし、
この点を考察するためには、語彙的複合動詞と統語的複合動詞の相違を考察していく
必要がある。また、複合動詞とは別に、「走って動かす」のような複雑述語や「ベッド
から床に転落する」のような移動事象を表すサ変動詞のあり方も視野に入れる必要が
ある。 
さらに、複合動詞自体は、複合語のごく一部でしかない。日本語で、構成要素の品
詞と語種をより大きな枠組みで考えることになると、「N＋V」型の複合動詞や「N＋N」
型の複合名詞など、その他の複合語は、本論の枠組みからどのように考えたらいいの
かという問題も現れてくる。これらは全て今後の課題である。 
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既出論文との関係 
 
本論文はこれまで発表した論文を大幅に加筆・修正したものである。刊行された論
文を各章と関連づけて以下の通りに示す。 
 
第1部 序論 
第 1～2章 書き下ろし 
第 3 章 袁暁犇（2018）「左側意味主要部の複合動詞について」『国語学研究』57 
pp.85-98. 
 
第2部 移動事象を表す複合動詞の意味制約と生産性 
第 4章 袁暁犇（2018）「移動動詞からみる日本語複合動詞の語形成」『文化』82 pp.22-42 
第 5 章 袁暁犇（2019）「使役移動を表す複合動詞の生産性について」『国語学研究』
58 pp.105-117. 
第 6章 書き下ろし 
 
第3部 移動事象を表す複合動詞における意味の問題 
第 7章 袁暁犇（2016）「日本語複合動詞の V1と V2 における経路・方向の重なり―言
語類型論の観点から―」『国語学研究』55 pp.119-130. 
第 8 章 袁暁犇（2017a）「移動を表す複合動詞の多義性と経路の関係―「舞い込む」
を例として― 」『言語科学論集』21 pp.15-27. 
第 9 章 袁暁犇（2017b）「語彙概念構造から見る類義複合動詞における語構成の相違
―「浮き出る」と「浮かび出る」を対象にして―」『国語学研究』56 pp.114
－127. 
 
第 4部 移動事象を表す複合動詞における拡張の問題 
第 10 章 袁暁犇（2019 近刊予定）「抽象的移動を表す複合動詞について」『認知言語
学論文集』19 
第 11章 袁暁犇（2018）「二種類の ES 型心理動詞とその意味構造について―「考え込
む」型と「思い込む」型―」『言語科学論集』22 pp.27-38. 
 
第 5部 結語 
第 12章 書き下ろし 
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あとがき 
 
 
 日本語には、「動詞連用形＋動詞形」の複合動詞が豊富に見られる。この言語形式は、
英語などのような言語ではほとんど用いられることがなく、日本語特有のものである
と言える。また、普段の生活の中にある言語使用を留意して観察すると、複合動詞は、
話し言葉から、書き言葉まで、ありとあらゆる場面で使われており、日本語として不
可欠な要素でもある。 
 
このような複合動詞に初めて関心を抱いたのは、日本語の勉強を始めた大学の頃で
あった。語学テストの中には、よく「洗い落ちる」と「洗い落す」のどちらの複合動
詞が正しいのかのといった試験問題が出てくる。しかし、当時の自分は、単純に直観
に任せて、回答を選択していた。そのあげく、このような問題に出会うと、常にテス
トの減点項目であった。 
 
また、日本語の学習者として、よく不思議に思ったのは、同じく二つの動詞を並べ
ても、複合動詞としての意味解釈が全く異なる。たとえば、「言い残す」は、「言うこ
とを残す」を表しており、「投げ入れる」は「投げることで入れる」を表しており、「思
い至る」は「思いが、そこに至る」を表している。 
 
学習者として持った疑問が将来の研究課題につながるとは当時思わなかった。今と
なって振り返ってみると、日本語を客観的に見ることのである非母語話者だったから
こそ、普段なら気づきにくい複合動詞の語形成という現象に着眼できたのだろう。 
 
本論文は、筆者が東北大学文学研究科の博士後期課程に在籍中の研究成果をまとめ
たものである。ここまで研究を続け、試行錯誤ながらも何とか一つの論としてまとめ
ることができたのには、多くの方々のご支援があった。 
 
東北大学国語学研究室の斎藤倫明先生、小林隆先生、大木一夫先生、甲田直美先生
には、多くの面でご指導を賜った。特に指導教官の斎藤先生には、日本語の研究に全
くの素人である私に、研究の姿勢、発表の方法から論文の書き方まで、一から丁寧に
ご教示頂いた。斎藤先生との面談は、時に何時間も続くことがある。その際に、先生
はどんな小さな問題でも、逐一推敲し、議論していた。斎藤先生から、研究の助言だ
けではなく、精神面においても、励ましのお言葉を頂いた。このようなことがあった
からこそ、一人の留学生活を乗り越えたと言える。感謝の念に堪えない。 
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本論の執筆にあたって、かつての研究室の先輩であった宮城教育大学の津田智史先
生と上越教育大学の鯨井綾希先生に目を通して頂き、貴重なお時間を割いて日本語の
チェックをして頂いた。 
 
 津田智史先生は、東北大学に来たばかりの頃に、チューターを務めてくださり、今
日まで大変お世話になっている。鯨井先生は、常に私の研究に興味を持ってくださり、
プライベートでも仲良くさせいて頂いている。博士論文の作成にあたって、日本語の
チェックのほか、論文中にある論理関係や構成の仕方など、様々な面でご意見を頂い
た。お二人の先輩方に感謝を申し上げる。 
 
同専攻分野の陳劼懌、蔡薫婕、王秀英、楊セイイ、鄭煕轍、太田有紀、小原雄次郎、
張春陽、劉センカンの諸氏をはじめ、多くの先輩方、同輩・後輩の皆さんは、大学の
演習の授業や予稿演習などの場で、発表を否定することなく耳を傾けて下さり、多く
のご意見やご質問を下さった。このような恵まれた環境に身を置くことができたのは、
非常に幸運であったと言える。 
 
2014－2015 年の一年間は、東北大学の交換留学プログラムに参加させて頂き、UC 
Berkeleyで研究することができた。このような機会は、東北大学に在籍したからこそ、
できたことと言える。東北大学から貴重な機会を頂き、感謝を申し上げる。 
 
また、2015－2017 年の間、研究に専念できるよう経済的な使役を提供してくださ
った文部科学省に対して、心より感謝を表す。その期間中に、お蔭で筆者は経済的に
不自由なく、研究に専念することができた。 
 
他にも多くの方々から学恩を賜った。ここで具体的なお名前をあげない失礼をお詫
びする。多くの方々かの学恩があったからこそ、本論文を形にすることができた。そ
の恩返しとして、今後いかに習ったことを社会に還元できるかを考えていく所存であ
る。もちろん、本論文に不備があれば、その責任はすべて筆者にある、 
 
最後に私事になるが、長い学生生活を蔭で支えてくれた両親にご礼を述べておきた
い。 
 
  
事象タイプ 語構造 漢字表記1 読み V1タイプ V2タイプ 複合動詞の意味関係 備考
1.主体移動 V2主要部型 飛び離れる とびはなれる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 あふれ落ちる あふれおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 こぼれ落ちる こぼれおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 崩れ落ちる くずれおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型
したたり落ち
る
したたりおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 滑り落ちる すべりおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 ずり落ちる ずりおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 ちぎれ落ちる ちぎれおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 散り落ちる ちりおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ落ちる ながれおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 なだれ落ちる なだれおちる 移動様態 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 抜け落ちる ぬけおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 脱げ落ちる ぬげおちる 達成（状態変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 離れ落ちる はなれおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 降り落ちる ふりおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 漏れ落ちる もれおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 たぎり落ちる たぎりおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ来る ながれくる 移動様態 直示動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 馳せ戻る はせもどる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 跳ね返る はねかえる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 巻き付く まきつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 打ち上がる うちあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り上がる おどりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 まくれ上がる まくれあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 めくれ上がる めくれあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り出る おどりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 染み出る しみでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 突き出る つきでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 溶け出る とけでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 滲み出る にじみでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 燃え広がる もえひろがる 到達（状態変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 打ち掛かる うちかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 襲い掛かる おそいかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り掛かる おどりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 降り掛かる ふりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び下りる とびおりる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 ずり下がる ずりさがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び下がる とびさがる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 引き下がる ひきさがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び越す とびこす 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り越える のりこえる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び越える とびこえる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び移る とびうつる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り移る のりうつる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 跳ねのく はねのく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 煮こぼれる にこぼれる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹きこぼれる ふきこぼれる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 茹でこぼれる ゆでこぼれる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 満ちあふれる みちあふれる 到達（客体変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 挑み掛かる いどみかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 追い越す おいこす 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 踏み越える ふみこえる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
付録：移動事象を表す語彙的複合動詞のリスト
主体移動
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1.主体移動 V2主要部型 追いすがる おいすがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 舞い立つ まいたつ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 伝わり落ちる つたわりおちる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 転がり落ちる ころがりおちる 移動様態 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 転げ落ちる ころげおちる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 伝い落ちる つたいおちる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い落ちる まいおちる 移動様態 到達（位置変化） 様態
1.主体移動 V2主要部型 浮かれ歩く うかれあるく 到達（客体変化） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 転がり回る ころがりまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 転げ回る ころげまわる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 騒ぎ回る さわぎまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 逃げ回る にげまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 跳ね回る はねまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 流れ下る ながれくだる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 燃え移る もえうつる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け戻る かけもどる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 売り歩く うりあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 尋ね歩く たずねあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 練り歩く ねりあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 飲み歩く のみあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 渡り歩く わたりあるく 有方向移動動詞 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け上がる かけあがる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 動き回る うごきまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 歌い回る うたいまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 売り回る うりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 しゃべり回る しゃべりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 嗅ぎ回る かぎまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 担ぎ回る かつぎまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 探し回る さがしまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 探り回る さぐりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 はいずり回る はいずりまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 飛び回る とびまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 乗り回る のりまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い回る はいまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 走り回る はしりまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ふれ回る ふれまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 見回る みまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 持ち回る もちまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 呼び回る よびまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け下る かけくだる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ下る こぎくだる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 逃げ下る にげくだる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 馳せ下る はせくだる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 抱え下りる かかえおりる 達成（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け下りる かけおりる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ずり下りる ずりおりる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 流れ歩く ながれあるく 移動様態 移動様態 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 迫り来る せまりくる 有方向移動動詞 直示動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寄せ来る よせくる 達成（位置変化） 直示動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 こごみ掛かる こごみかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 押し掛かる おしかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 切り掛かる きりかかる 達成（状態変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 蹴り掛かる けりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型
しなだれ掛か
る
しなだれかかる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 散り掛かる ちりかかる
移動様態動詞／有方
向移動動詞
有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 じゃれ掛かる じゃれかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 攻め掛かる せめかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 垂れ掛かる たれかかる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 のっ掛かる のっかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
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1.主体移動 V2主要部型 掴み掛かる つかみかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 突き掛かる つきかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 飛び掛かる とびかかる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 殴り掛かる なぐりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ふざけ掛かる ふざけかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 乗り掛かる のりかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 もたれ掛かる もたれかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 吠え掛かる ほえかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寄っ掛かる よっかかる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寄り掛かる よりかかる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 甘え掛かる あまえかかる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 倒れ掛かる たおれかかる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 崩れ掛かる くずれかかる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 落ち掛かる おちかかる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 混じり込む まじりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 のめり込む のめりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け巡る かけめぐる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 追い付く おいつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 組み付く くみつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 食らい付く くらいつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 しゃぶり付く しゃぶりつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 抱き付く だきつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び付く とびつく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 泣き付く なきつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型
むしゃぶり付
く
むしゃぶりつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 追っ付く おっつく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き飛ぶ ふきとぶ 活動（主体動作） 移動様態 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け抜ける かけぬける 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 擦り抜ける すりぬける 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 突き抜ける つきぬける 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 通り抜ける とおりぬける 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き抜ける ふきぬける 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 紛れ入る まぎれいる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け入る かけいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 進み入る すすみいる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び入る とびいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ入る ながれいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り入る のりいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き入る ふきいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 踏み入る ふみいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 滑り入る すべりいる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 分け入る わけいる 達成（状態変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迷い入る まよいいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き当たる いきあたる 直示動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 突き当たる つきあたる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き当たる ゆきあたる 直示動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ着ける こぎつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き着く いきつく 直示動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 泳ぎ着く およぎつく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 帰り着く かえりつく 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ着く ながれつく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 上り着く のぼりつく 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 走り着く はしりつく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き着く ゆきつく 直示動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び退く とびのく 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 降り積もる ふりつもる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び乗る とびのる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 浮かび上がる うかびあがる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 跳ね上がる はねあがる 移動様態 有方向移動動詞 原因
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1.主体移動 V2主要部型 浮き上がる うきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ上がる こぎあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 ずり上がる ずりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迫り上がる せりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 釣り上がる つりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び上がる とびあがる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き上がる ふきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 巻き上がる まきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 持ち上がる もちあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 沸き上がる わきあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吊るし上がる つるしあがる 達成（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 あふれ出る あふれでる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 こぼれ出る こぼれでる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 現れ出る あらわれでる 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 浮き出る うきでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 泳ぎ出る およぎでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転げ出る ころげでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 さまよい出る さまよいでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 進み出る すすみでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 漂い出る ただよいでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び出る とびでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 流れ出る ながれでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ出る にげでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 抜け出る ぬけでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃れ出る のがれでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 吹き出る ふきでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型
ほとばしり出
る
ほとばしりでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 舞い出る まいでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迷い出る まよいでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 萌え出る もえでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転がり出る ころがりでる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 湧き出る わきでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 焼け出される やけだされる 到達（客体変化） 達成（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 落ち重なる おちかさなる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 寄り集まる よりあつまる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 消え失せる きえうせる 到達（位置変化） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ失せる にげうせる 活動（主体動作） 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 行き止まる ゆきどまる 直示動詞 到達（位置変化） 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び散る とびちる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ散る にげちる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 馳せ参じる はせさんじる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 躍り込む おどりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 駆け込む かけこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転がり込む ころがりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 転げ込む ころげこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 沈み込む しずみこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 滑り込む すべりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び込む とびこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ込む にげこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 乗り込む のりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 入り込む はいりこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 走り込む はしりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 踏み込む ふみこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 迷い込む まよいこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 回り込む まわりこむ 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 潜り込む もぐりこむ 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 割り込む わりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 紛れ込む まぎれこむ 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 埋まり込む うまりこむ 到達（位置変化） 有方向移動動詞 原因
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1.主体移動 V2主要部型 過ぎ去る すぎさる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 立ち去る たちさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 飛び去る とびさる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃げ去る にげさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 逃れ去る のがれさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 走り去る はしりさる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 離れ去る はなれさる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 歩み寄る あゆみよる 移動様態 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 詰め寄る つめよる 達成（位置変化） 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 V2主要部型 くぐり抜ける くぐりぬける 有方向移動動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 追い抜く おいぬく 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 討ち入る うちいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 くぐり入る くぐりいる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 攻め入る せめいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 突き入る つきいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 辿り着く たどりつく 有方向移動動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 よじ上る よじのぼる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ上る こぎのぼる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 馳せ上る はせのぼる 移動様態 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 跳ね出す はねだす 移動様態 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 繰り込む くりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 攻め込む せめこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 吹き込む ふきこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 言い寄る いいよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 擦り寄る すりよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 慕い寄る したいよる 心理動詞 有方向移動動詞 手段
1.主体移動 V2主要部型 乱れ飛ぶ みだれとぶ 到達（客体変化） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 群れ飛ぶ むれとぶ 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い上がる まいあがる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い昇る まいのぼる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い込む まいこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 流れ去る ながれさる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び入る しのびいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い入る はいいる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け登る かけのぼる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 泳ぎ渡る およぎわたる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寝転ぶ ねころぶ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 寝転がる ねころがる 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い上る はいのぼる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い上がる はいあがる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 歩み出る あゆみでる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 漕ぎ出る こぎでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び出る しのびでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い出る はいでる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 走り出る はしりでる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 ずり出る ずりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 にじり出る にじりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 のさばり出る のさばりでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 よろけ出る よろけでる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 暴れ込む あばれこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 さまよい込む さまよいこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び込む しのびこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 怒鳴り込む どなりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 にじり込む にじりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い込む はいこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 跳ね込む はねこむ 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 よろけ込む よろけこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 滑り降りる すべりおりる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い降りる はいおりる 移動様態 有方向移動動詞 様態
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1.主体移動 V2主要部型 駆け去る かけさる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 駆け寄る かけよる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 忍び寄る しのびよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 攻め寄る せめよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 にじり寄る にじりよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 這い寄る はいよる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 走り寄る はしりよる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 立ち止まる たちどまる 有方向移動動詞 到達（位置変化） 不明
1.主体移動 V2主要部型 行き通う いきかよう 直示動詞 有方向移動動詞 並列
1.主体移動 V2主要部型 行き通う ゆきかよう 直示動詞 有方向移動動詞 並列
1.主体移動 V2主要部型 滑り出る すべりでる 移動様態 有方向移動動詞 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 殴り込む なぐりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 舞い降りる まいおりる 移動様態 有方向移動動詞 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 散り急ぐ ちりいそぐ 有方向移動動詞 移動様態 比喩的様態
1.主体移動 V2主要部型 走り抜ける はしりぬける 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 食らい込む くらいこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 散り込む ちりこむ
移動様態動詞／有方
向移動動詞
有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 泣き込む なきこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V2主要部型 降り込む ふりこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 原因
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ歩く つれあるく 移動様態 移動様態 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち歩く もちあるく 活動（主体動作） 移動様態 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ回る つれまわる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 運び回る はこびまわる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち運ぶ もちはこぶ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 担ぎ込む かつぎこむ 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 奪い去る うばいさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ去る つれさる 移動様態 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 盗み去る ぬすみさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 運び去る はこびさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち去る もちさる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち帰る もちかえる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 手段
1.客体・主体移動 V2主要部型 連れ帰る つれかえる 移動様態 有方向移動動詞 様態
1.客体・主体移動 V2主要部型 持ち寄る もちよる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 様態
1.主体移動 V1主要部型 逃げ延びる にげのびる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 落ち延びる おちのびる 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 まろび入る まろびいる 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 行き渡る いきわたる 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 行き渡る ゆきわたる 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 あふれ出す あふれだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 浮かび出す うかびだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 浮き出す うきだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 湧き出す わきだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 漏れ出す もれだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 上がり込む あがりこむ 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 逃げ落ちる にげおちる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 寄り付く よりつく 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 吹き下ろす ふきおろす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 暴れ回る あばれまわる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 にじり出す にじりだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 行き暮らす ゆきくらす 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 追い掛ける おいかける 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 追っ掛ける おっかける 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 行き交う いきかう 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 行き交う ゆきかう 直示動詞
1.主体移動 V1主要部型 寄り合う よりあう 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 溶け出す とけだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 逃れ出す のがれだす 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 崩れ去る くずれさる 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 滲み出す にじみだす 活動（主体動作）
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1.主体移動 V1主要部型 飛び立つ とびたつ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 上り詰める のぼりつめる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 突き上がる つきあがる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 こぼれ出す こぼれだす 到達（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 染み出す しみだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 逃げ出す にげだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 這い出す はいだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 抜け出す ぬけだす 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 飛び出す とびだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 乗り出す のりだす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 流れ出す ながれだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 なだれ込む なだれこむ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 泊まり込む とまりこむ 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 流れ込む ながれこむ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 散り去る ちりさる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 じゃれ付く じゃれつく 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 噛み付く かみつく 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 散り敷く ちりしく 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 吹き通す ふきとおす 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 乗り上げる のりあげる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 乗り継ぐ のりつぐ 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 付け回す つけまわす 達成（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 移り住む うつりすむ 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 はいずり込む はいずりこむ 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 付け回る つけまわる 達成（位置変化）
1.主体移動 V1主要部型 飛び違う とびちがう 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 走り抜く はしりぬく 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 通り掛かる とおりかかる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 突き切る つききる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 攻め掛ける せめかける 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 駆け付ける かけつける 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 乗り合わせる のりあわせる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 駆け出す かけだす 移動様態
1.主体移動 V1主要部型 乗り切る のりきる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 乗り組む のりくむ 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 突っ込む つっこむ 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 出回る でまわる 有方向移動動詞
1.主体移動 V1主要部型 吹き渡る ふきわたる 活動（主体動作）
1.主体移動 V1主要部型 去り行く さりゆく 有方向移動動詞
1.主体移動 共主要部型 通り過ぎる とおりすぎる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 共主要部型 浮かび出る うかびでる 有方向移動動詞 有方向移動動詞 原因
1.主体移動 共主要部型 飛び跳ねる とびはねる 移動様態 移動様態 並列
1.主体移動 逆形成 置き去る おきさる
1.主体移動 接頭辞化 押し入る おしいる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 押し上がる おしあがる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 打ち寄せる うちよせる 達成（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 舞い戻る まいもどる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 差し掛かる さしかかる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 押し寄せる おしよせる 達成（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 押し渡る おしわたる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 掻き消える かききえる 到達（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 立ち上る たちのぼる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 ぶち当たる ぶちあたる 到達（位置変化）
1.主体移動 接頭辞化 おん出る おんでる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 差し昇る さしのぼる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 突き進む つきすすむ 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 突っ走る つっぱしる 移動様態
1.主体移動 接頭辞化 立ち戻る たちもどる 有方向移動動詞
1.主体移動 接頭辞化 立ち入る たちいる 有方向移動動詞
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1.主体移動 接頭辞化 立ち寄る たちよる 有方向移動動詞
1.主体移動 一語化 降り立つ おりたつ
1.主体移動 一語化 落ち入る おちいる
1.主体移動 一語化 出歩く であるく
1.主体移動 一語化 押し掛ける おしかける
1.主体移動 一語化 突っ掛かる つっかかる
1.主体移動 一語化 のし掛かる のしかかる
1.主体移動 一語化 立ち回る たちまわる
1.主体移動 一語化 詰め掛ける つめかける
1.主体移動 一語化 出戻る でもどる
1.主体移動 一語化 出掛ける でかける
1.主体移動 一語化 食い入る くいいる
1.主体移動 一語化 浮かれ出る うかれでる
1.主体移動 一語化 出向く でむく
1.主体移動 一語化 突っ切る つっきる
1.主体移動 一語化 引っ込む ひっこむ
1.主体移動 一語化 落ち込む おちこむ
1.主体移動 一語化 引っ越す ひっこす
2.客体移動 V2主要部型 洗い流す あらいながす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し立てる おしたてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り離す きりはなす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り離す とりはなす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き離す ひきはなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 洗い落とす あらいおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 射落とす いおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち落とす うちおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き落とす かきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刈り落とす かりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り落とす きりおとす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴落とす けおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 削り落とす けずりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 滑り落とす すべりおとす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ずり落とす ずりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 剃り落とす そりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き落とす たたきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き落とす つきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ落とす なげおとす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 はたき落とす はたきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 払い落とす はらいおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き落とす ひきおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型
引きずり落と
す
ひきずりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り落とす ふりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ふるい落とす ふるいおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り落とす ほうりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺すり落とす ゆすりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺り落とす ゆりおとす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ与える なげあたえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し戻す おしもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き戻す つきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り戻す とりもどす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吐き戻す はきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き戻す まきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び戻す よびもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き戻す ふきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き放す つきはなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち返す うちかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 追い返す おいかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
客体移動
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2.客体移動 V2主要部型 送り返す おくりかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ返す なげかえす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き返す つきかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り分ける とりわける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り払う とりはらう 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 染み付ける しみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き付ける ひきつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き付ける ふきつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き付ける まきつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 まぶし付ける まぶしつける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 結び付ける むすびつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 結い付ける ゆいつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 迎え入れる むかえいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型
引っ張り入れ
る
ひっぱりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 おびき入れる おびきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し倒す おしたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り倒す きりたおす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り倒す けりたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き倒す つきたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 薙ぎ倒す なぎたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 殴り倒す なぐりたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ倒す なげたおす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き倒す ひきたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 踏み倒す ふみたおす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 譲り渡す ゆずりわたす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 明け渡す あけわたす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち上げる うちあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻い出す かいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 締め出す しめだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抜き出す ぬきだす 有方向移動動詞 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み重ねる つみかさねる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い寄せる すいよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱き寄せる だきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り寄せる とりよせる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き寄せる はきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き寄せる ひきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き寄せる ふきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 着せ掛ける きせかける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 注ぎ掛ける そそぎかける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 立て掛ける たてかける 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き掛ける ふきかける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り掛ける ふりかける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り外す とりはずす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き外す ひきはずす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き開ける つきあける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し開ける おしあける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抉じ開ける こじあける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き回す ひきまわす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り回す ふりまわす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り下ろす きりおろす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え下ろす かかえおろす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き下ろす かきおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 担ぎ下ろす かつぎおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み下ろす くみおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ずり下ろす ずりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱き下ろす だきおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 助け下ろす たすけおろす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掴み下ろす つかみおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吊り下ろす つりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 取り下ろす とりおろす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び下ろす はこびおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き下ろす ひきおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型
引きずり下ろ
す
ひきずりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型
引っ張り下ろ
す
ひっぱりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り下ろす ふりおろす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し下げる おしさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き下げる ひきさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引きむしる ひきむしる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押しのける おしのける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取りのける とりのける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 撥ねのける はねのける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 払いのける はらいのける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃きためる はきためる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り落とす とりおとす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び返す よびかえす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ掛ける なげかける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突っ放す つっぱなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 解き放す ときはなす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 編み付ける あみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 植え付ける うえつける 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち付ける うちつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 生み付ける うみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し付ける おしつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 絡み付ける からみつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 括り付ける くくりつける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴飛ばす けとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り飛ばす けりとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き飛ばす つきとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ飛ばす なげとばす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 弾き飛ばす はじきとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 撥ね飛ばす はねとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き飛ばす ふきとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り飛ばす ふりとばす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き抜く ひきぬく 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き剥ぐ ひきはぐ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き剥がす ひきはがす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 預け入れる あずけいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 移し入れる うつしいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し入れる おしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き入れる かきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刈り入れる かりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刻み入れる きざみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み入れる くみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 加え入れる くわえいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り入れる けりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 誘い入れる さそいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 絞り入れる しぼりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え入れる かかえいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬い入れる すくいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 摺り入れる すりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 注ぎ入れる そそぎいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 囲い入れる かこいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き入れる たたきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漕ぎ入れる こぎいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き入れる つきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つまみ入れる つまみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み入れる つみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 溶かし入れる とかしいれる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 溶き入れる ときいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り入れる とりいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 流し入れる ながしいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 編み入れる あみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ入れる なげいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 乗り入れる のりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き入れる はきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み入れる はさみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き入れる ひきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招じ入れる しょうじいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくし入れる たくしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ひねり入れる ひねりいれる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き入れる ふきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り入れる ふりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招き入れる まねきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 導き入れる みちびきいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たぐり入れる たぐりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掴み入れる つかみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 はめ入れる はめいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 雇い入れる やといいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型
引きずり入れ
る
ひきずりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び入れる よびいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 浸し入れる ひたしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 召し入れる めしいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揉み入れる もみいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盛り入れる もりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 寄せ入れる よせいれる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き動かす つきうごかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺り動かす ゆりうごかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し当てる おしあてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き当てる つきあてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り投げる ほうりなげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り転がす けりころがす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し沈める おししずめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 植え替える うえかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 移し替える うつしかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 着替える きがえる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 詰め替える つめかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り替える とりかえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 持ち替える もちかえる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 生け替える いけかえる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し進める おしすすめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 推し進める おしすすめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 移し植える うつしうえる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 まくし上げる まくしあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 跳ね上げる はねあげる 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し上げる おしあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え上げる かかえあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き上げる かきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み上げる くみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り上げる けりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い上げる すいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬いあげる すくいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 救い上げる すくいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ずり上げる ずりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 迫り上げる せりあげる 有方向移動動詞 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱き上げる だきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくし上げる たくしあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 助け上げる たすけあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 掴み上げる つかみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き上げる つきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つまみ上げる つまみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み上げる つみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吊り上げる つりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 釣り上げる つりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吊るし上げる つるしあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り上げる とりあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ上げる なげあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 重ね上げる かさねあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ねじり上げる ねじりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び上げる はこびあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み上げる はさみあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き上げる ひきあげる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型
引きずり上げ
る
ひきずりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型
引っ張り上げ
る
ひっぱりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらい上げる さらいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 拾い上げる ひろいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吹き上げる ふきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 振り上げる ふりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り上げる ほうりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 舞い上げる まいあげる 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き上げる まきあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくり上げる たくりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 めくり上げる めくりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 持ち上げる もちあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盛り上げる もりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ねじ上げる ねじあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ひねり上げる ひねりあげる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揺り上げる ゆりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 結わえ上げる ゆわえあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 届け出る とどけでる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 あぶり出す あぶりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 おっぽり出す おっぽりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 せり出す せりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 いぶし出す いぶしだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 いぶり出す いぶりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 洗い出す あらいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 追い出す おいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 送り出す おくりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し出す おしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 おびき出す おびきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抱え出す かかえだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 貸し出す かしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 駆り出す かりだす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 借り出す かりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 切り出す きりだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り出す けりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漕ぎ出す こぎだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漉し出す こしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 誘い出す さそいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 しごき出す しごきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 絞り出す しぼりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い出す すいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬い出す すくいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 救い出す すくいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらい出す さらいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 助け出す たすけだす 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き出す たたきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 掴み出す つかみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き出す つきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つつき出す つつきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つまみ出す つまみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み出す つみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つり出す つりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 連れ出す つれだす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り出す とりだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 流し出す ながしだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ出す なげだす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盗み出す ぬすみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き出す はきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吐き出す はきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び出す はこびだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらえ出す さらえだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 弾き出す はじきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 払い出す はらいだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 貼り出す はりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引きずり出す ひきずりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き出す ひきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引っ張り出す ひっぱりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たぐり出す たぐりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り出す ほうりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ほじくり出す ほじくりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み出す はさみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掘り出す ほりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 召し出す めしだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揉み出す もみだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び出す よびだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 選り出す よりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ほっぽり出す ほっぽりだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き集める かきあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 駆り集める かりあつめる 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り集める とりあつめる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き集める はきあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 拾い集める ひろいあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 寄せ集める よせあつめる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び集める よびあつめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 奪い取る うばいとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 えぐり取る えぐりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 選び取る えらびとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脅し取る おどしとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 勝ち取る かちとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刈り取る かりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み取る くみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 削り取る けずりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い取る すいとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掬い取る すくいとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 だまし取る だましとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 ちぎり取る ちぎりとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掴み取る つかみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 摘み取る つみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 抜き取る ぬきとる 有方向移動動詞 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盗み取る ぬすみとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 剥ぎ取る はぎとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き取る まきとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 もぎ取る もぎとる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ捨てる なげすてる 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脱ぎ捨てる ぬぎすてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 掃き捨てる はきすてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吐き捨てる はきすてる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 食い散らす くいちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴散らす けちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脱ぎ散らす ぬぎちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 撒き散らす まきちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 かじり散らす かじりちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 脱ぎ散らかす ぬぎちらかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し込める おしこめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 塗り込める ぬりこめる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 入れ込む いれこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 射込む いこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 鋳込む いこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 植え込む うえこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 擦り込む すりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 打ち込む うちこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 埋め込む うめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 送り込む おくりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押し込む おしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 落とし込む おとしこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掻き込む かきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 隠し込む かくしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 うずめ込む うずめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 刻み込む きざみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 汲み込む くみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 くるみ込む くるみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 くわえ込む くわえこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 蹴り込む けりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 かぶせ込む かぶせこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 差し込む さしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 誘い込む さそいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 こすり込む こすりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 沈め込む しずめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 仕舞い込む しまいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 吸い込む すいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 すすり込む すすりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 注ぎ込む そそぎこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 炊き込む たきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 さらい込む さらいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たくし込む たくしこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 叩き込む たたきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 突き込む つきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 つぎ込む つぎこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 積み込む つみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 詰め込む つめこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 溶かし込む とかしこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 たぐり込む たぐりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 綴じ込む とじこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 取り込む とりこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 流し込む ながしこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 投げ込む なげこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 溶き込む ときこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 なすり込む なすりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 塗り込む ぬりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 練り込む ねりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 飲み込む のみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 掃き込む はきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 運び込む はこびこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 挟み込む はさみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.客体移動 V2主要部型 ねじ込む ねじこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 貼り込む はりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引き込む ひきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引きずり込む ひきずりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 引っ張り込む ひっぱりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 放り込む ほうりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 巻き込む まきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 曲げ込む まげこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 混ぜ込む まぜこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招き込む まねきこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 まぶし込む まぶしこむ 達成（位置変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 揉み込む もみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 盛り込む もりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び込む よびこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 織り込む おりこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 漬け込む つけこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 編み込む あみこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 押しやる おしやる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 招き寄せる まねきよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 呼び寄せる よびよせる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 こすり入れる こすりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 混ぜ入れる まぜいれる 達成（状態変化） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 割り入れる わりいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 丸め込む まるめこむ 達成（状態変化） 達成（位置変化） 前段階型
2.客体移動 V2主要部型 受け渡す うけわたす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V2主要部型 食べ散らかす たべちらかす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動 V1主要部型 追い立てる おいたてる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 開け放す あけはなす 達成（状態変化）
2.客体移動 V1主要部型 押し返す おしかえす 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 送り付ける おくりつける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 寄せ付ける よせつける 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 置き替える おきかえる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 揺すり上げる ゆすりあげる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 開け広げる あけひろげる 達成（状態変化）
2.客体移動 V1主要部型 射掛ける いかける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 浴びせ掛ける あびせかける 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 入れ替える いれかえる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 放り付ける ほうりつける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 取っ払う とっぱらう 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 飾り付ける かざりつける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 投げ付ける なげつける 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 取り切る とりきる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 たぐり上げる たぐりあげる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 払い上げる はらいあげる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 呼び迎える よびむかえる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 絞り込む しぼりこむ 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 締め込む しめこむ 達成（状態変化）
2.客体移動 V1主要部型 抱き込む だきこむ 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 ねじり込む ねじりこむ 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 取り去る とりさる 達成（位置変化）
2.客体移動 V1主要部型 敷き詰める しきつめる 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 差し掛ける さしかける 活動（主体動作）
2.客体移動 V1主要部型 敷き込む しきこむ 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V2主要部型 押し流す おしながす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 連れ戻す つれもどす 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 引き戻す ひきもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 漕ぎ戻す こぎもどす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い入れる おいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 担ぎ入れる かつぎいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
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2.主体・客体移動 V2主要部型 運び入れる はこびいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 送り届ける おくりとどける 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い上げる おいあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 担ぎ上げる かつぎあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 担ぎ出す かつぎだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 持ち出す もちだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い散らす おいちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 吹き散らす ふきちらす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 連れ込む つれこむ 移動様態 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 持ち込む もちこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 引きずり回す ひきずりまわす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.主体・客体移動 V2主要部型 引き連れる ひきつれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 様態
2.主体・客体移動 V2主要部型 追い込む おいこむ 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
2.客体移動・回転 V1主要部型 いじくり回す いじくりまわす 活動（主体動作）
2.客体移動・回転 V1主要部型 いじり回す いじりまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 追い詰める おいつめる 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 追い回す おいまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 引っ立てる ひったてる 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 引っ張り回す ひっぱりまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 小突き回す こづきまわす 活動（主体動作）
2.主体・客体移動 V1主要部型 連れ回す つれまわす 移動様態
2.主体・客体移動 V1主要部型 乗り回す のりまわす 活動（主体動作）
2.客体移動 接頭辞化 押し頂く おしいただく 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差しかざす さしかざす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 打ち下ろす うちおろす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 押し回す おしまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 取り回す とりまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 引っ掻き回す ひっかきまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 引っ掛ける ひっかける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 ぶっ掛ける ぶっかける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 ぶっ込む ぶっこむ 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 押っ付ける おっつける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し入れる さしいれる 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し向ける さしむける 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し上げる さしあげる 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し回す さしまわす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 取り捨てる とりすてる 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 差し戻す さしもどす 達成（位置変化）
2.客体移動 接頭辞化 おん出す おんだす 達成（位置変化）
2.客体移動 一語化 当てはめる あてはめる
2.客体移動 一語化 引きずる ひきずる
2.客体移動 一語化 取り付ける とりつける
2.客体移動 一語化 垂れ流す たれながす
2.客体移動 一語化 引っ張る ひっぱる
2.客体移動 一語化
かなぐり捨て
る
かなぐりすてる
2.客体移動 一語化 引っ込める ひっこめる
2.客体移動 一語化 仕入れる しいれる
3.抽象的放射 V1主要部型 照り込む てりこむ 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 言い放つ いいはなつ 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 照らし付ける てらしつける 達成（位置変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め下ろす ながめおろす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 にらみ下ろす にらみおろす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め回す ながめまわす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見回す みまわす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 照り返す てりかえす 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 歌い掛ける うたいかける 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V1主要部型 語り掛ける かたりかける 活動（主体動作） 言語情報
抽象的放射
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3.抽象的放射 V1主要部型 冴え渡る さえわたる 到達（客体変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 誘い掛ける さそいかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 澄み渡る すみわたる 到達（客体変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 晴れ渡る はれわたる 到達（客体変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 鳴り渡る なりわたる 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V1主要部型 響き渡る ひびきわたる 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V1主要部型
しゃべり掛け
る
しゃべりかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 尋ね掛ける たずねかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 訴え掛ける うったえかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 持ち掛ける もちかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 囁き掛ける ささやきかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 笑い掛ける わらいかける 活動（主体動作） 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め遣る ながめやる 抽象的放射 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 覗き込む のぞきこむ 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 にらみ上げる にらみあげる 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見上げる みあげる 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 眺め渡す ながめわたす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見渡す みわたす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 にらみ付ける にらみつける 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 睨み返す にらみかえす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 怒り付ける おこりつける 心理動詞 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 聞き付ける ききつける 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V1主要部型 怒鳴り付ける どなりつける 活動（主体動作） 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 見晴らす みはらす 抽象的放射 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 微笑み掛ける ほほえみかける 抽象的放射 非言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 問い掛ける といかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 話しかける はなしかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 見下ろす みおろす 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 見遣る みやる 活動（主体動作） 視線
3.抽象的放射 V1主要部型 呼び掛ける よびかける 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 差し入る さしいる 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 輝き出る かがやきでる 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 射り付ける いりつける 活動（主体動作） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 映し出す うつしだす 達成（位置変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 聞き出す ききだす 活動（主体動作） 言語情報
3.抽象的放射 V1主要部型 さらし出す さらしだす 達成（状態変化） 光
3.抽象的放射 V1主要部型 鳴り響く なりひびく 活動（主体動作） 音声
3.抽象的放射 V2主要部型 覗き見る のぞきみる 活動（主体動作） 活動（主体動作） 視線
4.抽象的比喩 V1主要部型 買い上げる かいあげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V1主要部型 借り上げる かりあげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V1主要部型 売り下げる うりさげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V1主要部型 貸し下げる かしさげる 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 買い入れる かいいれる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 売り渡す うりわたす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 下げ渡す さげわたす 達成（位置変化） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 買い受ける かいうける 活動（主体動作） 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 借り受ける かりうける 活動（主体動作） 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 譲り受ける ゆずりうける 活動（主体動作） 活動（主体動作） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 払い下げる はらいさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 所有
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り下がる くりさがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V2主要部型 勝ち上がる かちあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V2主要部型 成り上がる なりあがる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V2主要部型 のし上がる のしあがる 達成（状態変化） 有方向移動動詞 地位・順序
4.抽象的比喩 V1主要部型 成り下がる なりさがる 到達（客体変化） 地位・順序
4.抽象的比喩 V1主要部型 呆れ入る あきれいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 驚き入る おどろきいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い浮かぶ おもいうかぶ 心理動詞 感情移入
抽象的比喩
207
4.抽象的比喩 V1主要部型 聞き惚れる ききほれる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 見惚れる みほれる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 考え付く かんがえつく 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い出す おもいだす 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 感じ入る かんじいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 聞き入る ききいる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い入る おもいいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 恥じ入る はじいる 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 見入る みいる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 知れ渡る しれわたる 到達（客体変化） 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 決め込む きめこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 考え込む かんがえこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 惚れ込む ほれこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い込む おもいこむ 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 思い付く おもいつく 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 決め付ける きめつける 心理動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V1主要部型 眺め入る ながめいる 活動（主体動作） 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 溶け入る とけいる 到達（客体変化） 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 染み入る しみいる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 思い及ぶ おもいおよぶ 心理動詞 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 考え出す かんがえだす 心理動詞 達成（位置変化） 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 思い至る おもいいたる 心理動詞 有方向移動動詞 感情移入
4.抽象的比喩 一語化 見とれる みとれる 感情移入
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り下げる くりさげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 時間
4.抽象的比喩 一語化 繰り越す くりこす 時間
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り上がる くりあがる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 時間
4.抽象的比喩 V2主要部型 繰り上げる くりあげる 活動（主体動作） 達成（位置変化） 時間
4.抽象的比喩 V2主要部型 言い伝える いいつたえる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 受け伝える うけつたえる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 語り伝える かたりつたえる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 受け継ぐ うけつぐ 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 語り継ぐ かたりつぐ 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 漏れ伝わる もれつたわる 言語情報
4.抽象的比喩 V2主要部型 攻めのぼる せめのぼる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 その他
4.抽象的比喩 V2主要部型 攻め下る せめくだる 活動（主体動作） 有方向移動動詞 その他
4.主観移動 V1主要部型 立ち連なる たちつらなる 有方向移動動詞
4.主観移動 V2主要部型 曲がりくねる まがりくねる 到達（客体変化） 到達（状態変化）
主体移動・客体移動 V1主要部型 乗り付ける のりつける 活動（主体動作）
主体移動・客体移動 V2主要部型 吹き出す ふきだす 活動（主体動作） 達成（位置変化） 手段
主体移動・客体移動（両義的）
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